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揺れる


天正三年（一五七九年）　八月中旬　　　越後国頸城郡くびきぐん春日村　　春日山城　　長尾綾






「容易ならぬ事になった」


部屋に入ってくるなり夫が溜息を吐いた。一緒に付いてきた喜平次は沈痛な表情をしている。


「如何どうなされました」


問い掛けても夫はまた溜息を吐いている。喜平次の表情も変わらない。朽木くつきから使者が来た。多分織田の敗戦の事だと思うのだが……。夫が〝綾〟と私を呼んだ。


「織田の敗戦だが、勘九郎信忠かんくろうのぶただ様が御討死なされた」


「！」


まさか……。勘九郎信忠様が？


「何かの間違いではないのですか。二日前の報しらせでは織田様が病で亡くなられ勘九郎様は手傷を負われたとの事であった筈です」


夫が首を横に振った。


「朽木の使者は織田様が御病死なされ勘九郎様が御討死なされたと報せてきた」


「……ですが……」


喜平次が〝母上〟と首を横に振った。


「つい先程、華からも勘九郎殿が亡くなられたと報せが届きました。勘九郎殿の負傷は相当な深手ふかでで有ったようです」


夫と喜平次が勘九郎様が亡くなられたと言っている……。


「では織田家は当主と世継ぎが揃って亡くなられたと？」


声が掠かすれた。夫が頷く、その姿を見てもまさかという思いが消えない。当主と世継ぎが死んだ？　織田家は一体、いや華は……。


「華はどうなりましょう？」


夫の顔が歪んだ。


「母上、先ずは織田家が如何なるかが大事にございます」


「そなたは」


カッとなりかけたが夫が〝綾〟と呼んだので何とか抑えた。


「喜平次の言う通りだ。先ずは織田家よ。当主と世継ぎを失った織田家が如何なるか、華の行く末もそれ次第であろう」


「……如何なるのです？」


夫の表情が歪んだ。喜平次も渋い表情をしている。


織田様は亡くなられたが後継ぎの勘九郎様は手傷を負ったと聞いていた。多少代替わりで混乱しても半年から一年程で落ち着く。むしろ上杉家にとっては好都合だろうと判断していたが……。


「織田は混乱するだろうな。家督争いが起きるかもしれぬ」


「……」


「そなたも三介様と三七郎様の事は聞いていよう」


「はい、相当に仲が悪いと」


夫と喜平次が頷いた。三介様が次男、三七郎様は三男、しかし実際には三七郎様の方が早く生まれたのだという。だが三七郎様は三男とされた。おそらくはそれが不仲の原因であろう。


「跡を継ぐとなれば三介様だが三七郎様が簡単に納得されるとも思えぬ。それにお二人とも必ずしも家中で人望が有るわけでもないようだ。朽木家でも簡単には決まらぬ、混乱するのではないかと見ているらしい」


「……」


「綾、華は越後に戻す。早急にな」


「はい」


家督争いが起きるかもしれない織田家に華は置けない。


「織田家に華を置いていては華が戦の火種になりかねん」


「それは如何いう事でございましょう？」


問い掛けると夫が喜平次に視線を向け喜平次が一つ息を吐いた。


「母上、三介殿、三七郎殿が華を妻にと考えるやもしれませぬ」


まさか、と思った。でも二人は深刻な表情をしている。


「跡目問題が抉こじれれば華を妻とする事で上杉、朽木を味方にしようと考えるかもしれぬ。場合によっては力づくでという事も有り得よう。そうなれば華を巡って戦が起きかねぬ。上杉家も朽木家もそれに巻き込まれる事になるだろう」


「……朽木の使者がそのように？」


問い掛けると二人が頷いた。


「既に朽木家からは織田家に弔問ちょうもんの使者が出ているようだ。華の事も織田家の重臣に相談すると言っていた。場合によっては朽木家で華を預かるとも言っている」


「そこまで……」


速いと思った、それに周到だ。朽木が天下を収めつつあるのも道理だと思った。


「亜相様は織田家の混乱は簡単には収まらぬと見ている。そしてそれに巻き込まれる事を怖れている。こちらに使者が来たのもそれが理由であろう」


「つまり、グズグズするなとこちらの尻を叩きに来たという事ですね」


夫が顔を顰しかめた。喜平次も渋い表情をしている。


「ま、そういう事になるな。……直江与兵衛尉が弔問の使者として織田家に行く。あちらの状況も今少し詳しく分かるだろう。華の様子もな」






天正三年（一五七九年）　八月下旬　　　薩摩国鹿児島郡　　内城うちじょう　　上野清信






「織田弾正忠が死んだか！　ほほほほ」


公方様が扇子で口元を隠しながら声を上げて御笑いになった。最近公方様は良くお笑いになられるようになった。


「嫡男、勘九郎信忠も死んだそうにございます」


付け加えると公方様が目を瞠みはらせた。


「ほほほほほ」


さらに公方様が御笑いになった。そして立ち上がると周囲をそろそろと御歩きになられた。


「織田が揺れるのう、朽木も揺れよう」


謡うたう様な口調だ。耳川の戦いで島津が大友に大勝利を収めた。朽木に繋がる大友に大きな打撃を与えた事で公方様は九州ではしっかりとした立場を築く事が出来た。公方様の呼び掛けによって島津に味方する者も現れている。島津も公方様を蔑ないがしろには出来ぬ。少しずつだが良い方向に進んでいる。そしてそれを後押しするかのように朽木と友好関係に有った織田弾正忠が死んだ。足取りが弾むようだ。


公方様の足が止まった。


「嫡男も死んだとなれば家督争いが起きるやもしれぬ。そうなれば益々織田は揺れよう。当然大膳大夫の目は東に向かう、西への目配りは疎かになる。ほほほほほ、楽しくなるのう。これからが勝負よ」


公方様が楽しげに御笑いになられ又歩き出した。


朽木め、権大納言、前の右大将などと認めぬ。成り上がりの増長者が。大膳大夫でも過分であろうに！　何を血迷ったか！　必ず思い知らせてやらねばならぬ。天下人、武家の棟梁は足利義昭公、公方様なのだ。朽木などではないわ！　足利の世を乱すなど許さぬ。いずれは九州を制し山陽、山陰を取り戻し京へ戻る。あの横着者を公方様の前に跪ひざまずかせてくれよう。


「先ずは相良、阿蘇よな。予に従い島津と共に大友を討てと命じているのになかなか良い返事を寄越さぬ。あの両名が味方に付けば一気に肥後の南部はこちらのもの、肥後一国の制覇も難しくは有るまい」


「真に左様にございます」


三淵大和守殿の相槌に公方様が嬉しげに頷いた。


「次は安芸か、大和守」


「いえいえ、次は龍造寺、秋月にございます。先ずは九州を固めるのが先決。公方様の御力で龍造寺、秋月が島津に協力すれば島津も益々公方様の恩為に働きましょう」


「ほほほほほほ、そうよのう、龍造寺、秋月か」


「お待ち下さいませ、その前に琉球を与えては如何でございましょう。かねてより島津は琉球を島津領として認めて欲しいと願っております」


松田豊前守殿の言葉に公方様が〝琉球か〟と仰られた。


「朽木は琉球との交易により莫大な利を得ているとか。島津にはそれが目障りなのです。朽木を排除し琉球との交易を独占したいと考えております。そのためにも琉球を島津領として認めて欲しいと願っているのです」


「そうじゃのう、……しかし島津が南へ行っては困るぞ、豊前守」


公方様が顔を顰められた。


「いやいや、それも一つの手かと。朽木にとって琉球との交易が途絶える事は莫大な利を失うという事にございます。銭の無い朽木など恐ろしくはございませぬ」


「ほほほほほほ、それもそうか」


「その次は土佐の長宗我部にございましょう。大友は必ず一条に支援を求める筈、動こうとする一条を長宗我部が後ろから喰い止めれば大友は孤立いたしましょうぞ」


「上手く行けば長宗我部が一条を滅ぼすかもしれませぬ。そうなれば朽木は琉球への足掛かりを失いましょう」


真木島玄蕃頭殿、松田豊前守殿の言葉に公方様が嬉しそうにウンウンと頷かれるとまた高らかにお笑いになられた。


「その次は安芸じゃのう。安芸で騒乱が起きれば毛利も重い腰を上げよう。山陰、山陽に覇を唱えた毛利があのような片隅に追いやられて満足している筈が無いのじゃ。朽木が有利だと見たが故の臣従。こちらが有利になれば必ずや味方に付く。さすれば大友は終わりよ、のう」


公方様の問いかけに皆が頷いた。


大友は耳川の敗戦以来家臣達の離反が絶えぬ。ここで孤立すれば大友に残された道は潰されるか降るかしかない。そうなれば九州から山陰山陽のかなりの部分が公方様の物になる。朽木に決して引けを取るものではない。後は東へ東へと進めば京へと辿り着く。決して不可能ではない。


「関東の情報が欲しいのう。徳川、北条の動きが知りたい。北条に関東を押さえるだけの力が有るのか？　有るのなら上杉は必ず関東に向かおう、関東管領として向かわざるを得ぬ。さすれば朽木は孤立するのう。一人で東と西を走り回らなければならぬ。いずれは息が切れような」


〝ほほほほほほ〟と公方様が御笑いになった。関東の北条か、当代の当主は確か左京大夫氏政。さて、公方様のお役にたてるだけの器量は有りや無しや。確認しなければならぬ。ふむ、中島金衛門を呼ぶか。昔は東海から関東で商いをしていたと聞く。多少は北条の事も知っていよう。


「奥州は如何でございましょう。蘆名あしな、伊達を使って上杉を牽制させては」


「良い案じゃの、大和守。さすれば上杉は関東に出られぬ。北条は楽に関東を制しよう」


公方様が三淵殿をお褒めになられた。なるほど、奥州か。上杉を背後から押さえる。面白いやもしれぬ。


「予を蔑にした朽木は決して許さぬ！　予は征夷大将軍、足利義昭、武家の棟梁とうりょうなのじゃ。天下は足利の物、予の物である。これに逆らう者は逆賊、謀反むほん人ぞ！　謀反人は成敗せねばならぬ！」


公方様が高らかに叫んだ。その通りだ。謀反人は成敗せねばならぬ。それでこそ天下の秩序は保たれるのだ。






天正三年（一五七九年）　八月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「御苦労であったな、山城守、次郎左衛門尉」


越後から戻った進藤山城守、目賀田次郎左衛門尉を労ねぎらうと二人が恐縮したように頭を下げた。


「で、如何であった」


「上杉家では我らが訪ねてきた事に大分驚いておりました」


「上杉は織田の敗戦の件を知らなかったのか、山城守」


驚いて問い返すと山城守が首を横に振った。


「二日前に関東から報せが届いたそうにございます。我らの来訪を随分と早いと」


「二日前か……」


遅い、遅すぎる！


「それに織田様がお亡くなりになられた事は御存知でしたが勘九郎様は負傷したと」


「……」


絶句していると今度は次郎左衛門尉が口を開いた。


「それ故上杉家では織田家では多少代替わりで混乱しても半年から一年程で落ち着くだろうと思っていたようにございます。勘九郎様が亡くなられたと知って大層驚いておられました」


「そうか、……尾張からの、華姫からの報せは？」


「我ら両名が越後を辞する直前に」


「越後に届いたか」


二人が頷いた。


拙まずいわ、上杉の情報網はかなり劣化している。いや、劣化ではないな。上杉はここ近年の混乱で組織が内向きになっているのだろう。内を固めなければならなかった所為だろうが……。これを外に向けるのは簡単ではない筈。景勝も苦労するな。


関東からの報せが勘九郎信忠の負傷で終わったのは仕方が無い。勘九郎信忠は敗走中に死んだのだからな。だが華姫からの報せは面白くない。いきなりの事で混乱しているのだろうが遅すぎる。本来ならもっと早く華姫、或いはその周辺から越後に報せが届いて良いのだ。華姫とその周囲は親善大使と情報員の役割を持つのに……。竹の周囲からは報せが来るぞ。竹が最近謙信に兵法を教わっているとか。そして分からないところは樋口与六に訊ねていると。娘に兵法を教えてどうするんだ？　おまけに先生が謙信と直江兼続って何の冗談だよ。唯の暇潰しなら良いんだが……。


「それで、上杉は北条と徳川の繋がりは知っていたか？」


二人が首を横に振った。


「華姫の件は？」


「それについては尤もであると」


「では上杉から織田に使者を出すのだな？」


「はっ」


二人が頷いた。ここまでは良いか。


「では上杉は織田の行く末を如何見ている」


二人が顔を見合わせた。どっちが話す？　そんな感じだ。どっちだろう？　どうやら山城守のようだ。


「混乱すると見ております。織田の三介様、三七郎様は兄が三介様、弟が三七郎様となっておりますが実際には弟君の三七郎様が先にお生まれになったのだとか。理由ははっきりしませぬが御兄弟の順は逆になったそうにございます。それ故御二方の仲は険悪だそうで。おそらくは織田に嫁がれました華姫様の報せでございましょう」


「うむ、その生まれの順が逆というのは俺もチラと聞いた覚えが有る。不思議な事よ」


三介の名は信意のぶおき、これは不覚人と言われた織田信雄の事だ。信意の母親は生駒宗家の娘、要するに信意は嫡男勘九郎信忠の同母弟という事に成る。何故信意と信孝で兄弟の順が逆になったのか？　良く言われるのが母親の身分の差だ。信忠、信意の母親の実家である生駒宗家は尾張、美濃、三河を中心に手広く商いで儲けた一族だ。信長はこの一族に金、情報の面で随分と協力して貰ったと言われている。


信長にとって勘九郎信忠、三介信意は大事な支援者の娘が産んだ息子達なのだ。当然扱いは特別な物になる。勘九郎信忠が嫡男となり三介信意が三七郎信孝を差し置いて次男とされたのもおかしな話ではない。だが俺は他にも理由が有ると思っている。三介信意を特別扱いするなら何も次男にする事は無いのだ。むしろ三男にして次男である三七郎信孝よりも全ての面で待遇を厚くすればよい。その方が特別扱いが際立つだろう。


兄弟の順を逆にしたのは三七郎信孝の敵意が三介信意に向くように仕向けたのだと思う。生まれた順の通りに兄弟の順が付けられたなら三七郎信孝はそれほど不満を持たなかっただろう。母親の身分、実家の貢献度が違うのだから仕方が無いと諦めたかもしれない。そして三介信意は自分は特別なのだと意識した筈だ。三介信意の目は嫡男の勘九郎信忠に向かっただろう。


だが兄弟の順を逆にすれば如何か？　当然三七郎信孝は不満を持つ。扱いだけならともかく兄弟の順まで変えられたのだ。三七郎信孝の不満は三介信意に向かった筈だ。三介信意はそれを意識せざるを得ない。つまり三介信意の目は嫡男の勘九郎信忠では無く三七郎信孝に向かうのだ。この場合三介信意の最大の味方は勘九郎信忠になる。つまり跡目争いは起き辛くなる……。


信長は家督争いで苦労をした。特に同母弟の信勝の扱いでは結局殺さざるを得なかった。それだけに同母弟の扱いには注意を払ったのだろう。三介信意と三七郎信孝の兄弟の順が入れ替えられたのはそれが理由だと思う。だが史実もこの世界も信長、信忠が同時に死んだ。三介信意と三七郎信孝の対立を抑える存在は失われた……。


「御屋形様、五郎衛門殿、新次郎殿はお戻りになられましたか？」


山城守が問い掛けてきた。


「戻った。溜息を吐いていたな。織田は当分ガタつくだろう。内部で戦が起きるかもしれぬ」


山城守、次郎左衛門尉も溜息を吐いた。


三介信意と三七郎信孝は顔を見合わせれば罵り合っているらしい。小田原攻めで最初に逃げ出したのは三介信意だった。三七郎信孝はそれに引き摺られて逃げたらしい。三七郎信孝は兄が逃げなければ織田が敗走する事は無かったと言って三介信意を責め三介信意は自分も逃げたくせに他人の所為にする卑怯者と三七郎信孝を責めている。どっちもどっちだろう。


「御屋形様、華姫様の件は？」


次郎左衛門尉が此方を窺うかがう様に訊ねてきた。今度は俺が溜息が出そうだ。


「五郎衛門、新次郎が織田の丹羽五郎左衛門、木下藤吉郎に話した。二人とも華姫を早期に上杉に返す事に賛成した」


「つまりそれは……」


「危ないと見ているのだろうな」


跡目争いが激化する、華姫が巻き込まれると見ているのだ。秀吉の見立てだ、間違いないだろう。


五郎衛門、新次郎が丹羽五郎左衛門に内密に話がしたいと言った時、五郎左衛門は即座に木下藤吉郎を同席させたらしい。この二人、墨俣で城を築いて以来行動を共にする事が多いようだ。この世界の織田の重臣と言えば柴田権六、丹羽五郎左衛門、佐久間右衛門尉、林佐渡守だ。木下藤吉郎はその下のクラスになる。まあ柴田、丹羽を老中とすれば木下は若年寄クラスと見て良いだろう。それなりに織田家中で影響力は持っているようだ。


五郎衛門、新次郎の話では華姫が危ない、上杉に返すべきだと言うと即座に藤吉郎が同意したらしい。そして五郎左衛門に危険性を説いた。五郎左衛門も直ぐに同意した。もっとも直ぐに返すと言っても最低でも四十九日、百カ日の法要には参列して欲しいと言われた。それ以前に帰られては織田家は余程に危険なのだと周囲に思われかねない。それは避けたいという事だ。だがな、四十九日はともかく百カ日の法要の後となれば越後は雪になる。俺の所で春まで預かる事になるだろう。百カ日の法要までは五郎左衛門と藤吉郎が責任を持って預かると言ってくれたようだ。


織田家中は混乱している。葬儀はようやく終わったが喪主は信長の正室だった斉藤道三の娘が務めた。鷺山さぎやま殿と呼ばれているらしいが多分濃姫の事だろう。彼女は勘九郎信忠の養母でもあるから適任だと言う事になったらしい。つまり三介信意、三七郎信孝、どちらを喪主にしてももう一方が収まらない、混乱するというのが織田家の重臣達の考えのようだ。


織田家では三介信意は不覚人、頼りにならぬ。三七郎信孝は三介よりはましだが癇性が激しく信長の悪い所だけが似たと言われているらしい。悪い所だけでも似れば大したものだとは……、思えないよな……。溜息が出そうだ、信長もこの二人には頭を痛めただろう。


「鈴村が織田家中の者とそれとなく話をした」


「……」


「皆、先行きが暗いと見ているようだな。この乱世、そう甘くは無い。あの二人では家を保てまいと家中の者は見ている。誰を頼って良いのか途方に暮れているらしい」


山城守、次郎左衛門尉が深刻な顔をしている。この二人も主では苦労をした。その苦労が分かるのだろうな。或いは苦労しているのは今も一緒かな？


「如何にもなりませんな」


山城守が首を振った。次郎左衛門尉も渋い顔をしている。


「五郎衛門、新次郎が華姫に奈津の文を渡したのだが頻りに頷いていたようだ。義弟二人をまるで信用していないのだな。華姫から見ても織田の跡目を継げる器ではないのだろう」


二人が顔を見合わせた。


「御屋形様、徳川の事は？」


「訝しんでいるぞ、山城守。丹羽、木下は訝しんでいる。北条との繋がりに気付くのも直だろう。もっとも三介殿と三七郎殿は気付いていないようだな。二人とも五郎衛門、新次郎に会ったが自分が織田家の当主に成るので俺によしなに伝えて貰いたいと言ったらしい。阿呆な話だ、織田が割れていると自ら言ったに等しい。話にならん」


二人が溜息を吐いた。御願いだからそんな暗い顔をするな、滅入って来るだろう。


二人を下がらせると織田焼の壺を手に取った。少し艶つやが落ちたな。布を用意して磨き始めた。胡坐あぐらをかいた足の上に載せゆっくり、丁寧に、少しずつ、回しながら磨く。……織田は駄目だな、跡継ぎ候補が二人とも馬鹿では如何にもならん。史実では清須会議で三法師が跡継ぎに決まった。羽柴秀吉が推して丹羽長秀、池田恒興が賛成した事で決定した。秀吉を支持したように見えるが本心は馬鹿を担ぐのはうんざりだ、それならガキを担いだ方が良い。そんなところだったのかもしれない。そして気が付けば秀吉が天下を獲っていた……。


あの二人の下となるとかなり幼くなる筈だ。跡継ぎとしては不適格だろう。となると信長の弟から選ぶ？　しかしなあ、信長の弟ってあんまりぱっとしないんだよな。歴史でも殆ど目立たない。後継者どころか後見人も難しいだろう。なんて言うか織田家って信長一人なんだな。信長とその他大勢。その他大勢は取り換えが可能だが信長の代わりは居ない。信長が居なくなると如何にもならない……。


如何したものかな？　弥五郎には機会が有れば織田を喰うとは言ったが……。本気で考えた方が良いかもしれない。俺が動ける前提は？　友好関係に有った織田を喰っても非難されないだけの状況。……織田家の混乱だけでは駄目だな、織田領内の混乱、騒乱が必要だ。俺は混乱を収めるために已むを得ず兵を動かすという形にしないと。


やるのなら先ずは支柱を潰す事だな。支柱が無くなれば混乱は大きくなる筈だ。三介信意と三七郎信孝、穴だらけのおんぼろ支柱だが織田家中の人間はこの二人を無視は出来ない。無視出来るようにすれば織田家中は四分五裂する筈だ。いや、それとも纏まるか？　分からんなあ、織田の詳細な情報が欲しいな。それと京を中心に噂を流そう。馬鹿二人、如何にもならぬと。後で小兵衛を呼ぶか。


だがなあ、今一つやる気にならん。東が混乱した場合、西がどうなるかという危惧も有る。問題は二つある。一つは島津が何処まで北上するかだ。龍造寺と戦うのか、それとも味方にするのか。それによっても変わってくる。義昭を抱えているという事が如何いう影響を及ぼすのか、さっぱり読めん。


もう一つはキリスト教だ。九州のキリスト教布教は酷い事に成っているらしい。大友、有馬、大村領ではキリスト教が当主を信者にして好き勝手にやっている。日向で大友がキリシタンの神の国を作ろうとしたなんてのもその一つだ。頭が痛いのは土佐の一条少将もキリスト教に改宗しようとしているらしいという事だ。寺社仏閣を壊して教会を立てるなんて騒いで家臣達と険悪になっている。阿呆か、そんなことをしたら領内が割れるだろう。大友を見て気付かないのかと思う。報告してきた半蔵も呆れていた。やはりキリスト教を放置は出来ないな。如何したものか。


一旦九州全土を島津に占領させるというのも考慮するべきかもしれない。島津には義昭と顕如が居る。あの二人はキリスト教が大嫌いだ。必ず排斥してくれる。つまり島津を使ってキリスト教を潰す事が出来るわけだ。その後で島津を潰す。結構時間がかかるな。つまりその間にこちらは東海から関東の状況に専念出来るわけだ。上手く行くかな？　






天正三年（一五七九年）　八月下旬　　　越後国頸城郡春日村　　春日山城　　上杉景勝






庭を見ながら廊下に座っていると〝喜平次〟と名前を呼ばれた。気が付けば父が訝しそうな表情で廊下に立っている。


「如何したのじゃ、そんなところで。暑さで参ったのか。八月も終わりだがまだまだ暑いからのう」


「いえ、少し考え事をしておりました」


「本当か、ぼんやりしているように見えたぞ」


からかうような口調だ。思わず苦笑が漏れた。


「何時の間にかぼんやりしておりました。暑いと気が削そがれますな」


父が頷く。立ち上がって部屋の中に入ると父も付いてきた。部屋には竹姫が居た。何時の間に……。廊下に出た時は居なかったのだが……。


「居たのか？」


問い掛けると嬉しそうに頷いた。ずっと待っていたのかもしれぬ。済まないと思ったが同時にだから竹姫は良いのだとも思った。妹達ならサカリのついた猫のように騒いだだろう。ぼんやりする事等出来なかったに違いない。


「なんじゃ、竹姫様が居られる事にも気付いていなかったのか。困ったものよ。……竹姫様、喜平次の事、御許し願いますぞ」


竹姫が父に〝はい〟と答えにっこりと笑った。大人びてきた、十一歳だったな、となれば越後に来て三年か。つまり俺が上杉家の養子になって四年という事になる……。四年か、四年……。


〝父上〟と声をかけた。腰を下ろした父が〝うん？〟と言って俺を見た。


「何事かございましたか？」


「うむ、与兵衛尉が戻って来た」


「……」


戻って来たか……。父が竹姫を見た。話を続けても良いのかという事だろう。構うまい、妹達とは違うからな。煩くする事も無いだろうし周囲に吹聴する事も無いだろう。頷くと父が微かに笑った。同じ事を考えたのかもしれない。


「やはり跡目は簡単には決まらぬようじゃ」


つまり華の身は危険という事になる。


「織田の重臣、丹羽五郎左衛門、それと木下藤吉郎という者が華を守っている。その二人は亜相様より華の事を頼まれたらしい。織田の重臣達は四十九日、百日の法要までは華に織田家に居て欲しいと考えている」


百日か……。


「それまでに決まりましょうか？」


父が顔を歪めた。難しいと見ている。


「場合によっては亜相様に預かって頂く事になろう」


やはりそうなるか。


「念のため、与兵衛尉が華に三介様、三七郎様との婚姻を如何思うかを確認した」


「華は何と？」


「二人とも頼りにならぬと。上杉家は二人を当てにすべきではないし自分もあの二人に嫁ぐつもりはないと言ったそうだ」


相当毛嫌いしているな。織田の二人、家中で人望は無いと聞くが……。竹姫が大人しく座っている。俺が視線を向けると眼元に笑みが浮かんだ。やはり竹姫は良い。


「織田も前途多難ですな。ところで父上、関東への出兵ですが……」


「うむ、関東管領職も継いだ事だ、年内にも出兵という事になろう」


「出来るだけ急ぎたいと思います」


父が〝ほう〟と声を上げた。面白そうに俺を見ている。


「随分と張り切っているな」


「父上、このままでは上杉は戦えませぬぞ」


父の表情が変わった。


「如何いう事だ？」


「父上も御分りでしょう、伏齅ふせかぎの事です」


父が唸り声を上げた。


「八門や伊賀衆に比べれば明らかに後れを取っています」


「そうだな、これまでは家中を纏める事が第一であった。そのためにどうしても外の事は疎かになった」


領内重視は已むを得ない事では有った。その事を責めようとは思わぬ。だがもう領内重視から領外重視へ切り替えても良い筈だ。そのためにも出兵を急ぐ必要が有る。伏齅の意識を変えなければ……。その事を言うと父が頷いた。


「そうだな、そなたの言う通りだ。御実城様に申し上げてみよう。竹姫様、失礼致しますぞ」


〝どれ〟と声を掛けると父が立ち上がった。そして部屋を出ていく。それを見届けてから竹姫が傍に寄って来た。


「戦に行かれるのですか？」


「うむ、秋の取入れが終われば出兵になろう」


「御戻りは？」


「来年だ」


竹姫が〝まあ〟と声を上げた。頼むから駄々を捏こねないでくれよ。


「冬に雪が積もるのでな。雪が溶けてからでなくては帰れぬのだ」


「はい」


言い訳がましい答えだったが竹姫は素直に頷いてくれた。ホッとした。だから竹姫は良いのだ。


「良い娘こだ」


頭を撫でると竹姫がニコッと笑った。


「近江の父上と同じ事をなされます」


「舅しゅうと殿と？」


問い返すと竹姫が頷いた。


「戦に行く前と帰って来た時、竹の頭を撫でてくれました。大人しくしていたと答えると〝良い娘だ〟と褒めて下さいました」


「そうか」


俺も帰ってきたら頭を撫でなければならんな。舅殿に後れを取る事は出来ぬ。
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「殿、右衛門大夫にございまする」


「うむ、近う寄れ」


「はっ」


金上かながみ右衛門うえもん大夫だゆう盛備もりはるが傍に寄った。


「お加減は如何で」


「うむ、悪くない。織田が死んだの、嫡男も死んだ」


「はっ、織田は暫くは動けますまい」


「そうよの」


右衛門大夫が儂を見ている。気遣うような表情だ、儂の身体の具合が心配らしい。正直に言えば脇息に身を預けるのも疲れる。だがそれを見せる事は出来ぬ。


「右衛門大夫、北条は持ち直すか？」


「さて、分かりませぬ」


右衛門大夫が首を横に振りながら答えた。


「では上杉は？」


「関東に兵を出しましょう」


今度は断言した。


「何故そう思う」


「理由は三つ有りまする」


「三つか、申してみよ」


右衛門大夫が一躙にじり、二躙りと近寄ってきた。


「はっ。一つ、関東管領である上杉は北条の復権を許す事は出来ませぬ。それを抑えるために必ず出兵致しまする」


「なるほど、二つ目は？」


「上杉弾正少弼は管領職こそ継ぎましたが家督は継いでおりませぬ。家督を継ぐ前に武勲を上げておきたいと考えている筈」


「……」


「三つ目でございますが死んだ織田の嫡子の妻は関東管領の妹でございます。義を重んじる上杉としては仇を討たねばなりますまい」


右衛門大夫が自信満々に儂を見ている。褒めて貰いたいようだ。


「もう一つ有るな、四つ目が」


「もう一つ？　四つ目？」


「関東管領も代替わりしたのだ。関東の諸将に顔見世をしなければならぬ。そうではないか？　右衛門大夫」


右衛門大夫が悔しそうな顔をした。五十を過ぎ六十に近いというのに幾つになっても可愛い奴よ。


「朽木の天下獲りも一頓挫じゃな。東が落ち着かねば西へは進めまい、特に攻め込むのが九州ではの」


咳が出た、右衛門大夫が近寄ろうとするが止めた。ただの咳よ、大した事は無い……。


「天下の行末は未だ分からぬの。朽木に傾きかけた様に見えたが如何なるか。朽木が有利である事は確かじゃ、しかし九州では島津が力を伸ばしてきた。分からぬのう、分からぬ。さて、蘆名は如何する？」


右衛門大夫に視線を向けると右衛門大夫が頷いた。


「当家としましては北条家に頑張って貰いたいものでございまする」


「そうよな」


北条が武蔵から下総に力を伸ばせば上野、下野、常陸が揺れる。それを利用して蘆名の力を関東北部に伸ばせるのだが……。


「儂があと十歳若ければの」


「殿！」


右衛門大夫が声を上げた。


「上杉の越山に合わせて越後に攻め入るのだが……、口惜しいのう」


「そのような御気の弱い事を申されるなど殿らしくありませぬ」


「気を遣わずとも良い、右衛門大夫」


「……」


「自分の身体じゃ、自分が一番良く分かる。儂はもう長くは無い、あと一年、二年か……」


右衛門大夫が項垂うなだれた。起きているのも辛いと思う時が有る。もう潮時であろうな。


上杉は代替わりを無難に熟こなしておる。朽木の援けも有ったがそれなりの跡継ぎを得たという事であろう。さて、織田はどうなるか……。織田が揺れた時、それが関東、奥州にどう影響するのか……。いや、それ以前に蘆名は儂が死んだ後どうなるのか……。後を継ぐ左京亮さきょうのすけ盛隆は儂の血を引いておらぬ。果たして皆を率いて蘆名家を守って行けるのか……。残り短い命、天下の動向、関東の動向、奥州の動向をしっかりと見据え蘆名の進むべき道を探らねばならぬ。特に注意すべきは伊達よ、伊達が儂の死を如何捉えるかを見極めなければならぬ……。
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「まあ、これは」


「なんと見事な」


松姫様、菊姫様が声を上げた。今日は新たに建てられた邸やしきへの移転の日。五日後にはこの屋敷で松姫様の婚儀が行われる。その五日後には菊姫様の邸で婚儀が……。邸の一室には御屋形様、御裏方様、若殿、御寮人様、大方様、そして朽木家の親族、重臣達、武田家所縁の者達からの婚儀の祝いの品が所狭しと置かれていた。


御屋形様からの祝いの品は薙刀なぎなた、干し椎茸、絹織物、それに丁銀ちょうぎん。家を構えれば何かと物入りだろうと銭に換え易い干し椎茸、絹織物、丁銀を選ばれた。御裏方様からは越前和紙、綿糸、螺鈿らでんの帯留め、髪飾り。若殿からは太刀一振り、澄み酒、虎の皮、絹織物。御寮人様からは明の赤絵の陶磁器、香料、端渓の硯すずり。お二人が驚かれるのも無理はない。


「恭、これは一体如何いう事なのでしょう？」


松姫様が不安そうに問い掛けてきた。


「武田家の新たな門出を祝っているのでございます。いずれ菊姫様の邸にも同じように祝いの品が届けられるでしょう」


今度は菊姫様も不安そうな表情をされた。


「ご案じ成されますな。これには理由わけがございます」


「理由？」


松姫様、菊姫様が顔を見合あせられた。


「二つございます。一つ目は先程も申し上げましたが武田家の新たな門出を祝うという事にございます。これに偽りはございませぬ。二つ目は朽木家には武田家所縁の者達が大勢居ます。その者達にとって武田家に仕えていたという事が瑕瑾かきんになってはなりませぬ。それが理由にございます」


本当は三つ目の理由が有る。甲斐を領している徳川に些か不審な動きが有る。場合によっては徳川と戦う事も有ると御屋形様はお考えのようだ。徳川が武田の旧臣達に手を伸ばさぬように、伸ばしても無駄に終わる様にという狙いが有る。


「御覧下さいませ。御屋形様、御裏方様だけではございませぬ。若殿、御寮人様からも祝いの品が届いています。これは御屋形様の代だけではなく若殿の代になられても武田家への扱いは変わらないという事にございます」


若殿だけではない、奈津御寮人様も祝いの品を贈っている。武田と敵対した上杉家の姫もお二人を粗略には扱えないのだ。若殿の傍には甘利殿、浅利殿が仕えている事実を無視は出来ない。そして武田と同盟を結んでいた北条が織田家の当主と嫡男を死に追い込んだ事も武田家の処遇に影響する事はないのだ。武田に所縁の者達も御寮人様が御二人に祝いの品を贈ったと聞けばホッとするだろう。


「以前にも聞きましたがお気遣いを受けているのですね。有難い事だと思います。何と言って良いのか……」


松姫様の言葉に菊姫様が頷かれた。


「御屋形様は姫様方が幸せになられる事を願っておられます。そしてこれからは朽木家の中で武田家が続いていく事を願っておられるのです」


松姫様、菊姫様が頷かれた。


「そうですね、甲斐の事を忘れる事は出来ませぬが私達は此処で生きて行く。そして武田の家を繋いでいく。菊、過去に囚われる事無く明日を信じて生きていきましょう」


「はい、姉上」


お二方とも少し哀しそうな御顔だった。過去への決別を決められたのかもしれない。それならば良い、武田と朽木の因縁も少しずつ解れていくだろう……。
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「矢尾、姉上は、織田家はどうなるのでしょう？」


「……華様は上杉家の姫君、華様の御身に危険が及ぶような事は有りませぬ。安心なさいませ」


「ですが弥五郎様は姉上に出来るだけ早く織田家を離れるようにと……」


「奈津様、余り御気を揉まれますな。早うに老けまするぞ」


矢尾が笑顔で私をからかった。


越後から一緒に付いて来てくれた矢尾。もう四十を過ぎている。故郷を捨てるのは辛かったと思う。でも付いて来てくれた。若い頃に一度嫁いだけれど子が産まれる前に夫が戦で死んだのだという。姉上と一緒だ。矢尾は実家に戻り上田城に出仕した。再婚を勧められる事も有ったが断ったらしい。私と姉上の傍に何時も居た。


矢尾も実家に戻った事を考えれば姉上が上杉に戻るのもおかしな話ではない。子が無いのだから実家に戻り再婚だろう。でも早く戻るようにと弥五郎様は勧めている。姉上は危険なのだろうか？


「御料人様、御裏方様がお見えでございます」


部屋の外から女中の声がした。慌てて矢尾と共に下座に控えると御裏方様が部屋に入って来た。


「いらせられませ」


「御邪魔しますよ」


御裏方様が上座に座った。御裏方様は御屋形様との間に弥五郎様を筆頭に五人の御子を儲もうけられている。しかも四人が男子。夫婦仲は円満なのだろう。弥五郎様は御裏方様を厳しい御方というけれどそのようには見えない。優しげな方だ。


「御声をかけて頂ければ私の方から伺いましたものを……」


「良いのですよ、未だ動くのを億劫がる歳でも無いのですから」


「まあ」


二人で声を併せて笑った。


「ようやく笑いましたね、心配していたのです。随分と思い悩んでいると弥五郎が案じていました」


「弥五郎様が……」


「ええ」


御裏方様が頷かれた。どうやら弥五郎様は私を心配して御裏方様に相談したらしい。


「姉がどうなるかと思うと……」


心配している事を伝えると御裏方様が分かっているという様に頷かれた。


「御屋形様の御話では織田家の重臣に華殿の事を頼んだそうです。丹羽、木下という者ですが先ず信頼して良いだろうと。ただ念のため亡くなられた織田様の御正室、鷺山殿にも華殿の事を頼んでおこうと仰られていました」


「有難うございます」


有り難いと思った。朽木家の方々は私と姉上の事を心配してくれている。矢尾に視線を向けると矢尾がニコリと笑った。


「油断は出来ませぬよ。織田家は未だ跡目が決まっておりませぬ。私は今年で三十二に成りますが跡目争いで傾いた家を幾つか見ました。とんでもない騒動が起きるのです。それに巻き込まれない様にしなければ……」


「はい」


「百カ日の法要が過ぎればこちらへ移れます。それまで何事も無ければ、いえそれまでに跡目が決まれば良いのですが……」


御裏方様の表情は暗い。楽観は禁物だという事らしい。


「織田家の跡目はどうなるのでしょう」


姉上の文には三介様、三七郎様のどちらにも期待は出来ないと書かれていた。


「さあどうなるのか、御屋形様の元に三介様、三七郎様より自分を織田家の当主と認めて欲しいとそれぞれに文を持った使者が来たそうです」


「まあ」


思わず声が出た。御裏方様が頷かれた。


「御屋形様も驚いていました。織田家の重臣達もどちらにするか決めかねているのでしょう。それに焦れて使者を寄越したのだと思います。もしかすると上杉家にも使者が行ったかもしれませぬ」


「……」


そうかもしれない。だがこちらの御屋形様に比べれば兄の力は数段落ちる。使者が来たのだろうか？


「奈津殿、その際ですが三介様、三七郎様が華殿を自分の室にと申し入れる可能性が有ります」


「まさか……」


御裏方様が首を横に振られた。


「有り得ない事では有りませぬ。華殿は未だ御若い、このまま一生を終えるのは本意では有りますまい。上杉家でも華殿の処遇には悩む筈です。三介様、三七郎様はその辺りを理解しておいででしょう。となれば上杉家に恩を売り自分は織田家の当主に成れる、どちらにとっても利の有る話と考えるかもしれませぬ。十分に有り得る事です」


溜息が出た。姉上は三介様、三七郎様を嫌悪している。そんな相手に嫁ぐなど……。


「越後の兄は如何考えるのでしょう。姉に相応しい縁だと思うのでしょうか？」


「さあ、それは分かりませぬ。弾正少弼様が如何考えられるか……」


「姉は三介様、三七郎様に嫁ぐ事を望みはしますまい。ですが一度織田家に嫁いだ以上、再婚すると言っても……」


相応しい家は然そう然そう無い。それに似合いの年頃の殿方が居るだろうか？　例えば朽木家、此処には姉上よりもずっと年下の殿方しかいない。


「奈津殿、縁などという物は何処に転がっているか分かりませぬよ」


「御裏方様」


御裏方様はニコニコと笑っている。


「気休めでは有りませぬよ。私は再婚で朽木家に嫁いだのです」


「まあ」


思わず声を上げると御裏方様が可笑しそうにお笑いになった。


「当時私の実家さとの平井家は六角家に属していました。私は六角家の養女となって北近江三郡を治めていた浅井家に嫁いだのです。知らないでしょうね、浅井家の事など。小谷城を居城として北近江で二十万石を領していたのですが奈津殿が生まれる前に滅んだのですから……」


「……」


声が出ない、そんな事が？　浅井家の事は何度か聞いた覚えが有るけど二十万石も領していたの？　御裏方様が一度嫁いだ？


「浅井家は六角家に従属していたのですが私が嫁いだ直後に六角家と縁を切り、私を六角家に返したのです」


「……」


「辛い想いをしました。私の力不足で浅井家を六角家に繋ぎとめられなかったと……、私一人の問題ではないのですけれど当時の私は一途にそう思いこんだのです。本当に苦しかった……」







    
  
  




〝若かったのですね〟と御裏方様が懐かしむように呟かれた。


「浅井家を倒すために六角家が目を付けたのが朽木家でした。協力して浅井家を攻める中でより両家の結び付きを強めるために私が朽木家に嫁ぐ事に成ったのです。朽木家は当時十万石程の小大名で浅井家よりも小さかった。当然ですが六角家の要請を断る事は出来ませんでした」


「……」


朽木家が小さな国人領主から天下を制するところまで来たのは知っている。でも御裏方様からお話を聞くとその実感が湧いた。


「でも色々と条件は付けられると思いました。何と言っても嫁ぐのは二度目なのですから。朽木家から見れば厄介者を押付けられる、そう考えてもおかしくは無かったのです。私自身、六角家が私の扱いに困っている、そう思っていました」


「……」


姉上もそうなるのかもしれない。どのような条件を付けられたのだろう？　訊きたいと思ったけど失礼になるかもしれないと思うと訊けなかった。そんな私の気持ちが分かったのかもしれない。御裏方様が〝どんな条件か、知りたいでしょう？〟と仰られた。


「何も有りませんでした」


「え？」


「何も無かったのです。御屋形様は私に浅井への想いさえなければ喜んで妻に迎えたいと仰って下さいました」


「まあ」


驚くと御裏方様が御笑いになった。本当に楽しそうに。


「有り得ない事でした。それだけに嬉しかった。私は自分が幸せになれると信じて朽木家に嫁ぎましたしこれまでずっと幸せでした。もしこれが夢で目覚めたら十万石の小大名の妻に戻っていても何の不満も無いと思います。多分御屋形様にこんな夢を見ましたと話すでしょうね。御屋形様はそれは大層な夢を見たなと言って笑って下さると思います。私も一緒に笑ったでしょう」


楽しそうに話す御裏方様が羨ましかった。


「奈津殿、縁という物は何処に転がっているか分かりませんし幸せという物も何処に有るか分からない物だと思いますよ。だから人の一生は面白いのでしょう。悪い方へ、悪い方へと気に病んではいけませんよ。今は先ず華殿を無事に朽木に迎える事だけを考えましょう。後の事は後の事です」


「はい、お気遣い有難うございます」


御裏方様が穏やかな笑みを浮かべながら頷かれた。
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「では喜平次の出兵が正式に決まったのですね」


「うむ、取り入れが終わったら出兵だ。以前から関東管領職を継いだら関東に出兵をという話は有った。そなたも知っていよう」


「はい」


「此度の織田の敗戦、些か訝しい。織田様が倒れるとともに北条が攻撃をかけた。おそらく織田に味方した国人衆の中に北条に通じている者が居るのだろう。このままでは小田原の北条が勢いを取り戻しかねぬ。その前に出兵し喜平次の権威を関東に打ち立てなければならん」


夫が思い定めるような口調で語った。


「貴方様も出兵を？」


夫が首を横に振った。


「いや、儂は留守を預かる事になった」


「……喜平次は大丈夫でしょうか？」


夫は出兵しない。皆は年若く経験の少ない喜平次を支えてくれるだろうか？　夫は腕組みをして厳しい表情をしている。


「大丈夫と断言は出来ぬ。だがな、綾。此度の出兵の意味は皆が分かっている。上杉家は関東管領を職とする家なのだ。北条の横暴を許す事は出来ぬ。北条を潰す事は出来ずとも関東の諸将に上杉の武威をしっかりと見せこちらに引き寄せなければ……。喜平次にとっても上杉家にとっても大事な出兵だ」


喜平次個人の戦ではない、それを皆が何処まで理解してくれるか……。


「此度の出兵には他にも意味が有る」


「と申されますと」


「伏齅の眼を外に向けなければならぬ」


外に？　訝しんでいると夫が頷いた。


「近年、御実城様が御倒れになってから上杉家は内を固めざるを得なかった。それ故に伏齅の眼は内に向いた、外への注意が薄れてしまった。その事が結果的に伏齅の弱体化に繋がったようだ」


「……」


夫の表情は厳しい。


「先日の織田の敗戦だが当初、我等には織田様が病に倒れられた事、その混乱で織田軍が敗れた事、織田様が亡くなられ勘九郎殿が負傷された事が報せとしてもたらされた。その二日後には朽木家から使者が来た。使者は進藤、目賀田の二人であったが彼らは勘九郎殿が亡くなられた事、織田家で跡目争いが起きかねぬ事、華の身が危険である事を報せてきた」


夫が太い息を吐いた。


「あれには驚きました。朽木の凄みを知った様な気がします」


私の言葉に夫が頷いた。


「速いわ、驚くほどに速い。それに正確だ。伏齅は小田原から武蔵、上野を経て越後に報せをもたらした。朽木の手の者は小田原から東海道を駆け抜け近江へ、そして権大納言様はすぐさま越後へと使者を送って来た。我らが不正確な情報を基に織田家は多少混乱するであろうが体制を立て直すであろう、勘九郎殿が当主となればむしろ好都合と楽観していた時に朽木は正確な報せを基に手を打っていたのだ」


「……」


また夫が太い息を吐いた。


「朽木家は関東には直接関わろうとはせぬ。だがしっかりと眼配りはしている。朽木家が畿内、北陸、山陽、山陰で大きくなったのは戦で勝ったからだがそれを支えたのが八門、伊賀の存在よ。天下を獲るという事を彼らも理解しているのであろうな。戦が無い時も緩む事無く眼を見開き聞耳を立てている。改めて眼と耳の大切さが分かった」


夫は娘達を可愛がっていた。その娘の危機を知ることが出来なかった。夫にとっては我慢出来ない程の屈辱だろう。


「上杉も後れを取る事は許されぬ、そういう事ですね」


「そうだ。上杉はもう内を固める時は過ぎた。これ以降は外へと出向く。伏齅にも戦いに身を投じて貰う。緩む事は許されぬ、何より喜平次がこの件を重視している。このままでは戦えぬとな」


「喜平次が？」


問い掛けると夫が頷いた。


「これまでは朽木にずっと援けられてきた。この辺りで自分の力だけで立ちたいと思っている様だ。悪くない、上杉家の当主になるのであればそう考えるべきだからな。少しは自覚が出てきたのだろう」


夫が喜平次を認めるかのような事を言った。珍しい事、それに何処となく楽しそうでも有る。子供だと思っていた喜平次が、無口で何を考えているのか分からない息子が何時の間にか大人としての顔を見せ始めている。それが嬉しいのかもしれない。







天下の重み
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「小兵衛、織田は変わらぬか？」


「特に動きは有りませぬ」


「困ったものだな」


「はっ」


闇の中、顔を見ずに声だけで会話をする。それでもうんざりというか呆れているというか、そんな感情が小兵衛の声に有るのが分かった。おそらく小兵衛も俺の声に同じものを感じただろう。


織田の跡目はまだ決まらない。はっきり言って異常事態だ。信長が死んで一月以上、四十九日も過ぎたというのに未だ決まらない。天下の誰もが思っている筈だ、織田の跡継ぎ候補の二人、三介信意、三七郎信孝。どちらも馬鹿で家臣達も選びようがないらしいと。まあその通りなのだが本人達はそう思っていない、笑えるよな。


家臣達も信長の後継者を選ばなくてはならないと分かっているのだが三介信意、三七郎信孝のどちらを選んでも酷い事になりそうで積極的に推せずにいるらしい。どちらも欠点ばかりで美点が無いに等しい。例えば重臣の誰かが三介信意を推しても溢れるように欠点を上げる反対意見が他の重臣から出る。もっとも反対意見を出した重臣も三七郎信孝を推すわけではない。こちらも欠点の多さでは三介に劣らないのだ。


内乱にならないのは重臣達が馬鹿を担いで戦を起こすなんて御免だとおもっているからだろう。つまり三介信意、三七郎信孝の二人は命を懸ける程の男ではないと思われているのだ。どちらが家督を継いでも求心力が異様に低い当主となるだろう。ゲームで言えば魅力とか統率が低い当主だ。謀反、離反が続出だろうな。或いは下剋上か。


史実では信忠の嫡男である三法師という隠し玉が有った。それに天下が懸かっていたし勝家と秀吉の反目も有った。何よりも秀吉には信長の仇を討ったというアドバンテージが有った。そういう諸々の要素が有って三法師に決まったがこの世界ではただ混乱するだけだ。撤退で活躍した柴田、佐久間もそれほどの発言権は無いようだ。だから決まらない。結局四十九日の法要も鷺山殿が施主になった。アホ息子共は自分が施主になると騒いでもう少しで刃傷沙汰になる所だったらしい。余りの酷さに家臣達が鷺山殿に頼んで施主になって貰ったようだ。


遣らせれば良かったんだ。どちらか一方が死ねば嫌でも当主は決まるし、両方死ねば別な選択肢が発生する。今よりはましな状況になっただろう。可哀想なのは鷺山殿だ。噂じゃ鷺山殿は〝なんで私が……〟と言って溜息を吐いたとか。気持ちは分かる、鷺山殿は子供が居ない。養子にした勘九郎信忠も死んだから身寄りが居ないのだ。俗世から離れ経でも読んで夫と養子を弔いたいと思っているだろうにアホ息子の所為で俗世が彼女を離そうとしない。織田家では鷺山殿の存在感が増しつつある。華姫の事を頼んでから時折文の遣り取りをしているが中々聡明そうな女性だ。


「百カ日の法要までに決まりそうか？」


「……」


返事が無い。判断が付かないのか、難しいと感じているのか。どちらにしても状況は明るくないという事だろう。


「決まるのなら俺や上杉に使者を出さぬか」


「はっ」


小兵衛が同意した。


三介と三七郎の二人が俺に自分を織田家の当主と認めてくれと使者を送って来たのには吃驚した。一緒に送って来たというのなら未だ分かる。二人で話し合って血を流さないために俺に頼んだという事に成るからだ。最低限の理性は有るのだと俺も思うだろう。だが別々に送って来た。何考えてるんだ？　織田家が家督争いで分裂している事だけじゃない、織田家の家督争いに朽木家が介入する機会を、権利を与えるようなものだろう。その気になれば織田家を滅茶苦茶に出来るのだ。その辺りがまるで分っていない。


多分俺が喜平次景勝を援けた事で信用出来ると思ったのだろう。馬鹿な奴らだ、戦国乱世の世の中で見ず知らずの男を信用などして如何する。あの時は中国攻めが本格化する前の事だった。中国攻めを行う以上北での混乱は避けたいという現実が有ったから援けたのだ。もし上杉が混乱し北陸が揺らげばそれを収めるために兵を北陸に出さなければならなかった。そうなっていたら今頃は未だ中国攻めの最中だった可能性も有る。その状況で信長の死が引き起こす織田家の混乱は最悪だっただろう。


だが中国攻めが終わった事で朽木には余力が有るのだ。九州攻めの前に東海で事を起こしても全然差し支えない。安芸の一向門徒がそれに付け込んで事を起こしても根切りにするだけの事だ。九州攻めの足枷を一気に取り除く事が出来るだろう。その辺りが全く分かっていない。それにあの馬鹿共、上杉にも使者を出した。そして思った通り、華姫を妻に迎えたいと言ったようだ。断ったようだが上杉も驚いただろうな。呆れただろう。全く以って頼りにならない。乱世で生き残れる男達じゃない。


矢張り潰すしかないのかもしれん。だがどうやって潰す？　今の俺の立場では周囲の評判も気にしなければならん。露骨にやっては拙い……。


「京での噂は如何か？」


「三介様、三七郎様、共に頼りにならぬと。我らが噂を流すまでも無く広まっておりまする」


小兵衛の声には笑いが有った。要するに内情を知らなくても酷く見えるらしい。


「北条、徳川の動きは？」


「北条は秋の取り入れも終わり伊豆に兵を出すようにございます」


「なるほどな、先ずは伊豆か」


「駿河に兵を出しては徳川も動かざるを得ませぬ」


「なるほど、それもそうだな」


それに早雲は伊豆から身を起こした。北条にとっては小田原が本拠では有るが伊豆は故郷だ。それを思えば是非とも回復したいだろう。


「しかし上手く行くかな？　上杉が関東に兵を出すが」


「中途半端な形で終わるのでは有りますまいか」


「そうだな、だが北条が織田領に侵攻したという事実は残る。それが跡目争いにどう影響するか……。徳川は如何だ？」


「今のところ目立った動きはございませぬ」


「なるほど、慎重だな」


家康は三介と三七郎が戦を起こすのを待っているのだろう。戦が起きれば自分が兵を起こしても簡単には対応出来ない。決着が付く前に領地を拡大する。それを狙っているのだろうな。小兵衛の報告では家康の妻になったお市が頻りに三介、三七郎に文を送っているらしい。当然だが早く跡目を決めろという内容だ。家康はお市を使って家督争いを煽っている。あくまで自分はお市の陰に隠れて……、慎重で強かな男だ。


「御屋形様」


「何だ、小兵衛」


「美濃で安藤、稲葉、氏家の三人に不穏な動きがございます。或いは織田からの自立を考えているのやもしれませぬ」


「……そうか」


驚きは無かった。美濃三人衆と呼ばれる彼らは元々自立の意志が強い。信長が死に三介、三七郎が頼りにならないと見れば当然だが自立の動きを見せるだろう。あの三人が動くという事は不破も動くかもしれん。念のため近江と美濃の国境には警告を出しておこう。


「小兵衛」


「はっ」


「織田家の木下藤吉郎に繋ぎを付けてくれ、密かにな」


「三人衆の件ですな？」


「そうだ、俺が案じているとな」


「はっ」


「木下には川並衆かわなみしゅうが付いている。既に知っているかもしれぬ。その辺りも探りを入れてくれ。それと徳川の件、如何見ているかもな」


「はっ」


例え知っていたとしても秀吉は感謝してくれるだろう。上昇志向の強い男だ。織田が駄目だと見切りを付ければこちらに靡く可能性は有る。それに朽木は新参者に寛容だ。秀吉に取っては魅力的に見える筈。織田領の東と西で事が起こりつつある。さて三介と三七郎は如何動く、織田はどうなるか……。
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「如何かな？　儲けているかな？」


俺が問い掛けると組屋源四郎、古関利兵衛、田中宗徳が満足そうな表情を見せた。


「それはもう、慶事が続きますからなあ。そうでしょう、古関さん、田中さん」


「ええ、武田の姫様方の婿取り、竹田宮様の婚儀とお目出度続きで」


「それに来年には譲位がございます。今から楽しみにしております」


三人共ホクホクだな。


「譲位では色々と力を借りる事になるだろう」


俺の言葉に三人が嬉しそうに頷いた。この三人、俺と出会ったのは二十年も前の事なんだが少しも老けたようには見えない。というより顔の艶が年々良くなっていくように見える。仕事が楽しくて仕方がないのだろうな。羨ましい話だ。


「そういえば公家の方々も今から衣装を新調しているようでございますよ」


「大名達も祝いの品を如何するかと悩んでいるとか」


「そうか、大名はともかく貧乏な公家にとっては痛い出費だろうな」


三人が曖昧な表情で頷いた。もしかすると銭の無い公家で嫌な思いをした事が有るのかもしれない。


銭の無い振りは出来るが銭の有る振りは出来ない。しても直ぐに化けの皮が剥がれる……。出費は避けたいだろうが古びた衣装を身に付けるのは体裁が悪い。譲位の儀式に参加しないわけにもいかない。そんな事をすれば勅勘ちょっかんを受けかねない。大丈夫かな？　銭の無さそうな所には援助した方が良いかもしれない。兵庫頭に確認させるか。


「ところで美濃、尾張の事、亜相様は御存じでございますか？」


古関利兵衛が訊ねて来た。美濃？　尾張？　古関が口にするのだから織田の跡目の事じゃないな。商いに関する事だろうが……。


「何の事だ？　思い当たる事は無いが……」


三人が顔を見合わせた。古関だけじゃないな、組屋源四郎、田中宗徳も知っているらしい。織田の領地で何かが起きている……。しかし美濃、尾張と限定したな。美濃、尾張……。


「美濃、尾張は焼物の盛んな所でございますが最近、焼物の値が崩れております」


織田の財源の一つが常滑とこなめ、瀬戸、美濃焼きの焼物だ。それが値崩れ？


「……どういう事だ、利兵衛。良く分からんな」


「商人が美濃、尾張へ行くのを避けているのです」


「避けている？……跡目争いが原因か？」


〝はい〟と利兵衛が頷いた。


「織田領内で戦、それも美濃、尾張で戦が起きると皆が見ているのでしょう」


そういう事か。……美濃、尾張は紛争地帯じゃない。だが何時紛争が起きるか分からない危険地帯だと認識されているのだろう。商人達は織田三介と三七郎の争いは戦になると見ているのだ。話し合いでは解決しないと見ている。そして戦となれば美濃、尾張が主戦場になると見ている。だから美濃、尾張から逃げ出した。織田家の跡目が決まらないという政治的混乱が経済にまで影響している……。


「商人が美濃、尾張に行かない、つまり焼物を作っても売れない状態にあるという事だな？」


俺の問いに三人が頷いた。在庫過多で値崩れか。いや物が売れずに値崩れか。どちらにしても作り手にとっては最悪だな。思わず溜息が出た。


「焼物だけか？」


問い掛けると三人が顔を見合わせた。


「材木や紙も売れないと聞いております」


答えたのは源四郎だった。材木と紙か、どちらも美濃、尾張では重要な産物だ。


「ですが関の刀は売れているようでございます」


宗徳が答えた。喜べる事じゃない。商人が美濃に行かないのに刀が売れているという事は美濃国内で売れているという事だ。美濃国内で戦が起きると武士達は見ている。


「困った事でございます。これまで朽木領、織田領は戦も無く関も無くもっとも豊かで商いのし易い土地で有りましたのに……」


源四郎が溜息を吐いた。


「如何なされます？」


「……」


「このままでは朽木家にも影響が出かねませぬが……」


源四郎が、利兵衛が、宗徳が俺を見ている。そうだな、影響は出る。美濃と近江、尾張と伊勢の間で物が動かなくなるのだ。つまり東海道から物が届かなくなる。そして朽木領から東海道へ物が動かなくなる。その分だけ利が減る……。


やはり織田を攻め取るべきかな？　この三人はそれを望んでいるだろう。俺に話したのもそれが理由かもしれない……。
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「一体如何したのです。忙しいのではありませぬか？」


京に居る妹が突然訊ねて来た。嬉しさよりも訝しさが有った。


「以前から一度、この城に来たかったのです。皆から素晴らしい城だと聞いておりましたので……、後程亜相様にも御挨拶しようと思っています。今はお客様と御用談中だと聞きました」


「そう言えば以前会ったのは清水山城でしたね」


「ええ」


朽木城に比べればずっと大きな城だった。でもこの八幡城は清水山城よりも大きくそして美しい。朽木家の勢威を示す城だ。


「もう直ぐですね」


「はい、あと一月になりました」


千津が嬉しそうに笑みを浮かべた。妹が産んだ竹田宮永仁ながひと親王殿下の婚儀が来月に行われる。相手は今出川権大納言の御息女、名前は珠。京では大層美しい娘だと評判らしい。


「一月などあっという間ですよ。日が無くなるにつけ心配になります。上手く行くのだろうかと」


「良く分かります、娘の時は大分心配しました。今回もそうなるのでしょう」


妹が感慨深げにしている。昔を思い出しているのだろう。


「姉上、有り難うございます。こうして親として子等の心配が出来るのも朽木家からの援助が有ったからです。それが無ければあの子達は仏門に入り俗世との縁を切る事になっていたでしょう。このような嬉しい心配をする事も無かった。感謝しています」


そうか、と思った。妹はこの事が言いたかったのだろう。


「私では有りませぬ。全ては息子が差配しています。私に礼は不要です」


「ですが春齢かすよの時は随分と姉上に御骨折り頂きました」


妹が面目なさそうな顔をしている。首を振る事で済んだ事だと伝えた。


あの頃、息子は飛鳥井家に強い不満を持っていた。義輝公の京への帰還に飛鳥井家は何も協力しなかった、銭を要求するだけだと。そんな時に内親王宣下のために五百貫の援助をというのは勇気が要った。だが息子は簡単に承諾してくれた。思わず本当に良いのかと問い返した程だった。多分、息子は春齢内親王がいずれは有力公家に降嫁する、それを重視したのだろう。実際内親王が嫁いだのは五摂家の一つ、一条家だった。そして今回、竹田宮様が娘を娶る今出川家は清華家……。


「親にとって子の結婚というのは難儀な事です。私も息子の時は随分と心配しました」


妹が〝まあ〟と言って目を瞠った。


「姉上もですか？」


「ええ、息子は未だ十三歳でしたから……。それに縁談が起こったのは元服前の事でした」


妹が納得したように頷いた。


「そうでしたね。あの頃、随分と京でも話題になりました。六角家に先を越されたと悔しがる公家も多かったと聞きます」


「そうですか……」


「朽木家は裕福でしたし飛鳥井家は随分と朽木家に助けられました。公家達みなはそれを見ていましたから……」


舅がそのような事を言っていた。本当だったのだ。


「義輝公も足利の忠臣を六角家に取られてしまうと大分御不満だったと聞いております」


「……」


足利の忠臣……、息子は足利の忠臣ではなかった。


「それに小夜殿は二度目の結婚でしたから……。六角家に押し付けられたと息子は嫌がるのではないか、小夜殿を形だけの妻にするのではないかと思ったのです」


妹が頷いた。


「……浅井に嫁がれたのでしたね。浅井と六角が手切れとなった時に戻されたと聞きました。嫁いで直ぐの事だったとか……」


「その事も不安でした。息子とは些か因縁が強過ぎるのではないかと思ったのです。野良田で浅井新九郎殿を討ち取ったのはあの子でした……」


本当に不安だった。息子も、小夜殿も、誰一人として幸せには成れないのではないかと心配した。


「今では子にも恵まれ仲睦まじいと聞きますが？」


「ええ、私の心配は杞憂でした」


でも本当に不安だった。仲睦まじいのに中々子宝に恵まれない。本当に仲が良いのか、本当は冷え切っているのではないかと何度も思った。でも息子は側室も置こうとはしない。


女性に興味が無いのかとも疑った。しかし男色を好むような事も無い。そちらには淡白なのかもしれないと思った。政と戦には精力的だった。そういう男性にはごく稀に女性に興味を持たない者も居る。関東管領様がそうだった。息子も同じなのかもしれないと思った時も有る。


〝失礼致しまする〟と声が掛かった。女中が控えている。


「何事ですか？」


「御屋形様、御裏方様がお見えでございます。目々典侍様に御挨拶をしたいと」


「まあ」


「亜相様が」


妹と顔を見合わせていると〝失礼致しまする〟と声が有って息子と小夜殿が入って来た。妹が脇に控えると息子と小夜殿が妹に正対するように座った。


「久しいですな、叔母上」


「ええ、本当に。本来なら私から御挨拶に伺わねばなりませぬのに」


「そのような事は有りませぬ。こちらこそ所用で手が離せず失礼致しました」


「この度は宮様の婚儀の事で色々とお気遣いを頂きました。帝の譲位の事で忙しいでしょうに、有難うございまする」


「いやいや、当然の事をしたまででございます。そのように礼を言われても……」


息子が苦笑を浮かべた。


「ですが、内親王の降嫁の事でも御骨折り頂きました」


「某にとっては畏れ多い事ですが従兄妹ですからな。幸せになって頂かなくては……」


「有難うございまする」


息子が笑みを浮かべている。変わったと思った。何時の間にか不気味さ、恐ろしさよりも頼もしさを身に纏う様になったと思った。


「小夜は未だ叔母上とは御挨拶した事が無いそうですな」


「まあ、そうでしたか？」


驚いて問うと妹が〝そう言えば〟と可笑しそうに言った。


「文の遣り取りはしていますが会うのはこれが初めてです」


皆が笑い声を上げた。


「小夜にございまする。宜しくお願い致しまする」


「千津といいます。こちらこそ宜しくお願いします」


「今二人の事を話していたのですよ」


私の言葉に息子が〝ほう〟と声を上げた。


「某だけでしたらさては悪口かと疑うところですが小夜が一緒となるとはて……。心当たりが有るか？」


息子が小夜殿に問い掛けると小夜殿が笑いながら〝有りませぬ〟と答えた。


「仲睦まじい良い夫婦だと話していたのです」


息子が小夜殿と顔を見合わせた。そして苦笑を浮かべた。


「心配ばかりかけております。良い夫とは言えませぬ」


妹が〝まあ〟と声を上げた。


「嘘では有りませぬ。戦に出れば何カ月も帰ってこない、怪我をして戻って来る事も有る。不安であろう？」


息子が問うと小夜殿が微かに笑みを浮かべた、


「もう慣れました。それに信じております、必ず戻って来ると」


「そうか、済まぬな」


息子が私を見た。


「母上も不安では有りませぬか？」


「そうですね、不安でした。でもそなたは毛利を降しました。もうそなたに敵対出来る者は居ないのではありませぬか？」


息子が首を横に振った。


「織田が揺れております。徳川の動きも訝しい。北条も息を吹き返しました。そして九州には公方も居ます。朽木は大きくなりましたが天下を制したわけではないのです。まだまだ戦は続くでしょう」


冷たい声だった。今に満足している者の声では無かった。天下を押さえようとする人間の声だと思った。
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「京は慶事が続くの。問題は織田かの、未だ混乱は収まらぬか」


「はっ」


「困ったものよのう」


「真に」


俺が答えると関白近衛前久がチラっとこちらを見た。


「亜相、真に困っておるのかな？」


「困っておりますが？」


殿下がニヤリと笑った。意外と悪人顔だな。


「そうかのう、東海から関東に力を伸ばす機会と考えておるのではないかな？」


「余り露骨には出来ませぬ」


「おーっほほほほ」


やばい、殿下が超絶御機嫌モードに突入した。







    
  
  




まあさっきからずっと御機嫌だったんだから仕方ないか。竹田宮の婚儀の件、そして帝の譲位の件で話していた。特に問題無し、仙洞御所の出来具合から見て来年の七月頃には譲位が可能だろうと報告した。殿下から帝に報告が行く筈だ。但しこれは内々にだ。暮れの時点で再度報告する。これが正式な報告になる。そして年明けに発表される。目出度い正月に慶事が発表される事になる。正月に花を添える事になるだろう。


「今のままでは天下を獲ったと言っても西半分じゃからのう。東海から関東、奥州に迄手を伸ばしてこそ真の天下人、そう思うているのではないかな？」


「……」


確かにそういう想いは有る、否定はしない。でもね、そんな風に覗き込まれても困るんだよな。答え辛いじゃないか。昨日までの味方をいきなり切るのはちょっと気が引ける、ちょっとだぞ。それに経済の問題も有る。このままでは美濃、尾張を境に物が動かなくなるだろう。政治的な統一も無ければ経済的な統一も無いという事だ。頭が痛いわ。


「京にも聞こえておるぞ。織田の倅ども、如何にもならぬと。流石の近江亜相も匙を投げたとな」


「……」


「上杉の時は随分と力を貸したの。弾正少弼は無愛想な男ではあるが悪くは無い。それなりに上杉家を纏めていると聞く。麿も力を貸した甲斐が有ったというものよ。謙信からも麿に感謝の文が届いておるがそなたにも大分感謝しておるぞ」


上杉は史実と違い後継者が一人だった。だから援助出来た。だが織田は二人、おまけに二人とも阿呆だ。これでは如何にもならん。殿下の言うとおりだ、匙を投げたくなる。いや、投げているか。


「出兵するそうじゃの」


「そのようでございますな、月が変われば出兵でございましょう」


北条が伊豆に侵攻した。上杉が関東に出兵した。三介信意と三七郎信孝は慌てて出兵を決めた。しかしね、総大将が二人って如何いう事だ？　織田は三介勢と三七郎勢の二軍を派遣するらしい。指揮系統の一本化も出来ないとか馬鹿じゃないのと思った。何より危険だろう。織田の重臣達もその事を言ったようだが馬鹿二人は全く耳を貸さない。


父親の百カ日の法要も放り出して出兵する。どのみち施主は鷺山殿だ。自分が施主では無い法要など出ても仕方が無いと考えている様だ。軍事面で功績を上げた方が跡目を継げると思い込んでいるのだろう。或いは景勝に直接会って言質を取ろうとでも言うつもりなのか。景勝も迷惑だろう。本人達は織田領を侵す北条を叩く事こそが父に対する何よりの法要と言っている様だが下心が見え見えで周囲は白けているらしい。俺も白けたわ。


「如何なるかのう」


「……」


「亜相、如何かな？」


「……危のうございまするな、徳川に些か不審な動きがございまする」


「徳川に？　しかし徳川は織田と……」


殿下が俺の顔を見て黙り込んだ。


縁を結んでいる、信長の妹が嫁いでいる。そう言いたかったのだろう。だがな、戦国乱世だ、縁などという物は当てにならん。殿下の妹は丹波の赤井に嫁いだが赤井は殿下を裏切って滅んだ。誰よりも殿下自身が身を以って味わっているのだ。沈黙したのはそれに思い至ったからだろう。


「そういう事なのか？」


「はい」


「織田は気付いておらぬのだな？」


「危ぶんでいる者もおりましょう。ですが三介、三七郎、あの二人は気付いておりますまい」


「では危ういのう」


殿下が大きく息を吐いた。


八門が秀吉に接触した。秀吉は徳川の離反に気付いている。おそらくは蜂須賀小六を始めとする川並衆からの情報だろう。だが徳川にはお市が居る。その所為なのだろうが織田家中には徳川への遠慮が有るようだ。信長が家康を邪険に扱ったという事への後ろめたさも有るのかもしれない。秀吉は丹羽長秀に徳川の動きが怪しい、要心が必要だと報告したようだが織田の重臣達は長秀も含めて疑ってはいても確証は無いために動けずにいるらしい。


おまけに馬鹿二人はまるで疑っていない。お市からの書状は織田家の家督が決まらないと徳川も動けないという物らしい。つまり家康が困っているという内容だ。馬鹿二人は叔母を援けるためにも自分が家督を継ぐと張り切っている。処置無しだな。問題はお市が家康の離反を知っているかだが徳川の動きをみると知らないとも思えない。操られているのか、それとも積極的に協力しているのか……。


「美濃で自立の動きが有ります」


「……」


「東での戦の結果次第では動きが早まりましょう」


「織田の崩壊か、……始まりかの。亜相が動くのはその後か？」


「分かりませぬ、……そういう事になるやもしれませぬ」


俺の答えに殿下が頷いた。正直東の戦がどうなるか分からない。美濃三人衆の自立はその結果次第になる筈だ。そうなった時、三河、遠江、駿河がどうなるか……。


「迷うているのかな、亜相」


「……」


殿下がじっと俺を見ている。


「そなたは情に脆もろい、だが迷うてはなるまい」


「迷うなと言われまするか？」


殿下が頷いた。俺って情に脆いかな？


「天下を獲るのであろう？」


「……」


「織田はこれまで味方であった。だが今は違う。混乱の元凶でしかない。天下を獲ろうとするのであれば迷う事も退く事も許されぬと麿は思うが？」


「……迷わず織田を喰えと」


「そういう事になるの。それとも天下を諦めるか？」


殿下がまたじっと俺を見ている。


「諦めればこの日ノ本の東半分は乱れたままであろう。何時かはその混乱が西にも及ぶ時が来る。例えば、そなたの死後。それで良いのかな、亜相」


俺の死後か、有り得る話だ。弥五郎、松千代、亀千代達が戦場で命を賭ける事に成る。


「良くは有りませぬ」


答えると殿下が頷いた。


「ならば躊躇ためらうてはなるまい。そなたに必要なのは不退転の覚悟であろう、違うかな？」


「違いませぬ、……織田を喰いまする」


殿下が満足そうに頷いた。参ったね、また殿下に背中を押されたよ。不退転の覚悟か。退く事も転ぶ事も許されない、善悪を越えて前に進むだけの道。覇道だな、修羅道でも有る。


「となると当分西は放置か」


「そういう事になりましょう。その間に毛利より得た領地を固めようかと考えております」


「そうじゃの」


大体五年から十年で東海、関東を片付けよう。九州はその後だ。


「朽木、上杉、織田、三好。四家で天下が纏まると思ったのだが……。なかなか簡単には行かぬの、思ったよりも天下は重いわ」


「真に」


天下は重い、その通りだ。だが誰かがその重荷を背負わなければならないのも事実だ。辛い事だがやらねばならん。


「一つ、お教え頂けましょうか？」


「何かな？」


「殿下は某が迷っている時に常に背を押されます。有難いと思いますが些か不思議でも有ります。何故でしょうか？」


殿下が微かに笑みを浮かべた。苦笑かな？


「そなたに賭けておるからよ」


「……」


賭けている？　俺に？　まあ今更俺以外の者とは組めないか。


「麿はこれでも人を見る目は有るつもりだ。これはと思う人物が三人いた。一人は上杉謙信、もう一人は三好修理大夫。そして織田弾正忠……」


「……」


「謙信はあくまで武将、軍神であったな。戦場で輝きを発する漢おとこであった。平和になれば身を持て余すやもしれぬ。天下を平定出来るやもしれぬがその後は如何するのか？　そう思わせる所があった」


分かる様な気がする。あれは間違いなく戦国の申し子だろう。太平の世では使い道は無い。


「三好修理大夫は欠点の無い漢であった。武将としての力量だけではなく文人としての教養も優れていた。文武両道とはあの漢のために有った様な言葉よ。だが完璧過ぎて詰まらぬとも思った。読めてしまうのよ、如何動くか、何を考えているのかがな。あれでは天下は獲れぬと思ったわ、完璧であるが故に限界を感じた」


なるほど、良い子過ぎるという事かな。


「修理大夫と正反対なのは織田弾正忠よ。あの男、覇気も有れば野心も有る。だがそれだけではないの。何と言うか、飢えた狼のような物騒なものを感じた。あれは満足するという言葉を知らぬのではないかな。あの男が天下人になれば朝廷はあの男の一挙手一動に振り回されたであろう。そういう危うさを感じたわ」


ふむ、当たっているかな。


頷いていると殿下が俺をじっと見た。


「そなたは違うな、修理大夫とも弾正忠とも違う。読めぬ。武将としての力量は認める。だがそなたは武家かな？　義輝を京に戻したのはそなたの持つ兵では無く銭であった。武家にしては妙な事を考えると思うたものよ。文事には馴染まぬのに公家を保護しようとする。公家の血が入っている所為かとも思ったがそうでもなさそうじゃ。朝廷を尊崇しているが利用する事も忘れぬ。とは言っても邪なもの、物騒なものを感じる事は無い。そなた、何者じゃ？」


「……」


真顔で訊かれてもな、何者だろう。戸惑っていると殿下が声を上げて笑い出した。


「答えられぬか、それで良いわ。そなたは武家でもなければ公家でもない、だが天下人とはそういうものではないかと麿は思うようになった。天下人は天下に一人なのじゃ、誰かに似ているという者では有るまい」


そうかもしれない。でもこじつけのような気もするな。要するに俺は不思議ちゃんという事だろう。変わっているから、特異だから天下人かもしれないというわけだ。


織田を喰う、となればあの二人の馬鹿さ加減を今以上に世間に広める必要が有る。幸い材料には事欠かない、八門だけじゃない、伊賀も使って広めよう。先ずは美濃だ、美濃を独立させてから喰う事にしようか。
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兄の部屋を覗くと兄が暗い表情で思案に耽ふけっていた。


「兄上、小一郎にござる。入りますぞ」


「おお、小一郎か」


「小六殿と将右衛門殿が参られました」


私の後から蜂須賀小六殿、前野将右衛門殿の二人が部屋に入ると兄が〝おうおう、来たか〟と顔をクシャクシャにして嬉しそうに声を上げた。相変らずの人蕩ひとたらしよ。


「如何かな？　小六、将右衛」


兄の前に座ると直ぐに話しかけてきた。大分気になるらしい。


「はっ、御指図の通りに安藤、稲葉、氏家の元に手の者を配しております。動きが有ればすぐさま報せが届きましょう。尾張、三河、遠江にも人を配しました故可能な限り早く届きます」


「そうか、良くやってくれた」


小六殿の言葉に兄が頷いた。


「兄上、不破は宜しいので？」


「太郎左が一人で動く事は無かろうて。動くなら先ずはあの三人よ、そうじゃろう？」


兄の問い掛けに皆が頷いた。確かに不破太郎左衛門尉が一人で動く事は無いだろう。動くなら美濃三人衆と一緒の筈だ。そして主導権を握るのもあの三人であろうな。


「頭の痛い話よな、戦なんぞしとる場合ではないのだが……」


「真、気が進みませんな」


「将右衛だけでは無いわ。俺も気が進まんし皆気が進まんと言っとる。丹羽殿も柴田殿も城で会えば不機嫌そうな顔をしとるわ。御法要も放り出して燥はしゃいでいるのは二人だけよ」


「兄上も不機嫌そのものですぞ」


私が指摘すると兄が〝ふん〟と鼻を鳴らした。


「国人衆も困惑しておりましょう」


「阿呆な事を言うな、小一郎。呆れておるわ、余りの馬鹿さ加減にな。幸い織田の周囲には大きな敵は居らぬ。だから裏切らずにいるが度が過ぎれば織田を見限るじゃろう、頭の痛い事よ」


兄が顔を顰めると腕を組んだ。


「一番厄介なのはその辺りを全く分かっとらん阿呆が上に居るという事よ、嫌になるわ」


〝兄上、些か〟と窘めると兄は〝本当の事じゃろう〟と言ってからバツが悪そうな顔をした。それを見て小六殿と将右衛門殿がクスクスと笑った。少しだけ雰囲気が軽くなった。


「此度の出兵、如何なりましょう？」


小六殿の問いに兄が首を横に振った。


「分からん。柴田殿も丹羽殿も怪我せぬようにと考えておられる。だがのう、北条だけなら良いが徳川が居る。あれが如何動くか……」


「……」


兄の表情は暗い。間もなく出兵する。三介様、三七郎様がそれぞれ二万の兵を率いる。三介様には丹羽様が、三七郎様には柴田様が付く。兄は丹羽様の下で出陣する事に成っている。


「あいつら三河者みかわもんは性根が歪んどるんじゃ。散々駿河者に苛められたからの、ねじくれてしもうた。甲斐に移ってから甲斐守と名乗っておるがありゃ間違いなく三河者よ。俺は駿河で仕官した事が有るから良く分かっとる。駿河者は気位が高い、今川が名門だから驕っとるんじゃわ。だから弱い者には酷ひどく当たる。その今川も国を失って小田原で逼塞ひっそくしておる。御天道様は良く見ていらっしゃるわ、因果応報じゃの。ざまあ無いわ」


兄が吐き捨てた。滅多に話す事は無いが兄は駿河ではかなり嫌な思いをしたらしい。


「柴田様、丹羽様は徳川の事は何と？」


「俺から丹羽殿へ、丹羽殿から柴田殿へ、甲斐守が怪しいという事は伝わっとる。まあ御二人も怪しいとは思っておったようじゃ。……あの時、風魔は真っ直ぐに本陣を狙ってきた。殿が御倒れになった事を知っておったんじゃ。誰かが情報を流した、誰かが風魔を本陣奥まで手引きした、そうとしか思えん。そして徳川は何もせずに陣を退いた。あの徳川がじゃぞ。有り得ん事よ、織田の不安を煽あおったとしか思えんわ」


「……」


兄が我ら三人の顔を覗き込んだ。そして〝おかしいじゃろう〟と言った。


「じゃがのう、小一郎。証拠が無いんじゃ、証拠が。それに三介様、三七郎様が全く甲斐守を疑っておらん」


兄が嘆いた。


「こんな事を言うのはなんじゃが亡き殿も徳川には結構辛く当たられた。それを思えば徳川を疑うべきなんじゃ。じゃが苛めた者は苛めた事を覚えておらん。俺は苛められた事が有る故分かるんじゃ、そういう事はな」


兄が首を横に振った。兄は織田家でも異例の出頭人しゅっとうにんと言われている。ここまで来るには嫌な事も随分と有ったのだろう。


「殿、お市様は御存じなのでしょうか？」


兄が小六殿の問いに首を横に振った。


「分からんな、小六。お市様も徳川に嫁がされた事を決して快くは思っておらなんだ。それに甲斐に移されたからの。その事にも大分憤懣が有ったと聞いている。なんせ米は獲れんし山ん中じゃ。尾張から三河、そして甲斐。ずんずんと田舎に押しやられておる。甲斐守と同心して事を起こしたとしても俺は驚かんな」


そのお市様が頻りに三介様、三七郎様に文を寄越す。内容は何時まで跡目を決めずにいるのか、夫も困っている。そういう物だ。兄の言う通り二人を嗾けしかけているのかもしれない。


「此度の戦で敗北すれば美濃は……」


問い掛けると兄が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。


「敗北の度合いにもよるが三人衆は動くやもしれん。稲葉山の三十郎様には丹羽殿から注意して欲しいと御伝えしたが……、面白くないのう」


稲葉山城は難攻不落の堅城だがこちらが混乱すれば孤立しかねない。織田三十郎信包様は亡き信長様より稲葉山城を預けられた程に力量の有る方だが果たして耐えられるだろうか……。


「殿は朽木と上杉の動きを何と思われます？」


小六殿が問うと兄が眉を寄せた。


「小六、そなたは如何思う。将右衛、小一郎、そなた達も遠慮は要らん、如何じゃ」


小六殿、将右衛門殿と顔を見合わせた。名を呼ばれた順なら小六殿だが……、小六殿が私を見て軽く頷いた。


「華姫様への配慮を思いますると織田家の家督争いに巻き込まれるのを懼れていると思いまする。三介様、三七郎様の御器量の程を大分危ぶんでおりましょう」


「某も小一郎殿に同意致しまする。問題はこの後でございましょう。三介様、三七郎様を頼り無しと思われた時、朽木、上杉が如何動くか……」


「いや、小六。朽木も上杉ももう頼り無しと見切りを付けたのではないかな、俺はそう思うが」


我ら三人の発言を兄は頷きながら聞いていたが最後に大きく息を吐いた。


「お主らの言う事、一々尤もじゃ。特に将右衛、俺もその方の言った事を心配している。上杉はまだ良い、問題は朽木じゃ。美濃、尾張、近江、伊勢。領地を接しているからの。亡き殿が三十郎様に稲葉山城をお任せになられたのも西の押さえという意味が有る。同盟は結んでいるが油断はされておらなんだんじゃ。美濃が混乱すれば如何なるか、権大納言様が織田の混乱を如何見ているか、気になるわ……。八門が美濃三人衆の動きを俺に報せて来たからの、怖いものよ……」


兄が沈痛な顔をしている。


「美濃を狙っていると御考えで？」


問い掛けると兄がこちらをじろりと見た。


「可能性は有るじゃろう。朽木と上杉は二重に縁を結んでおる。だが織田と朽木はそれが無い。それに華姫様が上杉に戻られれば織田と上杉の縁も切れる。織田は孤立しかねん。上杉が織田のために朽木を抑える等とは到底思えんわ、そうであろう？」


兄の言葉に小六殿、将右衛門殿が頷いた。


「しかし九州は何とします。朽木にとってはあちらの方が本筋でございましょう。東で手を取られるのは本意ではないのでは有りませぬか」


「だからよ、小一郎。九州攻めの最中に美濃、尾張で混乱が起きては困るだろうが。それに織田家が混乱すれば織田領から朽木領に、朽木領から織田領に流れていた荷が止まりかねん。朽木にとってはその辺りも東を放置出来ん理由になろう」


「なるほど」


思わず声が出た。そちらも有ったか、小六殿、将右衛門殿も唸っている。


「妙な話だが亡き殿が御健在の時は互いに相手を認め合い戦うのは損と見て朽木は西に、織田は東に進んだんじゃ。そして互いに関を廃し枡を統一して商人の行き来をし易くした。だから銭が入った、朽木も織田も大きくなったんじゃ。戦っとったらとても大きくはなれなかったろう。だがのう、三介様、三七郎様の御器量では……」


「危ういという事ですな？」


「それだけでは無いわ、小六。なんとも悩ましい事よ……」


兄がまた息を吐いた。悩ましい？　小六殿、将右衛門殿と顔を見合わせた。






天正三年（一五七九年）　十月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「エイ、エイ、エイ、エイ」


幼い声が聞こえた。庭で松千代が懸命に木刀を振っている。今年十二歳だったな、現代なら未だ小学生だ。だがあと一、二年、いや二、三年すれば元服を考えなければならん。……元服か、松千代は身体が小さいな。いやこれから伸びるのかもしれん、それなら良いんだが……。元服は焦らずに行こうか。だが弥五郎の事を考えると早めに元服させて色々と教えた方が将来的には良いかもしれない。難しいわ。


「御屋形様」


傅役の石田藤左衛門、長左兵衛が近寄ってきた。主殿は居ない様だ。


「気にするな、様子を見に来たのだ」


二人が畏まった。やれやれだ、倅の鍛錬振りを見るのも容易ではない。


「父上！」


松千代が俺に気付いて声を上げた。顔立ちは母親似かな？　割と綺麗な顔立ちをしている。切れ長な眼が小夜に似ている様な気がする。弥五郎は俺に似たな。平凡な顔立ちだ。


「精が出るな、松千代。父を気にせず続けよ」


「はい！」


また松千代が素振りを始めた。


「早いものだ、気が付けば十二歳。後二、三年で元服をさせねばならぬ」


「はっ」


「藤左衛門、左兵衛、良く育ててくれた。礼を言う」


「畏れ入りまする」


「至らぬ事ばかりにて恥じ入るばかりにございまする」


「そのような事は無い、俺は本当に感謝している」


俺の言葉に二人がまた畏まった。嘘では無い、松千代は次男の所為か大らかで屈託のない性格だ。弥五郎との仲も良い。弥五郎の良い相談相手になるだろう。


「松千代は身体が余り大きくないな。伸びるのはこれからか」


「はっ、二、三年後には見違える程に背が伸びておりましょう」


「そうだな、藤左衛門。だが俺の息子だ、余り過度な期待はするまい」


藤左衛門と左兵衛が困った様な顔をした。


「元服すれば一気に大人びて来るのであろうな、弥五郎の様に」


弥五郎は元服、結婚と立て続けに起きた。その所為かもしれんが急速に大人びてしまったと思う。何となく寂しい。


そろそろ亀千代の傅役を決めねばならんな。小夜からも頼まれている。誰にするか……。千種三郎左衛門にするか、後藤但馬守の弟で北伊勢では梅戸と共に中心的な人物だ。もう一人は……、うん、黒田休夢にしようか。ちょっと変わった人選だが人物は確かだ。黒田家から引き抜いて俺の直臣にする事に成るな。だが黒田にとって悪い話ではない筈だ。ちょっと打診してみよう。発表はその後だ。


藤左衛門、左兵衛にこれからも頼むと言って離れた。次に篠の所に向かうと篠が笑顔で迎えてくれた。お腹がいよいよ大きくなってきた。胸が痛いわ、篠は年が明ければ十六歳を迎える。まだまだ子供なのにもう母親になるなんて。


「如何かな？　辛い事は無いか？」


「はい、特には」


「そうか、これから寒くなる。風邪をひかぬ様に気を付けるのだぞ」


「はい」


なんだか父親みたいだ。


「御屋形様」


「何かな？」


「お腹の子は男の子だと思われますか？」


ニコニコしている。


「さあ、如何であろう」


「顔がきつくなったと皆に言われます。お腹にいるのは男の子だろうと」


「そんな事を言うと小夜は顔がきつくなってばかりいたという事になるが気付かなかったな」


「まあ、御屋形様は冗談てんごうばかり」


コロコロと笑い出した。別に冗談を言っているつもりは無いんだが……。


「篠、余り思い詰めぬ事だ。男でも女でもどちらでも良い。無事に生まれてきてくれればそれで十分だと俺は思っている。三宅の家を再興させる事だけがそなたの一生ではないぞ」


「はい、有難うございます。御屋形様はお優しいから好きです」


「そうか、それは良かった」


十代半ばの側室に面と向かって好きと言われても困るんだ。なんか自分が凄い鬼畜になった気分で落ち込むよ。戦場で仏敵なんて言われても何とも思わないが幼女愛好趣味の鬼畜と罵られたら凹みそうだな。或いは逆上して根切りか。適当に切り上げて次に行こう。次は辰の所だ、辰の産んだ娘を可愛がってあげないと。俺が娘を可愛がっていると分かれば辰も喜ぶだろうし娘にも愛情を注げる筈だ。その次は雪乃の産んだ娘を見て来よう。最後に小夜の所に行って亀千代の傅役の話だ。小夜の所では少し寛がせてもらおう。父親稼業も楽じゃない……。






天正三年（一五七九年）　十月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　辰






「入るぞ、辰」


ニコニコと笑みを浮かべながら御屋形様が部屋に入ってきました。


「御屋形様」


「福は如何しているかな？」


と言いながら御屋形様がお座りになられました。


「今は眠っております」


「ほう、そうか。どれどれ」


御屋形様が眠っている福を覗き込むようにジッとご覧になられそして一つ息を吐きました。


「大分目鼻立ちがはっきりしてきたな。うむ、安心した。俺には似ていないようだ」


「まあ、御屋形様はまた冗談を」


思わず笑ってしまいました。御屋形様もお笑いになられました。


「冗談ではないぞ、本当の事だ。俺に似たのでは可哀想だからな。眼元が辰に似ているようだな」


「そうでしょうか？　私は御屋形様に似ているような気がします」


「気のせいだ、そなたに似ている」


「まあ」


また笑ってしまいました。御屋形様も楽しそうにしています。


「首は大分座ってきたようだが寝返りは未だかな？」


「もう少しかかるそうです。今年の末頃になるだろうと大方様が仰られていました」


〝そうか〟と御屋形様が頷かれました。


「寝返りを打てるようになれば動き出すのも直ぐだろう。楽しみだな」


「はい」


嬉しいです。御屋形様は福の事を気にかけてくれています。男でないからと言って差別する事は有りません。温井の家を再興する男子でないのは残念ですが福はきっと幸せになれるでしょう。


「そなたは如何なのだ？　子育ては初めてだ、疲れてはいないか？」


「大丈夫でございます。大方様、御方様、雪乃様から色々とお気遣いを頂いておりますので」


「そうか、それなら良いのだが……。困った事、分らぬ事が有れば遠慮なく皆に相談すると良い」


「はい、有り難うございます」


答えると御屋形様が頷かれました。


「それとこれから寒くなる。風邪を引かぬようにな。そなたは一人ではない、福も居るのだ。注意しなければならぬぞ」


「はい、御屋形様もお気を付けくださいませ」


「うむ、そうだな。福を嫁に出すまでにあと十五年程はかかるだろう。それまでは元気で居なければ……。十五年か、俺は四十六歳、もう爺だな」


「またそのような」


御屋形様が声を上げてお笑いになられました。


「子が育つという事はそういうものだ。そなたも三十を過ぎているのだぞ」


「まあ、三十」


言われてみればその通りです。三十歳を過ぎています。


「今の俺よりも年上という事になるな。うむ、三十を過ぎた辰か、想像してみるのも楽しいな」


御屋形様がニコニコしています。


「御止め下さいませ」


「少し太っているかもしれぬな」


「御屋形様」


「白髪も有るかもしれぬ」


「御屋形様！」


「でも愛らしいのは変わらぬだろう」


「……狡うございます」


御屋形様が声を上げて御笑いになられました。顔が熱い、御屋形様は狡いです。






天正三年（一五七九年）　十一月上旬　　　播磨国飾東郡姫山　　姫路城　　黒田孝隆






トントントンと足音が聞こえてきた。


「来たようですな」


「そうじゃの」


父と顔を見合わせて頷いていると。直ぐに叔父の休夢が姿を現した。〝入りますぞ〟と言って部屋の中に入って座った。


「済まぬの、休夢」


「いやいや、呼び出しは構いませぬが急ぎ参れとは一体何事にございます。何か厄介事が起きましたかな？　それにしては兄上と殿しか居られませぬが……」


叔父が訝しげにしている。


「まあ少し変わった話が有っての。それで来てもらったのよ。そうであろう、官兵衛」


父が俺を見た。叔父も釣られる様に俺を見た。一つ咳ばらいをして姿勢を正すと叔父も姿勢を正した。容易ならぬ事だと思っているだろう。実際容易ならぬ事だ。いや、妙な事だ。俺も父も困惑している。いや、父は面白がっているかもしれぬな。


「叔父上、近江から文が届きました」


「ほう、吉兵衛かな？」


「いえ、そうではありませぬ。御屋形様です」


叔父が〝ふむ〟と鼻を鳴らした。


「して、何と？」


「それが、叔父上に亀千代様の傅役を頼みたいと」


叔父が妙な表情で俺と父を交互に見た。


「あー、その亀千代様というのは……」


「御屋形様の御三男です。御生母は御裏方様になります」


叔父がまた俺と父を交互に見た。


「あー、傅役と聞いたような気がするが……」


「はい、傅役です」


「……本気か？」


叔父がボソッと呟くと父が笑い出した。


「休夢よ、それは御屋形様に対して失礼であろう」


「いや、しかし」


困惑する叔父を父が可笑しそうに笑う。


「父上、その辺で笑うのはお止め下さい」


「うん、まあ、そうじゃのう」


笑うのは止めたが面白がっているな。困ったものよ。


「叔父上、本来なら傅役は信頼出来る譜代から選びますが朽木家では少し違うようです。吉兵衛の文に書いてあったのですが傅役は必ずしも譜代とは限りませぬ。若殿の傅役は竹中半兵衛殿と山口新太郎殿ですが二人とも外様です。もっとも二人ともかなり早い時期に朽木家に仕えてはいるようですが……」


叔父が〝なるほど〟と言って頷いた。


「しかし、儂は黒田家の家臣だが……」


「ええ、それで御屋形様からは朽木家に仕えて欲しいと文に書いて有りました。禄は一万石を出すそうです」


叔父が〝なんと！〟と言って絶句した。また父が笑い出した。〝父上！〟と制止しても笑っている。


「許せ、いや、可笑しくての。休夢よ、傅役はそなた一人では無い。伊勢の千種三郎左衛門という御仁が相役になる。千種殿は伊勢でもそれなりの身代の持ち主のようじゃ。となれば相役のそなたに一万石というのはおかしな話ではない」


「なるほど、それで一万石」


叔父が首を横に振っている。信じられぬのであろう。今の叔父は千石程の身代だ。一挙に十倍という事になる。


「良い話じゃ、羨ましいぞ」


父が冷やかした。叔父が苦笑している。


「御屋形様の文には叔父上は黒田家の親族で重臣でもある。無理にとは言わぬので検討して欲しいと有りました」


叔父が〝なるほど〟と言って頷いた。


「どうかの、休夢。行ってくれぬか」


「宜しいのでございますか？」


「うむ、官兵衛とも話したのだが断る手は無いと思うのじゃ」


叔父上が俺を見た。本当かと訊いているのだろう、頷く事で答えた。


「第一に叔父上が朽木家に仕えるという事は朽木家に黒田家が二つ在るという事に成ります。それに禄は一万石、悪くありませぬ」


叔父が頷いた。枝葉は広がった方が良い。叔父が朽木家に仕える事になれば枝葉では無く黒田という木そのものが増える事になる。


「第二に朽木家は若殿の弥五郎様、御二男の松千代様、御三男の亀千代様といずれも御裏方様の御腹でございます。若殿が御屋形様の後を継げば当然ですがもっとも信頼される御兄弟は松千代様と亀千代様となられましょう。その傅役というのも悪くありませぬ」


吉兵衛からの文には兄弟仲が悪いという様な報せは無い。現状で傅役に付く事を不安視させるようなものは無いのだ。


「その亀千代様だがどのようなお人柄かな？」


「吉兵衛からの報せでは無口で幼い頃の御屋形様にもっとも似ていると朽木の譜代衆から言われているとか」


叔父が〝ほう〟と声を上げた。


「第三に近江には吉兵衛が居ますが未だ若い。叔父上が居れば御屋形様の御考えももっと良く分かりましょう。吉兵衛の相談役にもなれる。それに叔父上の相役となる千種殿は伊勢の御人です。そちらの方々と繋がりを持つのも悪くありませぬ。我らは如何しても山陽、山陰に眼が行きがちです」


叔父が父に視線を向けた。父が頷くと叔父も頷いた。


「分かりました、近江に行きましょう」


「良し！　決まりだ。皆を呼んで伝えるとしよう」


「そうですな」


同意すると父がニヤリと笑った。


「休夢よ、近江に行ったら良い壺を探してくれ。見つけたら必ずこちらへ送ってくれよ」


叔父が呆れた様な表情をした。


「まさか、それが狙いでは有りますまいな、兄上」


「そんな事は無い。のう、官兵衛」


「……勿論です」


父が文を読んで一番最初に言ったのは羨ましいだった。一万石の禄の事かと思ったが壺かもしれぬな……。






天正三年（一五七九年）　十一月下旬　　　相模国足柄下郡小田原町　　小田原城　　今川氏真






「義大叔父上、上手く行きましょうか？」


不安そうな声で北条幻庵殿に声を掛けたのは北条左京大夫夫人、梅殿だった。


「さあ、如何であろうな。……如何思われますかな、治部大輔様」


梅殿、幻庵殿、関東公方足利義氏公の視線が私に集まった。


「何とも言えませぬな。しかしもう軍を動かしてしまった。ここから先は我らに天運が有る事を祈るだけにござろう……」


「そういう事じゃ、梅殿。不安は有ろうが此処を乗り越えなければ将来さきを凌げぬ。左京大夫様、新九郎殿を信じるしかない」


幻庵殿の言葉に梅殿が頷いた。


織田の大軍が東海道を北条攻めの為に東進している。北条勢は伊豆に攻め込み織田を引き付ける。その背後を徳川が突く。上手く行けば織田は大混乱になるだろう……。


「問題は何処まで徳川が信じられるかでござろう。ただ徳川にとっても織田は邪魔な筈、そして織田は跡目争いで一つに纏まっておらぬ以上崩し易い。徳川と協力出来るとは思うが……」


語尾が濁った。徳川の名を出す時には口の中が苦かった。徳川が今川を裏切らなければ……、そういう想いが今でも有る。それだけに何処まで信じて良いのかという疑念が有る。


「此処を凌いだ後は上杉であろう。新たに関東管領となった弾正少弼をどう迎えるか……」


「左様、こちらも厄介な相手じゃ。織田よりも厄介かもしれぬ」


義氏公、幻庵殿の遣り取りに素直に頷けた。上杉弾正少弼景勝、良い噂は無いが悪い噂も無い。だが着実に足元を固めつつある。養父のような派手さは無いが堅実さは有る様だ。となれば簡単に勝てる相手では無い。小田原に籠って凌ぐ日々が続くだろう。


ドンドンドンドンと床を踏みしめる音がした。皆が顔を見合わせた。緊張している、良くない事が起きたと理解したのだ。姿を見せたのは北条安房守氏邦殿だった。顔が引き攣っている。


「徳川が裏切りましたぞ！　六千の兵でこの城に押し寄せようとしております！」


シンとした。皆が蒼白になっている。誰も動かない、いや動けない……。やはり裏切ったか……。〝フーッ〟と息を吐く音がした。


「戦支度をしなければなりませぬな」


幻庵殿だった。


「まともな戦にはならぬぞ、幻庵。城に残った兵は五百に足るまい」


幻庵殿が笑みを浮かべた。痛々しい笑みだ。思わず眼を反らした。


「それでもです、公方様。北条家が五代八十年に亘って守って来たこの小田原城、簡単には明け渡せませぬ。それにもう逃げ場は有りませぬ」


逃げ場は無い。そうだな、もう逃げ場は無い。伊豆に向かった左京大夫殿達を追っても女子供を連れては逃げ切れまい。船を使って合流しても織田に潰されるだけだ。


「そうか、ならば私も戦おう。私にも北条の血は流れている」


「私も逃げるのは飽きた。ここで戦わせて頂こう」


幻庵殿が義氏公と私を見て〝忝のうございまする〟と頭を下げた。


「安房守殿、徳川が押し寄せるまであとどのくらいか？」


「……治部大輔様、一刻とはかかりますまい」


「ならば急がねば……」


私の言葉に皆が頷いた。


「女子供は落としましょう。船で伊勢の大湊に向かえば良い。そうでしたな、梅殿」


「はい、義大叔父上。伊勢には武田家所縁の真田が居ります。真田を通して朽木を頼れば良い。朽木家では私の妹達が武田の家を再興しました。妹達には万一の場合は北条家、今川家からも人が行く、力になって欲しいと頼んであります。そちらも頼れるでしょう」


なるほど、後顧の憂いなく戦えるという事か。


「兵が五百ではこの城を守っては戦えまい。打って出るしかないと思うが」


私の言葉に皆が頷いた。六千対五百、野戦ではあっという間に片が付こう……。


「梅殿も支度をなされよ。皆を頼みますぞ」


梅殿が首を横に振った。


「義大叔父上、私は皆様方と共に戦いまする」


「……」


「夫の留守を守るのは妻の務めにございます。私は此処を動きませぬ」


痛ましかった。儚げな梅殿が城を守って死ぬと言っている。幻庵殿が〝ハハハハハハ〟と笑いだした。泣いている様に聞こえる笑い声だった。


「左京大夫め、過ぎた嫁を持った。……梅殿、そなた真に好い女子よ。儂があと二十も若ければ放っておかぬところじゃ」


梅殿が〝まあ〟と言い皆が笑った。


「梅殿の前で無様な戦は出来ぬの。気張らねば」


幻庵殿の言葉に皆が頷いた。さて、私も鎧を身に付けねばなるまい。


部屋に戻ると妻の春が蒼白な顔をして待っていた。


「徳川が攻めてくる、知っているな」


「はい」


「そなたは子等を連れて船で伊勢に行く。朽木を頼る」


「……貴方様は如何なされるのです？」


「此処で戦う。私を受け入れ守ってくれた北条の方々と共にな」


「……」


春の眼が潤んでいる。……泣かないでくれよ。


「子等を頼むぞ。名門今川の血、決して絶やしてはならぬ。それがそなたの戦だ」


「……はい」


「そなたにはこれまで苦労を掛けてきた。これからも苦労を掛ける事になる。済まぬな」


春が首を横に振った。


「さあ、此処は良い。子等の所に行け」


「はい、御武運を祈っておりまする」


声が震えていた。ジッと私を見ている。涙が零れそうだ。


「さあ、行け！」


妻が俯きながら去った。私に涙を見せまいとしたのだろう。春よ、そなたも私には過ぎた嫁だ。そなたの夫として愧じぬ戦いをしてみせよう……。
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喊声が聞こえる。遠い、つまり味方は押しているという事だ。だが殿は渋い表情をしている。


「如何なされました。味方は押しておりますが」


「北条め、しぶといと思ったのよ」


「如何にしぶとくとも多勢に無勢、御味方の勝は動きませぬ。敵の兵力はもう二百を切りましたぞ」


「そんな事は分かっておる」


渋面は変わらない。親指の爪を噛み出した。不機嫌な時の殿の御癖じゃ。


「この日をずっと待っていたのじゃ」


胸を突かれた。


「この日をずっとな」


「……」


殿が爪を噛み千切り、そして吐き出した。


「儂の邪魔をした武田、今川、それに与する北条を滅ぼす、その日をな」


「北条安房守殿、討ち取った！」


声が上がると歓声が上がった。


「殿、安房守は北条家でも武名高き者、敵も気落ち致しましょうぞ」


「うむ、今少しよ。あとは氏真めの首を……」


殿がまた爪を噛み千切り、そして吐き出した。
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安房守殿が討死したか……。次は誰か等と悩む必要は無いな。幻庵殿も死んだ。残っているのは私と義氏公。眼の前には私の首を欲しがっている敵が群がっている。そして私を守る兵は居ない……。


〝フン〟という気合と共に正面の敵が槍を突き出してきた。跳ね上げ螻蛄首けらくびを掴むと刀を突き出した。悲鳴を上げて敵が槍を離して蹲った。槍を捨て踏み込んで止めを刺そうとしたが別の敵が斬りかかって来た。躱して脇の下を斬る！　〝ヒーッ〟と叫んで敵が倒れた。


私を囲んでいた敵が後退あとじさった。怯んだか、これで少しは息が付ける。ゆっくりと静かに息を吐きだした。そして同じ様に静かに息を吸う。疲れている、息が上がっていると思われてはならぬ。


「足利義氏公、討ち取ったぞ！」


声が聞こえた。歓声が上がる、それと共に敵がまた近付いてきた。やれやれよ、もう二呼吸程休みたかったのだが……。まあ、休むのは死んでからでも良かろう。


刀を持った敵が踏み込んできた。受ける！　槍が迫る！　躱して槍を弾く！　斬りかかって来た敵の刀を躱して首筋を薙いだ！　悲鳴と共に血飛沫が吹き上がる。


「！」


脇腹に痛みを感じた。槍が刺さっている。螻蛄首を掴んで槍を斬り落とした。そして呆然としている敵を斬った。抜くな、抜いてはならぬ。抜けば血が溢れる……。今少し、春の夫として、今川の当主として恥ずかしくない戦いをしなければならぬのだ。


「如何した、参れ。この程度では今川治部大輔氏真は殺せぬぞ」


敵が怯むのが見えた。今少しだ……。
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夫越前守政景と共に弟の部屋へと急いだ。部屋に近付くと弟と竹姫の楽しそうな笑い声が聞えた。


「ははははは、ま、まだ負けぬぞ」


「今少しにございます」


夫と顔を見合わせた。夫は困ったような顔をしている。全く困ったもの、また城攻めの遊びをしているらしい。


「越前守にございまする、至急お伝えしたい事が有り罷り越しました。宜しゅうございましょうや」


〝入れ〟と弟の声が聞えた。最近は以前に比べて口が良く動くようになった。その所為か人と会うのを嫌がる事も無い。一時期は口が動かぬ事に苛立つ事が多かったがそれが無くなって来た。竹姫と二人で良く話をしているらしいがそれが良いのかもしれない。部屋に入ると一間四方の城が有り弟と竹姫が楽しそうに寄り添っている。まるで本物の父娘のようだと思った。


「ろ、籠城というのも悪くない。身体がう、動く間に、もっと経験しておけば良かったわ」


弟が楽しそうに笑うと夫が苦笑を漏らした。


「それは困りまする。敵が越後に侵入したという事になりましょう」


「なるほど、の。困るの」


今度は二人で楽しそうに笑った。弟が〝竹〟と声を掛けると竹姫がニコリと頷いた。そして弟の右側に脇息を置くと〝失礼致しまする〟と一礼して立ち上がって部屋を出て行った。弟が満足そうにそれを見送った。


「まあ、口に出さずとも分かるのですか？」


弟が声を出さずに笑った。


「無、無口な男は喜平次で慣れた、そうじゃ」


皆で顔を見合わせた。弟が笑い出すと夫と私も笑った。なんとまあ……。


「困ったものだと思っておりましたが」


「そうでもないの」


一頻り笑うと弟は竹姫の用意した脇息に右手を乗せて楽な姿勢を取った。そして〝それで〟と話を促しす。昔は脇息は左側だった。武士なれば右手は常に使える様にしておく必要が有ると言って。今は左手が不自由な所為で右側に脇息を置く……。夫が姿勢を正した。


「小田原城が落ちましてございます」


「！」


弟の顔が厳しく引き締まった。


「つ、続けよ、越前守」


「北条が伊豆に兵を出したその隙に徳川が」


「落としたか」


「はっ」


夫が畏まると弟が頷いた。脇息を指でトントンと叩いている。音が止んだ。


「となると伊豆に出兵中の北条勢は……」


「織田に攻め潰されましょう」


シンとした。北条家が滅ぶ、かつて関東に覇を唱えた北条家、勢いが衰えたとは言え小田原でしぶとく生き残っていた北条家が遂に滅ぶとは……。


「い、訝しいのう」


「はい」


「北条は、と、徳川の動きに対応出来て、おらぬ」


「……」


「先のお、織田の敗戦だが、北条の動きがあ、鮮やか過ぎる。織田の軍勢の中に、北条に通じる者が居たのであろう。と、徳川かと思っていたが……」


弟が顔を顰めた。長い言葉を喋るのは苦痛なのであろう。


「御実城様もそのように？」


夫が問い掛けると弟が〝うむ〟と頷いた。


「某も徳川の事は不審に思っておりました。しかし、此度の事……」


夫が弟に視線で問い掛けた。


「うむ、徳川が小田原を落したとなると……」


「……」


「通じていなかったか。或いはお、織田だけではない、北条も裏切ったか……」


まさか、と思った。夫を見た。頷いている。想定していた？


「そのような事、有り得るのでしょうか？」


問い掛けると弟が顔を歪めた。


「あ、姉上。これで徳川は織田を騙せる」


「！」


「そして邪魔な北条勢は織田の力で潰せる」


有り得るのだと思った。


「怖いのう、怖い。お、織田の陰に隠れていた時は、分からなかったが、と、徳川はこ、怖いぞ」


「喜平次に伝えましょう」


夫の言葉に弟が首を横に振った。


「訝しんでいる、そ、それだけで良い。真実は、わ、分らぬ。妙な先入観は与えたくない」


夫が頷いた。


もしかすると弟は喜平次を試そうとしているのかもしれない。徳川と北条が通じていた可能性、そして北条を裏切って潰した可能性、それに気付くのかを……。






天正三年（一五七九年）　十二月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「それで、恭、彼らは何と言っているのだ？」


「はい、皆御屋形様の庇護を願っていると」


「皆か、……何人程だ？」


「北条家の方々、今川家の方々、いずれも女子供ばかり十五人から二十人程、供の者、殆どが女子ですがそれも入れれば四十人程になりましょう」


溜息が出そうになった。まるで難民だ。いや、難民だな、間違いない。


「分かった、受け入れよう」


「有難うございまする」


「いや、礼には及ばぬ。それより恭よ、武田の松姫、菊姫の婿取りが終わってようやく伊勢に戻れると思っているだろうが……」


恭が首を横に振った。


「お気遣いは御無用にございまする。私が皆様方の御話し相手を務めましょう」


「済まぬ」


十一月下旬から十二月の上旬にかけて、東海から関東に激震が走った。とうとう小田原の北条氏が滅びた。信長、信忠が死んで持ち直したと思ったんだがあっけなく滅んだ。滅ぼしたのは織田三介信意と織田三七郎信孝の二人だ。勿論、あの二人に小田原城を攻略出来るわけが無い。城を攻略したのは徳川だ。


北条は焦ったな。北から上杉、西から織田、両者が攻め寄せる前に多少なりとも伊豆を回復しておきたいと思ったのだろう。その焦りを徳川に突かれた。北条の兵力は少ない、短期間で戦果を挙げるには兵力を集中して使う必要が有る。北条は有るだけの兵力、三千を率いて伊豆に出兵したらしい。勿論、徳川が味方だと思ったからだろう。


だが裏切られた……。徳川は不意を突いて小田原を急襲、守備兵が殆ど居ない小田原城は陥落した。やるわ、流石は家康だな。俺は北条、今川と組んで三国同盟かと思った。北条、今川もそう思っただろう。だが家康はそう見せかけて小田原を奪った。そして行き場の無くなった北条を織田に差し出した。三介、三七郎の二人はそれに飛び付いた。これで雪辱を果たしたとでも思っているだろう。だがな、俺から見れば徳川のために邪魔者を潰してやった様にしか見えん。家康は笑っているだろう。怖いわ、家康が本性を見せ始めた。


北条、今川の女子供は命からがら城を落ち船で伊勢にたどり着いた。伊豆を攻めている北条軍に合流はしなかった。小田原城を徳川に獲られた以上逃げ場は無い。いずれ西から攻めて来る織田に踏み潰される。女子供が頼っても邪魔になるだけだろう。であれば非情と言われようとも見捨てて逃げるべきだと考えたらしい。


正しい選択だ。伊豆に攻め込んだ北条軍は韮山の辺りで織田三介、三七郎の兄弟に踏み潰された。三千ほど有った北条軍は逃亡者が出て二千にまで減っていた。残ったのは死を覚悟した者達だ。二千ほどの北条軍は四万の織田軍の前に全滅した。だが勝ったとは言え北条軍は織田を相手に手強く戦ったらしい。織田軍の損害は大きかった様だ。同数以上の死傷者を出していると聞く。それに戦いぶりも余り自慢にはならないようだ、手際が悪かったと聞いている。


今回も亡命者の件は真田が報せてきた。松姫、菊姫の亡命以来小田原から伊勢の真田を通して朽木を頼るというのは関東、東海から畿内への亡命ルートになっているようだ。後世の歴史でも有名になるだろう。会って話を聞かねばならんな。織田、北条、徳川の間で何が有ったのか……。徳川が裏切ったのは間違いない。だが如何裏切ったのか、その辺りを確認しなければならん……。






亡命者達が近江八幡城にやってきたのはそれから十日程経ってからの事だった。女子供ばかり十数人、恭の言うとおりだ。北条家の生き残りは男は氏政の三男安王丸やすおうまると四男千寿丸せんじゅまる、安王丸は弥五郎と、千寿丸は松千代とほぼ同じ年頃だろう。男はそれだけだ。女は北条氏康の娘で今川氏真夫人、名前は春姫というらしい。他に桂姫、菊姫。北条氏政の娘で駒姫、北条氏直の娘で龍姫。他に北条氏照の娘で美弥姫、北条氏規の娘で真理姫。氏康の娘の桂姫、菊姫、このどちらかが史実での武田勝頼夫人だろうと思う。


今川からは氏真の息子龍王丸たつおうまる、芳菊丸ほうきくまる、竹王丸たけおうまる。母親はいずれも正室である北条氏康の娘、春姫だ。未だ幼いんだ、長男の龍王丸が十歳、末っ子の竹王丸は乳飲み子だよ。堪らんわ。女は義元の娘の美禰姫、この女性は武田義信に嫁いだ女性で義信との間に園姫という娘を儲けている。義信死後は出家して嶺松院りょうしょういんと名乗っている。


園姫は北条氏直に嫁ぎ龍姫を生んだ。つまり龍姫は北条氏康、今川義元、武田晴信の曾孫という事になる。三国同盟の結晶みたいな娘だ。それと今川氏真と春姫の間には夕姫という娘が居る。それと変わった所では北条氏が担いでいた関東公方足利義氏の妻と娘。義氏は小田原城で討死したらしい。こんなに預かっちゃってどうしよう、今から嫁ぎ先の確保に気を配らないと……。頭が痛いわ。それにうちには上杉の奈津姫が居るし織田家からは百カ日の法要が終って華姫がやってきた。もう滅茶苦茶だな……。







武略
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櫓台では殿がこちらに背を向け外を見ていた。


「殿、左衛門尉にございます。郷左衛門を連れて参りました」


「うむ、近う。遠慮はいらぬ」


富田郷左衛門を促し殿の後ろに控えた。主は未だ外を見ている。


「殿？」


「大きいのう、小田原の城は。見ていて飽きぬわ」


殿が嘆声を出した。声が明るい、時折ここにきて何度も小田原城の大きさに声を上げている。余程に嬉しいらしい。


殿がこちらを向かれた。


「郷左衛門か、北条、今川の残党はどうなった」


「はっ。どうやら海路、伊勢に向かったのではないかと思われまする」


郷左衛門の答えに殿が顔を顰めた。


「……朽木を頼るという事か、面白くないの。水軍が有れば一網打尽に出来たのだが……、甲斐の山国では致し方ないか」


「厄介な事に成りましょうか？」


問い掛けると殿が一度小首を傾げそして横に振った。


「直ぐには成るまい。徳川と朽木は領地を接してはおらぬ」


「しかし、朽木から織田、上杉へと報せが行きましょう」


「左衛門尉、徳川と朽木が争うとは限るまい」


「……」


殿が儂を見てニヤリと笑った。


「織田の三介、三七郎ばかどもなど恐るるに足らぬ。むしろこちらから喰ってやるわ。徳川が大きくなれば朽木も考える筈、織田よりも徳川と組むとな。上杉も代替わりして嘗ての武威は有るまい。小田原城が有れば十分に対抗出来よう。さすれば織田、朽木、上杉では無い。徳川、朽木、上杉になる」


「なるほど、となると如何に織田を喰うかでございますな」


殿が突然笑い出した。


「お市が上手くあの二人を騙してくれよう。北条、今川の残党が嘘をついて徳川、織田、上杉、朽木の間を裂こうとしていると文を書かせればあの二人は右往左往するであろうよ。織田が一つにならなければやり様は有る。いや、あの阿呆共なら一つでも恐れる必要は無いか」


「確かに、左様でございますな」


「良い嫁を貰ったものよ、感謝せねばなるまい」


儂も声を上げて笑った。一人郷左衛門だけが無言だ。だがそれも良い。富田郷左衛門は元は武田の透破、忍びが声を上げて笑うなど似合わぬ。


「郷左衛門、風魔の件はどうなった？」


「はっ、足柄山から姿を消したままにございまする。里を移したのかと思いまするが行方は分かりませぬ。風魔一党の動き、見えませぬ」


「動きが見えぬと申すか」


「はっ」


また殿が顔を顰められた。御気持ちは分かる。風魔が足柄山から消えた、徳川には従わぬという事であろう。


「可愛気の無い奴らよ。あくまで儂を拒否するか」


「……」


「郷左衛門、風魔の行方を追え。上杉か、或いは佐竹か……、まさかとは思うが朽木という事も有り得る。調べよ」


「はっ」


郷左衛門が下がろうとすると殿が〝待て〟と声をかけた。


「北条左京大夫の妻女の首を晒した、妻女が武田家の出である事は知っている。不満か？」


「そのような事は……」


「無いと申すか。ならば良いがの」


「……」


殿が冷たい目で郷左衛門を見ている。顔を伏せている郷左衛門には分かるまい。


「今のその方は徳川の忍び、その事を忘れるな」


「はっ」


「行け！」


郷左衛門が頭を下げると櫓台から下がった。じっとそれを見送った殿が儂に視線を向けた。


「詰まらぬ感傷など捨てねばこの乱世、生きては行けまい。そうであろう、左衛門尉」


「はっ」


殿が何を言いたいのか分かる。最初の奥方と御子達の事、そして三河の事であろう。切り捨てたからこそ今の徳川が有る。甲斐、相模の二カ国を領するまでになったと言いたいに違いない。


「儂の自立を阻んだ今川と武田は滅んだ。長年足蹴にしてくれた弾正忠も居らぬ。ようやく儂は、徳川は自由になったのじゃ。左衛門尉、これからよな、そうであろう」


「左様でございまする。御辛抱の甲斐がございました」


「うむ」


思わず涙が零れた。


「……何を泣いておる、左衛門尉らしくない。儂は笑うぞ、思いっ切り笑ってやる」


殿が大声で笑い出した。頬に涙を零しながら。
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「まあ、如何なされたのです？」


妻の部屋を訪なうと妻が心配そうに儂を見た。はて？


「……如何とは？」


「眼が赤あこうございますよ」


「……櫓台やぐらだいから外を見ていた。美しい景色であった。気が付けば涙が流れていた」


妻がゆっくりと頷いた。


「その御気持ち、良く分かります。私もこの城から外の景色を見ていると眼が潤うるみまする」


「そうか」


「はい」


妻なら自分の気持ちを理解してくれると思った。正直に話して良かった……。


「伊豆に攻め込んだ北条勢が織田に攻め潰された」


「知っております」


「随分と激しい戦いだったそうだ。織田勢にも大きな損害が出たと聞く」


妻がクスクスと笑い出した。


「如何した？」


「北条の退路を断ったのは貴方様ではありませぬか。窮鼠きゅうそにして織田にぶつけた、違いまして？」


「まあそうだが……。余り露骨には言うまいぞ。それでは儂は悪人ではないか」


声を潜めて言うと妻が笑いながら〝まあ〟と声を上げた。


「違いますの？」


切れ長の目で儂を睨んだ。困ったものよ、思わず苦笑いが漏れた。


「違わぬな」


「……」


「……」


二人で声を合わせて笑った。


「上手く行ったわ。邪魔な連中を織田を使って片付けられた。もっとも織田の兄弟は織田殿の仇を討ったとでも思っていよう」


「悪い御方」


妻がまた儂を睨んだ。


「そう言うな。儂は小田原城を、織田の兄弟は織田殿の仇を、互いに欲しい物を得ただけではないか。織田の兄弟は儂に感謝しているやもしれぬぞ」


妻がクスクスと笑った。


「そうかもしれませぬ。それで、此処に来られた理由は？」


「織田の兄弟に文を書いて欲しい。儂が織田殿の仇を討った二人に感嘆している。激しい戦をなされると驚いていたとな。そしてこの上は一日も早く跡目を決めて欲しいと願っていると」


「それなら既に出しました。小田原城を得た以上、東の守りは徳川家に任せて欲しいとも書いておきました」


「……」


「如何か致しまして？」


「そなたが妻で良かったと思ったのだ」


〝まあ〟と言って妻が笑い出した。真よ、そなたが男であれば儂など到底敵わぬわ……。






天正三年（一五七九年）　十二月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「小田原城が落城し大勢の方が亡くなられましたな。乱世の習いとは言え辛い事であります。御胸中、お察し致す」


「御言葉、忝のうございまする。近江亜相様、この度は私共に格別のご厚情を賜りました事、心から御礼申し上げまする」


二人の女性が頭を下げた。


礼を言って頭を下げたのが北条氏康の娘で今川氏真夫人でもある春姫、黙って頭を下げたのは今川義元の娘で川中島で討ち死にした武田義信の正室だった嶺松院。朽木を頼ってきた人間は他にもいるんだがこの二人が北条、今川を代表して俺に挨拶をしている。ちなみに挨拶を受けているのは俺だけだ。介添えは恭がしている。あまりこういうのは大勢で受けては相手が惨めな思いをするだけだ。気を付けないと。


「良く当家を頼ってくれました。北条家、今川家の方々に頼って貰えるとは当家にとっても名誉な事と思っております。これ以後は某がそなた様達を庇護致しましょう。松姫、菊姫からもそなた様達に暖かい手を差し伸べて欲しいと頼まれております。それに北条家は元々伊勢家の流れでしたな。当家には伊勢家の者も居ります。もう心配は要りませぬぞ」


「有難うございまする」


今回も喋ったのは春姫だった。嶺松院は目を伏せている。やっぱりあれかな？　夫の義信が川中島で死んでいるから俺の事を恨んでいるのかな？　あ、顔を上げた。


「ですが宜しいのでございますか？　朽木家は織田家、上杉家と盟約を結んでおりましょう。私達を受け入れては後々……」


「嶺松院殿、心配は無用にござる。織田家、上杉家には当家の庇護のもとに今川家、北条家の名跡を立てると伝えます。さすればこの後織田、上杉の両家にとってそなた様達が脅威になる事は有りますまい」


「……」


未だ納得していないようだ。


「織田弾正忠殿、勘九郎殿の事なれば戦場での事、已むを得ぬ事でござろう。戦で犠牲を払ったのは織田家だけではござらぬ。武田家、今川家、北条家も戦場では大切な方々を失い申した。領地、家も失い今ではそなた様達女子供しかおりませぬ。そなた様達は朽木に庇護を願っている者、敵ではない。違いますかな？」


二人とも哀しそうな顔で聞いている。酷い事を言ったかな、もう敵ではない。敵になる力も無いと言ったようなものだ。だがそれが事実だ。織田、上杉が何か言ってきてもそれで押し通す。彼らも無理強いは出来ない筈だ。いやさせない。


「ところで小田原城の事、伊豆での北条家の方々の事、お二人は詳しい事を御存知かな？」


「いえ、皆が討ち死にしたとしか聞いておりませぬ。私達は逃げるので精一杯で……」


答えたのは春姫だ。不安そうな細い声だった。


「左様か……、いずれは耳に入る筈。某からお伝え致そう。些か酷い事になっておる。お気を確かにもたれよ」


目に見えて二人が動揺した。気が重い、だが報せないわけには行かない。


「先ず小田原城だが関東公方足利義氏公、今川治部大輔殿、北条幻庵殿、北条安房守殿が討ち死にされた。そして北条左京大夫殿の御内室が自害された」


二人が身動ぎもせずに聞いている。まあここまでは想定出来ただろう。足利義氏は母親は北条氏康の妹、妻は氏康の娘という北条氏が擁立した公方だった。詰まり上杉から見れば敵方の神輿という事に成る。関東の足利氏も分裂して争い最後に残ったのが義氏だった。義氏の子は娘で未だ六歳だ。義氏が死んだ事で関東公方は途絶えた。これで関東では足利を頂点とする支配体制が崩壊したと言う事になる。


「小田原城を攻め落とした徳川は公方様以外の四人の首を晒したそうにござる」


二人の眼が大きく見開かれた。〝なんと〟、〝酷い〟と声が聞こえた。許せなかったんだろうな。徳川が桶狭間後に自立出来なかったのは一向一揆の所為だった。それを使嗾したのは今川と武田だ。史実では武田は徳川と組んで今川を分け獲りした。だがこの世界では協力して領地を守ろうとした。徳川には甲駿相の三国同盟に自立を潰されたという恨みが有るのだろう。北条はその恨みを軽視して敗れた。そして北条左京大夫氏政の妻は武田信玄の娘だ。その恨みは当然彼女にも向かった。


逃げれば良かったんだがな。だが城主の妻として逃げる事は出来ないと留まったそうだ。そして息子達を落とした。


「伊豆の方も酷い、織田軍と戦った北条家の方々は皆討ち死に成された。織田もその首を晒したそうでござる」


氏真夫人春姫がワッと泣き出した。夫、そして兄弟、甥を殺されたのだ。辛いだろう。嶺松院も静かに涙を流している。


三介信意、三七郎信孝、二人とも首を晒す事で織田の武威を上げる事が出来ると考えたらしい。肝心の戦が捗々はかばかしくなかったからな、こういう形で織田領国内の国人衆を恫喝したのだろう。だが如何かな、伊豆、相模は北条が長く治めた土地だ。領民達が徳川、織田の遣り様を如何思ったか……。


二人が泣き止むのを待ってから北条と徳川との関係を尋ねた。二人によると北条と徳川の協力体制は北条から持ちかけたのだという。しかも時期は今川が滅ぶ前の事だ。これは今川氏真の発案だったらしい。氏真は長く織田、徳川連合と戦ってきた。その所為で織田、徳川連合が必ずしも盤石ではないと見抜いていたようだ。氏真は自分や武田の誘いでは徳川は応じないかもしれないが北条の誘いなら応じるのではないかと考えたらしい。


徳川は誘いには応じなかった。試みは失敗に終わった。そして今川、武田が滅び徳川が甲斐に入った。徳川から北条に協力しないかと密かに誘いが有ったのは徳川が甲斐に入ってかららしい。当然だが北条は驚き訝しんだ。何故今になって？　そう思ったのだ。今川、武田が滅んだ今、徳川と北条で織田に勝てる可能性は低い、北条は徳川の真意を訝しんだ。


それに対する徳川の回答は甲斐に封じられた事でこのままでは徳川家の先が無いと思った事、そして信長が飲水病に罹っているという事だった。信長は長くない、その後は当然混乱する、それまでの辛抱だと伝えたらしい。北条は信長の病の事を知って驚いた。そして当然だが裏を取った。真実なら徳川を信じられる、そう思ったのだ。北条配下の風魔が信長の身辺を探った。そして飲水病が事実だと判明した。時を稼げば滅亡を免れる事が出来るかもしれない、そう思った。


そこから生き残るために徳川との密かな交流が始まった。だがなかなか上手く行かなかった。織田は伊豆を攻め獲り小田原に攻め寄せた。もう駄目かと思った時、その時に信長が意識不明の重体と徳川が報せて来た。想定外の事では有ったが北条は迷わなかった。いや、迷うような余裕は無かった言う方が正しいだろう。


徳川の手引きに寄り風魔が織田本陣を急襲し、それに合わせて北条勢が攻撃をかけた。徳川が兵を退きそれに連られて織田勢に参加していた国人衆が崩れ織田も退却した。信長だけでなく勘九郎信忠も死んだ事が分かった時、小田原城は歓喜よりも安堵の涙を流す者が多かったらしい。徐々に徐々に追い込まれて絶望していたのだろう。


「徳川家とはその後も協力する約束が出来ていました。織田家は当分跡目争いで身動きが出来ぬ筈、北条が伊豆を獲り駿河は西半分を徳川、東半分を今川が獲ると。ですが北条が伊豆を獲ろうとすると織田が動きました。その時に徳川から改めて申し出が有ったのです。徳川が織田の背後を討つと、それ故伊豆に出て織田軍を引き付けて欲しいと……。織田が崩れれば徳川は西に進んで遠江から三河へ、故郷を目指す。だから北条は関東へという申し出でした。それなのに……」


春姫の言葉が途切れ二人がまた涙を流した。騙された事の悔しさと皆を失った事の悲しさ、どちらが強いのだろう。泣き止むのを待って今川家、北条家にはそれぞれ館を与えると伝えた。それと今川家、北条家にそれぞれ五千石を与える事も伝えた。北条氏政の遺児、安王丸と千寿丸は俺の近習として扱う事にした。いずれはこの二人が北条の名跡を立てる。今川は長男の龍王丸が同じく近習になる。下に弟が二人いるが未だ幼い。一番下の三男は今年の春に生まれたばかりだ。乳飲み子抱えて逃げてきた、辛かっただろうな……。


さて、これから大評定だ。皆に北条滅亡の顛末を伝えなければならん。それと徳川の怖さも。
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評定の間に御屋形様が入って来られた。皆で頭を下げて迎える。サッ、サッと歩く音が速い。直ぐに上段の間に着き座ったのが分かった。頭を上げた。普段着で北条、今川の者達に会われたか。権大納言の地位に就かれても少しも変わらぬ。詰まらぬ虚飾など無用という事だ、嬉しい事よ。


「待たせたようだな、済まぬ」


「いえ、そのような事は。如何でございました？」


「……」


五郎衛門殿が尋ねても御屋形様は直ぐには答えなかった。


「御屋形様？」


「……手強いな、徳川は手強い。いや恐ろしいと言うべきか」


彼方此方で頷く姿が有った。


「北条を上手く使って織田を退け織田を利用して北条を潰したわ。生き残るためとはいえ怖い事を考えるものよ」


「……」


「織田を背後から討つと言ったそうだ。そして駿河、遠江、三河を目指すと。西へ向かうという事は場合によっては朽木、上杉を敵に回すという事、有り得ぬ事よ。だが北条は徳川の故郷を目指すという言葉を信じた。北条は伊豆を目指したからな、信じたのだろう。織田殿が居らぬ事で気が緩んだのかもしれぬ。或いは信じたかったのかな。織田を退ければ危機が去る、そう思ったのかもしれぬ」


御屋形様が弥五郎様に視線を向けた。


「弥五郎、徳川を卑怯だと思うか？」


「卑怯だと思いまする。そして油断のならぬ人物でありましょう。梟雄きょうゆうというべきでしょうか」


御屋形様が顔を綻ばせた。


「卑怯なのではない、それが武略というものだ」


若殿が〝武略〟と呟いた。


「北条を騙し小田原城を奪った。そして邪魔になった北条を織田を使って潰した。見事な武略ではないか。小田原城は謙信公も落とせなかった難攻不落の堅城、それを徳川は落とした。恐るべき武略よ、油断は出来ぬ」


また若殿が〝武略〟と呟いた。御屋形様の言う通りだ。これまで織田の下で良いように使われていたが信長公の死後、人が変わった様な動きを見せている。油断は出来ぬ。


「梟雄というのも当たらぬな。国一つ獲る、綺麗事では獲れぬ。大を成した武将達は皆梟雄と言える。父もその一人だ」


「……」


「弥五郎、油断せぬだけでは駄目だ。徳川を利用しろ」


「利用でございますか？」


「そうだ、徳川を朽木のために利用する。それこそが武略よ」


若殿が〝なるほど〟と頷かれた。まだまだお若い。御屋形様と比べれば強かさが足りぬ。


「しかし北条が滅んだとなると上杉も困っておりましょう」


「さよう、上杉は徳川が北条と通じていた事を知らぬ筈、振り上げた拳の下ろし先が無い」


「まあ此度は関東の諸将との顔見世で終わりですかな。しかしこの先はどうなるか、徳川が関東に勢威を伸ばせば当然上杉とぶつかる筈、仲良くとは行きますまい」


評定衆、奉行衆から声が上がった。確かに上杉にとっては面白くない状況では有る。いずれはぶつかるとしても今は敵ではない。


「上杉と織田に北条と徳川が繋がっていた事を伝えよう。此度、北条、今川から女子供が落ちて来た事で証言が取れた。織田も上杉も信じるであろう。特に織田は家督争いが収まらぬ。徳川との戦の結末で家督を決めるとなれば面白い事に成る」


「なるほど、その戦の結末次第では美濃の自立の動きも一気に高まりましょう」


「うむ」


重蔵殿の言葉に御屋形様が満足そうに頷かれた。


美濃が揺らいでいる。信長公の死後、織田家の跡目が決まらぬ事で美濃の国人衆が自立の動きを見せ始めた。北条が滅んだ事で止まっているが徳川と戦となれば当然動きは出よう。それに乗じて朽木が美濃に食い込む。既に手は打っている。さて、如何なるか……。







風魔
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俺の自室に七人の男が集まった。黒野重蔵、小兵衛親子、千賀地半蔵、藤林長門守、百地丹波守、そして俺ともう一人。


「お初に御目にかかりまする、風間かざま出羽守にございまする」


「うむ、朽木権大納言基綱だ」


「はっ」


風間出羽守と名乗った三十代前半と見える男が頭を下げた。


この男が相州乱波、風魔一族の頭領だ。一般には風魔小太郎の名前で知られているが小太郎というのは代々の風魔の頭領が名乗る通名の様なものらしい。まあ朽木家で言えば弥五郎だな。実際にはこの男は北条家中で出羽守を名乗る家臣だった。風魔は忍びの世界では平将門の乱に加担した一族の末裔と言われている。関東に残った者達が風魔となり西へと逃げた者達が鉢屋衆になった。なかなか楽しい話だ。


「大きいな、出羽守。身の丈は如何程か？」


「はっ、五尺八寸にございまする」


デカいわ。俺が五尺一寸、大体百五十センチから百五十五センチの間だ。この世界では平均と言って良い。五尺八寸と言えば大体百七十五センチ、俺より頭一つデカいだろう。世間では身の丈七尺二寸と言われているらしいが確かに大きい。それに身体つきも逞しくいかにも強そうだ。北畠右近大夫将監も大きいがあれは気の良い熊のプーさんみたいな印象が有る。だが風間出羽守からはそのような暖かい物は感じられない。研ぎ澄まされた戦うための身体だ、肩の辺りの肉の盛り上がりがそれを示している。


「当家に雇って欲しいとの事だったがそれは北条の方々のためか？」


「それもございまする」


「他にも理由が有るか」


「徳川には仕えられませぬ。我らにも意地がございまする」


声に底力が有った。余程に徳川が嫌いらしい。気が合うな、出羽守。俺も徳川が嫌いだ。それに怖い。ゴキブリと蛇を足したような感じだ。


しかし吃驚だな、関東の風魔が俺に仕えたいと言って来るとは。確かに今川、北条の女子供達を庇護したよ。ただ可哀想だからという訳じゃない。いずれ東海、関東に行けば今川、北条縁故の人間が仕えてくれるんじゃないかという計算が有った。しかし早々に風魔が来るとは思わなかった。出羽守は重蔵を頼って来たんだが重蔵も吃驚していた。頼ってきた風魔の扱いをどうするか、それが理由で八門、伊賀が集まっている。先ず有り得んと思うが出羽守が徳川の意を受けて俺の暗殺を狙っているという可能性もある。重蔵、小兵衛、半蔵、長門守、丹波守の目は厳しい。


「出羽守、少々答え辛い質問をするぞ。風魔は徳川の動きに気付かなかったのか？」


出羽守の顔が口惜しそうに歪んだ。


「某は幾度か左京大夫様に徳川は武田では無い、無暗に信じる事は危険だと申し上げました。ですが……」


「織田を徳川の報せで撃退出来た事で聞き入れなかったか」


俺の言葉に出羽守が頷いた。


「はい、徳川はあの時陣を退いただけにございます、織田を裏切った訳では有りませぬ。その事をもっと重視して頂ければ伊豆にて織田を引き付けるのではなく小田原城にて織田勢を待ち受ける事も出来た筈……」


武田を随分と高く評価しているな。史実の武田は今川を潰し、北条と戦っているがこの世界では律儀に最後まで今川、北条の味方をしている。今更ながら川中島の影響は大きいと思った。


「左京大夫様が伊豆を攻められた時、我らは命により伊豆の国人衆達の調略、西から来る織田勢の動向、北から来る上杉の動きを探っておりました。甲斐、相模の国境くにざかいには見張りの者を残しましたが徳川の透破に不意を突かれ……、徳川の裏切りを早くに小田原に伝える事が叶かないませなんだ。……無念にございます」


出羽守が俯いた。辛いだろうな、いや恥ずかしいか。代々仕えた主家を守れないというのは忍びにとって屈辱以外の何物でもない筈だ。


「良く話してくれたな、出羽守。さぞかし辛かったであろう」


出羽守が無言で頭を下げた。


「ところで当家に仕えたいとの事だが良いのか？　徳川と戦うというなら朽木よりも上杉の方が良くは無いか？」


現時点では朽木と徳川の間には織田が有る。上杉の方が良い筈。何故俺を選んだのかが疑問だ。出羽守が俺を見た、強い視線だ。


「畏れながらお叱りを覚悟の上で申し上げまする。織田は長くは保もたぬかと思いまする」


「……徳川に喰われると申すか」


「はっ。このままではそうなりましょう」


やれやれだ、あの二人、評価低過ぎだな。それとも妥当な評価か。


「ふむ、それで？」


「されば、先んずれば即ち人を制し、後るれば則ち人の制する所となりましょう。近江亜相様が天下を目指されるのであれば……」


出羽守がじっと俺を見ている。なるほどな、織田領は朽木と徳川の前に投げ出された生肉か。どちらが先に喰うかの競争になるという事だな。出羽守は俺に躊躇わずに織田を喰えと言っている。織田を喰い徳川を喰えと。だから俺に仕えると言うのか。面白いな、風間出羽守。お前は面白い男だ、俺を試すとは……。その通りだ、俺が喰わなければ徳川が織田を喰う。徳川は史実以上に厄介な存在になるだろう。それを許す事は出来ん。重蔵、小兵衛、半蔵、長門守、丹波守に視線を向けた。誰も首を横に振らない。


「風間出羽守、風魔一党を召し抱える」


「はっ、有難き幸せ。懸命に努めまする」


「うむ、期待している。ところで持ち場だが小兵衛、八門は関東を風魔に渡し東海に専念してくれ、忙しくなる」


「承知しました」


小兵衛がニヤリと笑った。


忙しくなる、その意味が分かったのだろう。織田を混乱させ崩してから喰う。調略が必要とされる。美濃では半兵衛の弟、竹中久作に文を送っている。感触は悪くない。そして土岐郡の小里出羽守、こちらも織田には愛想を尽かしている。味方になると言ってきた。美濃三人衆と不破には手を付けない。あいつらは目立つからな、避けよう。それに些か力が強過ぎる、出来れば潰しておきたい連中だ。八門にとって美濃攻めは久しぶりの大仕事になるだろう。


これで朽木の諜報網の分担は畿内、中国、北陸、東海が八門。関東が風魔、四国、九州、奥州が伊賀になった。今の所上手く機能しているだろう。これからもそうであって欲しいものだ。






天正三年（一五七九年）　十二月下旬　　　上野国群馬郡厩橋　　厩橋城　　上杉景勝






国許から三通の文が届いた。父から、母から、そして竹姫から。竹姫からの文はまあ良い。御実城様から兵法を学んだという内容だ。例の一間四方の城細工で城攻めをやったらしい。竹姫が攻め手で御実城様が守り手。楽しかったと書いてある。御実城様も詰まらぬのだろうな、だが竹姫を相手にそのような事をしなくても……。いや気兼ねなく相手をさせられるのは竹姫だけなのかもしれない。まあ所詮は遊びだ、余り目くじらを立てる事も無いか。


父の文には北条が滅んだ事への驚きが書かれてあった。御実城様も小田原城が落ちた事に対して随分と驚かれたらしい。だが訝しいと仰られているとも書かれてあった。北条は徳川の動きに全く対応出来ていない。これはどういう事なのかと。確かに訝しい事では有る。なにやら裏が有りそうだ。徳川には注意しなければならんだろう。これまで織田の配下であったが今後はどうなるのか？　或いは自立という事も十分に有り得る。いや、織田の混乱が続くのであれば必然か。となれば織田対徳川という構図も有り得る。


その織田だが跡目は未だ決まらない。北条を破ったとはいえ戦の内容は決して褒められたものではない様だ。散々手古摺てこずってやっとの思いで勝った、そんなところらしい。織田の家臣達も三介、三七郎のどちらを選んで良いのか益々分からなくなったのではないかと父の文には書いて有った。上杉家の跡目は候補者が俺しかいなかったから何とか纏まった。それでも近江の舅殿の援助が無ければ如何なっていたか。織田に比べれば上杉は遥かに運が良かったと言わざるを得ぬ。


舅殿か、近江の舅殿が織田の混乱を如何見ているか、気になる所だ。来年は帝が譲位を行われる予定の筈。俺の弾正少弼への任官が支障無く行われたのもそれが影響している。織田の混乱が理由で譲位が延期されるような事になれば舅殿は、いや朝廷は織田を如何見るか……。今織田を一番厳しい目で見ているのは舅殿、そして朝廷やもしれぬ。織田の三介、三七郎がその辺りを認識しているとも思えぬ。さて、どうなるか……。


母からの文には百カ日の法要も終わり華が朽木家に引き取られたと書いてあった。文中からは安堵している事が分かる。父もホッとしたと言っている様だ。華が越後に戻るのは三月を過ぎ四月になってからだろう。華は未だ若い、また新たに嫁ぎ先を考えなければならんだろう。だが良い嫁ぎ先が有るだろうか……。


織田は論外として朽木には男子は居るが歳が若過ぎる。河内の三好、阿波の三好にも適当な相手は居ない。関東の大名から選ぶべきかもしれん。長野、佐野、結城、宇都宮、小山、佐竹。上野、下野、常陸ならそんなところか。だが徳川を抑えるなら武蔵の国人衆から選ぶべきだろう。成田、藤田、大石、三田……。何処も織田に比べれば格が落ちるな、華も不本意に思うかもしれん。さて如何したものか……。


いや、その前にこれからどうするかを決めねばならん。北条が滅んだ、つまり関東で討ち果たすべき敵が居なくなったという事だ。関東管領として関東の大名、国人衆を集める名分が無くなったという事でもある。しかも北条を滅ぼしたのは上杉では無い、徳川だ。関東に出張ったは良いが身動きが取れぬ状態になっている……。このままでは何のために出兵したのかという事になりかねん。それは関東の国人衆の侮りを受けるだろう……。


「与六」


「はっ」


控えていた与六が傍に寄った。


「如何すれば良い？」


問い掛けると与六が一礼した。


「されば、相模国に兵を進められ鶴岡八幡宮に参拝なされるべきかと思いまする」


鶴岡八幡宮？


「……続けよ」


与六が再度一礼した。


「はっ。御実城様は鶴岡八幡宮にて関東管領職を相続なされております。されば喜平次様も関東の大名、国人衆を鶴岡八幡宮に集め関東管領職を相続なされた事を八幡神に報告するのでございます。その上で北条氏が滅び関東の秩序が回復された事を集まった大名、国人衆の前で宣言されては如何かと」


なるほど、面白い案では有る。


「徳川がそれを許すか？」


与六が首を横に振った。


「分かりませぬ。最近の徳川の動きには不審な点が有りまする。その心底、訝しむべきかと」


「……」


「さればこそ、兵を率い鶴岡八幡宮へ」


「なるほど」


関東の諸将を纏め同時に徳川の心底を確かめよという事か。徳川が関東に野心を持つならば鶴岡八幡宮への参拝は許すまい。その時は北条に代わり徳川が敵になるという事か。そして許すという事は上杉の関東管領を認めたという事、その秩序に従うという事でも有る。そして参拝にも参加させられれば……。


面白いな、徳川が下に付くか、或いは徳川と上杉が敵対関係に入るか。それが織田、朽木に如何いう影響を及ぼすか……。少なくとも織田は何も言えまい。言うとすれば舅殿だが……、この辺りで上杉が俺の色を出しても良かろう。


「皆に話してみよう」


「はっ」


与六が頭を下げ、席を下がった。


この厩橋城で皆の新年の挨拶を受ける。その時に話してみよう。その上で大名、国人衆に伝える。となると鶴岡八幡宮に向かうのは二月か。それまでには徳川にも新たな動きが出るやもしれぬ……。






天正三年（一五八〇年）　一月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　武田松






「如何でございますか、少しは落ち着かれましたか？」


〝ええ〟と答えたのは義理の姉、嶺松院様だった。川中島で亡くなられた太郎兄上の奥方。……憔悴しょうすいが酷い。嶺松院様だけではない、皆が不安そうにしている。でもそれも仕方がない事だろう。周囲には女子供ばかりが居る、年長の男子といえば北条家の安王丸殿だが元服もしていない。頼れる存在が居ない事がどれほど辛いかは私も良く分かっている。


「これからどうなりましょう？」


ポツンと不安そうに言ったのは北条家の桂殿だった。優し気な、そして儚そうな雰囲気の佳人だ。常の事ならその容姿を羨むだろうがこの状況では不安を煽るだけだろう。その下の菊殿、私の妹と同じ名前だが菊殿の方が気丈な感じがする。


「朽木の御屋形様はお優しい方です。私と姉が皆様方の事をお頼みした時も嫌な御顔をなされる事は有りませんでした。安心するようにと言って下さったのです。あまり心配なされる必要は無いと思います」


妹の言葉にも不安そうな表情は消えない。むしろ信じて良いのだろうかという疑念の色が有る。


「不安でございますか？」


問い掛けると皆が顔を見合わせた。不安なのだと思った。


「朽木の御屋形様は如何いう御方なのでしょう？　世間では激しい御方、厳しい御方と聞きます。本当に信じても宜しいのでしょうか？　お会いした時にはお優しそうな御方だと思いましたが……」


今川家の春様が心細そうに訊ねてきた。


私達と同じだと思った。何度も恭が御屋形様は優しい御方だから信じて頼る様にと言ってくれたが私達は信じる事が出来なかった……。


「私達も同じ不安を持ちました。真田の恭が御屋形様はお優しい方だから安心して頼られますようにと言ってくれても信じる事は出来ませんでした。武田の家を再興するには私と菊のどちらか、或いは二人とも御屋形様の側室になる事を覚悟しなければならないと思ったのです」


シンとした。皆が私と菊を見ている。


「ですが私達は二人とも御屋形様の御配慮で武田の家を興す事が出来ました。朽木家でも有力者の家から婿を取る事が出来たのです。意外でしたが恭が教えてくれました。御屋形様は最初から私達を側室にするつもりは無かったそうです。朽木家と武田家は些か因縁が強過ぎる、自分の側室になっても幸せには成れないだろうと……」


彼方此方から〝まあ〟という声が上がった。無理もないと思う、私達も驚いたのだ。御屋形様がそんなお気遣いをなされるとは思ってもいなかった……。


「世評では厳しい御方、恐ろしい御方と言われておりますがそれは本当の御屋形様では有りませぬ。御屋形様はお気遣いなされるお優しい御方です。信じて頼られて良いと思います」


可笑しかった。昔の恭と同じ事を言っている。


「御屋形様はそうかもしれませぬ。ですが家中の方々は如何でしょう。織田家と朽木家は強く結びついていた筈、それに織田勘九郎様の御内室とこちらの若殿の御内室は姉妹の筈、反発が強いのでは有りませぬか？」


春様はまだ不安そうだ。


「朽木家では北条家、今川家に対する反発よりも徳川家に対する警戒心、織田家の混乱に対する不安の方が強いようです」


皆が顔を見合わせている。


「真でございますか？」


「ええ、菊の婿となられた方は伊勢家の人なのですが伊勢家は京の施政を担当しています。今年は譲位が有るのですがそちらにも影響が出るのではないかと伊勢家では危惧しているようです。他にも武田に所縁の者に訊ねたのですが評定衆、相談役の方々はこのままでは織田家が徳川家にいい様に操られてしまうのではないかと危惧しています。織田家の混乱が続けば安心して西へ兵を出す事が出来ないと……」


彼方此方から溜息が聞えた。


「では北条、今川に対する反発は小さいと？」


「はい、ですが織田家から勘九郎様の御内室が騒動を避けてこちらに居られます。越後は雪ですので四月頃までは朽木に滞在するとか」


また皆が不安そうな表情を見せた。さぞかし自分達を恨んでいるだろうと不安に思っているのだろう。


「御安心なさいませ、その辺りは御屋形様が御配慮下さる筈でございます。皆様はそういう御方が朽木家に滞在しているという事、それだけを押さえていれば宜しゅうございましょう」


皆が曖昧な表情で頷いた。大丈夫、恭がその事を御屋形様、御裏方様に御配慮を願っている。心配は要らない筈だ……。






天正四年（一五八〇年）　一月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木奈津






「義姉上、如何でございますか？　少しは落ち着かれましたか？」


夫、朽木弥五郎堅綱様が姉の部屋を訪うと姉は穏やかな笑みを浮かべた。


「ええ、大分落ち着きました。何より尾張に居た頃の様に不安に怯えずに済みます。有難い事です」


さぞかし不安な日々を送ったのだろう。幾分痩せた様な気がする。頬の当たりが以前に比べれば丸みが無いと思うのは気のせいではないだろう。


「それは良うございました。越後に戻られるのは四月頃になりましょう。それまで気兼ねなくお過ごしください」


「お気遣い、有難うございます」


「朽木は北条、今川の方々を庇護しております。御不快かとは思いますがお許し下さい」


弥五郎様が頭を下げると姉が〝いいえ、そのような事は〟と言って手を横に振った。


「あの方々は夫だけでなく家まで失ったのです。聞けば乳飲み子を抱えた方も居られるとか。さぞかし御辛い事と思います。それに比べれば私は実家も有りますし頼りになる縁戚も有ります。ずっと恵まれておりましょう。どうか私への遠慮は御無用に願います」


姉は少し変わったかもしれない。以前は活発で陽気な人だった。今は落ち着いた穏やかな気性になっている。


「有難うございます。そう言って頂けると助かります」


夫が礼を言うと姉が顔を綻ばせた。


「妹からの文に書いて有りました。弥五郎様は大変律儀な方だと。その通りですのね」


「そうでしょうか」


夫が困惑していると姉が私を見てクスクスと笑い出した。私も笑った、夫は確かに律儀者だと思う。夫が私と姉を見て益々困った様な顔をした。本当に可笑しい。


「ごめんなさいね、でもこんな風に笑うのは久しぶりです」


夫が柔らかい笑みを見せた。


「御苦労成されたのですね、義姉上。御安心を、某は気にしておりませぬ」


「有難うございます。織田家では居場所が有りませんでした、落ち着ける場所が。でもそれは私だけでは無く織田家中の皆が感じている事だと思います。これから織田家はどうなってしまうのか……」


独り言のような呟きに弥五郎様が御顔を曇らせた。


「朽木家も困っておいでなのでしょう」


「はい」


「東が混乱しては西に進み辛い筈、如何なされるのです」


「さあ、某には何とも……」


夫の口調は歯切れが悪かった。


「そうですね、答えられる事では有りませんね。愚かな質問をしました。許してください」


「……いえ、宜しいのです。それより義姉上、いささか訊き辛いのですが三介殿、三七郎殿の御二人ですがどのような方なのでしょう？」


姉が表情を曇らせた。


「このような事を言うのは何ですが三介様は不覚人と言われておりました。その為さり様が余りに心許ないために皆から三介様の為される事よと……」


夫が頷いて聞いている。


「三七郎様は三介様よりも賢しらと言われておりますが癇性が激しく織田の義父上の悪いところだけが似たと皆から言われております。織田家の重臣達は三七郎様の癇性を恐れて余り近寄ろうとは致しませぬ。その事が本人にとっては不満なようです」


「なるほど」


姉が眉を顰めている。姉本人が嫌な思いをしたのかもしれない。


「御二人は何かにつけて張り合っておられますが周囲の者は見て見ぬ振りをしておいでです」


「それは何故でしょう」


「下手に仲裁すればどちらからも疎まれるからです。御二人とも自分の味方をする事だけを要求しておいでです」


夫がホウッと息を吐いた。とても信じられないのだろう。


「織田家の家督争いは当分決着が付かないと思います。織田は混乱するでしょう。その事は弥五郎様も覚えておかれた方が宜しいかと思います」


「御教示、有難うございます。義姉上」


沈痛な表情で弥五郎様が頭を下げられた。これからどうなるのか……。







従五位下甲斐守
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「白馬節会あおうまのせちえも無事に終わったの。今年も良い年になって欲しいものよ」


「はい」


関白殿下と二人でお茶を飲む。冬の寒い日にはこれが一番だ。身体がじんわりと温まる。殿下が口にした白馬節会というのはちょっと変わった儀式だ。一月七日に帝が紫宸殿ししんでんに出御して邪気を祓うとされる白馬を庭に引き出し、群臣らと宴を催す儀式だ。白馬を使うのに『あおうま』とはどういう事かと言うと殿下の説明では元々は普通の馬よりも青みを帯びた黒馬を使っていたらしい。それが醍醐天皇の頃から白馬または葦毛の馬を使う様になった様だ。だが儀式の呼び名だけは昔の儘、という事で白馬節会になったらしい。


殿下が『今年も良い年』と言ってくれた。朝廷は少なくとも昨年は悪い年では無かったと見ているらしい。信長の死から大きな不安を受けていないようだ。まあ畿内の問題ではない、東海から関東にかけての問題だからな。それに畿内はここ数年安定している。余り危機感は無いという事だろう。御茶を一口飲んだ、美味しいわ。殿下もホウッなんて息を吐いている。


「今年の半ばには帝の御気持ちに添えそうだと正式にお伝えした」


「はい」


「その折の事だが帝が遅くとも今年の夏には譲位をと御気持ちをお漏らしになられた」


「異存有りませぬ」


六月には仙洞御所も出来上がると報告が来ている。問題は無い。


「良いかの、新帝による御大典も有るが……」


殿下が不安そうな顔をしている。なるほど、秋を過ぎてからなら御大典は来年か。金が掛かるからな。しかしな、何時かはやらなければならんのだ。先延ばししても仕方が無い。後にした方がむしろ厄介な事になりそうな気がする。


「宜しいかと思います」


俺が答えると殿下が満足そうに頷かれた。


「新大典侍しんおおすけの具合が良くないらしい。帝も大分御心を悩ませておる。譲位をという御気持ちにはその辺りの事も有るようじゃ」


「なるほど」


新大典侍というのは万里小路家出身の女性で現東宮誠仁親王の母親でもある。いわば帝にとっては第一夫人の様な女性だ。帝自身も万里小路家出身の女性を母親に持つのだから関係は深い。


「まあ随分と働いたからの、疲れもするわ」


「真に」


二人で顔を見合わせて軽く笑った。万里小路家と飛鳥井家は帝を支える二本の柱だ。万里小路家は家族の様なもので飛鳥井家は朽木家というパトロンを持っている。西園寺権大納言実益の所に永尊内親王が嫁いだのは万里小路家と飛鳥井家を結び付けるためだった。そして万里小路家には勧修寺家から養子が入っている。現東宮が帝になれば次の東宮には勧修寺家出身の阿茶局の産んだ皇子が成るだろう。新大典侍にしてみればやるべきことはやった、そんな気持ちだろうな。


「ところでの、麿の所に徳川から従五位下甲斐守への叙任をと願いが有った」


「……徳川が動きましたか。それで？」


殿下が首を横に振った。


「そなたの考えを聞いてからと思っての、未だ返答をしておらぬ」


「織田は絡んでおりませぬので？」


「おらぬ」


「なるほど」


殿下と顔を見合わせ互いに頷いた。織田を絡めず直接来た、織田との決別だな。領地を攻め取るのではなく官位か。そろりと牙を出した、そんな感じがする。


「実はの、徳川は以前にも叙位任官をと願ってきた事が有る。未だ三河に居る頃であった。かれこれ二十年ほど前の事に成ろう。従五位下三河守を望んだのじゃが国が収まらずにうやむやになったという経緯が有る」


「一向一揆でございますな」


「うむ、随分と酷かったらしいの」


「そのように聞いております」


うやむやになった、その後は織田に服属したため自らの意思で任官を願う事が出来なくなったのだ。今回の動きは織田が絡んでいない、自立だ。


「徳川は居を小田原城に移したと聞く。にも拘らず甲斐守とはの、ほほほほほほ」


殿下が楽しそうに笑い声を上げた。


「上杉を余り刺激したくないのでございましょう」


「そうよな、ほほほほほほ」


また笑った。


小田原城は相模国にある。新たに得た相模国を完全に支配しようとするなら相模守に任官する事で国人衆に権威を示した方が良い。だが家康が選んだのは甲斐守だ。理由は上杉を刺激したくないからだが何故相模守が上杉を刺激するかといえばその原因は鎌倉時代にまで遡る事になる。


鎌倉時代、幕府の実権は執権職を務めた北条氏が握った。執権に就任した者が任官したのが相模守、武蔵守、左京大夫だった。要するに当時の幕府内部では相模、武蔵を支配する事が関東の武士団を押さえる事であるという認識が有ったのだろう。左京大夫は京域に関わる行政、司法、警察を統括した職だ。武家としては名誉な職と言える。これも執権には相応しい。


これを踏襲したのが早雲以降の伊勢氏だった。関東制覇を目指す伊勢氏は姓を北条氏に変え相模守と左京大夫を名乗る。それによって関東の武士達に自分こそが関東の支配者なのだから自分に従えと言ったわけだ。上杉と北条の戦いは関東管領と執権の戦いと言える。これじゃどちらも退けないわ。史実では上杉と北条が同盟して武田に対抗しようとしたが直ぐに壊れた。当然だと思う。


「それで、如何する？　拒否した方が良いか？」


「銭は用意しているのでございましょう？」


「まあの」


「ならば宜しいのでは有りませぬか」


叙位任官は朝廷にとって大事な収入源だ。断る事は無いさ。それに甲斐守に任官を願うという事は上杉との対立は避けようとしているという事だ。徳川の狙いは織田領だ。先ずは駿河、伊豆だろう。


「良いのか？」


「構いませぬ。北条、今川から逃げてきた者達が居ります。徳川が何をしたかは明白。織田、上杉には教えました。さてどうなるか……」


織田がどうなるかは分からない。何と言っても内部分裂しているのだ。だが上杉が徳川を放置する事は無いだろう。つまり徳川は上杉対策に忙殺されると言う事だ。西へ進むのは容易ではない筈だ。


「上杉と北条の争いから上杉と徳川の争いか。上杉も代替わりしておる、お互い簡単には退けぬの」


「はい」


史実でもそうだったがこの世界でも上杉と徳川は争うようだ。史実では家康は野戦の名人と言われたがこの世界では城攻めの名人と言われ始めている。如何いう結果になるか……。


「そこに織田が絡み亜相も絡むか。当分目が離せぬの」


まあ見ている方は楽しいだろうが当事者は生き残りをかけての戦いになる。誰が生き残るかだ。徳川は手強いし油断は出来ない。織田は混乱して如何動くか見えない。俺も気を引き締めなければならん。
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林佐渡守秀貞、佐久間右衛門尉信盛、柴田権六勝家、そして俺。四人で書院にて待った。タンタンタンタンと足音が聞こえる。急いでいる所為か足音が少し高い。亡き殿に良く似ていると思った。書院に入って来たのは三介信意様だった。書院を見渡し満足そうに頷くと上座にお座りになられた。直ぐにまた足音が聞こえた。こちらもタンタンタンタンと近付いて来る。似ているとまた思った。


三七郎信孝様が姿を現した。


「遅いぞ、三七郎」


三介様がせせら笑う様に言うと〝フン〟と鼻を鳴らして三介様の隣に座られた。


「一体何用だ、儂と兄上を呼び付けるとは。まさかとは思うが織田の跡目を兄上にというのでは有るまいな。兄上には到底務まらぬぞ」


「何を言うか！　弟の分際で！」


言い合いが始まった。何時もの事では有るが溜息が出そうになって慌てて堪えた。


「お待ちくださいませ、三介様、三七郎様」


佐渡守殿の言葉に二人が渋々言い合いを止めた。


「朽木家より文が届きました。容易ならぬ事が書いてあります」


「待て、その文は誰に宛てて来たのだ？」


三七郎様が咎めるように問い掛けてきた。


「御方様にございます」


「鷺山殿か……」


詰まらなさそうに言った。朽木家の文が三介様に届いたのかと疑ったらしい。三介様も面白くなさそうだ。何故自分に文を寄越さなかったのかと思っているのだろう。


「して、何と言って来たのだ？」


三介様の言葉に右衛門尉殿、権六、俺の視線が佐渡守殿に向かった。佐渡守殿が幾分迷惑そうな顔をしたが筆頭家老なのだ、それなりに務めを果たして貰わなければ……。


「されば昨年の小田原での敗北、北条家に亡き殿の病の事を教えたのは徳川家だと記してありました」


「馬鹿な、徳川は味方ではないか！」


「三七郎の言う通りだ、叔母上が嫁いでおる！」


佐渡守殿の言葉に三介様、三七郎様が声を荒げた。


「朽木家には北条、今川家の生き残りの者が逃げ延びております。その者達からの情報にございましょう」


「しかし北条は徳川に滅ぼされた！」


「辻褄が合わぬではないか！」


三介様、三七郎様、共に首を横に振った。


「出鱈目じゃ、徳川と織田の仲を裂こうとしての出鱈目であろう」


三七郎様が我ら四人の顔を見渡した。


「そうかもしれませぬ。ですが三七郎様、何者かが北条に織田家の内情を報せたのは間違いない所でございます。それが徳川家であったとしても不思議では有りませぬ。我ら四人はそう考えております」


「しかし右衛門尉、徳川は北条を……」


何処まで徳川を信じるのか！


「畏れながら申し上げまする。徳川殿が北条を滅ぼしたからと言って信じられるとは限りませぬぞ」


俺の言葉に二人が面白くなさそうな顔をした。愚かな、親兄弟でも争うのが戦国の世であろう。現に自分達は刀に手をかける程に争っているではないか。何故徳川が信じられると言うのか。


「如何すれば良い？」


「また兄上の如何すれば良いが始まったわ」


「儂は皆の意見を聞こうと言うのだ！　その方の様に人の意見を聞かぬ愚か者とは違う！　だから短慮、思慮が足りぬと言われるのよ！」


「兄上は意見を聞いても決められぬではないか！　聞くだけ無駄よ！」


また始まった。どちらもどちらよ。もう何度も繰り返している。ウンザリするわ。


「三介様、三七郎様、御静まり頂きとうございまする」


権六の制止に二人が面白くなさそうな表情をしたが諍いを止めた。


「……朽木に使者を出し事実を確かめねばなるまい」


三介様がチラチラと三七郎様を見た。不承不承といった様子で三七郎様が頷くと三介様が満足そうに頷かれた。


「使者を出すのでございますか？」


佐渡守殿が問うと二人が不機嫌そうな顔をした。問い返された事が不満らしい。亡き殿にも似たようなところが有った。だがそれはこちらの理解が遅いためでも有った。だがこの二人は何も分かっておらぬ。権大納言様に使者を出す、つまり権大納言様が嘘を吐いているのではないかと疑うと言う事であろう。そこに気が付かぬとは……。下手な者は送れぬな。


「では木下を送りましょう」


提案すると三介様、三七郎様が面白くなさそうな顔をした。この二人は藤吉郎を成り上がり者と蔑んでいる。


「木下は心利いたる者です。使者として適任かと思いまする」


佐渡守殿、右衛門尉殿が頷き権六も渋々頷いた。まあ藤吉郎なら上手くやってくれよう……。
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「お初に御目にかかりまする。織田家臣、木下藤吉郎秀吉と申しまする。近江亜相様におかれましては姫君御誕生との事、真にお目出とうございまする」







    
  
  




木下藤吉郎が顔をクシャクシャにして祝ってくれた。三日前、篠が女の子を産んだ、名前は寿ひさ。篠は男の子でない事を残念がっているが俺は無事に生まれた事で十分に満足だ。


「祝ってくれるか、嬉しい事だ」


「某、何も知らず祝いの品一つ持参しませなんだ。不調法をお許し頂きたく伏してお願い致しまする」


藤吉郎が頭を下げた。


「なんの、生まれたのがつい先日、知らぬのは当然の事よ、気にするな」


「ははっ、有難うございまする」


藤吉郎が頭を下げた。


「それと先日は美濃の件、御報せ頂き真に有難うございまする」


「その方は知っていたのであろう。礼には及ばぬ、むしろ余計な事をしたかと思っている」


「とんでもございませぬ」


藤吉郎が慌てたように手を振った。


「真に、有難く思っております」


「そう思って貰えれば嬉しい事だ」


藤吉郎がまた顔をクシャクシャにした。なるほどなあ、猿面とは言うが確かに似ている。ハゲ鼠も似ているだろう。だが何とも笑顔に愛嬌が有る。醜男なんだが香気が有るんだ。これは簡単に蕩たらされるな、男も女も。同席している下野守、重蔵、五郎衛門、新次郎も楽しそうな顔をしている。


「今の所、動きは収まったようだな？」


「はっ、北条家が滅びました故……、もっとも火種は残っていると思いまする。状況次第でまた動き出すのではないかと思っておりまする」


「残り火の様なものか」


「はい」


先ずは跡目を決めるのが優先か、だがその跡目が決まらぬ状況が続いている。


「ところで、今日は何の用かな？　遊びに来たと言うのでも構わんが」


問い掛けると藤吉郎が表情を改めた。


「畏れながら徳川家の事にございまする。権大納言様から報せを受け織田家は混乱致しております。何と言っても徳川家は縁戚、権大納言様を疑うわけでは有りませぬが今少し詳しく伺ってまいれと」


「なるほどな」


要するに三介信意と三七郎信孝では如何して良いか決断出来ないと言う事だろう。でもなあ、俺に訊く事か？　本当は自分の所で調べるべき物だろう。そんな事は織田家中の人間も分かっている筈だ。それなのに使者を送って来た。三介と三七郎が命じたのだろうが周囲はそれを止めようとしない。勝手にやれとでも思っているのかもしれん。だとすると三介と三七郎は織田の重臣達から見放されているのだ。小兵衛からそういう報告を受けているが実際に確認するとちょっと複雑だわ。相談役達もいささか呆れ気味だ。


「詳しくと言ってもな、俺も小田原城から落ちてきた者達に聞いただけだ。それを信じるか否かの問題だろう」


「証拠の様な物はございませぬか。例えば徳川と北条での文の遣り取りなどでございますが」


「確認はしてみるが難しかろう。逃げるので精一杯で有った筈だ」


「左様でございますか……」


藤吉郎は余り残念そうな表情をしていない。藤吉郎も証拠など難しいと見ているのだ。


「もっとも織田殿が倒れられてからの一連の動きをみると徳川と北条が繋がっていたと言うのはおかしな話ではない、違うかな？」


「某にもそのように見えまする」


藤吉郎が頷いた。


「三介殿と三七郎殿はそう見ていない様だが、……頼り無い事よ。そうではないか？」


覗き込むと藤吉郎が表情を消した。答えられないらしい。


「なあ藤吉郎、これから織田家は如何するのだ？」


「如何と申されましても先ずは跡目を……」


「そうではない、何処へ進むかと言う事よ」


「……」


藤吉郎は俺が何を言おうとしているのか分かっているようだ。目を伏せているのがその証拠だろう。


「織田は周囲を朽木、上杉、徳川に囲まれた。何処にも伸びる事が出来ぬ。そうではないか？」


「……」


「俺なら今回の一件、真実など如何でも良いわ。それを理由に迷わずに徳川を潰して関東に出るがな。亡き織田殿もそうしたであろう。三介殿、三七郎殿が頼り無いと言うのは其処よ」


「……」


下野守が大きく、そして他の三人は小さく頷いた。


「藤吉郎、徳川は動いているぞ」


「と申されますと？」


「従五位下、甲斐守だ」


「まさか、官位を？」


藤吉郎が驚いている。そうだよな、織田に断り無しで任官というのは有り得ない事なのだ。


「そのまさかだ。朝廷に任官を願い出ている。遅くとも三月に入れば甲斐守に任じられるだろう」


「……」


「分かるだろう、このままでは織田は滅ぶぞ。東は徳川、西では美濃三人衆に良い様にやられて混乱する。そうなれば俺も動かざるを得ぬ。東が混乱しては西に進めぬのだ。朽木の兵が東に動く事に成る。そうなった時、そなたも決断しなければなるまい。織田に殉じるか、それとも新たな道を選ぶか……」


藤吉郎が顔を強張らせている。俺の言っている事は織田を見捨てて朽木に付けと言っている様なものだからな。小者から取り立てられた藤吉郎にとっては流石に重いのだろう。或いは俺が織田を潰す気だと理解した事が原因かな。


「俺は藤吉郎が好きだ。今日初めて会ったが好きになった。以前から気になってはいたのだ。嘘ではないぞ、俺が織田殿に伝えた美濃攻めの案、墨俣に城を築いたのはその方と丹羽五郎左衛門であったな。やりおると思ったものよ。だからな、困った事が有れば何時でも頼ってくれば良い。何時でも力になるからな」


「はっ、御言葉有難うございまする」


藤吉郎が頭を下げた。さて、徳川と織田、そして藤吉郎。如何なるかな。
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「木下藤吉郎、只今近江より戻りました」


俺が挨拶をすると丹羽五郎左衛門長秀殿が〝うむ、ご苦労であったな〟と笑みを浮かべて労ってくれた。気持ちが良いわ、成り上がりの俺を嫌わずに評価してくれる。墨俣依頼の付き合いよ。あれで俺の地位も大分上がった。


「疲れたであろう、白湯でも飲むか？」


「出来ますれば」


五郎左殿が〝誰かある〟と言って手を打つと小姓がやって来た。


「何用でございましょうか？」


「白湯を二つ頼む」


小姓が〝はっ〟と畏まって下がった。


「白湯を飲み終わったら三介様、三七郎様、他の重臣達に説明して貰わねばならん」


「その前に五郎左殿に御話しなければならぬ事がござる」


五郎左殿の口元に力が入った。


「近江で何か有ったか？」


声が小さい。


「些か厄介な事が」


こちらの声も小さくなった。


「白湯が来る前に済む話か？」


首を横に振ると五郎左殿が頷いた。沈痛な表情をしておられる。三介様、三七郎様の争いで神経を擦り減らしておられよう。そこにまた厄介事……。報告するのは気が重いが黙っている事は出来ぬ……。


小姓が白湯を持ってきた。一口飲む。ゆっくり味わう様に飲んだ。美味いと思った。次に飲む時は味など分るまい。


「して、何が有った？　亜相様には会えたのであろうな」


茶碗を置き腹に力を入れた。


「お会いする事は出来ました。五郎左殿、容易ならぬ事を伺いましたぞ」


「……」


「先ず、北条と徳川が通じているという証でございますがそのような物が有るとは思えぬとの事にございました」


五郎左殿が〝そうであろうな〟と言って頷いた。


「その際の事でございますが近江亜相様が三介様、三七郎様を頼り無いと」


五郎左殿が鋭い眼で俺を見た。


「……頼り無い、か……」


「はい、事の真偽など如何でも良い。それを理由に自分なら徳川を攻め潰す。亡き織田殿もそれを行っただろうと仰られました」


五郎左殿が渋い表情で頷かれた。


「同感じゃ。今のままでは織田は大きくなれぬ。大きくなろうとするならこれを機に徳川を潰して関東へ出るべきじゃ……」


語尾が弱い。今の織田家では無理だと思っているのだ。


「このままでは織田家は徳川と美濃三人衆に良いようにやられて混乱するだろうと仰られておりました」


「……」


「五郎左殿、徳川が従五位下、甲斐守への任官を朝廷へ願い出ているようにござる」


五郎左殿が〝真か〟と目を剥いた。


「亜相様は朝廷に深く食い込んでおります。間違いはございますまい」


「織田家を通さずに官位を貰うという事は織田家から自立するという事だぞ。そうなれば戦になる。徳川は戦を覚悟したという事か？」


そうは思わない。自然と首を横に振っていた。


「戦にはなりますまい。徳川は誰に頼んで良いのか分らなかったので已むを得なかったと言いましょう。そして一日も早く織田家の当主を決めてくれ、自分はその方に従うと言う筈」


五郎左殿が唇を噛み締めた。三介様も三七郎様も徳川を危険視するよりも相手を非難するだろう。協力して徳川討伐など到底無理だ。


「織田を掻き回しに来ると申すか」


「おそらくは。……亜相様が申されておりました。東が混乱しては西に進めぬ。このまま織田が混乱するようならば東へ兵を向けざるを得ぬと」


「……そのように、申されたか」


「はい」


五郎左殿が大きく息を吐いた。


「道理よな、亜相様ならそう申されよう。……藤吉郎、良くそこまで聞き出してくれた」


「はっ」


「そなたを近江に送って正解であったわ」


「忝のうござる」


頭を下げて顔を隠した。亜相様に誘われた事は言えぬ……。


「三介様、三七郎様にはそのままには話せぬな。先ずは重臣達みなに話さなければならぬ。……藤吉郎、そなたも立ち会え」


「はっ」


立ち会え？　俺が話すのではないのか？　疑問に思っていると五郎左殿が笑みを浮かべられた。


「重臣達の中にはそなたを好まぬ者も居るからの、話は儂がする。そなたは儂が問うた時、或いは儂の話に足りぬ部分が有った時に発言してくれ」


「はっ、御配慮有り難うございまする」


「なんの、そなたには益々力を貸して貰わなければならぬからの。頼むぞ」


「はっ」


「さて、参ろうか」


五郎左殿が立ち上がった。俺もその後に続く。部屋には茶碗が二つ残った。白湯をもう一口飲んでおけば良かったなと思った。







土佐の混乱
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「権大納言様には御機嫌麗しく恐悦至極にございまする」


目の前に三人の男が居る。一人が挨拶をして頭を下げると後の二人も頭を下げた。三人の内二人は日本人じゃない。


「久しいな、フロイス。元気であったか」


「はい」


流暢に日本語を操って挨拶したのはルイス・フロイスだ。この男、史実では日本での滞在中の記録を残しているがキリスト教に好意を持っているか、持っていないかで人物評価がかなり違う。そういう面ではかなり注意して読む必要が有る。


今も書いているのだろう。俺はどう書かれているかな、公平には扱っているが特別に優遇はしていないからあまり好意的には書かれていないだろうと思う。後ろの二人はアレッサンドロ・ヴァリニャーノとロレンソ了斎りょうさいだ。この時代の日本のキリスト教を調べれば必ず出てくる名前だ。ロレンソ了斎がヴァリニャーノに会話の内容を伝え、ヴァリニャーノが頷いている。通訳のために同道したようだ。こちらは俺一人だ。相談役達も皆外させた。これからどんな話になるかは想像が付く。九州でキリシタンがやった事を知って以来、朽木家では連中に対する評価は駄々下がりだ。わざわざ年寄りに不愉快な想いをさせる事は無い、老い先が短いのだからな。


「それで、今日は何の用だ？」


「はい、九州の事でございます」







    
  
  




そうだろうと思った。まあ予想が当たったんだけど嬉しくない。


「九州か、九州がどうかしたかな？」


「薩摩の島津、肥前の龍造寺、筑前の秋月が悪心を持って豊後の御屋形様を攻めようとしております。何卒権大納言様の御力添えを願いたく参上いたしました」


多少片言だが見事なものだ。ここまで日本語を覚えるのは大変だっただろう。その努力は買うぞ。


もっとも買うのは努力だけだ。それ以外の評価はゼロだな。大袈裟な身振り手振りも鬱陶しいだけだ。こいつらが何故ここに来たか、豊後の御屋形様、つまり大友宗麟おおともそうりんを助けたいためだがその理由はあくまでキリスト教の為だ。大友宗麟は神社仏閣を壊して神の国を造るなんて考える阿呆だがフロイス達から見れば可愛い大事なパトロンなのだ。


そして攻め寄せてくる島津にはキリスト教に敵意を持つ足利義昭、顕如が居る。フロイス達にとって島津勢は悪魔の軍団だろう。宗麟が滅べばフロイス達も大打撃を受ける。場合によっては九州からの撤退も有り得るだろう。こいつらはそれを怖れて此処に来たのだ。まあ早い話が俺に悪魔退治をしてくれという事だ。


でもな、以前言ったよな。宗教が政に関与するなって。お前らがやっているのはそれだぞ。九州でやった事も、此処でやっている事も。宗教の為に政に介入しようとしている。


「九州に兵を出せと言うのか。残念だが難しいな、それは。先年得た安芸国が未だ安定せぬ。あそこは一向門徒の力が強い所でな。知っていると思うが顕如が島津の元に身を寄せている。俺が九州に攻め込めば安芸で一揆が起こりかねん」


「……」


フロイスが顔を顰めている。こいつらにとって仏教勢力は敵だ。特に顕如はその最たるものだ。心の中で〝悪魔〟とか罵っているだろう。顕如も俺を仏敵と罵っている。要するに宗教指導者にとっては自分の敵は個人の敵ではなく宗教の敵なのだ。宗教指導者ってのは本来心が寛ひろいものだと思うが実際には狭くなるんじゃないかと思うわ。


「それに今年は帝が譲位をなされる」


フロイスが訝しげな表情をした、譲位の意味が分からなかったのだろう。ロレンソ了斎の説明を聞いて納得したようだ。


「俺はそちらの方も進めなければならんのでな、島津と戦うために九州に行くような余裕は無い。東海の織田家も跡目が決まらぬ、そちらの問題も有る。残念だが諦めて貰わねばならん」


フロイス、ヴァリニャーノががっかりした様な顔をした。


「九州の情勢は如何なのかな？　畿内に居ると中々分からん。大友家が先年の敗北以来苦しい状況に有るとは聞いているが」


「御味方の阿蘇は島津の攻勢に耐えておりますが厳しい情勢でございます。筑前では何人もの武将が豊後の御屋形様に反旗を翻しました。肥前では龍造寺が豊後の御屋形様に味方する者達を攻め滅ぼしております」


「なるほど」


まあこちらが押さえている情報とほぼ一致しているな。九州の情勢は伊賀衆から報告が届いている。肥後ではこれまでも島津の圧力は有ったが耳川の戦いで大友が負けた事で島津の圧力が更に強まった。今は南肥後の阿蘇、相良が抵抗しているが先ず保たんだろうと報告が来ている。史実通りなら南肥後は島津、北肥後は龍造寺が押さえる。そしてぶつかるだろう。筑前では秋月種実あきづきたねざねが、筑紫広門つくしひろかど、原田隆種はらだたかかね、宗像氏貞むなかたうじさだ等と組んで大友に反抗している。


この連中は元々大友の家臣では無かった。大友の勢いが強かったから従っただけだ。宗麟が領内の統治にもう少し力を注いでいれば違ったのだろうがこの現状では如何見てもそうは思えない。大友が力を失った以上反旗を翻すのは当然と言える。そして豊前では秋月種実の息子の高橋元種たかはしもとたねが反大友で動いた。彼方此方で大友に敵対する者が続出している。


そして龍造寺は動けない大友を尻目に肥前を制し肥後、筑前、筑後、豊前に勢力を伸ばした。大友にとっては島津よりも龍造寺の方が脅威だろう。大友の周囲は敵ばかりだが唯一の救いは島津、秋月、龍造寺を統合しようと考える足利義昭の思惑に乗る大名が居ない事だな。現状では島津と龍造寺はどちらが肥後を制するかの競争をしている。いずれはぶつかるだろう。史実では島津が勝ったがこの世界ではどうなるか……。


「如何かな、フロイス。俺の方から大友家と龍造寺家の和睦を斡旋しようか。島津との和睦は難しいと思うが龍造寺なら可能性が有るかもしれん。龍造寺にとっても大友と争っている間に南から島津に動かれるのは避けたいと思っているのではないかな」


「そうして頂けますなら」


「分かった、俺の方から使者を出そう。だが余り期待はするなよ」


龍造寺に使者を出して感触を探ろう。島津と戦う意思が有るのか否か。有るだろうな。大友と和睦をすれば総力を挙げて島津に向かう事が出来る。勝ち目が出るかな？　出ればその気になるだろう。いや、やっぱり九州は島津に一旦占領させて切支丹を叩き出してから島津を叩いた方が得策かな？　うーん、良く分からん。なんか行き当たりばったりになってきたような気がする。


フロイス達が下がった後、百地丹波守泰光がやってきた。


「今日は丹波守か」


「はっ」


にこやかに丹波守が答えた。伊賀者と言っても色々だ。千賀地半蔵は普通だが藤林長門守は大仏様、そして丹波守はにこやかで忍者というより商人を思わせる風貌をしている。


「はて、皆来ぬな」


「某が人払いを願いました故」


「ほう、何か起きたか？」


「長宗我部が些か騒がしゅうございまする」


「動こうと言うのか？」


「いえ、迷っているようで。宮内少輔は動きたがっているようでございますが周囲が止めているとか」


「なるほどな、まあこうなるとは思ったが……。止める理由は俺だな？」


「はっ」


丹波守が頷いた。


土佐の一条兼定が馬鹿をやった。新年早々以前からキリスト教にかぶれて寺を潰そうとしていたんだが本当にやりやがった。対象になった寺は幡多郡はたぐんに有る石見寺という寺なんだがこの寺、代々の土佐一条家当主が比叡山延暦寺に見立てた寺だった。つまり土佐一条家にとっては国家鎮護の寺なのだ。当然だが反発は大きかった。


一条家の重臣土居宗珊どいそうさんは何度も兼定を諌めたらしい。大友が耳川の戦いで大敗を喫したのも神社仏閣を破壊したからだと言ったようだ。だが兼定は聞き入れなかった。朽木基綱は比叡山延暦寺を焼き払った。何故自分が石見寺を破却して悪いのかと言ったらしい。嫌になるわ、俺は延暦寺が敵対したから焼いたんだ。キリシタンのためじゃないぞ。


土居宗珊はどうしようもなくなって切腹して兼定を諌めようとした。まるで平手政秀だな。だが兼定は宗珊が腹を切っても翻意しなかった。むしろ意地になって石見寺を焼いた。坊主も殺したらしい。これで一条家の家臣が反旗を翻した。先ず土居宗珊の息子、土居伊豆守。宗珊と共に家老職を務めた安並あなみ和泉守いずみのかみ、羽生監物はにゅうけんもつ、為松ためまつ若狭守わかさのかみも同調した。その後は反旗を翻す者が続出した。今では兼定に付いている者は極僅からしい。長宗我部元親が動きたがる筈だよ。喰ってくれと言っている様なものだ。


「御屋形様」


「何だ？」


「島津が動くやもしれませぬ」


「はあ？　本当か？」


九州統一は如何した？　四国に兵を出す様な余裕が有るのか？　唖然としていると丹波守が頷いた。


「真でございまする」


「信じられんな、それでは敵が多くなるだけだろう。朽木だけじゃない、下手をすれば三好とも事を構える事になるぞ」


気が狂ったか？　そう言いたい。九州北部には大友、龍造寺が居るのだ。なんでそこで四国に出ようとする。戦線を広げても碌な事にはならない。有り得ないだろう。島津は昭和の日本陸軍か？


「琉球が絡んでおりまする」


「琉球？」


問い返すと丹波守がゆっくりと頷いて話し始めた。


丹波守の話を聞いて思ったのは風が吹けば桶屋が儲かると言うかバタフライ効果と言うか世の中は広いようで狭い、繋がっているんだと言う事だった。琉球との交易だがこいつは島津家だけのものではない。朽木も絡んでいれば土佐一条家も絡んでいるし九州の諸大名、国人衆も絡んでいる。特に古くから勢威を振るった家は大体交易しているらしい。大きい所で大友、伊東、小さい所で相良、種子島、禰寝ねじめ、頴娃えいなどだ。その中には島津に服属する国人衆も居る。


皆で琉球と交易してきたのだが近年事情が変わってきた。島津の膨張だ。島津が日向の伊東を潰し耳川の戦いで大友を破った事で島津の勢いが圧倒的に強くなった。元々九州の最南端に有るという地理的な強みも有るが島津は過去に足利将軍家から琉球を賜ったという与太話を唱えているらしい。そして改めて義昭から琉球を拝領したのだとか。笑わせるよ。


だがそういう茶番を行っても島津は琉球との交易を島津の管轄下に置こうとしているようだ。具体的には琉球には島津が許可した大名、国人衆以外の者との取引をさせない事、そして島津に従属している国人衆に島津の許可無しには交易船を出させない事だ。島津はそうする事で国人衆の独立性を奪い、琉球を島津の従属下に置こうとしている。いやそれだけではないな、島津は南九州、琉球を含んだ一つの勢力圏を、島津の定める秩序による勢力圏を構築しようとしていると考えるべきなのかもしれない。いずれは北上して九州全土にその勢力を広げようと言うのだろう。


琉球の方にも弱みが有った。ポルトガル船等の来航、更に明が海禁政策から海禁の緩和へと政策を変更した事だ。要するに明との交易を独占していた強みが消えたのだ。それによって琉球の持つ価値が以前に比べれば遥かに弱まった。価値が弱まれば発言力も弱まる。そんなところに島津が勢威を強め始めたのだ。琉球の対日貿易、九州方面の交易は窓口が島津一本に統合された。島津の管理下に置かれるように成ったのだ。琉球は極めて危険な状況に置かれる事に成った。


そんな琉球が利用したのが朽木の存在だった。琉球の交易相手は島津だけじゃない、中央で大きな勢力を持つ朽木とも琉球は交易している。島津の言う事など聞くわけには行かないと突っぱねたわけだ。まあ実際にはもっとソフトに言ったんだろうが言葉を飾らなければそんな感じだろう。島津が琉球との交易を止めて経済封鎖を試みても琉球には朽木を通して日本中央との交易ルートが有るから無意味だぞ、と言うわけだ。


「御屋形様、島津は朽木が邪魔なのです。大隅、日向を押さえたのは最近の事、未だ島津の足元は柔らかい。これを固めるには国人衆への統制を強めなければなりませぬ」


「そうだろうな」


「その一つが琉球との交易なのでございましょう。琉球との交易を一手に握る事で利を得ると同時に国人衆を制御するのが狙いと見ます。ですが朽木に島津の統制下に入れと言うのは難しい。しかしそれでは国人衆に示しが付きませぬ。何故朽木は除外するのかと国人衆は不満に思いましょうしやはり朽木には勝てぬのだと島津を下に見ましょう」


だろうな。国人衆をどれだけ統制出来るかで大名の力が変動する。それは分かるがだからといって四国に出兵？　朽木は土佐を中継点として琉球に交易船を出している。土佐を失えば琉球との交易が苦しくなるのは確かだ。だが戦線を拡大して負荷を増大させる事が得策とも思えない。疑問に思っていると丹波守が笑い出した。


「御屋形様は疑問に思っておられましょう。だからといって四国に兵を出す？　負担を増やして如何するのだと」


「まあそうだな。俺ならやらん、時期を待つ」


また丹波守が笑った。


「島津も本気で兵を出す気では有りますまい」


「……なるほど、そこで長宗我部か」


丹波守が頷いた。そういう事か、島津は長宗我部の尻を叩いているのだ。早く動かないと自分が西土佐を喰うぞと。島津にとって大事なのは西土佐を獲る事ではない、朽木の船が琉球に来なくなる事、琉球を独占する事だ。土佐が混乱し朽木と琉球の交易が僅かな期間でも途絶えてくれればその間に琉球を押さえ付ける事が出来ると見ているのだろう。


「足利義昭公が頻りに使者を長宗我部に送っております」


「朽木大膳大夫を討てか？」


「はい」


相変わらずだ、義昭は俺の事を大膳大夫と呼んでいるらしい。格下扱いにしなければ気が済まないのだろう。可笑しくて笑ってしまった。丹波守も笑っている。


「丹波守、島津は義昭様を抱えているが本気で朽木と事を構える気かな？　幕府の再興を考えているのか？」


丹波守が小首を傾げた。


「さあ如何でございましょう。某には九州制圧の為に義昭公を利用しているだけとしか思えませぬが……」


「そうよな」


同床異夢か……。憐れな事だ。関東公方は滅びた、足利本家も中国から九州へと落ちた。平島公方家は四国で健在とは言え四国を制しているわけではない。名門として扱われているだけだ。足利による天下の統治など誰も望んでいない。島津も利用しているだけだ。それなのに義昭とその周辺だけが現実に目を背けそれにしがみ付いている。


「もっとも九州を制した後はどうなるか、それは分かりませぬ」


「そうだな」


九州を制した事で満足するのか、それとも島津は中央を目指すのか。中央を目指すとなれば義昭の利用価値は有るだろう……。いや九州を独立させ義昭を担いで島津が実権を握ると言う手も有るか……。


「御屋形様、如何なされます？」


丹波守が俺の顔を覗き込んできた。心配そうな顔をしている。もしかすると自分の考えに没頭してた？　思わず苦笑が漏れた。


「馬鹿を相手にするのは疲れるわ、諦めの悪い男を相手にするのもな。ウンザリよ」


「……」


「兵を出す。これを機に長宗我部を潰す。そして一条少将を隠居させ倅を当主に立てよう」


「はっ」


丹波守が頭を下げた。何となく嬉しそうだ。自分の報告で俺が兵を出すと決めたと思っているのかもしれない。


「それと土佐から九州を窺う姿勢を見せるつもりだ」


「島津を脅されるので？」


驚いている。


「うむ、大友と龍造寺に和睦の斡旋の使者を送る。俺が島津を攻撃する姿勢を見せればすぐさま和を結んで俺に同調しよう。島津は忽ち窮地に陥る」


「なるほど」


丹波守が大きく頷いた。フロイス達に約束した事が妙な形で役に立つ事に成った。あの連中も喜ぶだろう、俺はキリシタンに好意的だと思うかもしれない。今はそう思わせておこうか。


「琉球にも使者を出す。朽木に服属させよう。俺は島津と交易をするなとは言わん。好きにやって良い。だが琉球が今の立場を守るには後ろ盾が必要だ。それには遠くにいる俺の方が良いだろう」


俺ではなく日本という国に従う、朝廷の臣になると言う形の方が良いかもしれない。嫌がるかな？　だが明に朝貢して冊封を受けているんだ。形式的な独立に拘るとは思えないし島津に服属するよりはましだろう。殿下にも相談してみよう。京に行かねばならん、ついでに一条の件を右大臣に相談だな。殿下も右大臣も余り煩い事は言わんだろう。


「次の大評定で皆に話す」


「はっ」


丹波守が頭を下げた。俺が西で動く間に東がどうなるかな。もしかすると織田と徳川がぶつかるかもしれん。或いは美濃で自立の動きが急進展するか。島津を脅せば安芸の一向門徒が顕如にそそのかされて暴発するかもしれん。そうなれば好都合だな、これを機に安芸から門徒を一掃して九州攻めの懸念事項を取り除く事が出来る。十兵衛、毛利、それと三好にも文を送らなければ。


……いや、毛利は止めよう。毛利家中から顕如に、安芸門徒にこちらの狙いが漏れる可能性が有る。それでは面白くない。上手く行けば西が安定するだろう。そして次は東だ、忙しい事だな……。







公武
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「か、甲斐守か」


「はっ、相模守を避けましたのは関東には野心は無い、当家と事を構える意思は無いという事を表しているのだと思われまする」


「笑止、な事よ」


「真に、どうせなら相模守に任官した方が良かったと徳川は後々悔やみましょう」


夫の言葉に弟が片頬を歪めた。左半身が麻痺してから弟、上杉謙信は笑うとそういう表情をするようになった。


織田の敗北の陰には徳川の裏切りが有った。朽木家からそれを記した文が届いた時、驚きよりもやはりという想いが有った。北条が滅び徳川が甲斐、相模を領した時に感じた胸のもやもやしたものは徳川の裏切りを知った時、ストンと落ちた。


私だけではない、夫も同じ事を感じたという。全ての辻褄が合った、そんな感じだった。その徳川が従五位下、甲斐守に任官する。暗に上杉と事を構えるつもりは無い、関東に野心は無いという意思表示であろう。弟の言う通り、笑止としか言いようがない。


勘九郎信忠殿の死には徳川も関与している事が判明した以上、上杉としては徳川を放置する事は出来ない。放置しては徳川に上杉は御し易しと思われかねない。戦国の世でそのような事は決して許してはならないのだ。喜平次は徳川に何の断りを入れる事無く鎌倉で鶴岡八幡宮に参拝する事を決断した。果たして徳川が如何出るか……。


「喜、平次は、……鎌倉か」


「はっ、そろそろ厩橋城を出た頃にございましょう」


「うむ」


「徳川が如何出るか、関東の国人衆が果たして当家と徳川家のどちらに重きを置くか……」


夫の言葉に弟が声を上げて笑った。


「あ、案ずるな、越前」


「はっ」


「と、徳川は、根が浅い。関東の者達の信を、得て、おらぬ。味方する者は、殆どおるまい」


確かにそれは有る。関東の国人衆は徳川を良く知らない。徳川は関東では新参者なのだ。だが小田原を落としたという武名は有る。その辺りを関東の諸将がどう評価するか……。


「それよりも、問題は織田であろう」


弟が満足そうな表情を見せた、言葉をつっかえる事無く言えた事が嬉しいのだろう。焦る事無くゆっくりと話せばもどかしくは有ろうが余りつっかえる事は無いらしい。


「跡目が未だ決まりませぬ。華からの報せでは織田家中でも二人に愛想を尽かす者達が多かったと書いて有りましたが……」


「うむ、こ、このままでは、亜相が如何思うか」


「はい」


弟と夫が深刻な顔をしている。徳川が甲斐守に任官したという事は関東に関心が無いと言う事。となれば徳川が手を伸ばすのは東海、つまり織田領になる。だがそれを権大納言様が如何思われるか……。見過ごすとも思えない。朽木が織田領を喰らう事になる可能性は有る。乱世である以上、家を纏められない、己の足で立てない者は滅びても仕方が無いのだ。そして権大納言様にとっても朽木の力を東海地方に伸ばすには絶好の機会と言える……。


「喜平次が、も、戻ったら、家督を、譲る」


夫が不安そうな表情を見せると弟が片頬を歪めて笑った。


「鎌倉で、皆を集めれば、か、関東管領として、み、皆に認められたという事、問題は有るまい」


「はっ、畏れ入りまする」


夫が頭を下げたので私も下げた。夫は息子の一人立ちを望みつつも不安に思う気持ちを抑えられずにいる。夫だけではない、私も同じ想いを持っている。大丈夫だろうか？


「み、帝が譲位され新たな帝が即位される。祝いはき、喜平次の名前でするが良かろう」


「はっ」


「これからは、亜相と、喜平次の時代よ。儂は竹姫と城攻めの遊びでもするとしよう。なかなか、筋が良い」


そういうと弟が声を上げて笑った。困ったもの、女子に兵法など教えて如何するつもりなのか……。夫も困ったような顔をしていた。
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「寒い日が続きますね」


「はい、ですが梅が咲きました。これから少しずつ暖かくなりましょう」


トントントンと遠くから足音が近付いてきた。大方様と顔を見合わせた。


「御屋形様の様です」


「そうですね」


トントントントン……。


「小夜、入るぞ」


カラリと戸が開いて御屋形様の姿が見えた。御屋形様の足が止まる。驚いておられる。可笑しかった。


「母上、居られたのですか。小夜に御用なら某は出直しましょうか？」


大方様が〝ほほほほほほ〟とお笑いになられた。


「用などありませぬ。ただ話をしていただけです。どうぞ、お入りなさい」


御屋形様が私を見た。私が頷くと御屋形様が〝では〟と言って部屋の中に入って来て座った。


「評定は終わったのでございますか？」


問い掛けると御屋形様が〝うむ、終わった〟と答えた。


「月が替われば出兵する」


大方様と顔を見合わせた。驚いておられる。


「急でございますね」


「直ぐではない、準備が有るから下旬になるだろう」


「どちらへ？」


「土佐です、母上」


大方様が〝土佐〟と呟かれた。


「では長宗我部家を？」


「それも有りますが一条家も混乱していますので」


「混乱でございますか？」


御屋形様が渋い表情で頷かれた。


「一条少将と家臣達が対立している。御家騒動だな。行って仲裁しなければなるまい。少将には隠居してもらう事になるだろう」


それほどまでに？　大方様も驚いている。


「納得するでしょうか？」


「重臣の一人が少将の愚行を諫めて腹を切った。それでも少将の愚行は収まらん。他の重臣達はもう少将を主と認めていない。これ以上我を張れば土佐一条家を潰す事になる。本人が納得しなければ強制的に隠居させる」


御屋形様の口調が苦みを帯びている。不愉快なのだと思った。


「京の一条本家には話したのですか？」


大方様の問に御屋形様が首を横に振られた。


「これからです。月が替われば別の件で京に行きます。その折、右大臣に土佐の件を話す事になるでしょう」


「納得しますか？」


「右大臣も土佐が安定しない事には頭を痛めています。その原因が少将に有る事も理解している。賛成してくれるでしょう」


大方様が〝それなら良いのですが〟と言った。どことなく不安そうな表情だ。御屋形様が〝大丈夫です〟と言うと漸く頷かれた。


「弥五郎も土佐へ行くのでございますか？」


「いや、弥五郎には留守を頼む事になる」


「まあ、連れて行かないのですか？」


大方様の問に御屋形様が〝はい〟と頷かれた。


「東の織田が不安定ですし譲位の準備も進めなければなりませぬ。弥五郎には某の代わりにそれらに対処して貰います」


大方様と顔を見合わせた。心配そうな表情をしている。私も同様だろう。


「大丈夫でしょうか？　御屋形様の代わりが弥五郎に務まりましょうか？」


「大丈夫だ、小夜。弥五郎は一人ではない。傍には相談役を筆頭に重臣達が揃っている」


「ですが……」


御屋形様が笑い出した。


「自分で全てを考え、行う必要はないのだ。家臣達の意見を聞き最善と思われる意見を選ぶ。或いはそれを基に自分の意見を考え出す。弥五郎は十五歳だ、そろそろ俺に代わって当主としての務めを果たす経験を積むべきだろう」


もう一度大方様に視線を向けた。不安そうな表情は変わっていない。私の心からも不安は消えない。御屋形様が私達を見てまた笑った。


「弥五郎は周囲から色々と学ぼうとしています。その姿勢が有る限り心配は要りません。今回の代役も良い経験になるでしょう」


「失敗してもですか？」


「失敗してもです、母上。弥五郎は未だ若い、そして父親の某がこの通り健在です。今は将来のために経験を積む時だと家臣達も分かっている。多少の失敗は大目に見てもらえるでしょう」


本当にそうなのだろうか？　弥五郎の立場が危うくなるというような事は無いのだろうか？　六角家の右衛門督様は無謀な戦から家中の信頼を失った。土佐一条家の少将様も家中の反発を受け隠居に追い込まれようとしている。その事を問うと御屋形様が首を横に振られた。


「右衛門督も一条少将も虚栄心が強かった。何故周囲は自分を評価しないのかという不満が有った。だから自分を認めさせようと無理をした。そして家臣達から反発を受けた。だが弥五郎は違う。あれは自分が未熟だと認識している。そして学ぼうとしている。そこには虚栄心等は有るまい。そういう男は周囲が助けようとするものだ」


そうかもしれないと思った。大方様も頷かれている。


「良く御分りなのですね」


「当然だ、これでも父親だからな」


胸を張って言う御屋形様が可笑しかった。大方様が笑う、私が笑う、そして御屋形様も笑った。
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「真か？　真に兵を挙げろと御上人様が申されたのか？」


私の問に粟津右近元隅殿が〝如何にも〟と頷いた。


「愚僧は毛利が安芸を朽木に割譲する時、御上人様に毛利と組んで今一度安芸を毛利領に留めるべく動くべきではないかと申し上げた。明智から朽木の法に従うようにと言われた時も従えぬと言うべきではないかと文を差し上げた。だが動くな、朽木の法に従えというのが御上人様の御言葉であった」


勿論、戦となれば到底朽木には敵わぬ。だがあの頃は未だ毛利にも不満を持つ者が大勢いた。朽木もそれは分かっていた筈じゃ。手間取る事は避けたかろう。難しい事では有るがあの頃なら戦を避けつつ安芸門徒の立場を有利に持って行く事が出来たかもしれぬ。たとえ失敗に終わっても試すべきであった。頭を下げるのはその後でも良かった筈だ。


「敵を欺くためでござる」


「……」


「朽木は土佐に出兵します。狙いは長宗我部の討伐と一条家の混乱を収めるためにござろう。朽木は利に敏うございますからな。琉球との交易を考えれば土佐の混乱は見過ごせぬのでござる。そしてその後は島津、龍造寺、大友の仲裁を行うとか。そこを狙う」


「なるほど、……敵の虚を突くか」


右近殿が〝左様〟と頷いた。


「毛利家中には朽木への不満を持つ者が多い。領地を減らされ国を追われた。現状に我慢出来ぬのでござる。そして朽木は土佐に出兵中なれば簡単には明智に後詰は出来ぬ。その者達は唯順殿が兵を挙げればそれに呼応し一気に安芸を毛利へ取り戻す事が可能だと考えている」


「……」


「島津は竜造寺、大友との仲裁では出来るだけ交渉を引き延ばす。あの仏敵の足を止める。さすれば安芸だけではない、備後、備中も毛利に戻って来よう。今一度毛利の力を天下に示す事が出来ると考えているのじゃ。そうなれば我等も九州から安芸へと戻る。毛利と共に戦う事が出来る」


備後、備中か、まず難しかろう。だが安芸、可能だろうか？


「公方様が長宗我部を動かし申した。千載一遇の機会にござる、逃すべきではござるまい」


「……」


「それに公方様は徳川にも使者を送っておられる。徳川を使って織田を混乱させる。さすれば織田は必ず朽木に援助を求めよう。その分だけ朽木の力は分散される」


分散というが朽木の勢力は北陸から畿内、山陽、山陰に及ぶ。分散しても簡単に勝てる相手ではない。


「上手く行くと右近殿は思われるか？」


「勿論」


「……毛利を当てにしているようだが毛利右馬頭様が兵を挙げると確約されたのかな？」


「それは……」


右近殿の眼が泳いだ。やはりそうか……。


「確約はされていまい。優柔不断なお方だ、そのような大きな決断の出来る御方ではない」


「だからこそ我らが起って毛利家を動かさねば……」


思わず溜息が出た。右近殿が唇を噛み締めるのが見えた。確約どころか話もしていないかもしれぬな。


「毛利が動けば良い。だが動かねば我らは孤立する。そうなった時、安芸門徒は根切になりますぞ」


「毛利家中の中では我らが動けば必ず動くと確約している者が大勢いるのでござる」


「その方々は失敗すれば毛利が潰れるという事を覚悟されているという事かな？　或いは毛利が動かねば見限ってでも我らに合力すると？」


「……」


右近殿が口籠った。


「それでは確約などとは申せますまい。幾らでも言い訳が出来る」


「しかし」


「兵は挙げる！」


「……」


「御上人様の命じゃ、兵は挙げる」


右近殿が〝おお〟と声を上げた。


「必ず御上人様に毛利を動かすようにとお伝え願いたい。我らを無駄死にさせぬためにな」


「必ずや」


右近殿が大きく頷いた。さて、準備にかからねばなるまい。






天正四年（一五八〇年）　二月下旬　　　播磨国飾東郡姫山　　姫路城　　黒田孝隆






近江から届いた文を読んでいると栗山善助、井上九郎右衛門、母里太兵衛の三人がどやどやと入って来た。


「殿、近江から文が届いたと聞きましたが？」


「うむ」


「休夢様にございますか？　それとも若殿で？」


「御屋形様だ、善助」


俺が答えると三人が顔を見合わせた。


吉兵衛が弥五郎様の傍近くに仕え叔父上が御屋形様の御三男、亀千代様の傅役になった事で黒田家は朽木家と密接に繋がる事に成った。吉兵衛、叔父上からは頻繁に文が届く。東海、関東がざわめき土佐でも混乱が起きた。昨今、近江から届く文は朽木家の、御屋形様の動向を報せてくれる重要な物になっている。それらの文からは御屋形様は迷っている様に思えたのだが……。


「御屋形様は何と？」


九郎右衛門が声を弾ませた。


「土佐に兵を出すと書いてある」


「土佐？　では長宗我部を」


「うむ、その上で一条家の混乱を治めるおつもりの様だ」


三人がまた顔を見合わせた。


「公方様の文が頻繁に長宗我部に届いていると聞いております、御屋形様はこれ以上の放置は出来ぬと御考えなのですな」


「所詮は土佐半国、一条家が混乱していなければ長宗我部を放置も出来たであろうが……」


「九郎右衛門殿、一条家の混乱は随分と酷いと聞きますぞ。自力では解決出来ぬと言う事でしょう。放置すれば長宗我部に喰われかねませぬ」


「殿、では我らにも出兵の御下知が来たのですな、腕が鳴りまする」


太兵衛が逞しい腕をぐるりと回した。


「慌てるな、太兵衛。戦の準備はする。だが戦になるかどうかは分からぬ。土佐に出向くかどうかもな」


「と申されますと？」


「太兵衛、御屋形様は土佐から島津に対して圧力をかけるおつもりだ。となれば安芸の門徒達が動くやもしれぬ。我らはそれに備える。万一の場合は明智殿の後詰となって門徒達と戦う事に成ろう」


三人が頷いた。口々に〝なるほど〟、〝そちらが有りましたな〟等と言っている。


「もしやすると島津に圧力をかけると言うのはそれが狙いで？」


善助が問い掛けてきた。


「おそらくはそうではないかと俺は思う。いずれは九州攻めを行う、となれば安芸の門徒は放置出来ぬ。この際暴発させ膿を取り除こうと御屋形様は御考えなのではないかな。多分混乱は毛利家中にも及ぶ筈。安芸、周防、長門、石見、だが毛利もここで膿を取り除けば九州攻めに不安は有るまい」


三人が大きく頷いた。


九州攻めの前に毛利家中を綺麗にしておく。或いは九州攻めだけを御考えではないのかもしれん。東がぐらついている。御屋形様がそれを見据えているのは間違いない。となれば東へ動くためにも安芸の門徒は邪魔になる。長宗我部、安芸門徒、土佐一条、一つ一つは決して大きいとは言えない、だが御屋形様にとって何かと面倒な存在ではあった。どうやら御屋形様は大戦の前に一気に片付けようと御考えらしい。






天正四年（一五八〇年）　三月上旬　　　山城国葛野郡　　近衛前久邸　　九条兼孝






関白殿下の屋敷に四人の男が集まった。屋敷の主である関白近衛前久、左大臣である私、右大臣一条内基、内大臣二条昭実。私と昭実は先年亡くなった二条晴良の息子だ。弟が二条家を継ぎ私は九条家の養子となった。


「宮中ではちと話し辛い問題が起きての、麿の屋敷に来てもらった」


話し辛い問題？　右府は表情を変えていない。内容を知っているようだ。となれば近江亜相が絡んでいる？


「譲位の事でございまするか？　何ぞ不都合が？」


「いやいや、内府。譲位の事は関係ない。譲位は予定通り夏に執り行う。もう三月じゃ、あっという間であろうの」


「後花園の帝以来の事に成ります。いろいろと分からぬ事が出ましょうな」


「うむ。まあその辺りは記録を調べれば良かろう」


右府と殿下の遣り取りに私と弟が頷いた。後花園の帝か、ざっと百年程は譲位が執り行えなかった事になる。


「今日集まって貰ったのは琉球の事での」


「琉球？」


思わず問い返すと殿下が〝うむ〟と頷かれた。琉球？　九州のさらに南の島だがそれが？　弟をチラと見ると弟も訝しそうな表情をしている。ふむ、弟も心当たりが無いらしい。


「近江亜相が琉球に交易船ふねを出しておる。それによって砂糖、香木等が伊勢の海に届き京にも運ばれている。その辺りは分かっていよう」


弟が頷く姿が見えた。朽木は交易に熱心だ。砂糖や香木だけではない、北からは昆布を中心に海産物が多く運ばれている。そのいずれもが淡海乃海を通って京に流れている。正月の祝いの儀式にも供ぜられた。


「その琉球を島津が押さえようとしているらしい」


「押さえようとは？」


問い返すと殿下がこちらをじっと見た。


「島津以外と交易してはならぬ、島津が許した相手以外と交易してはならぬと言う事よ。まあ島津のいう事を聞け、逆らうな。そんなところかの。いずれは兵を出して攻め獲るという事も有り得よう」


琉球を攻める？　思わず殿下の顔をまじまじと見てしまった。殿下の表情は変わらない、嘘を吐いているようには見えぬ。


「しかし、そんな事が可能なので？」


弟が問うと殿下が〝うむ〟と頷かれた。


「元々島津は九州の南で琉球に一番近い。それに日向の伊東が滅び大友は敗れた。九州では島津の勢いが強うなっておる。琉球もなかなか抗し切れぬというところかの」


確かに九州南部で島津が勢いを強めていると言う話は聞いている。


「なるほど、島津には大樹が身を寄せておられましたな」


弟の暢気な言葉に殿下が微かに不快気な表情を見せた。この思慮の足りぬ愚か者！　殿下を不快にさせて如何する！　歳が若いからと言って許される事では無いぞ。殿下と大樹は犬猿の仲、その大樹と組んで殿下を追い落とそうとしたのが我らの父であった事を忘れたか。殿下は京を追われ近江に逃げなければならなかった。殿下が戻られた後は我らが京を追われてもおかしくは無かった。殿下も近江亜相もそのような事はなさらなかったが……。


「それで殿下、琉球の事は？」


「亜相が琉球を入朝させては如何かと言うのじゃ。その上で琉球王に官位を授けては如何かとな」


琉球王に官位を授ける？　他国の王に？


「しかし琉球は明に朝貢し冊封を受けていると聞きましたが？」


弟が問うと殿下が頷かれた。


「その通りよ。亜相の話では琉球は土地が豊かではないそうじゃ、交易をする事で繁栄しているのだとか。明から冊封を受けているのも約つづめて言えば銭の為であろう。だが明からの冊封は島津の圧力の前には何の役にも立たぬ。それ故日本に入朝し位階を授かる事で島津の圧力を避けては如何かと説得してみようと言うのよ」


「しかし上手く行きましょうか？」


問い掛けると殿下と右府が顔を見合わせた。


「島津を押さえ付けるという点では武力が要る。亜相はもう直ぐ土佐に出兵する。長宗我部を討伐し一条家の混乱を治めるためにな。その後で土佐から九州を窺う。その際には大友、龍造寺と力を合わせる事に成ろう。その上で琉球への干渉を止めさせる事になる」


なるほど、此処で土佐が絡んでくるか。大友、龍造寺と組めば島津は北と東から攻められる形になる。亜相の狙いは有利な体制を築いて交渉で島津を抑える事か。今すぐ島津を攻める事は考えておらぬらしい。やはり東海、関東が心配か……。


「島津を抑える事は出来るやもしれませぬ。ですが琉球が入朝しましょうか？　位階を授かるという事は朝廷の臣になるという事にございましょう、明から冊封を受けている琉球が素直に受けるとも思えませぬ」


私の問いに殿下、右府、弟が頷いた。


「左府の申される事は尤もだと思う。私と殿下もその事を亜相に言った。亜相もそれは理解している。それ故亜相も上手く行くかどうかは分からぬと言っている。宮中で話せぬのはそれが理由だ」


右府の言葉になるほどと思った。そういう事か、あやふやで表には出せぬと言う事か。


「しかしな、左府。亜相はこうも言っている。琉球にとって自由な交易は死活問題の筈だと。亜相は琉球の交易を制限するつもりはない。これまで通り明に朝貢し島津と交易し亜相と交易すれば良い。朝廷が琉球王に位階を授け、その際に自由な交易を保証する。さればそれを侵す者は朝敵、亜相が討伐する事になろう。琉球にとっては旨味の有る話よな」


右府の言葉に皆が頷いた。


「なんとも悩ましい話で」


弟の言葉に殿下と右府が軽く笑い声を上げた。この阿呆！　悩ましい等と呆けている場合か！ 


「妙な男よな、天下統一の前に銭の事、交易の事を考える。逆ではないかと思うのだが亜相に言わせれば天下を統一しても皆が豊かにならなければ平和は長く保たぬと言いおる。ま、そうよな。腹が満ちれば気性の荒い山犬も昼寝を貪ろうというものよ」


殿下が笑い出した。自らの言い様を酷い例えだと思ったのだろう。


「しかし、後々明と我が国との間で揉める事になりませぬか？」


問い掛けると殿下が頷かれた。


「明は国内が纏まっておらぬらしい。今すぐは揉める事は有るまいと言うのが亜相の見方だ。だがいずれはそういう事も有ろう。明が滅び新たな国が興った時よな。お互いに琉球の帰属を巡って争う事になるかもしれぬ。なればこそ、我が国は琉球の領地と交易を保証する。琉球に我等と手を結んだ方が利になると思わせる事が肝要、そう考えているようだ」


「なるほど」


明の次の国か。明が滅ぶ？　そのような事が有るのだろうか？　亜相はそれを視野に入れている。何年先の事なのか……。


「明が滅ぶ、そのような事が有るのでございましょうか？」


弟が困惑した様な顔をしている。分からぬでもない、私も困惑している。それを考える亜相は何者なのか。いや、武家なら当然の事なのか。幾つもの名門、大大名が滅んでいるのだ。


「まあ信じられぬ事では有る。だが唐土もろこしでは幾つもの国が興り滅んだ。明が滅んだとしてもおかしな話ではない」


「では我が国も……」


「内府！　口を慎め！」


この馬鹿！　一体何を言い出すのか。弟が〝申し訳ありませぬ〟と蒼白になって頭を下げた。悪気は無いのだろうが発言には気を付けねばならぬというのに……。殿下が声を上げて笑われた。


「左府、そう内府を責められるな」


「しかし」


「まあ麿も右府も似た様な事を考えた。左府も同じではないかな？」


「……多少は……」


また殿下が笑われ右府も笑った。


「亜相が面白い事を言っておった。明が滅んでも武家が滅んでも帝は滅びぬと」


「それは……」


「源氏も北条も滅びた。足利も征夷大将軍とはいえ力は無い。武家の棟梁とは言えぬ。権力を振るう者は使い方を誤れば何時しか権力を失い没落する」


「……」


「なれど帝は違う。帝は権力を持たず権威を持つ。されば権力を得た武家は帝の持つ権威を利用して政を為そうとする。それ故武家が滅んでも帝は滅びぬと」


シンとした。皆顔を見交わしている。今天下で最も大きな力を持つ男が武家は滅んでも帝は滅びぬと言ったとは……。


「醒めておりますな」


私の言葉に皆が頷いた。


「さればこそ安心と言えよう。亜相が自ら権威を求めるようになれば帝と衝突する事に成る。そのような事は有ってはならぬ事だからな」


殿下の言葉に皆が頷いた。新たな武家の実力者が現れた時には必ずと言って良い程朝廷と武家の間で軋轢あつれきが生じる。それは武家が帝の権威を侵そうとするから、或いは帝が自ら権力を欲するからであろう。そのような事は有ってはならぬ……。


この先、殿下が関白を辞すれば私、右府、弟が関白として朝廷の中心に座る事になる。その時に注意しなければならぬのが亜相と朝廷の関係であろう。亜相は今は朝廷を尊崇する姿勢を見せている。だが亜相の権力が強まればどうなるか……。亜相が醒めた男であればこそ今後に注意しなければなるまい。我らと協力した方が利が有ると思わせる……。琉球の件は賛成だな。上手く行けば琉球、亜相に利が、朝廷も権威が一段と上がろう。上手く行って欲しいものよ。







奇妙な家


天正四年（一五八〇年）　三月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「まだまだ寒い日が続くな、恭」


「はい」


「風邪を引くなよ」


「お気遣い有難うございまする」


真田恭が嬉しそうに礼を言った。恭はもう六十歳を越えている。この時代の平均寿命を遥かに越えているのだ。何時までも元気でいて欲しいわ。大丈夫かな？　まだ髪は黒々としているし肌の艶も良い。ウン、大丈夫だ。本当は伊勢に帰した方が良いんだが。あっちの方が暖かい。


「今川、北条家の方々は如何かな？　少しは落ち着かれたか？」


「はい、だいぶ落ち着かれた様に御見受けました。武田の松姫様、菊姫様も時折いらっしゃいます。随分と力付けられているようです。先日の上巳の節句では能興行を楽しんでおられました。気晴らしになったのではないかと思いまする」


「そうか、それは良かった。誘った甲斐が有ったというものだ」


上巳の節句は桃の節句の事だ。今回の能興行では西王母が演じられた。西王母と言えば桃だからな。節句に相応しい演目だろう。


「御屋形様が亡くなられた方々の葬儀を行った事にも感謝しております」


「遺体は無いのだがな」


恭が微かに痛ましそうな、遣り切れなさそうな表情をした。今川家も北条家も菩提寺は臨済宗の寺らしい。南近江には同じ臨済宗の永源寺が有るからそこで足利、北条、今川の合同葬儀を行った。俺も葬儀に参列したが女子供の多い葬儀だった。哀しくなるわ。


「死者の事は一段落がついた、問題は生者の事だ。財力の面での援助は問題無い、俺は北条、今川に含むところは無い」


「はい」


「だがそれだけで足りるとは思わぬ。相談相手にもなろう。幼い者達が多いし夫を亡くした者もいる。何より男が若い。一番年上の安王丸が十五歳だ。皆、心細かろう」


「左様でございますね」


恭が頷いた。棚晒しにするような事はしない。朽木は頼りになる、そう思わせなければならん。


「安王丸は年内に元服させる。俺が今頭を痛めているのは桂姫、菊姫、園姫の事だ。如何すればよいか……」


思わず溜息が出た。桂姫、菊姫は北条氏康の娘でそれぞれ十七歳、十六歳だ。北条氏も厳しい状況が続いた所為か未だ独身だ。この時代、十二、三から十四、五ぐらいで嫁ぐのが普通だ。このままでは婚期を逃す事に成りかねない。そして園姫は武田義信の娘で北条氏直の妻だった。氏直との間には娘を一人儲けたが本人は二十歳、娘は未だ二歳だ。このまま未亡人で良いのか、再婚させた方が良いのではないかと思っている。


「左様でございますね。皆様不幸が有ったばかりでございますから直ぐに嫁ぐという訳には参りますまい。来年ともなれば桂姫様が十八、菊姫様が十七、御実家が無い事を考えますと些か厳しゅうございます」


恭が眉を顰めている。そうなんだ、武田の松姫、菊姫も実家は無かったが歳は若かったからその点でのマイナスは無かった。朽木家中には武田家に関係の有る者が多かったからその点でもマイナスは無かった。それに武田の松姫、菊姫の場合は甲斐源氏の名門武田家を再興するという形で結婚させた。婿の方にもそれなりの旨味は有ったのだ。


信長は甲斐では武田の家臣を殺しまくったが遠江、駿河、伊豆ではそんな事はしていない。徳川も北条の旧臣に対して厳しい処置はしていない。その所為で今川、北条の旧家臣達から朽木に流れてきたのは微々たるものだ。朽木家では今川、北条の血は必ずしも尊ばれていないという現状が有る。それに北条も今川も男子が居るから北条、今川の姓を名乗らせるわけにも行かない。これでは俺の養女、養妹にしても簡単には嫁ぎ先は決まらない。


そして一番厄介なのは園姫だ。父親の義信死後、彼女は母親と共に今川に戻っている。その所為で武田の旧臣達からは馴染みが薄いのだ。どうしても今川の人間として扱わざるを得ない。実家の無いシングルマザーと結婚なんてこの時代じゃ無理だ。無理に決めようとすれば押し付けになるだろう。それは避けたい。


「あちらの方々は如何お考えなのかな？」


恭が悲しそうな表情をした。


「やはりその辺りは不安にお思いの様です」


そうだよなあ、その筈だ。となると……。


「恭、やはり俺が引き受けなければならんかな？」


「はい、そうして頂ければ……」


恭、そんなホッとした様な表情をするなよ。出来れば否定して欲しかったんだから……。


今川、北条の女性から誰かを側室に入れる。その上で他の娘達を養女、養妹として嫁がせる。それなら俺と繋がりが出来るのだからメリットが発生する。生まれてくる子は僅かでは有るが朽木と関わりの有る子だ。弥五郎の側室という手も有るが弥五郎は上杉から正室を迎えている。それに世継ぎが生まれていない。避けた方が無難だろう。


「あちらの方々も御屋形様と縁を結びたがっているのではないかと思いまする」


「そうか……」


不安なのだ。俺をしっかりと捉まえておきたいと思っている。だから一族の女を側室に出す。この乱世じゃ珍しい話じゃない。


「恭、俺は間もなく戦に出なければならん。帰って来るまでにその辺りを如何考えているか、詳しく聞いてくれぬか」


「はい」


権力者になると側室が増える。俺が望んだわけじゃないがそうせざるを得なくなる。その内弥五郎にも負担してもらおう。そのためには早く奈津が子を産んでくれないと……。頑張れよ、二人とも。
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夫は自室で書物を読んでいた。


「土佐に出兵と聞きましたが？」


「そうだな、もう直ぐ出兵する事に成るだろう」


落ち着いていらっしゃる。書物から目を離さない。


「弥五郎様も出兵なさるのですね」


「いや、私は留守番だ」


「まあ」


少しホッとした。姉が勘九郎様を失った事を考えると弥五郎様には戦に出て欲しくないと思う。


「残念でございますね」


気遣うと弥五郎様が書物から目を離し私を見て笑みを浮かべた。嬉しかったのかしら？


「今回の出兵は長期になるかもしれん」


「そうなのですか？　長宗我部はそれほどに？」


問い掛けると弥五郎様が〝そうではない〟と言って首を横に振られた。


「問題は長宗我部だけではないのだ。土佐一条家の内紛も有るし島津の問題も有る。一つ一つはともかく三つ重なると長引くだろう」


「島津？　九州のでございますか？」


「うむ」


九州の島津？　もしかすると公方様の事？　首を傾げていると弥五郎様が苦笑を浮かべられた。


「そなたも朽木に嫁いだ以上覚えておいて欲しい事が有る」


「はい」


「朽木家は商人を庇護し商いがし易い国造りをしている。関を廃し枡を統一し金銀と銅銭の交換の比率を定めた」


「はい」


私が答えると弥五郎様が頷かれた。


「街道は整備され自由に人が行き来している。そして北は奥州、蝦夷と交易し南は琉球と交易している。南蛮船、明の船も来る。朽木領内は様々な物で溢れているのだ。そして税を安くする事でそれらの物を買う人間が居る。皆が利を得ている」


「そうでございますね」


朽木に嫁いで分かった事は物が豊富な事。様々な物が近江に集まっている。


「朽木だけが豊かになるのではない、皆が豊かになる事で朽木の政を支持して貰う。それが父上の御考えだ」


「はい」


「今回出兵するのは朽木は土佐を通じて琉球へ船を出しているからだ。土佐の一条家が混乱し長宗我部に滅ぼされるような事に成れば琉球との交易が中断しかねない。だから長宗我部を滅ぼし一条家の内紛を治める」


「はい。……あの、島津家は？」


弥五郎様が〝焦るな〟と言って笑った。少し恥ずかしい。


「島津が琉球を押さえようとしている。このままでは土佐の問題を解決しても琉球との交易が途絶えかねない。父上はそれを重く見ているのだ」


「そんな事が……」


弥五郎様が頷かれた。


「父上は大友、龍造寺に使者を出している。大友と龍造寺に和睦を勧めるためだがおそらく彼らと協力して島津を抑えるだろう」


気が付けば息を吐いていた。領地を獲るためでは無く琉球との交易を守るために兵を出すなんて……。


「私は島津におられる公方様の事が関係しているのかと思っておりました」


「それは無い。父上は公方様の事など眼中に無い。だから公方様のために兵を出す事は無い」


「……」


私が呆然としていると弥五郎様が顔を綻ばせた。


「奇妙な家であろう、朽木家は。私も未だ慣れずにいる」


「まあ」


弥五郎様が笑い私も笑った。世継ぎである弥五郎様も戸惑うなんて確かに朽木家は奇妙な家かもしれない。


「残念でございますね、出兵なさりたいのでは有りませぬか？」


気遣いでは無く本心から聞いた。島津を抑える、どのように行うのか、御屋形様の傍で学びたいと思っている筈。でも弥五郎様は首を横に振った。


「関東から東海にかけて混乱が起こっている。私はそれに備えなければならぬ。父上から備えを怠るなと命を受けた」


御屋形様から？


「何か起きるのでしょうか？」


不安に思って問い掛けると弥五郎様が〝分からぬ〟と首を横に振られた。


「だが織田の敗戦に徳川が絡んでいる事が判明した。越後の義兄上は鎌倉の鶴岡八幡宮に行くらしい。徳川が如何出るか……。それに織田が如何出るかが分からぬ。織田家では三介殿、三七郎殿が徳川の裏切りを知って混乱している。如何すべきか決まらぬようだ」


「まあ、徳川は甲斐守に任じられると聞いておりますが？」


驚いて問い返すと弥五郎様が頷かれた。織田家の仲介無しに叙位任官を願う。それは織田家の配下から抜け出すという事。それを知っても決められぬのだろうか……。弥五郎様に問うと〝如何かな〟と首を傾げられた。


「徳川の正室は織田家の出だ。どうも三介殿、三七郎殿は上手く掻き回されているらしい。だが織田の家臣達は徳川の裏切りを受け入れつつある。それを受け入れられぬ三介殿、三七郎殿を如何思うか……。頼り無しと見れば離反も有り得よう、そうなれば混乱はさらに大きくなる。近江、伊勢は織田家の美濃、尾張と領地を接している。織田が混乱すれば朽木にも影響は出るのは確かだ。備えなければならん」


弥五郎様が厳しい表情をしている。織田家を離反、後ろ盾も無しに離反など有り得ない。となれば後ろ盾は朽木家？　御屋形様の備えを怠るなという事は……。


「それに夏には譲位が行われる。その準備も進めなければならんし義姉上を越後へ御送りしなければならん」


「譲位……」


問い返すと弥五郎様が頷かれた。


「大凡の所は京の伊勢兵庫頭が押さえている。だが何か有れば父上が戦に出ている以上私が決断する事になるやもしれん。こちらにも伊勢与十郎貞知、因幡守貞常、上総介貞良が居るから彼らに相談しながら決める事に成るだろう」


織田の混乱、譲位。朽木家の世継ぎ、御屋形様の後を継ぐという事の難しさが改めて理解出来た。聞いているだけで溜息が出そうだった。


「そんな顔をするな、奈津。半兵衛、新太郎も居るし平井の伯父上も居る。それに五郎衛門、新次郎、重蔵、下野守も城に残っている。相談出来る者達は多数居るのだ。少しは父上の荷を軽くして差し上げなければな」


「ええ、そうでございますね。でも御無理はなりませぬよ」


「ああ、分かっている」


弥五郎様がまた書物に目を戻した。
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「権大納言様には御初に御意を得まする。長宗我部宮内少輔元親が臣、香宗我部こうそかべ安芸守あきのかみ親泰ちかやすにございまする」


「同じく谷たに忠兵衛ちゅうべえ忠澄ただずみにございます」


「うむ、土佐から参ったとは御苦労だな」


声をかけると二人が深々と頭を下げた。この二人、自分で名乗ったが長宗我部の家臣だ。香宗我部安芸守は元親の弟で家中の信頼が厚い、谷忠兵衛は他家との交渉で活躍している。朽木が働きかけた長宗我部家と一条家との和睦も長宗我部内部はこの二人が中心になって纏めたらしい。


正直迷惑だ。今頃何しに来たんだという想いが有る。朽木勢五万は堺の町に集結している。ここから淡路を経由して讃岐、阿波を通って土佐へ攻め込む。もう準備は整っているのだ。三好家には礼として銭三千貫も全額前払いで払っている。そこに平服姿で来られてもな、多分朽木に敵対するつもりは無いとか言うんだろうが調子が狂うわ。来るんならもっと前に来てもらわないと……。臨席している真田源五郎、山内伊右衛門達も白け気味だ。


「それで、何用かな？」


「はっ、主宮内少輔は今回の事に大変驚いておりまする。長宗我部家には権大納言様に敵対する意思は有りませぬ。一条家にも攻めかかったわけではありませぬ。それなのに如何いうわけかと。何か誤解が有るのではないかと思い我等両名が釈明に参ったのでございます」


谷忠兵衛が言い終えて頭を下げた。この男、元は土佐神社の神主だったと聞いている。なるほど、坊主とか神主ってのは口が上手いんだな。


「安芸守、忠兵衛、正直に言おう。おれはこれまで土佐一条家に肩入れしてきた。一条の本家は俺の縁戚であるし土佐一条家は朽木が琉球と交易するのに必要だからだ。だが長宗我部を潰そうとしたわけではない。そこまで一条に肩入れするつもりは無かった。だから和睦を働きかけた。土佐は長宗我部と一条が半分ずつ持つ。それで良いと思ったのだ」


二人が曖昧な表情で頷いた。まあ長宗我部にしてみればふざけるなと言いたいところだろうな。俺が介入しなければ間違いなく土佐を統一出来たのだ。そして四国制覇へと躍進した筈だ。俺が介入したのは琉球との交易も有ったが将来的に厄介な存在になりそうな長宗我部を土佐に閉じ込めるという狙いもあった。一条を支援して長宗我部を土佐半国で抑え込む、大成功と言えるだろう。


「いい加減疲れたわ。一条少将は領内を纏められず宮内少輔は野心を捨てぬ。最悪の組み合わせよ。これ以上土佐に手を取られたくないのでな、俺の手で土佐を片付ける事にした」


「畏れながら申し上げまする。我が主は……」


忠兵衛が身を乗り出して元親を弁護しようとしたから〝忠兵衛〟と声をかけて遮った。


「公方様から一条を攻めよと文が届いていよう」


「届いておりまするが、主はそれに応えるつもりは有りませぬ」


「俺の所にはそれとは違う報告が入っているぞ、安芸守。宮内少輔は西へと進みたがっている。違うか？」


安芸守が唇を噛み締めた。元親は一条を攻めたがり周囲がそれを抑えている。元親が動きを止めたのは俺が兵を動員してからだ。おそらく元親は俺が土佐に兵を出すとは考えていなかった。織田が不安定な今、畿内を離れるのは難しいと見ていたのだ。当てが外れて慌てただろう。


「一条家と長宗我部家の和睦が成った時に思った事が有る。宮内少輔はあの時、俺に臣従しなかった。三好、一条に囲まれながらも臣従しないのは野心を捨てぬからだろうと。機会さえ有れば一条を攻め三好を攻めるつもりだろうと」


「……」


「乱世なのだ、大きくなろうとする事を咎めはせぬ。まして一条少将は領内を纏める事が出来ぬ、喰いたいと思うのは当然の事よ。だがな、俺に臣従せぬ以上俺に喰われるかもしれぬ事は宮内少輔も覚悟の上であろう。違うか？」


いきなり安芸守がひれ伏した。


「長宗我部家は権大納言様に臣従致しまする」


「何卒、お聞き届け願いたく、この通りにございまする」


忠兵衛もひれ伏した。今更だな、何故もっと早く臣従しなかったかとまた思った。源五郎が首を横に振っている。同じ想いなのだろう。だが長宗我部を潰しても扱いが難しいのは確かだ。土佐半国、余りにも中途半端で有り過ぎる。朽木の領地にしても維持が難しいだろう。朽木の力が弱まれば最初に喰われる場所になる。一番良いのは友好的な勢力が土佐を維持する事なのだ。一条と長宗我部、この二つが朽木の友好勢力として安定してくれれば万一の時は三好への押さえとなる。一条が伊予、長宗我部が阿波……。


「宮内少輔の嫡男は幾つになるか？」


「既に元服を済ませ十六歳になりまする」


信親の事かな？


「名は？」


「はっ、弥三郎英親にございまする」


信親じゃない？　いや信親の信は信長の信だったな。となると違ってもおかしくは無いか。


「宮内少輔を隠居させ倅を当主に付けよ。隠居後の宮内少輔は近江に連れて行く。それが臣従を受け入れる条件だ」


「はっ」


安芸守、忠兵衛が頭を下げた。二人とも抗弁しない。或いは元親の隠居は想定済みだったのかもしれない。しかし元親は如何だろう？　援護してやるか。


「安芸守、忠兵衛。宮内少輔が隠居を受け入れられぬという時は長宗我部を潰す。俺が土佐に入るまでに隠居か、家を潰すか、宮内少輔に選ばせろ。土佐に入るまでに返答が無い場合は戦を選んだと見做す、容赦はせぬと宮内少輔に伝えよ」


「はっ」


また二人が頭を下げた。まあこんなところだな。元親には厳しく出るが長宗我部にはそこそこに柔らかく接する。そうする事で問題は元親に有るのだという風に持って行こう。……三好に金を払って終りか、虚しいわ。







調略
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左近の桜が咲いている。


「桜の季節でおじゃりますなあ」


「真に。三宝院の桜が今を盛りとばかりに咲いておじゃりましたぞ」


「左様でおじゃりますか」


中山なかやま権中納言ごんちゅうなごん親綱ちかつな殿、庭田にわた権中納言ごんちゅうなごん重具しげとも殿が醍醐寺の桜の事を話している。桜か、美しいのは確かだがあっという間に散ってしまう。もっともだからこそ美しいのだと皆が言う。そしてその儚い美しさを愛でる。


私は直ぐ散ってしまう桜は嫌いだ。常に緑を維持している右近の橘の方が好きだ。儚いとは弱い、滅ぶという事であろう。……話を変えよう。


「仙洞御所も順調に出来上がっているようでおじゃりますな」


仙洞御所の事を持ち出すと二人が嬉しそうに顔を綻ばせた。


「左様、予定通り七月には出来上がると聞いております。八月には滞りなく譲位が執り行われる事になりましょう」


「とうとう、その日が来るのですなあ」


中山権中納言が感慨深げに声を上げた。庭田権中納言が頷く。我ら三人は三十代半ばで同年代、譲位に立ち会うのは初めてという事になる。


「近江亜相様は如何なさるのですかな？　土佐に出兵中との事ですが……」


中山権中納言が不安そうな声を出した。譲位は朽木家の力で実現しつつある。朝廷の懸念は譲位に亜相様が参列するや否やだ。武家の棟梁が参列する事で久方ぶりに行われる譲位を完全なものにしたいと朝廷は考えている。そう、財だけではない、朝廷の儀式に積極的に参列して貰いたいのだ。


「長宗我部は既に降伏したと聞きます。直にお戻りになるのではおじゃりませぬか。そうなれば譲位には御参列なされましょう」


笑いながら庭田権中納言が懸念を打ち消すと中山権中納言が〝しかし〟と不安そうな声を出した。


「土佐一条家の混乱も収めると聞きましたぞ？　簡単に収まりましょうか？」


「それだけではおじゃりませぬ。九州の大友、島津、龍造寺の仲裁もなされると聞きます」


私が答えると二人が〝なんと〟、〝真でおじゃりますか〟と声を上げた。真だと答えると二人が大きく息を吐いた。島津には公方が居る、それも気がかりの一つではある。


「困ったものですな。あの方は朝廷のために動いて下されるのに朝廷の中に入ろうとはなされませぬ」


「武家ですからなあ、朝廷の中に入るのは避けているのかもしれませぬ」


庭田権中納言、中山権中納言が溜息を吐いた。そう、公家達の不満は亜相様が朝廷の中に入ろうとしない事だ。色々と気遣いはしてくれるが参内はしない。正月の儀式に参列する事も無い。多くの公家はその事に不満を持っている。もっと積極的に朝廷に関わって欲しい、自分達に関わって欲しいと思っているのだ。


「贅沢ですぞ、足利が何もしなかった事に比べれば天と地の違いでおじゃりましょう」


私が指摘すると中山権中納言が笑い庭田権中納言も苦笑を浮かべた。


「足利と比較するとは、勧修寺殿は酷い」


「真に」


二人が私を責めた。やれやれよ。


「それに天下は未だ平定されたわけではおじゃりませぬ。亜相様にとっては先ずはそちらをという思いが強いのかもしれませぬ。織田も落ち着きませぬし……」


「困ったものです。あの敗戦からもう半年が経ちます。それなのに未だ跡目が決まらない」


「二人とも余程に酷いようで。亜相様も呆れているとか」


三人で顔を見合わせて失笑した。三介信意、三七郎信孝、織田の重臣達はどちらも選びかねている。織田家を率いるには如何見ても実力不足なのだろう。そして亜相様も介入しようとしない。介入しても碌な事にはならないと匙を投げたともっぱらの評判だ。


「それに比べると弥五郎殿は大したものでおじゃりますな。亜相様が土佐へ出兵されても譲位の準備は順調に進んでおります」


「良い事です。朽木家の跡継ぎが愚かでは困ります。また天下が乱れかねませぬ」


中山権中納言、庭田権中納言が満足そうに頷いている。朽木弥五郎堅綱か、切れるという評価は聞かない。愚かだという評価も無い。未だ若いのだ、真の姿が見えてくるのはこれからだろう。


「譲位が無事に済めば、亜相様は幕府を開くのではおじゃりませぬか？」


中山権中納言が問い掛けてきた。庭田権中納言と顔を見合わせた。


「何故そのように思われるのです？」


問い返すと中山権中納言が困ったような顔をした。


「いや、九州で大友、龍造寺、島津の仲裁をすると聞きました。となれば四国では長宗我部が降伏し一条家も落ち着く。九州にも亜相様の武威が届く事になるのですから……」


なるほどと思った。仲裁が成功すれば実態はともあれ形としては九州も亜相様の武威に従ったという事になるか。庭田権中納言も頷いている。


「かもしれませぬなあ」


庭田権中納言が声を上げると中山権中納言が嬉しそうに頷いた。譲位も滞りなく執り行われ御代が代わる。それに合わせて新たに幕府を開く。新しい帝と新しい公方か……。


公家達の間ではそれを望む声が有る。朝廷がそれを進めるべきではないかという声も有る。そこには新しい帝の御代を完璧なものにしたいという思いが有るが足利を忘れたいという思いも有る。困窮し惨めな思いをしたあの時を消し去りたいのだ。公方と言えば足利ではなく朽木、そう言いたいのだろう。


幕府か、可能性はあるな、しかし亜相様が今それを望むだろうか？　醒めたお方だ。天下統一を前に実の無い形に拘るとも思えぬが……。
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「華姫は越後に戻られたのですね？」


「はい、敦賀の湊までお見送りしました。船を使えば直江津の湊は直ぐです。直に無事着いたと報せが届きましょう」


「ご苦労様でした」


労うと弥五郎が〝有難うございます〟と頭を下げた。


わざわざ私の部屋にまで報せに来るとは随分と律儀な事。息子は元服してから急速に大人びてきた。外見は日に日にお若い頃の御屋形様に似てくるように思える。でも内面は違う、御屋形様は政務には熱心であられたが大らかで闊達なところが有った。弥五郎からは生真面目さだけを感じる。疲れてしまうのではないだろうか？　奈津殿が上手く弥五郎の心を解ほぐしてくれればよいのだけれど……。


「御屋形様の留守を守るのは大変でしょう？」


「はい、今更ですが容易な事ではないと身に染みて分かりました」


「無理をしてはいけませぬよ。そなたは未だ若い、これからなのですから」


「はい」


生真面目に答える息子が哀れだった。本当ならもう少し気儘きままに過ごせた筈なのに……。今更ながら御屋形様が元服を急がないと仰られた事を考えてしまう。大方様は家督を継いだ御屋形様をどう扱って良いか分からなくなったと仰られていた。私も同じ様な思いを味わっている。男とはこんなにも変わるものなのか……。


「母上、余り御心配には及びませぬ。長宗我部が戦う事無く降伏致しました。父上からは予定通り一条家に向かうと文が届いております。九州では大友と龍造寺が父上の扱いを受け入れる事に大筋で合意したそうです。父上と協力して島津を抑える事を優先した方が得と考えたのでしょう。一条家の内紛を収めるのに一月、島津との交渉に更に二月かけても七月の終わりには全てが片付くと思います」


弥五郎が指を折りながら答えた。


「譲位の方は滞りなく進んでいるのですか？」


弥五郎が〝はい〟と言って頷いた。


「既に庭も含めて仙洞御所は出来上がっております。これから夏にかけて調度品を整えて行く事になりましょう。それと譲位の後、上皇となられた帝が仙洞御所に遷られます。その辺りの手筈も整えなければなりませぬし仙洞御所への御遷り後は能興行を催す事になります、それも考えなければ……。もっともその辺りは兵庫頭、それに飛鳥井の大伯父上、関白殿下、右府様に相談しながら決める事になりましょう。京へ行く事になるかもしれませぬ」


「そうですか……」


七月の終わりには全てが片付く、となれば御屋形様は八月にはお戻りになる。それならば譲位に間に合うだろう。でも御戻りが無い場合は弥五郎が御屋形様の代理を務める事になる。大丈夫だろうか？　一度大方様に御相談した方が良いかもしれない……。
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母上が不安気な表情をしている。やはり私では心許ないらしい。確かに父上の代わりは大変だ。評定では皆から報告を聞かねばならない。何を言っているのか分からない事も有れば決断を迫られる事も有る。急を要する物は決断し父上に報告を出しているが父上は如何御思いか……。多少は役に立つと思ってくれるだろうか？　それともまだまだ頼りないだろうか？　


他にも大友と龍造寺の和睦、帝の譲位、安芸の一向門徒、織田の跡目争い、毛利、徳川、上杉、そして父上の動向など目を配らなければならない事は沢山ある。あ、それと越後の上杉家に譲位が夏に行われるから朝廷に使者を送って欲しいと念押ししなければ……。それに父上が居ない以上弟や妹達、北条、今川の遺族の面倒は私が見なければならない。休む暇も無い程だ。


「十五郎にございまする」


部屋の外から声が聞こえた。呼びに来たという事は……、母上に断りを入れて外に向かった。戸を開けると十五郎が片膝を付いて控えていた。


「何が有った？」


屈んで問い掛けると十五郎が耳元で〝織田家にて大事が、至急お部屋にお戻りを〟と囁いた。織田家か、安芸かと思ったが……。


「母上、申し訳ありませぬが急ぎ片付けなければならない事が出来しゅったいしました。失礼いたしまする」


声をかけて部屋から出た。十五郎が後から付いてくるが何も言わない、或いは知らされていないのか……。部屋の前には吉兵衛と与一郎が居た。どうやら外で用心しろと言われたらしい。十五郎も外で控えるのであろう。多分必死になって部屋の外で聞き耳を立てるに違いない。少しおかしかった。


部屋の中には半兵衛、新太郎、小兵衛、五郎衛門、新次郎、下野守、重蔵が居た。皆難しい顔をしていたが私を見ると一斉に平伏した。


「織田家で大事が出来したと聞いた。何事か？」


座ってから問うと皆の視線が小兵衛に向かった。


「三介様が三七郎様を討ち果たしました」


「なんと……」


討ち果たした？　殺したのか……。仲は良くないと聞いていた。だが本当に殺すとは……。跡目争いは一旦起きれば悲惨なものになる、生死を賭けたものになると聞いていたが本当にそうなるとは……。


「戦で討ったのか？」


問い掛けると〝そうではありませぬ〟と小兵衛が首を横に振った。


小兵衛の話によれば織田家では徳川をどう判断するかで混乱していたらしい。三七郎殿は徳川討伐を声高に叫び三介殿はそれに反対した。三七郎殿への反発も有っただろうが徳川が裏切ったという事に確信が持てなかったようだ。徳川に嫁いだ叔母からは徳川の裏切りというのは徳川と織田を裂こうとする何者かの陰謀だという訴えが届いていたのだという。三介殿はその可能性を否定出来ないと見た。


三七郎殿はそんな三介殿を歯痒く思ったようだ。徳川の離反が真実でも偽りでも良い。徳川を潰して関東に出る、それが大事なのだと考えた。これは父上の考えらしい。三七郎殿はそれに同意したのだ。そして三介殿では乱世を乗り越えられないと判断した。三七郎殿の周辺の人間も同じ様に考えた。彼らは密かに三介殿の排除を策し始めた……。そしてその動きが三介殿に漏れた。先手を打ったのは三介殿の方だった。傳役の小坂孫九郎という男が独断で行った。


「三七郎様だけではありませぬ。三七郎様の母親、その係累、三七郎様に与した者も全て殺されました」


小兵衛の話が終わると新太郎が大きく息を吐いた。


「小兵衛、織田家は三介殿が継ぐ、そういう事か？」


小兵衛に問うと小兵衛が困った様な顔をした。


「三七郎様が亡くなられた事で三介様が織田家の跡取りとなられたとは思いまする。ですが織田家中が三介様で纏まるかどうかは……」


小兵衛の言葉が止まった。三介殿で織田家が纏まるのは難しいと言う事らしい。これが朽木家だったらどうなるのだろう。父上に万一の事が有ったら私を中心にして一つに纏まるのだろうか。松永、内藤、毛利は如何動くのか……。


「小兵衛、織田家中は今回の一件、如何見ているのだ？」


重蔵が小兵衛に問うと小兵衛が首を横に振った。


「織田の家中は余り動じておりませぬ。織田の家中は三介様、三七郎様の跡目争いにウンザリしておりました。ようやく決まったか、そんなところでございましょう。死んだのが三七郎様では無く三介様でも同じだと思います」


つまり誰も期待していないという事か。なるほど、跡目は決まっても纏まるかどうかは分からぬという事はそういう事か。


「三介様が後を継いだとなると織田家と徳川家の関係には変化無しか」


下野守が呟くと〝いえ、そうとは言えませぬ〟と小兵衛が答えた。


「三介様が徳川との戦に消極的だったのは徳川の裏切りを信じかねた事も有りましょうが三七郎様への反発が強かったという事も有りましょう」


「では三七郎様亡き今、織田と徳川は戦になるやもしれぬと？」


五郎衛門が問うと小兵衛が頷いた。


「はい、三介様は周りの意見に流され易い御方と言われております。そして織田家中では徳川が裏切ったという意見が多数を占めるのです。戦になる可能性は十分に有るかと」


彼方此方で唸り声が聞こえた。


「若殿、小兵衛殿の言う通りでございましょう。ここで徳川との戦を躊躇うようでは三介様は頼り無しとの声が織田家中に上がるのは必定。となれば三介様以外の方を織田家当主にという動きが出かねませぬ」


「竹中様、既にその動きは現れております」


小兵衛が半兵衛の言葉を肯定すると新太郎が〝なんと〟と声を上げた。半兵衛も驚いている。


「稲葉山城の織田三十郎を三介様、或いは三七郎様の後見にという声が織田家中の一部に有ったのです」


「……」


「もし実現していれば、そして三介様、三七郎様に失敗が有れば、隠居させ叔父の三十郎を織田家当主にという声が上がった事でしょう」


皆が顔を見合わせている。


「若殿、これには裏が有りまする」


小兵衛の言葉に誰かが〝裏？〟と声を上げた。裏が有る？　どういう事だろう。


「どういう事か、小兵衛」


「三十郎を後見にという声を陰から織田家中に広めている者がおります」


「何者か？」


「西美濃三人衆にございます。狙いは三介様、三七郎様と三十郎との間を裂く事。そして三十郎を担いで美濃で自立する事が目的かと」


彼方此方で唸り声が起こった。美濃で自立？　そんな事が可能なのだろうか？　半兵衛に視線を向けると半兵衛が頷いた。


「織田三十郎に人望が有るとなれば三介様が三十郎を討てと命じても織田の家臣達は従いますまい。何かと理由を付けて渋る筈。それに三十郎も生きるためには西美濃三人衆と協力せざるを得なくなります。そうする事で美濃を手中に収めようというのでございましょう」


なるほど、そういう事か。


「織田も徳川も難しいところに来ましたな」


ぽつんと呟いたのは新次郎だった。その言葉に皆が頷いた。関東では義兄上が十万近い大軍を率いて鶴岡八幡宮に行った。そして参拝し関東管領への就任を報告したと聞く。これらの事は徳川には何の通達もせずに行われた。義兄上は徳川を敵だと関東の諸大名、国人衆に宣言した事になる。今は小田原城を囲んでいると聞くがどうなるか。そして織田も徳川との戦を避ける事は出来ぬ。果たして三介殿は何処まで織田家中を纏める事が出来るのか。それなりの戦果を挙げられれば良いがそうでなければ……。


「如何なされます、若殿」


小兵衛が訊ねてきた。如何？　皆が私を見ている。じっと刺す様な視線だ。


「……織田を喰うために動けと申すか？」


声が掠れていた。皆が頷いた。


「私の判断では動けぬ。父上の御指図を仰いだ方が良いのではないか？」


新次郎が〝若殿〟と低い声で言った。


「織田で大きな動きが有ったのです。迅速に手を打たねばなりませぬ。御屋形様は土佐におられるのですぞ。土佐まで使者を出して御指図を待つなどという悠長な事は出来ませぬ」


「……」


「織田を喰う、それさえ押さえておけば宜しゅうございます。御屋形様もそれを望んでいる筈」


新次郎の言葉に皆が頷いた。当主としての力量が有るか、父の後を継げるだけの力量が有るか。三介殿だけではない、私も試されているのだと思った。


如何する？　織田を喰う、如何すれば喰える？　私に分かっているのは三介殿が家中の信望を得ていない事、織田三十郎が信望を得ている事だ。……邪魔だ、織田三十郎が居ない方が織田を喰い易い筈だ。いや、その前に確認しなければならぬ事が有る。


「西美濃三人衆から朽木家に働きかけは有るのか？」


誰も答えない。無いという事か？


「半兵衛、安藤伊賀守はそなたの縁戚の筈。何も無いのか？」


半兵衛が頷いた。


「ございませぬ。西美濃三人衆の狙いは美濃での自立、それによって勢力を拡大する事にございます。いずれは従うにしても今朽木に従っては大きくなれませぬ」


「……」


半兵衛がぐっと身を乗り出してきた。強い目で私を見ている。


「若殿、某への遠慮は無用になされませ。西美濃三人衆、懐に入れても邪魔になるだけにございます」


「……分かった」


そうか、西美濃三人衆への配慮は無用か……。


「織田三十郎が邪魔だ、西美濃三人衆も」


また声が掠れた。皆が顔を見合わせた。頷き合っている。間違ってはいない。


「三十郎殿は三介様と噛み合わせましょう。三介様の手で排除させます」


「それが良い、三介様は他人に影響され易いと聞く。噂を流し、三十郎殿への疑心を抱かせる。小兵衛、三十郎殿が西美濃三人衆と共に自立を謀っていると噂を流せ。三十郎殿も怯えよう、三七郎様が殺されたのだからな」


小兵衛、重蔵の遣り取りに皆が頷いた。


「三介殿が殺されるという事は無いか？　三十郎が織田家の当主になるという事は。それでは織田家は乱れまい」


問い掛けると下野守が首を横に振った。


「三十郎殿は本来織田家を継ぐ立場に無かった方。その方が三介様を殺して跡を継ぐとなれば他の織田家の方々にも当主になる権利は有るという事。織田家は内での争いが激しくなりましょう」


なるほど、そういうものか。……つまり織田一族を唆して滅茶苦茶にする。それに乗じて織田家を喰うという事か。


「分かった。小兵衛、頼む。私は父上に文を送る」


「はっ」


小兵衛が畏かしこまった。掌がじっとりと汗をかいていた。これからもこんな思いをするのだろう。慣れなければならない。
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「亜相、一体何をしに来た。儂はお主を呼んでおらんぞ」


「御所！　亜相様に無礼は成りませぬぞ！」


家臣が一条左近衛少将兼定を窘めると少将がその家臣、安並和泉守を睨みつけた。まあ面白くないのは分かる。居城である中村御所で上座に俺が座り少将は家臣と共に下座に居るのだ。左側に少将、右側に家臣、国人衆達が並び呼ばれてもいない俺がデカい面をして上座に座っている。面白くない、そう思っても不思議ではないし俺も咎めるつもりは無い。ウンザリはするけどな。


「儂は土佐一条家の当主ぞ。石見寺を焼こうが壊そうが儂の勝手であろう。家臣共が反対するなど僭越ぞ！　それどころか宗珊めは面当てがましく腹など切りおった」


少将が吐き捨てると家臣達がざわめいた。中でも一人少将を睨んでいる男が居る。土居伊豆守家通、腹を切った土居宗珊の息子だ。宗珊はこの馬鹿御所を何とか守ろうとして悪戦苦闘した。だが相手には全く宗珊の想いは通じていなかったのだ。腹立たしい限りだろう。


少将が強気な言葉を吐くのは虚勢も有るだろうが長宗我部が朽木に降伏したという事も有る筈だ。朽木が土佐に攻め込む前に長宗我部氏から降伏を申し入れてきた。長宗我部宮内少輔元親は隠居し嫡男の弥三郎英親が長宗我部家の当主となった。史実だと信長から一字を貰って信親なんだがこの世界では英親だ。俺の一字を与えて綱親と改名させた。綱親は改名後に改めて朽木に臣従する事を誓った。


隠居した元親はこれ以降は近江で余生を送る事になる。人質という意味も有るが元親を土佐に残しては火を消しても火種を残す事になりかねない。火種そのものを土佐から取り除かねばまた同じ事が起きるだろう。この辺りは倅の綱親も不安視している。親を近江に送るのは辛いが元親を土佐に置いて問題を起こせば今度は腹を切らさざるを得ない。息子としてそのような事態は避けたい、已むを得ないと判断したようだ。若いが判断力は確かだ。信用出来るだろうと見ている。信用出来ないのは俺の目の前で喚いている阿呆だ。


長宗我部の問題を片付けて仲裁すると言って一条家の中村御所に少将に敵対する国人衆を集めた。だが少将にはそれが面白くないらしい。今も俺を嫌な眼で睨んでいる。俺が仲裁しなければもう少しで攻め潰されるところだった。土佐一条家は滅亡していただろう。その辺りが全く分かっていない。ホント、馬鹿じゃないかと思うわ。こいつが俺に望んでいたのは国人衆を討伐する事だった。そんな事をすれば俺までお前同様の馬鹿だと思われるだろうが！


「大体亜相、お主も比叡山延暦寺を焼いたではないか。お主に儂を咎める資格が有るか？」


得意そうな顔をするんじゃない！　不愉快だ。


「有るぞ。俺は叡山が朽木に敵対するから焼いたのだ。だから家臣達はその事で俺を咎める事は無かった。朽木が大きくならなければ家臣達を守れぬのだからな。お主は如何だ？　石見寺を焼いたのは何故だ？」


「……」


少将が嫌な眼で俺を見ている。


「一条家に敵対したからか？」


「……」


「一条家を大きくするためか？」


「……」


「どちらでもないな。切支丹の為であろう、違うか？」


「……天主デウスの教えは素晴らしいものよ。それを理解しようとせぬ者達が悪いのだ！」


集められた家臣、国人衆達が口々に少将を非難し始めた。土居伊豆守家通、安並和泉守直敏、羽生丹波守道成、為松若狭守直行、大塚八木右衛門昌永、加久見左衛門宗頼、大岐左京進康道、江口玄蕃幸貞、伊与木淡路守高康、伊与木弥平次国安、依岡左京進勝康、沖長門守綱枝。大友が耳川の戦いで敗れたのは神仏を大事にしなかったからだ等と言っている。一理有るのは確かだ。神社仏閣を壊した事でその地の住民を敵に回した。島津は大友の情報を得る事に苦労はしなかった筈だ。


「御所様に一条家当主の資格は無い！」


土居伊豆守が叫ぶと同意する声が続いた。少将が〝何を言うか！〟と叫んで脇差に手を掛けた。家臣、国人衆も身構える。睨み合い、一触即発だ。


「静まれ！　静まらんか！」


声をかけると渋々と脇差から手を放した。ここまで来てはもう駄目だな、収まりは付かない。


「少将、少将は天主の教えを捨てる事は出来るか？」


「出来ぬ！　儂は天主の教えに心を捧げたのだ！」


きっぱりと少将が答えた。迷いが無い、本気の様だ。


「土居伊豆守、安並和泉守。その方達は少将を主君として認められるか？」


「出来ませぬ！」


「伴天連かぶれの主君など御免でござる！」


土居伊豆守、安並和泉守が拒否すると他の国人衆が〝その通り〟、〝御免こうむる〟と声を上げた。少将が〝儂に逆らうか！〟と叫んで脇差に手を掛けた。伊豆守達も身構えた。


「止めよ！」


睨み合いながらも脇差から手を放した。


「少将、俺は少将が何を信じようと咎める事はせぬ。それは少将の心の問題だ、俺が立ちいる事では無い」


少将が満足そうな表情をした。馬鹿な奴。


「だが伊豆守達の気持ちも無視は出来ぬ。という事でだ、少将は天主の教えに専心しろ。それが少将のため、皆のためだ」


「何の事だ」


少将が唖然としている。


お前は隠居だ。私人となって天主の教えを信じると良い。それなら誰も文句は言わん。京の一条右大臣もお前の隠居については納得しているから問題は無い。お前はもう皆から見捨てられたのだ。命が有るだけましだと思え。後は息子の内政ただまさに継がせる。内政も家臣、国人衆の信頼を失うとどうなるか、良く分かっただろう。内政が父親同様の阿呆ならこれも廃する。そして京の一条本家から養子を迎えよう。







逡巡
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兄の部屋を覗くとそこには憂欝そうな顔をした兄が居た。後ろからホウッと息を吐く音が聞こえた。振り返ると義姉が辛そうに兄を見ている。


「兄上、邪魔しますぞ」


声をかけると兄が〝おう、小一郎か〟と声を発した。


「なんじゃ、お寧も一緒か。如何したんじゃ」


にこやかに迎えてくれた。兄は一人の時だけ沈んでいる。我らに心配を掛けたくないのだろうが……。


「如何したではありませぬ。ここ最近ずっと塞ぎ込んでおられる。心配しておるのです。某だけではありませぬぞ、小六殿、将右衛門殿、義姉上も心配しております」


兄の前に坐って声をかけると義姉も同じ様に兄の前に坐って〝そうですよ〟と言った。兄が〝そうか、二人とも済まぬなあ〟と言って頭を掻いた。何とも諧謔味がある。憎めぬ御人だ。


「兄上、御一人で悩む事も有りますまい。我らに話してみては如何です。某は弟、義姉上は妻。兄上を裏切る事は有りませぬぞ」


「……」


「三介様が織田家の当主となられた事を憂いておいでですか？」


問い掛けると兄が首を横に振った。


「うんにゃ、そうではないんじゃ、小一郎」


「三介様、三七郎様、どちらが織田家を継いでも碌な事にはならん。それはもう最初から分かっておった」


兄が大きく息を吐いた。


「聞いて貰おうかのう。……俺はな、奉公には向かぬのかもしれん。百姓の方が向いとるんではないかと思っておったんじゃ」


首を傾げる兄を見て思わず吹き出してしまった。義姉も袂で口元を抑えて笑っている。


「何を仰られるかと思えば……、また冗談ですか、兄上。百姓が嫌だ、自分には向かぬと言って村を飛び出したのは兄上ではありませぬか。今では織田家でも立派な侍大将、奉公に向かぬ等と言っても誰も信じませぬぞ」


私の言葉に兄が困った様な顔をした。はて、兄は本気でそう思っているらしい。どういう事だ？


「昔はな、そう思ったんじゃ。俺には百姓は向かぬと。だがのう、百姓以上に侍奉公の方が向かぬのかもしれん……」


義姉と顔を見合わせた。義姉も訝しそうな顔をしている。


「昔な、俺は今川の陪臣である松下加兵衛に仕えた。松下は公平に見て悪い主君では無かったと思う。だが俺は松下に満足出来なかった。将来が見えんのじゃ、松下が大きくなるという将来さきが全く見えんかった。自分が何のために働いているのか、誰の為に働いているのかさっぱり見えてこぬのよ。そう思ったら急に松下に仕えるのが阿呆らしく思えてきてな、気付いたら奉公を辞めておったわ」


義姉が〝あれまあ〟と呆れたように声を上げると兄が笑い出した。


「本当じゃぞ、お寧。それでな、尾張に戻って亡き殿に御仕えした。殿は働き者だったわ。桶狭間で今川を破り美濃を獲って三河の一向一揆を滅ぼした。遠江、駿河、伊豆、甲斐を攻め獲ったんじゃ。俺は殿に遅れてはならんと一生懸命働いたわ。気が付けば小者から侍大将になっておった。嬉しいわ、働いた甲斐が有ったというものよ」


兄の口調が弾んでいた。本当に兄は喜んでいる。


「そうですな、兄上程の出頭人は居りますまい」


兄が〝そうじゃろう〟と言って頷いた。


「だがのう、三介様に殿と同じ事が出来るとも思えん。俺はまた何のために働くのか分からなくなってしもうたんじゃ」


「……」


兄が私と義姉を見た。


「俺はな、俺を使ってくれる、そして将来が有ると思わせてくれる主人が欲しいのよ。そういう御方のために働いてその方が大きくなり俺も大きくなる事で満足出来るんじゃ」


〝我儘かの？〟と兄が真顔で問い掛けてきた。答えられなかった、私も義姉も。我儘とは思えない、だが難しいのも事実だ。


「小一郎、お寧、教えてくれ。俺は何のために働くのだ？　今の織田家を守る為か？　この後織田家は如何なる？　俺は如何なるのだ？」


兄は織田家の将来に絶望している。そして自分の将来に絶望している。上に行きたい、大きくなりたい、だがそれを叶えてくれる主君が居ない。それどころか織田家は……。


「そうよなあ、答えられるわけがないか。俺も答えられぬのだ、当然の事よな……」


兄が俯いている。そしてぼそぼそと話し始めた。


「このままでは織田家は徳川と美濃三人衆に掻き回され混乱するだろうな。そうなれば近江亜相様は東に兵を出さざるを得ぬと申された」


「亜相様が？」


問い掛けると兄が頷いた。


「亜相様はの、徳川を喰うという決断が出来ぬ三介様、三七郎様を見限っておられた。いずれは亜相様の兵が美濃に攻め込もう」


「……兄上、その事、上には？」


「……丹羽殿にお伝えした。丹羽殿から他の御重臣方に伝わった筈だ」


問う私の声も小さかったが答えた兄の声も小さかった。亜相様が動かれるのか……。


「して、何と？」


俯いていた兄が私を見た、目が真っ赤に充血している。


「何も無い。丹羽殿は悩んでおられた。おそらく他の御重臣方も同様であろう。だがの、その時が来れば我らも決断しなければならん。織田に殉じるか、それとも別な道を選ぶか……」


「……」


「小一郎、実はな、近江亜相様に誘われた」


「誘われた？」


思わず問い返すと兄が頷いた。義姉も目を瞠って驚いている。


「寝返れという事で？」


今度は横に首を振った。


「好きだと言われた」


「はあ？」


好きだ？　冗談を言っているのかと思ったが兄はニコリともしない。


「亜相様は墨俣の事も御存じであった。突然押し掛けたのじゃ、俺の事など調べる暇は無かった筈。本当に俺の事を知っていてくれたんじゃ、亜相様がじゃぞ、嬉しかったわ」


「……」


「困った事が有れば何時でも頼ってくれば良い、何時でも力になると言ってくれた。それだけじゃ。でもな、分かるんじゃ。亜相様は俺を誘っているとな。そして亜相様の下でなら俺は満足して働ける事も分かっとるんじゃ」


兄が首を横に振っている。


「じゃがのう……、俺は亡き殿様の御恩を仇で返したくないんじゃ……。如何したら良いかのう」


「……」


「なんで侍になったかのう、百姓で満足しておればこんな想いはせなんだのに……、俺は本当に阿呆じゃ……」


兄がポロポロと涙を零した。


「阿呆などではありませぬ！」







    
  
  




気が付けば兄の手を握りしめていた。


「迷われるのは当然の事、むしろ迷わねばそれは人ではありますまい。兄上はやはり某の誇りです」


「小一郎様の仰る通りです。私もそう思います」


私と義姉の言葉に兄が嗚咽を漏らした。


「済まんのう、済まん」


「謝られる事など何も有りませぬぞ、兄上。兄上がどのような決断をされようと某は付いていきます」


「小一郎……」


兄が顔をクシャクシャにした。


「止めても無駄ですぞ。某の喜びは兄上と共に在るのです。〝小一郎、やったわ〟と仰られて顔をクシャクシャにする兄上が好きなのです。付いていきます」


「小一郎様だけでは有りませぬ、私も付いていきます」


「お寧……」


兄が〝済まん、済まん〟と言いながら咽び泣いた。兄が好きだ。陽気な兄、野心家の兄、弱い兄、みな好きだ。好きなのだ。気が付けば私も義姉も泣いていた。


「なあに、いざとなったら百姓に戻りましょう。その時は某が米の作り方から野菜の作り方まで教えて差し上げます。それで良いでは有りませぬか、元に戻るだけの事です」


「そうじゃのう、そうじゃのう」


兄が笑った、私が笑った、義姉が笑った。皆泣きながら笑った。嬉しかった。ただ無性に嬉しかった。
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〝春齢〟と声をかけると妻が〝はい〟と答えながら傍に寄って来た。


「如何なされました」


傍に座った妻がニコニコと笑いながら私を見ている。


「亜相から文が届いた。土佐の少将が隠居したとの事だ」


妻が眼を瞠って〝まあ〟と声を上げた。


「少将の後は嫡男の内政が継ぐ。長宗我部も代替わりして亜相に服属した。漸く土佐も落ち着きそうでおじゃるの」


「宜しゅうございました」


妻がしんみりとした口調で言った。先程までの笑みは無い。土佐一条家が長宗我部家に押されていると知って朽木家に援助を頼もうと言ったのは妻だった。もう十年近く前の事になる。それ以来、土佐一条家の事は妻にとってもっとも気がかりな存在であった。


亜相から援助を受けながらも少将は何かと妻の実家である大友家のために動こうとした。足元が危ういと忠告しても東土佐の長宗我部を軽視し伊予に出たがった。そこには自分の名を天下に轟かせたい、自分を認めさせたいという虚栄心が有った。それには土佐の片隅で戦をするよりも大友と共に大きな戦に参加するべきだという思いが有ったのだろう。そんな少将は我ら夫婦にとっては頭痛の種で有った。いや亜相にとっても頭痛の種であっただろう。何度あの男が居なければと思った事か……。


「ホッとしたな」


「はい、……あっという間でございましたね」


「ああ、あっという間でおじゃった」


これまで亜相は畿内、山陽、山陰で戦ってきた。その間、土佐の事は一条少将への援助だけで直接の介入は控えてきた。だが毛利が降伏した事で余裕が出来た。介入を決めた後はあっという間に土佐の状況は変わった。それだけ亜相の力は大きいのだ。


「漸く一息吐けそうじゃ」


「はい」


土佐が落ち着く。土佐一条家が安定すれば京の本家との交流も密なものになるだろう。土佐の材木、琉球との海外貿易で得た珍しい品、見返りは官位等での優遇。朽木家以外にも頼れる存在になる筈だ。


「土佐の件では亜相には随分と苦労をかけた」


「左様でございますね。もっとも利も得た筈でございます」


「それなら良いが……」


妻が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。


「この正月、朽木家からは朝廷に砂糖が献上されたと聞きました。あれは琉球との交易で得たものでございましょう」


「そうでおじゃろうな」


「ならばその何倍もの利を砂糖で得た筈でございます」


「そなたは利に敏い」


また妻が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。


「朽木の従兄と文を交わしていますと自然と利に敏くなりまする。幼い頃は朽木とは余程に豊かで広い領地を持っているのだろうと思いましたが八千石の小領主だと聞いて混乱した覚えが有ります」


「嫁になりたいと思ったのでおじゃろう？」


「はい」


三度妻が〝ほほほほほほ〟と笑い声を上げた。屈託のない表情だ。今に十分満足しているのだろう。だから嫉妬をせずに済む。私も声を合わせて笑った。


「何時頃御戻りになられるのでしょう」


「大友と竜造寺、島津の争いを収めると文には書いてあった。今しばらくは土佐に居るらしい。土佐の空は青くて美しいと書いてあった。土佐の風景を楽しんでいるのやもしれぬ」


「まあ」


「もっとも譲位の件も有る。夏前には戻って来ような」


〝左様でございますね〟と言って妻が頷いた。
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「曽衣にございまする。お呼びと伺いましたが何用にございましょうか？」


声をかけると新たに御所となられた一条右京大夫内政様が〝うむ〟と頷かれた。左右には入江左近将監春則殿、土居伊豆守家通殿、安並和泉守直敏殿、羽生丹波守道成殿、為松若狭守直行殿が居る。ふむ、厳しい表情ではないが和んだ表情でもない。


「曽衣よ、そなたに頼みたい事が有る」


「はて、頼みたい事とは？」


「実はな、近江亜相様の傍に居て欲しいのだが」


「亜相様の御傍にでございますか？」


問い返すと御所様が頷かれた。良く分からぬな、御傍にとは一体……。訝しんでいると土井伊豆守殿が〝飛鳥井殿〟と声をかけてきた。


「御傍にというのは亜相様にお仕えして欲しいという事でござる」


「なんと！」


「驚かれるのは尤もにござる。しかし某の話をお聞き頂きたい。長宗我部家が降伏して一条家は敵に狙われる事は無くなり申した。少将様は隠居なされ御家は安泰、真に目出度い限りにござる。しかし長宗我部家は滅んだわけでは無い。一条家と共に土佐を二分する存在として東土佐に在る」


「如何にも」


相槌を打つと伊豆守殿が頷かれた。


「長宗我部家の当主、弥三郎英親様は亜相様より一字を頂き綱親と改名成された。これ以後は朽木家に逆らわぬ、いや積極的に協力していくという姿勢を見せており申す」


「……」


「それに対して当家は如何でござろう？　先代の少将様が亜相様に協力的なら良かった。だが実際には親大友の姿勢を示し亜相様にとっては長宗我部同様頭の痛い存在でござったろう。亜相様の一条家への感情は決して好意的なものではござるまい。京の御本家と飛鳥井家の繋がりが有るからご配慮下されるがそうでなければ滅ぼされていたとしてもおかしくはない、そうは思われませぬか？」


否定は出来ない。〝かもしれませぬな〟と答えた。それにしても伊豆守殿は相当に先代の御所様を嫌っているな。口にした時は不愉快そうであった。もっともそれは他の方々も程度の差は有れ同じだが……。


「御所様は今、長宗我部家が親朽木の姿勢を明確に示している時、一条家がこのままで良いのかと不安をお持ちでござる」


「なるほど、それでこの曽衣を亜相様の御傍にと？」


上座に視線を向けると御所様が頷かれた。


「亜相様に仕えそのお役に立って欲しい。そして亜相様の御信任を得、亜相様が何を考えているかをこちらに報せて欲しいのだ。父上は亜相様よりも宗麟殿を重視した。宗麟殿が舅である事も一因では有るが一条家が領する西土佐は九州に近い。その事も影響していると思う。我らは父上の犯した過ちを繰り返してはならぬ。亜相様が天下を制しようとしている今、亜相様の動きを正確に知る事が必要だ」


「確かに」


「亜相様が天下統一を目指すのであれば必ず九州にも手を伸ばす筈だ。現に今も大友、龍造寺、島津の仲裁をしようとしているがそれで九州が落ち着くとも思えぬ。先に言ったが西土佐は九州に近い、それだけに九州遠征となれば一条家に出兵の要請が有るのは間違いない。その時に長宗我部に後れを取るような事が有ってはならぬ」


なるほど、御所様と長宗我部弥三郎様は同年代で有ったな。御所様の方が確か二つか三つ御年上の筈。相当に意識しておられる。


「そなたは飛鳥井家の者でもある。そちらからは京の朝廷の情報を得られよう。頼む」


「分かりました。亜相様にお仕え致しましょう」


答えると御所様が満足そうに頷かれた。


「この一条家での待遇はこれまで通りだ、変わる事は無い」


「はっ」


これで終わりかと思っていると御所様が言い辛そうに〝それとな〟と仰られた。


「父上が九州へ行く。宗麟殿の所に行くようだがもしかすると宗麟殿の援助で今一度土佐一条家の当主に返り咲こうとするかもしれぬ」


「まさか！　御隠居様は隠居する事に納得されたのではございませぬか？」


問い掛けると御所様がお辛そうな御顔をされた。


「私もそう思う。いや、そう思いたい。だが伊豆守達は危うんでいる。私もそれを否定出来ぬ」


伊豆守達？　思わず伊豆守殿、左近将監殿、和泉守殿、丹波守殿、若狭守殿を見た。皆、視線を逸らす事無く私を見返してきた。


「飛鳥井殿、御不審は尤もにござる。隠居の事、先代の御所様は御納得成された。しかし不愉快、不本意であった事は間違いない。そうではないかな？」


「……」


和泉守殿が問い掛けてきた。その通りだ、不愉快、不本意では有っただろう。しかし……。


「今の御隠居様に野心は無いのかもしれぬ。この土佐が居辛く、ただ心安らかに過ごす地を求めて豊後に行った。御貴殿はそう思っておられよう。某もそう思いたい。だが唆されれば如何であろう？」


「唆す？」


問い返すと和泉守殿が、いや御所様を除く皆が頷いた。


「飛鳥井殿、宗麟様が御隠居様を唆す。有り得ぬと言えようか？」


「……」


和泉守殿の懸念、有り得ぬとは言えぬ。なるほど、皆が恐れているのはそれか。


「元々御隠居様が親大友の動きを成されたのもあの御方に煽てられての事であった。伴天連達に操られるようになったのもあの御方が引き合わせたからじゃ。碌な事をせぬわ！」


吐き捨てたのは伊豆守殿だった。伊豆守殿の父、宗珊殿は懸命に先代の御所様を御支えになられた。最後は腹を切って諫言なされたが無視された。伊豆守殿の怒りは先代の御所様よりも宗麟様に強いのかもしれぬ。和泉守殿が伊豆守殿を〝まあまあ〟と抑えられた。一座に笑いが起きた。伊豆守殿もバツが悪そうにしている。和泉守殿が私を見た。


「飛鳥井殿、今の大友は耳川の戦いで大敗し少しでも味方が欲しい時でござろう。一条家の兵と鉄砲、宗麟様が簡単に御隠居様の隠居を受け入れようか？」


「亜相様が大友、島津、龍造寺との和睦を試みるとの事。上手く行けば受け入れるのでは有りませぬかな？」


答えると和泉守殿が首を横に振った。


「そうなればよろしい。だがそうならなければ一条家はまた混乱する事になる」


「……」


〝曽衣〟と御所様が声をかけてこられた。沈痛な表情をされている。


「万一の場合は父上の御命を奪う事も考えなければなるまい」


「御所様！」


「これ以上宗麟殿と父上の我儘に振り回される事を望んでいる者は一条家には居らぬのだ。分かってくれ、曽衣」


「……」


「その時はそなたに亜相様へのとりなしを頼む事になるだろう」


「……分かりました。何処までお役に立てるかは分かりませぬが微力を尽くしまする。ですが御所様、短慮はなりませぬぞ」


御所様が頷かれた。もう二度と土佐には戻れぬかもしれぬな……。
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「やれやれよ、役に立たぬわ」


文を読み終わると主君宗麟様が渋い表情で吐き捨てた。


「如何なされましたか？」


問い掛けるとチラッとこちらを見た。


「朽木の使者が持ってきた文よ。一条少将が隠居したそうじゃ。いや、隠居に追い込まれたと言うべきかな……。家臣達の反発が酷くてどうにもならなかったらしい」


「左様でございますか」


宗麟様が面白くなさそうに頷かれた。宗麟様も家臣達を抑えるのには苦労しておいでだ。思うところはお有りだろう。


「これでは一条家への影響力など無きに等しかろう。一条の兵力を当てには出来ぬようだ」


「……」


宗麟様が苦笑を漏らされた。


「もっともこれまでも役には立っておらぬの。朽木から援助を引き出してみせる、それを使えば毛利など容易く打ち破れると豪語していたが……」


朽木は決して一条少将が毛利と戦う事を許さなかった。何度か一条少将を伊予方面に引き摺り込もうとしたが上手く行かなかった。朽木は全くと言って良いほど一条少将を信じていなかったのだろう。


「同じ娘婿でも民部大輔、そなたとは随分と違うの。せめて少将がそなたの半分も役に立ってくれれば娘をくれてやった甲斐も有るというものだが……」


「過分な御言葉、畏れ入りまする」


頭を下げると宗麟様が満足そうに頷かれた。決して義父、舅と思ってはならぬ。馴れを見せれば御怒りを買うだろう。


「少将様はこの後は如何なされるのでございましょう？」


「ここへ来るらしい。土佐では居辛いらしいの」


「左様でございますか」


追放された様なものと仰られていたのはその所為か。


「もしかすると儂の力を当てにしているのかもしれぬが朽木からは土佐一条家が混乱するような事はするなと釘を刺してきた」


「……」


不愉快そうな表情だ。朽木には相当に不満がお有りだ。元は近江の国人、清和源氏の血を引き九州探題である大友家とは格が違うという思いが有る。それに九州の毛利領も大友に寄越さなかった。協力体制にはあるが同盟は結んでいないという事だろう。或いは毛利は独力で下したという自負が有るのか。……朽木基綱、なかなかに厳しい男のようだ。


「如何なされますか？」


暗にそれを受け入れるのかと問い掛けると宗麟様が口元に力を入れるのが分かった。さて……。


「朽木は大友と龍造寺、島津の仲裁をすると言ってきている。上手く行けば時を稼げよう」


「左様でございますな。今は態勢を整えるために時が必要でございます」


答えると宗麟様が頷かれた。


耳川の戦いで大友家は多くの将兵を失った。それ以来宗麟様への批判も大きく領内は落ち着かぬ。龍造寺、島津と戦える状況には無いというのが実情だ。ここで和が成立するなら効果は大きい。それにこの交渉は伴天連達の交渉によるもの。となれば伴天連達に何かと反発する者達も少しは考えを改めよう。宗麟様が伴天連達に肩入れし過ぎるという批判も少しは収まる筈だ……。
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大平寺の縁台から見る土佐の空は青く澄み渡っていた。


「主税、今日は良い天気だな」


「はい、昨日の雨が嘘の様です」


幼馴染の主税と縁台でのんびりと寛いでいる。まったりするわ。


「ここは近江に比べれば大分暖かいな」


「真に」


朽木主税が空を見上げてから頷いた。土佐という国は雨も良く降るが晴れる時はからりと晴れる。おまけに海沿いの土地は霜が降りないと聞く。近江に比べればかなり暖かいと思う。


土佐には海も有れば四万十川という川も有る。極めて漁業が盛んだ。この寺でも俺のために魚を用意してくれる。土佐に来てからは魚を食べない日は殆ど無い。台風の被害が結構有ると聞くが必ずしも暮らし辛い土地じゃない。畿内と琉球の交易の中継点でもある事を考えれば繁栄し易い立地条件が整っている。一条家だけじゃないな、長宗我部家にも琉球に船を出させよう。それによって米だけではない、交易による収入も生じる。戦をせずとも豊かになれると分かれば長宗我部家も安定する筈だ。三好も誘おう、島津への牽制にもなる。


「こんな日は釣りでも行きたい気分だ」


主税がクスクスと笑い出した。







    
  
  




「四万十川に行かれますか？　なかなか獲物が豊富と聞き及びます」


「そうもいくまい。ここは近江ではないのだ」


「不自由になりましたなあ。昔は安曇川で釣りを楽しみました。懐かしゅうございます」


「そうだな、鰍かじかを良く釣った」


主税が頷いた。俺も主税も如何いうわけか鰍ばかり釣っていた。まあ味は良いんだが余り大きくない。そういう意味では自慢出来る釣果は殆ど無かった。そんな俺達に比べると御爺は釣りが上手かった。山女魚、岩魚、鮎を釣り上げていた。


「御屋形様、曽衣様が」


主税の視線の先を見ると曽衣、かつては飛鳥井雅量と名乗った男が近付いて来た。幾つ位だろう？　六十を越えているように見えるが或いは七十に近いのだろうか？　朝廷に仕え従四位下左近衛少将の地位にあったが戦乱を避け土佐に下向した。この世界で一条氏が生き残った理由の一つがこの男の存在に有るだろう。曽衣が俺の前に近付くと深々と平伏した。


飛鳥井の一族だし従四位下左近衛少将の地位にあった男だ。粗略な扱いは出来ない。笑顔で迎えた。


「如何されたかな、曽衣殿」


「実はお願いがございまして」


「ほう」


願い？　何だろう、官位を上げて欲しいとかかな。死ぬ前に三位になりたい、口添えをしてくれとか言うのだろうか？　三位と四位じゃ天地の違いだ、有り得ない話じゃない。


「亜相様の御側で仕える事を御許し頂きたいのですが」


「俺に仕えると？」


「はい」


「如何いう事かな？　飛鳥井家は一条家では御一門衆として扱われていると思ったが」


土佐一条家には御一門衆と呼ばれる家が有る。飛鳥井家は東小路氏、西小路氏、入江氏、白河氏と共に御一門衆として扱われているから一条家では名門中の名門だ。待遇に不満が有るとも思えない。今更俺に仕える？　そんな必要は無い筈なんだが……。


「土佐は田舎でしてな。どうしても畿内の動きからは遅れがちでございます。これから先、一条家は亜相様に従いまするが亜相様の御側に誰かが居た方が良かろうと……」


「なるほど」


土佐一条家と朽木家の関係を密にするためか。長宗我部家が朽木に降伏し臣従した事で長宗我部家は一条家にとって敵では無く競争相手になった。一条家は何度も俺に迷惑をかけている。この辺りで心証を良くしておこう、長宗我部家の下になりたくないと考えたのかもしれない。土佐一条家当主、内政は強い危機感を抱いているらしい。


「こちらとしては異存ないが右京大夫殿は宜しいのかな？　傍に頼りになる人物に居て欲しい筈だが」


一条内政は十九歳、従五位下右京大夫の地位にある。流石、戦国三国司だよな。若くてもそれなりのものだ。


「御所様から頼まれまして」


「そうか」


もしかすると煙たいのかな？　飛鳥井が朽木の力を背景に一条家で力を振るうのを怖れたか？　或いは一条家で力を振るうには朽木と密接に繋がる事が必要だと思ったか？　後で伊賀衆に確認させた方が良いかもしれん。異存は無い、受け入れる事を伝えると嬉しそうに一礼して去って行った。綾ママと飛鳥井の伯父に知らせておこう。喜んでくれるかな？


一条左近衛少将兼定は隠居した。隠居を勧めた時、最初は激怒して拒絶した。だが家臣、国人衆達は皆が少将の隠居に諸手を挙げて賛成した。少将は家臣、国人衆達を罵倒したが少将が当主では一条家の混乱は収まらない。混乱が収まらなければ息子の内政が一条家を継ぐ事も難しくなるだろう。その場合は京の本家から養子を迎える事になると告げるとぶつくさ言いながらも隠居に同意した。息子に継がせたいという想いも有るのだろうが京の右大臣が嫌いらしい。土佐一条家を乗っ取られるのは避けたいようだ。


少将には以後は一条家の政に関わらないと起請文を書かせた。そして隠居料として二千石が与えられる。土佐半国、十万石程の一条家の中では二千石は決して小さくない。少将もその点については満足したようだ。そして今回騒動を起こした家臣、国人衆にも以後は内政に隔意無く仕える事を誓う起請文を書かせた。ここから先は内政が如何いう政をするかだ。俺としては上手くやってくれとしか言いようがない。


内紛を片付けた後は中村御所の近くにある太平寺という寺に移った。臨済宗の寺で今から二百年ほど前に建てられたらしい。この寺、ちょっと変わっている。主税も妙な寺だと頻りに言う。土塀に三角形の矢狭間が設けられているのだ。矢狭間というのは城壁や櫓などに開けた矢を射るための穴だから寺には全く相応しくないと言える。


当然だが太平寺に最初から矢狭間が有ったわけではない。矢狭間を土塀に設けたのは一条房基、今回隠居した一条兼定の父親だ。房基は大平寺を非常時の避難場所として、中村御所南方の防衛拠点として利用する事を考え防御を強化したらしい。寺にとっては戦に巻き込まれる事になるのだ、迷惑な話だっただろうと思う。


隠居した少将は九州に行くと言っている。舅である大友宗麟に傷心を慰めて貰うのだろう。慰めなら良いが土佐への復帰等と考えられては困る。宗麟には土佐を混乱させるような事はするなと俺から使者を出す事にした。息子の内政は少将の最初の妻、宇都宮氏の女が母親だから宗麟にしてみれば土佐一条家に対する影響力が小さくなると不本意ではあるだろう。宗麟が納得してくれれば良いんだが……。待てよ、曽衣が俺の傍に来るのはその時の為かな？　俺の力で大友を抑えようという事かもしれん。


まあ宗麟が動くにしても先ではあるだろう。今現在、土佐には朽木家の軍船が集結しつつある。島津に攻め込むという姿勢を見せているのだ。大友、龍造寺もこちらに同調しつつある。龍造寺は肥後、大友は日向方面で動こうとしている。島津は明らかに包囲されつつある。さて、どうなるか。そろそろ島津から使者が来ても良い頃なんだがな。


やはり安芸での騒乱が上手く行き優位に立ってから交渉をと考えているのだろうな。土佐に入り長宗我部を降した直後から九州では顕如が動き出した、安芸では一向門徒達が蠢き出したという報告が届いている。島津から、或いは義昭からの依頼だろう。だが上手く行くとは思えん。安芸の明智十兵衛は油断していない。それに十兵衛には後詰も有る。安芸の一向一揆が俺の足を引っ張ると思っているなら無駄だ。誓約を破った以上門徒衆は地獄を見る事に成る。そして遅くなればなるほど大友、龍造寺、朽木による島津包囲網が厳しくなる。


俺の留守の間に東海、関東、奥州ではそれなりに動きが有った。先ず東海では織田三七郎信孝が織田三介信意に殺された。ようやく織田家の後継者が一本化されたわけだ。しかしなあ、アホで不覚人と言われた三介が跡取りだ。家臣や国人衆も納得はするまい。当分織田家は揺れるだろう。


弥五郎は美濃稲葉山城の城主織田三十郎を排除するようにと八門に指示を出した。爺様連中に激しく尻を叩かれたらしい。弥五郎から届いた文には困惑と怯えが有った。自分の処置が正しいのか、自分の決断が何をもたらすのか、不安を感じているらしい。一つ一つ、経験を積んでいく。そして慣れる、いや麻痺するのか。それまでに潰れなければ良いのだが……。良くやったと返事を出した、頑張って欲しいものだ。現代ならば児童虐待とか言われそうな世の中だ。生きるのは難しいよ。


関東では上杉景勝が関東の国人衆を集め鎌倉の鶴岡八幡宮で関東管領就任の報告を行った。十万近い兵が集まったらしい。そして小田原城を囲んだが四月の終わりには囲いを解いて越後に帰還したようだ。家康は小田原城に籠って凌いだが今後は上杉と戦う事に成る。甲斐守任官は余り意味が無かったな。


三介は如何するかな？　徳川を攻めるのか、盟約を強化するのか、三十郎をどう扱うか、そして美濃三人衆を如何するのか。難問山積みだ。徳川との盟約を強化する事は無いだろう。徳川との盟約強化は上杉への敵対にもなる。メリットよりもデメリットの方が多いと理解するはずだ。となれば徳川討伐の出兵だな。しかし三十郎、三人衆を放置して出兵出来るのか。三介の当主としての力量が試される事に成る。


家康は二大強国を敵に回したわけだ。生き残れるかな？　可能性は有る。上杉は越後に戻った。敵は織田だけになる。野戦で決定的な勝利を得られなくても引き分けに持ち込めば三介は頼りないと周囲に印象付けられる。駿河から遠江に調略を仕掛けて国人衆の寝返りを期待出来るだろう。となると徳川よりも先に織田が潰れるかもしれん。美濃攻めを急ごう。


奥州では蘆名盛氏が死んだ。蘆名氏を興隆させた人物だ。盛氏の死は蘆名氏だけじゃない、奥州にも大きな影響を与えるだろう。これまで奥州は蘆名、伊達の協力体制で動いていたがそこにも影響は出る筈だ。混乱するかな？　混乱すればその混乱の中から伊達政宗が出て来る事になる。奥州はこれからが戦国時代の佳境に入るだろう。






天正四年（一五八〇年）　五月下旬　　　薩摩国鹿児島郡　　内城　　顕如






「唯順は御上人様の命だと言って兵を動かしております」


「馬鹿な！　どういう事だ！　刑部卿。何故唯順は兵を起こす！　動くな、朽木の法に従えと命じた筈だぞ！」


気が付けば立ち上がって叫んでいた。


「唯順からの文には御上人様の命に従ったと」


「何？」


刑部卿の顔を見た。刑部卿が〝これを〟と言って懐から文を取り出した。受け取って文を読む。文には私の命に従って兵を挙げると書いてあった。どういう事だ？　唯順の独断ではないのか？


「何者かが御上人様の名を使ったものと思われます」


「……教如、か……。しかし教如の独断か？」


「今、健吾様がそれを確認しておりまする」


あの愚か者が……。何故に……。おそらくは公方、幕臣達に唆されたのであろうが……。


「刑部卿、唯順は勝てると思うか？」


刑部卿が首を横に振った。


「……勝てるとは思えませぬ」


「そうだな、負ける。おそらくは悲惨な事になるだろう」


「はい」


唯順は朽木に敵対したのではない、欺いたのだ。その報復は当然だが苛烈なものになるだろう。おそらくは根切り……。安芸は一向門徒の死体で埋め尽くされる事になる。


「安芸の門徒だけでは無いな。我ら一向門徒、もう許される事は有るまい」


「……」


「このまま朽木の支配下で安芸門徒が何事も無く生きる。さすれば朽木に対して和睦の打診になるのではないか、門徒達に対しても朽木を恐れる事は無いのだという説得の材料になると思ったのだが……」


刑部卿が項垂れている。やはりどうにもならぬか。手が有るなら刑部卿は私に意見した筈だ。それが項垂れている……。


スッと戸が開いて健吾が入って来た。表情が暗い、立っている私の前で座った。立っていても仕方がないか。腰を下ろした。


「刑部卿から話は聞いた。如何であった？　私の名を騙ったのは教如か？」


健吾は沈痛な表情で頷いた。


「公方様に頼まれたと言っておりました。おそらく御上人様が動かぬので教如様に声を掛けたのでしょう」


「そうか……」


朽木が土佐に出兵する。その隙を突いて安芸で一向門徒が挙兵する。毛利を動かせば簡単に安芸は朽木から奪い返せる。そして島津が北上し毛利と共に大友を挟撃する。大友を降せば龍造寺もこちらに付く、そう言っていたが……。笑止な事よ、安芸を捨てた毛利が今更動く筈が有るまい。それに朽木基綱、百戦錬磨とはあの男の為に有る様な言葉だ。そのような策の通用する相手では無いわ。安芸には十分な対処をしているだろう。


「教如様は今こそ一向門徒の力を示すべきだと。このままでは島津家でも肩身が狭い思いをするだけだと」


「愚かな……」


教如あれを操るのは簡単であっただろうな。公方も拍子抜けしたかもしれぬ。思わず苦笑が漏れた。


「如何なさいます？」


刑部卿が問い掛けて来た。


「……」


「御上人様の名を騙って唯順に兵を起こさせた事、許せる事では有りませぬ。此処へ呼びまするか？」


呼べば私は教如を殺すだろうな……。


「それには及ばぬ」


刑部卿と健吾が〝御上人様〟と声を上げた。


「統制がとれぬか？　教如を此処へ呼べば私は教如を殺すだろう。それでは意味が無い」


二人が顔を見合わせた。二人は私が教如を殺す事を望んだのかもしれない。


「教如にはこの一件の顛末を見届けさせる。安芸の門徒達がどうなるか、いやどんな死に様を迎えるかをな。それが教如への罰となるだろう。今教如を殺すのは赦す様な物だ。私はそこまで優しくは無い」


「……」


刑部卿と健吾が蒼白になっている。


「健吾、今の言葉を教如に伝えてくれ」


「はい」


健吾が立ち上がり部屋を出て行った。さて、これからどうするか、考えなければならぬ……。







肥前の熊


天正四年（一五八〇年）　六月上旬　　　肥前国杵島郡堤村　　須古城　　鍋島信生






「殿、孫四郎にございまする。お呼びと伺いましたが？」


「うむ、呼んだ。そこでは遠い。もそっと近う」


主、龍造寺山城守隆信様が扇子で手招きした。少し前に出た。


「もそっと。孫四郎、遠慮は要らぬ」


「はっ」


殿の傍近くまで進んだ。殿は扇子で掌を叩き満足そうにしている。最近の主は我ら家臣が畏まる様な素振りを見せぬと不機嫌になる。大領の主に相応しい威儀を整えようという事らしい。注意せねばならん。


「島津が慌てておるの」


「左様でございますか」


「安芸の一向門徒だが起ち上がったは良いが先が見えておる。もう直ぐ根切りじゃな」


「はて、安芸の一揆勢は総勢二万、吉田郡山城を奪い立て籠もったと聞き及びます。朽木権大納言様が土佐に居る以上そう簡単に一揆勢が片付くとは思えませぬが……」


首を傾げると殿が満足そうに笑い声を上げた。


「孫四郎は知らぬと見える。あれは朽木がわざと取らせたのよ。一揆の者共、あの城に籠れば朽木を慌てさせる事が出来ると考えたらしい。なかなか堅固な城らしいからの、尼子の攻撃も凌いだと聞く」


「某もそのように聞いております」


殿がまた笑い声を上げた。


「だが朽木の方が一枚上手よ。城には兵糧が無かった。今頃門徒共は空きっ腹を抱えていよう。いや抱えているのは頭かな？」


「なんと！　一揆勢は兵糧が無い事に気付かなかったので」


知っていたが知らぬ振りをすると殿が三度声を上げて笑った。眼の下に弛たるみが有る、それに目が充血している。最近酒と女が過ぎると聞いている。多少胴回りも太くなったような……。


「米俵は有ったそうだが中に入っていたのは土くれだった。門徒共は騙されたのよ」


「それは……」


絶句する振りをすると殿がまた御笑いになった。上機嫌だ、可笑しいのは島津の苦衷か、それとも安芸の一向門徒の間抜けさか、或いは私の驚いた顔か。


満足そうな顔をしている。最近の殿は猜疑心が強くなったような気がする。身を保つためには多少疎い所を見せておかねば……。有能ではあるが抜けたところのある男。危険を感じる事の無い男。欲が少なく無防備な男、殺すよりも傍に置いて使った方が得だと思える男、そうならなければならん。そうでなければ……、危うい、危うい。


「兵糧の無い城に二万もの一揆勢が立て籠もっておる。その城を朽木勢五万が隙間無く囲んでいるわ。朽木勢はこれから更に増え一揆勢は日に日に痩せ細って行く。朽木は一向門徒に厳しいからの、まして一揆勢は朽木を騙したのだ、容赦はするまい。あの者共は地獄の苦しみを味わう事になる。飢かつえ殺しじゃ、怖いものよ」


上機嫌であった殿が真顔になった。殿も朽木の怖さを実感したのであろう。


「真に。殿の仰られる通り朽木は一揆に容赦しませぬ。島津も当てが外れましたな」


「うむ」


今頃顕如は顔を強張らせ、蒼褪めているだろう。一揆勢二万、その中には女子供もいる。吉田郡山城内は殿の申された通り、飢餓地獄になる。


「毛利は如何で。あそこも門徒が多いと聞きます。一揆勢が助けを求める、或いは苦境を見兼ねて動くと言う事は有りませぬか」


「無かろう、動けば滅ぶだけだ。それが分からぬとも思えぬ」


確かにその通りだ。朽木は周到に準備していた。当然だが毛利に対しても油断は有るまい。毛利もその辺りは理解していよう。今、朽木の恐ろしさをひしひしと感じているのは島津よりも毛利かもしれぬ。


「では為す術無しという事で？」


「うむ、土佐の宿毛すくも湾には朽木の水軍が続々と集まっていると聞く。直に島津も音を上げようの」


朽木の動きに合わせて大友が日向方面に兵を展開し龍造寺は御嫡男太郎四郎様が肥後方面に兵を出している。島津は三方から囲まれた。


「如何いう形で収まりましょう？」


「まあ朽木の狙いは琉球だからな、そちらの方は島津を押さえ付けよう。だが他はあまり厳しくはなるまい。精々龍造寺、大友、島津の三家で和睦と言ったところであろう。悪くない、龍造寺は大友、島津と対等と言う事よ。和睦が成れば皆の龍造寺を見る目も変わろう」


「真に」


朽木の斡旋での和睦、つまり中央は龍造寺、大友、島津を対等と見ていると言う事。肥前の一国人領主に過ぎなかった龍造寺が大友、島津と肩を並べるのだ。これは大きい。


「大友も不満は有ろうが時を稼げるのだ、納得する筈。ただ、和睦は長続きはするまいな」


その通りだ、長続きはせぬ。二年か、三年か……。だが劣勢の大友にとっては大きな恵みであろう。


「大友が態勢を立て直すのは面白くない。だが簡単には行くまい。いざとなれば調略で掻き回す事も出来る。あそこは内の纏まりが悪いからの。それよりも島津の勢いに歯止めをかける事が出来るのが大きい。朽木がぴしゃりと抑えてくれよう」


殿が扇子で叩くような仕種をした。


「少しは大人しくなろうよ。これを機にこちらも内を固めぬとな。大きくなる事にかまけ過ぎて些か内を固める事を疎かにしたわ」


「はい」


「先ずは柳川を何とかせねばならん」


殿が目を細められ扇子で掌を打ち始めた。柳川城の蒲池かばち民部大輔みんぶたゆうか。島津に近付く気配を見せているが此度の事で思い直すかもしれんな……。






天正四年（一五八〇年）　六月中旬　　　土佐国幡多郡中村　　太平寺　　朽木基綱






「島津修理大夫義久が家臣、伊集院掃部助かもんのすけ忠棟ただむねにございまする」


大柄な男が平伏している。男は薩摩弁を使わなかった。ゆっくりとだが普通の言葉を使った。他国と交渉する事が多いのかもしれない。伊集院掃部助、三十代後半から四十代前半くらいか。働き盛りだな。島津家で重臣として重んじられている男らしい。目、鼻、口が大きい、大振りな顔立ちの男だ。朽木の家臣達も列席しているが薩摩の人間を見るのは初めてだ。皆興味津々といった様子で掃部助を見ている。


「うむ、御苦労だな、掃部助。朽木権大納言基綱だ。用件は何かな？」


「はっ。主、修理大夫は権大納言様が島津に攻めかかるのではないかと懸念を抱いております。当家と朽木家はこれまで格別の友誼は有りませぬが諍いも有りませぬ。これは如何した事か、何か誤解が有るのではないかと」


「ほう、修理大夫殿には心当たりがないか」


「はっ、これは良からぬ者が当家と権大納言様を争わせようとしているのではないかと懸念しておりまする」


要するに島津は悪い事をしていません。何で朽木は攻めて来るの？　誰か悪い奴に騙されているんじゃないの？　そんなところか。島津は俺が琉球を重視していると知らないのかな？　或いは知っていても出兵の名目は大友救援と見たのかもしれん。となると悪い奴と言うのは大友だな。俺が大友を援けるためと言えば大友は神社仏閣を壊す悪い奴だから信じてはいけません、長宗我部を唆したのは義昭で島津は知りませんとでも言うのだろう。わざわざその手に乗る事は無いな。


「訳が有ってこうして兵を集めている。修理大夫殿は琉球に随分と無理難題を言っているそうだな」


「琉球でござおいもすか？」


おいおい、薩摩弁になっているぞ。おまけにアクセントもちょっと変だ。主税や源五郎は初めて聞くのだろう。目をぱちくりしている。掃部助がバツの悪そうな様子を見せた。


「失礼をば致しました。琉球は島津家が幕府より領有を認められた国でございます。これは島津の領内の事、権大納言様には御口出しは御控え頂きとうございまする」


「受け入れられんな、そんなものは」


睨んでも無駄だぞ。


「薩摩は九州の片隅に有るからな、修理大夫殿は知らんのだろう。幕府等という物は存在せぬぞ。幕府より領有を認められたと言うがその幕府が無いのだ、理由にならん。琉球が島津の物だと言うなら天下人にそれを訴えて認めさせるしかあるまい」


「天下人とは」


分かっているだろう。


「俺だ」


「しかし征夷大将軍は足利義昭公でございます」


「その気になれば何時でも解任出来るな」


「……」


掃部助が押し黙った。この男も分かっている筈だ、義昭に有るのは征夷大将軍と言う名前だけで実は無い事を。島津はその名前だけを利用している。そして俺は天下人の実を持っているのだ。


「なあ掃部助。今回大友と龍造寺が和を結んだ。斡旋したのは俺だ。義昭公は頻りに龍造寺を口説いていたようだが龍造寺はそれには従わなかった。分かるか？　龍造寺は義昭公よりも俺を重く見たのだ」


「……」


「夏には帝が位を譲られ上皇となられる。その準備をするのは朽木だ。京を押さえ帝を御守りし朝廷を支えるのは朽木なのだ、足利では無い。天下は統一されていないが天下人に限りなく近いのが俺なのだ。俺が認めぬ以上、修理大夫が何を言おうと何の意味も無いぞ。まして足利の権威に縋るなど笑止でしかない。俺は足利の権威など認めておらぬのだ。俺だけではない、朝廷も認めておらぬ」


「島津家の琉球領有を認めぬと仰せられますか？」


その睨むような目付きは止めろ。不愉快だぞ。


「認めぬ。不都合は有るまい、現実に琉球を領有しているわけでは無いのだ。違うか？」


「しかし」


「掃部助、島津が服属する国人衆に如何いう仕置きをするかは島津の自由だ。それにまでけちを付けるような事はせぬ。だが琉球は島津の物ではない、弁わきまえろと言っている」


掃部助が一旦目を伏せ気味にしてから顔を上げた。


「某の一存では」


「答えられぬか？　だが時は無いぞ」


「それは……」


「その方が薩摩に戻り此処に還って来るまでに安芸の門徒が一人残らず飢え死にする」


掃部助の顔が歪んだ。


「吉田郡山城の中で何が起きているか知っているか？」


「飢えに苦しんでいるとは聞いておりまする」


「甘いわ」


掃部助がむっとした。


「怒ったか？　だが怒る前に俺の話を聞け。門徒共は飢え死にした者の屍を奪い合っている、喰う為にな」


「何と、そげんこっが……」


声が震えている。嫌悪か、恐怖か。朽木の家臣達は無表情だ。薩摩弁にも興味を示さない。


「飢えを堪えて抵抗している等と思うなよ。門徒共は何度も降伏を申し出て来たのだ。だが許す事は出来ぬ、拒否している」


「……」


「今は屍を奪い合うだけだがな、その内殺して喰うようになるだろう。喰われたくなければ、死にたくなければ殺して喰うしかないのだ。門徒共の間で殺し合いが始まる事に成る。そうなれば喰う事よりも殺す事が主になるだろう、生き残るためにな」


「なんと……」


シンとした。天気は良いのに寒いわ。


「何故降伏を受け入れませぬので？」


つっかえながら掃部助が問い掛けてきた。俺を見る目には明らかに非難の色が有る。


「二度と政に関わり合わぬとあの者共は誓ったのだ。その誓いを破った、裏切ったのだ。一度裏切った者が二度裏切らぬと言う保証は無い。その方は二万もの裏切り者共を領内に抱える事が出来るか？　その勇気が有るか？」


「……」


「答えよ、掃部助。出来るか？」


掃部助が〝出来ませぬ〟と小さい声で答えた。分かったか？　非難するなら俺じゃなく誓いを破った門徒共と唆そそのかした顕如を非難しろ。


「あの者共が死に絶えれば山陽道を朽木、毛利の大軍が九州に進撃出来る事に成る。そうなれば三好も遅れじと軍を発するであろう。今も三好からは文が来ておる。大友、龍造寺も島津領に攻め込む事に成る。島津は耐えられるか？　北上すれば土佐から俺が攻め込むぞ」


掃部助が顔を強張らせた。はったりだけど効果は覿面だ。今直ぐ中国方面で軍を動かす事は無理だ。毛利家中はざわついている。輝元、元春、隆景の三人は懸命に押さえている。だがそこまでだ、出兵は難しいだろう。時間が必要だ。これが終ったら東海方面に専念しよう、そのためにも安芸の門徒を無力化しなければならん。


「島津は琉球に対して何の権利も所有しない。琉球に対して一切圧力をかけるような事はしない。生き残りたければそれを誓うしかない」


「某に主を説き伏せろと」


「そうだな」


「……承知仕りました、必ずや」


睨むように俺を見ている。気に入らん、だが言った以上説得はするだろう。信用は出来そうだ。


「安芸の門徒共も引き取って貰う」


「それは」


「あの者共は島津のために起ち上がったのだぞ、島津が引き取らなければこのまま死なせる事に成る。見殺しにするのか？　天下にそう公表しても良いのか？　言っておくが俺は退かぬぞ。非難されるのは俺よりも島津になる。良いのか？」


どちらでも良い。見殺しなら島津は面目を失う。受け入れれば島津は領内に顕如を頂点とする一向門徒衆を抱える事に成る。顕如の力が増大し島津はそれを常に頭に入れて行動しなければならない。爆弾を抱えるようなものだ。


「……安芸の門徒を島津で引き取りまする」


「良し、ならば薩摩に戻り修理大夫殿の起請文を持って参れ。安芸の門徒には多少の米を与えるようにする。急げよ、引き延ばしていると判断すれば米の提供は打ち切る」


掃部助が〝はっ〟と言って畏まった。


「畏れながら島津、大友、龍造寺の和睦の儀は如何なりましょう」


「島津が望むなら斡旋しても良い。三者が侵さず侵されず、そういう話でよければだが」


「お願い致しまする」


「分かった」


掃部助が一礼して下がった。ほっとした。これで安芸の門徒共を殺さずに済む。俺だけじゃない、皆も安堵の表情だ。十兵衛達もほっとするだろう。


「御屋形様」


「何だ、左兵衛尉」


「島津が和睦を求めて参りましたが？」


小山田左兵衛尉信茂が小首を傾げている。


「門徒を受け入れれば混乱する。ここは一旦和睦した方が良いと考えたのであろう」


「では、あの男の一存で？」


「そうなるだろうな」


左兵衛尉が頷いた。元々島津が和睦を望んでいたとは思えない。余計な口出しをすると思っていただろう。だが状況が変わった、和睦を受け入れるべきだと判断したのだ。気に入らないがなかなか出来る男だ。


「あの男、島津修理大夫に疎まれましょうな」


だろうな。他人に好かれるタイプには見えなかった。


「琉球の事は受け入れ門徒の事は自分では決められぬと言った方が良かった」


「そうだな。薩摩に戻り修理大夫を説得してから受け入れる。此処に戻る頃には門徒達もかなり減っていよう。それほど脅威にはならぬ筈」


真田源五郎、長沼陣八郎、長左兵衛の会話に皆が頷いた。時間稼ぎをして口減らしか。俺の所の人間は怖い事ばかり考えるよ。


「御屋形様も御人が悪い。あの男を嵌めましたな」


主税がニヤニヤしている。


「人聞きの悪い事を言うな、主税」


「はて、間違っておりましょうか？」


「嵌めたわけでは無い。だが確かにやり過ぎるな。自分に自信が有るのか、或いは修理大夫の信頼を得ていると自負が有るのか。周囲からは疎まれよう」


伊集院掃部助忠棟か。島津家での火種になるかもしれん。伊賀衆に詳しく調べさせよう。


取り敢えず土佐、安芸の問題は片付いたか。琉球には今年出す交易船で使者を送らねばならん。日本に対して使節を送り琉球王が入朝する事を勧める。返事が来るのが来年、上手く行けば良いのだが……。琉球のトップが現実を見る目が有れば良いのだがな。そうであればこちらの申し出を受ける筈だ。理解してくれよ、こっちの思いを。


七月には大体終わるだろう。となると八月の頭には京に戻れるな。譲位に間に合うかな？　ぎりぎりと言ったところか。俺だけ先行して戻るか、それが良いかもしれん。取り敢えず弥五郎、関白殿下にこちらの状況を文で報せよう。後はあの二人で調整だな。







息子


天正四年（一五八〇年）　六月下旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　真田恭






「土佐の方は片付きましたとか」


「ええ、島津との交渉も終わりそうだと御屋形様より文が届きました。直に御戻りになられましょう」


御裏方様がにこやかに答えられた。御屋形様との間には御子が五人、しかも男子がお世継ぎ様を筆頭に四人、落ち着き、貫録、押しも押されもせぬ御裏方様よ。


「では次は京へ？」


「そうなりますね、一度はこちらにお戻りになるかもしれませぬが暫くは槇島城に御滞在になりましょう。こちらに戻られるのは譲位が終わってからでしょうね」


「御屋形様も難儀な。……御裏方様も御寂しゅうございましょう」


「已むを得ませぬ。御屋形様は天下を目指すのですから」


声は平静だったが笑みは寂しげだった。この御方にこれから北条と今川の事を話さなければならない。そして御裏方様の了承を得なければ。なんとも気の重い事……。


「実は今川家、北条家の方々の事でございますが」


御裏方様が頷かれた。


「話は御屋形様より伺っております。御屋形様の御側にどなたかを仕えさせたい、そういう事ですね」


「はい」


ホッとした。御屋形様は御裏方様に御話ししておられた。


「どなたを？」


「はい、今川家からは園姫様を、北条家からは桂姫様をと」


「恭、園姫は……」


御裏方様が形の良い眉を顰められた。


「はい、北条新九郎氏直様の御正室であられました。龍姫様という御子がおられます」


ホウッと息を吐かれた。


「御不快であられましょうか？」


問い掛けると御裏方様が〝いいえ〟と緩やかに首を振られた。


「私も女ですから心穏やかとは言えませぬ。ですが園姫も辛かろうと思ったのです。子の為、家の為と思ってでしょうが……」


「……」


その通りだと思う。今のままでは今川は根無し草、そして龍姫様は有力な身寄りの無い娘になってしまう。それを避けるには園姫様が御屋形様の寵を受けるしかない。


「御許し頂けましょうか？」


「……園姫は確か武田の血を引いてはいませんでしたか？」


「はい、信玄公の御嫡男太郎様の姫君にございます」


「大丈夫だと思いますか？」


御裏方様が不安そうな声を出した。御裏方様も川中島の事を案じている。朽木家が武田家と直接戦った事は無い。だが武田家の衰退から滅亡には朽木家が強く絡んでいるのも事実。どうしてもその事が両家の関係に影を落とす。


「御心配には及びませぬ。園姫様には幼い姫君がおいでです。その方の行末を託すのは御屋形様が一番だという事を理解しておられます。それに今川家には他にも元服前の若君、姫君が居るのです。園姫様はその方々の事も考えておられます」


「それならば良いのですが……」


御裏方様が軽く息を吐かれた。


「悋気りんきでは有りませぬよ、御屋形様に負担をかけたくないのです。大方様が辰と篠を御屋形様の側室に薦められた時、私も雪乃殿もそれに賛成しました。二人が御屋形様を慕っている事も有りましたが身寄りの無い辰と篠には御屋形様の御側の方が幸せになれるだろうと思ったからです」


温井殿、三宅殿と呼ばれているお二方はそれぞれに姫君を儲けられ幸せに暮らしている。御裏方様の判断は間違っていない。


「ですが今になって思えば御屋形様に重荷を背負わせてしまったのではないかと思う時が有ります。世間には御屋形様を厳しいお方、非情なお方と誹そしる者も居ると聞きます。でもそれは政に対してです、御屋形様の本当の姿では有りませぬ。私の知る御屋形様は大らかで闊達なお方です。そして情の厚いお方でも有るのです。側室を子を産ませる道具と割り切れる御方では有りませぬ。辰と篠の事も本当に大切に扱っています。表で御疲れになっているのに奥でも御疲れになってはと思うと……。その辺りの事を園姫、桂姫が分かってくれれば良いのですが……」


御裏方様の御気持ちは良く分かる。御屋形様は些かお優し過ぎる所が有る。


「幸いでございますが園姫様、桂姫様は御心映えの優れた方とお見受けしました。きっと御屋形様の御心を癒して下さいましょう」


「それなら良いのですが……。園姫、桂姫が御屋形様の御側に侍る事に異議は有りませぬ。公家の方々にも今川家、北条家の扱いには関心を持っておられる方が少なくないそうです。これからは朝廷との関係も重視しなければなりませぬから無視は出来ませぬ。出来るだけの事をして差し上げなければ……」


御裏方様が一つ息を吐かれた。


「公家の方々と申されますと？」


意味が分からず問い掛けると御裏方様が微かに笑みを浮かべられた。


「今川家は公家の方々と強い結び付きを持っておられました。何人もの公家の方々が駿府へ下向し蹴鞠や歌会の催しに参加したそうです。それらの方々、その所縁の方々には朽木家と繋がりのある方もいらっしゃいます。山科様、葉室様、そして飛鳥井様等です。無碍には出来ませぬ」


「左様でございますね」


「そして北条家は伊勢家の一族です。伊勢家は政所執事を務めた家、当然ですが公家の方々とは繋がりが有る。こちらも無碍には出来ませぬ。そのような事をすれば伊勢兵庫頭殿の立場を弱める事になります」


「なるほど」


「恭、園姫、桂姫の事、御屋形様の事、頼みますよ」


「はい」


御屋形様が難儀ならば御裏方様も難儀な……。念のため、今一度園姫様、桂姫様の御心を確かめておいた方が良いかもしれない。






天正四年（一五八〇年）　六月下旬　　　越後国頸城郡春日村　　春日山城　　長尾綾






「父上、母上、御足労をおかけしました」


夫と共に息子の部屋に入ると息子が労ねぎらってくれた。関東から戻り上杉家の家督を継いだのがつい先日。それに伴い居を本丸に移し弟が二の丸に移った。今では息子が皆から御実城様と呼ばれ弟は御隠居様と呼ばれている。上杉家の当主という立場は決して楽ではないのだろう、今も難しい顔をしている。部屋には側近の樋口与六だけが控えて居た。


「織田の使者が来たと聞いたが？」


夫が問い掛けると喜平次がこくりと頷き〝与六〟と声をかけた。


「はっ。越前守様、御方様。某から説明させていただきまする。御存知の通り織田家では三介様が家督を継がれる事になりました。織田家では家督争いも終わったので華姫様に御戻り頂きたいと申しております。間もなく弾正忠様、勘九郎様の一周忌が行われます。その前に御戻り頂きたいと」


矢張りそれか……。夫が顔を顰めている。


「筋から言えば華を戻すべきであろう。一周忌の法要も出ぬようでは皆から謗られる事になる。しかし……、それだけか？　使者は他に何か言っておらなんだか？」


夫が喜平次と与六を交互に見た。


「御実城様の御話しでは織田家では華姫様にはそのまま織田家に御留まり頂き時期を見て三介様の御内室にと考えているようにございます」


おかしな話ではない。華が織田家に嫁いだのは織田と上杉の絆を強めるため、勘九郎様が亡くなられた以上次の三介様に嫁がせ絆を維持しようと考えるのは当然といえる。年回りもおかしくは無い。普通なら喜べる話では有る、織田家ほどの婚家は朽木家を除けば存在しない。だが素直には喜ぶ事は出来ない。夫の表情が益々渋いものになった。


「徳川の事を考えれば織田と結ぶのが一番ではある」


「ですが華は三介様を厭うております」


「そういう問題ではないのだ、綾。乱世なのだ、結ぶべき相手を間違えれば上杉家といえど滅ぶ事になりかねぬ。ここは御家にとって何が最善かを見極めなければならぬ……」


夫の言葉に喜平次が頷いた。


「戻すのは反対はせぬ。いや一周忌に出るために戻さねばなるまいが織田家に留め置くのは止めた方が良かろう。直ぐにこちらに戻した方が良い。三介様は華を妻に迎える事で己の立場を固めようとされているのであろうがどうにも頼りない。このままでは上杉の名を利用されるだけであろうな。それでは万一の場合華の身にも危険が及びかねぬ」


三介様で織田家は大丈夫なのか？　誰もがそれを不安視している。


「当家も御隠居様が御倒れになられた時は似た様な状況になった。三介様が当家を頼ろうとする御気持ちは良く分かる。我等とて権大納言様を頼る事しか術すべは無かった。幸い権大納言様は竹姫様をそなたに嫁がせてくれたが今思えば真に頭が下がる。余程の御覚悟であっただろう」


その御覚悟が三万人の行列になった。近衛家との養子縁組になった。亜相様は竹姫を嫁がせるために万全を期したと言える。


「当家に同じ事が出来るかと言われれば難しかろう。何より三介様の御立場が危う過ぎる。それに何処まで信じて良いか……。三介様が今少し御立場を確かなものに出来れば……。その時は改めて絆を深める手段を考えれば良いと儂は思う」


夫の考えを聞いて喜平次と与六が顔を見合わせた。


「父上、矢尾から文が届いております。それによれば近江の舅殿は織田家を攻め滅ぼす御積もりではないかと。奈津も同じ危惧を持っているようです」


「なんと……」


思わず夫と顔を見合わせた。夫も驚いている。


「権大納言様は土佐に兵を出しておられるが……」


「……」


「真か？」


「矢尾の文にはそのように記されておりました。今手の者を美濃、尾張に走らせております」


夫が〝うーむ〟と唸り声を上げた。


「確かに西はあらかた片付いた。残っているのは九州のみ。東に目を向けてもおかしくは無いか。……となるとやはり軽々けいけいに織田とは縁を結べぬ」


「或いはでございますが権大納言様は織田では徳川に対抗出来ぬと見た可能性もございましょう。このままでは掻き回されるだけ、いずれ織田は徳川に滅ぼされると」


与六の言葉に夫が腕を組んで〝有り得る事よ〟と頷いた。


「如何かな、一周忌に華を参列させる。その際近江に寄らせて華を奈津に会わせては。色々と朽木家の内情が分かるやもしれぬ。それに織田家の内情も探れよう」


「しかし父上、織田家が華を帰すとは限りませぬぞ。三介殿が舅殿の動きに気付いていれば華を人質として押さえる事も有り得ましょう」


喜平次も与六も落ち着いている。既に夫の提案は想定済みだったのかもしれない。


「そうだな、無理に引き留める事も有り得るか……、尾張に出すのは危険やもしれぬ」


「出さぬ方が良いのではありませぬか。織田家には病と言いましょう。それなら角は立ちませぬ」


「まあ待て」


「ですが」


「落ち着け。病などと言っても誰も信じぬ。そんな嘘を吐いても意味が無い」


夫の言葉に喜平次と与六が頷いた。


「喜平次、いや御実城様。権大納言様が織田家を切り捨てにかかったとすれば御実城様は如何なされる。織田家を切り捨てるか、それともこれまで通り誼を維持して朽木家と敵対するか。或いは織田と朽木家の間を仲裁するか。伺いとうござる」


夫がぐっと身を乗り出して答えを迫った。父親としてではなく家臣として喜平次の当主としての覚悟を問い質している。


「織田は頼り無し、そして朽木家と敵対する事は出来ませぬ」


「ならば華の身の安全は朽木家に頼みましょう。朽木家の口添えが有れば三介様も無茶はされますまい。それに本当に危うければ朽木家が止める筈、それを理由に一周忌への出席を止めましょう」


喜平次が頷いた。


「良き御思案かと思いまする。では父上、母上、華の説得をお願いいたしまする。お二人の説得なら華も尾張へ行くことを嫌とは言いますまい」


あらあら、何時の間にやら随分と……。
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暦の間から夫が戻ってきた。坐ると軽く肩を回す仕草をした。大分疲れているらしい。


「御疲れの様でございますね、麦湯は如何ですか？」


「ああ、貰おうか。丁度喉が渇いたところだ」


「はい、では直ぐに」


矢尾に麦湯を用意させ渡すと弥五郎様が一口飲んでホウッと息を吐いた。


「難しい問題が起きましたか？」


「難しいというより厄介な問題が起きた」


「と言いますと？」


「譲位の後、宮中、仙洞御所でそれぞれに能興行を行う。宮中の能興行は大和の猿楽に任せ仙洞御所の能興行は近江の猿楽、敏満寺座、大森座、酒人座に任せようと思っていた。だが同じ近江の山階座、下坂座、比叡座が自分達にも演じさせて欲しいと願い出てきたのだ」


また一口弥五郎様が麦湯を飲んだ。


近江は猿楽の盛んなところ、そして朽木家は能興行を積極的に行う事で猿楽座を庇護していると聞く。でも山階座、下坂座、比叡座？　聞いた事が無い……。矢尾に視線を向けたが矢尾も訝しそうな顔をしている。訝しんでいる私達を見て弥五郎様が軽く御笑いになった。


「これまで朽木家は敏満寺座みまじざ、大森座、酒人座さかうどざとは繋がりが有ったが山階座、下坂座、比叡座とは無かった。何故か分かるか？」


「いえ、分かりませぬ。それに山階座、下坂座、比叡座の事は聞いた事がございませぬ。不思議な事でございますね、朽木家は能興行を積極的に行っておりますのに」


「比叡山を焼いた所為だ」


「まあ」


声を上げると弥五郎様が頷いた。


「私が生まれる前の事だがな、比叡山を焼き討ちした時に日吉大社も焼いた。山階座、下坂座、比叡座は日吉大社の庇護を受けていたのだ。だから父上が能興行を行うと言っても彼らはそれに応えなかった。応えたのは敏満寺座、大森座、酒人座だ。彼らはそれぞれ年に二回、城に来て能を舞う。そういう形で父上の庇護を受けている。もう七年ほど続いているだろう」


「そのような事が……」


「そなたが知らぬのも無理は無い。私も最近それを知った」


「御屋形様は山階座、下坂座、比叡座の事を御不快には思われなかったのでしょうか？」


領主の誘いを断る、無礼と咎められても可笑しくは無い。まして相手は御屋形様。私が問うと弥五郎様は少し首を傾げた。


「如何であろう、私は父上が彼らに対して処罰や嫌がらせをしたとは聞いておらぬ。父上は政に対しては厳しいがこの手の事には余り拘らぬからな。好きにしろ、そんな風に思ったかもしれぬ」


「まあ」


「格別に能がお好きとも思えぬし……」


急に可笑しくなって笑ってしまった。


「お分かりになるのでございますか？」


「勿論だ、父上がお好きなのは政、皆を豊かにする事だ。淡海乃海を沢山の船が動いているのを満足そうに見ておられる。もしかすると父上は商人に成りたかったのではないかと思う時が有る」


「御屋形様が商人？」


可笑しい、本当に可笑しい。笑いが止まらない、弥五郎様も笑い出した。


「朽木が畿内を押さえた事で畿内での戦が無くなり京も賑わいだした。朝廷もかつてのような困窮から解放され様々な催し物を行えるようなった。その中には能興行も有る。畿内で猿楽と言えば大和猿楽と近江猿楽だ。足利将軍家は大和猿楽を贔屓にした。だからかつては大和猿楽の勢いが強かった。だが今は朽木が京を押さえている。そのため近江猿楽が勢いを延ばしている」


「御屋形様に遠慮しているのですね？」


弥五郎様が〝そうだろうな〟と言って頷かれた。


「父上は以前大和猿楽を使って不愉快な思いをされたらしい。二度とあの者達は使わぬと仰せられたとか。そういう経緯いきさつを皆が知っている。父上はそれ以上の事は何もしていない。京の伊勢も何もしていない。だが朽木に対しての遠慮は当然あると思う。周囲は大和猿楽は父上の不興を買った、使えば父上が不快に思うと見て避けているのだ」


「では今回宮中での能興行を大和猿楽に任せるというのは……」


弥五郎様が頷かれた。


「そうだ、朽木は大和猿楽に含む所は無いと周囲に知らしめるためだ。大和猿楽の者達が謝罪してきた。今回の譲位で能興行に呼ばれなければ存続も危うくなると不安に思っているのだ。父上もお許しになられた。驚いておられるようであったな、自分一人の不快で伝統ある大和猿楽を潰すつもりはないと土佐からの文には有った。大和猿楽の者達は喜んでいる」


思わず息を吐いた。そんな事にまで配慮しなければならないとは……。夫が疲れるのも無理は無いと思った。


「では山階座、下坂座、比叡座の者達が願い出てきたというのは……」


「大和猿楽と同じだ、焦っているのだ。今では近江の猿楽と言えば敏満寺座、大森座、酒人座の名前を皆が上げる。山階座、下坂座、比叡座はその後だ。このままでは存続すら危うくなるのではないかと不安を感じている。だから今回の能興行に何としても参加したいのだ。そして朽木家との関係も改善したいと考えている」


「……如何なさいますの？」


弥五郎様が息を吐いた。


「仙洞御所の能興行は十三番行われる。その内六番を山階座、下坂座、比叡座に任せる。残りの七番は敏満寺座、大森座、酒人座に演じさせようと思っている。敏満寺座達の方が一番多い、それで納得してもらおう。それと朽木の節句の能興行はこれまで通り敏満寺座、大森座、酒人座に任せる。山階座達がそこに加わりたいというなら私では無く父上にこれまでの事を謝罪した上で願い出るのが筋だ」


「……左様でございますね」


「うん」


こくりと頷く顔は幼く見えた。本当に大変、譲位に織田の事迄……。無理をしなければ良いのだけれど……。







謀殺
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「では安芸の一揆は終りか」


「はい、安芸の明智十兵衛から文が届きました。門徒達も薩摩に移る事に同意したそうでございます。もっとも受け入れねば兵糧攻めが再開されましょう。地獄を味わいましたからな、到底意地は張れませぬ」


恵瓊えけいが数珠をシャラシャラと鳴らした。痛ましそうな表情をしている。弔いのつもりなのであろう。蝉せみの鳴き声が部屋の中まで届く、暑くなってきた。これから益々暑くなるだろう。


用意してあった真桑瓜を一切れ口に運んだ。良く冷えている、水で十分に冷やしたらしい。甘い、何とも言えぬ。恵瓊も同じ様に真桑瓜まくわうりを一口食べた。


「何とも言えませぬな」


「そうよな、こればかりは堪らぬ」


二人で笑った。


「愚僧はこれの漬物に目が有りませぬ。何とも歯ごたえが」


「確かに、あれも美味い」


更に笑った。蝉の鳴き声も気にならない。暫く二人で真桑瓜に舌鼓を打った。話を再開したのは真桑瓜を十分に堪能してからだった。


「大分酷かったらしいな」


「はい、城内では食べる物が無く屍を喰いあったと聞いております。根切りよりも惨むごうございます」


恵瓊が顔を顰めた。


「どれ程死んだのだ？」


「三千人程が餓死したとか。蒸し暑い時期でございますからな、余計に酷かったようで」


「……」


三千が餓死しその屍を残った者が喰い合った。喰った者も喰われた者もおぞましい限りであろう。あの吉田郡山城でそのような惨劇が起ころうとは、……何ともやり切れぬ事だ。


「顕如も唯順も罪深い事よ」


「真に、そして朽木は厳しゅうございます。誓いを破った者に対し容赦はしませぬ」


「うむ、その事は我らも胆に銘じなければならぬ」


「はい」


恵瓊と二人、互いに頷いた。朽木は決して仕え辛い主では無い。その事を考えれば裏切るのには余程の覚悟がいる。


安芸では一向宗の寺は全て破却された。誓いを破った以上当然の処置であろう。そして門徒達は九州へと移る。安芸から一向宗は排除された。根切りと同じ結果になったのだ。百姓にとって土地を手放して住み慣れた国から追放される事は死にも等しい苦痛であろう。今頃どんな気持ちでいるか……。


「これで毛利内部も落ち着こう」


「左様でございますな。右馬頭様も一安心と言ったところで」


「そうよな」


毛利家中に安芸門徒に同調しようとする者達が居た。これを機に門徒達と協力し安芸を取り戻そうと言いだした。権大納言様が土佐に遠征中である事も彼らを勢い付けた。何度も朽木を甘く見るなと言ったが納得しない。門徒達が吉田郡山城を奪取した時にはその動きは毛利を突き動かしかねない程に高まった。危ない所であった。


だが吉田郡山城に兵糧が無いと分かった時からその動きは急速に勢いを失った。門徒達は嵌められたのだ。朽木は油断していない。その事が実証された。そして安芸には播磨、備前、備後等から続々と朽木勢が集結した。誰の目にも勝敗は決したと見えた。一揆に同調し朽木を攻撃しようという声は何処からも聞こえなくなった。


それに代わって起こったのが一揆勢に兵糧を援助したい、朽木と一揆勢の間を取り持ちたいという声だった。一体何を考えているのか！　門徒達は朽木との誓いを破ったのだ。その者達への肩入れなど毛利を危うくする物でしかない。余りにしつこく言い張る何人かには顕如の使者が来ていた。已むを得ず上意討ちで殺さざるを得なかった……。


「島津は良く受け入れたものよ」


「聞くところに拠りますと島津修理大夫は当初門徒達の受け入れに反対したそうにございます。安芸の門徒が起ち上がったのはあくまで顕如が指示した事、島津には関わり無しと」


「本心かな？　全く関わらなかったとも思えぬが」


恵瓊が笑いながら〝それは有り得ますまい〟と言った。私もそう思う、顕如は何とか自分の価値を島津に認めさせたかった筈だ。必ず修理大夫に伝えただろう。そして修理大夫もそれを認めた筈。


「見殺しにしたかったのでございましょうがそれをすれば島津が面目を失い頼り無しと皆に思われるのは必定。今後の調略にも影響が出るのは間違い有りませぬ。それに公方様、顕如殿も受け入れるようにと修理大夫を説得したとか。修理大夫は已むを得ず受け入れに同意したそうにございます」


受け入れ反対は当然であろう。一万五千以上の一向門徒を受け入れる等尋常ではない。しかし確かに見殺しにすれば島津の面目は潰れる事に成る。苦渋の決断であろう。


「或いは一度反対する事で顕如に釘を刺したつもりかな。島津の恩を忘れるな、勝手な真似をするなと」


恵瓊が頷いた。


「左様でございますな。十分に有り得ましょう」


一万五千以上の門徒が従順になるなら島津にとっても旨味が有る。兵として使うか、百姓として使うか、だが一カ所には纏めぬであろう。幾つかに分散して置く筈。一体何処に置くのか……。


「土佐が片付き安芸も片付きました。朽木は大分身軽になりましたな」


「そうだな、これで東に専念出来よう」


「織田攻めですな」


「うむ、そして徳川を攻める」


織田が落ち着かぬ。家督争いは終わったようだが当主となった三介はその力量を危ぶまれているらしい。そして織田に属していた徳川が自立しようとしている。暫くの間九州は大友、龍造寺、島津の争いが続くだろう、その間に東を切り取る筈だ。


「狙いは金、ですな」


恵瓊が私をじっと見ている。


「おそらくはそうだ、駿河、伊豆、甲斐であろう。朽木には銀は有る。だが金が無い。朽木が天下を治めるには銭を造らねばならぬと権大納言様は考えておられる。そのためには金が足りぬ」


「上杉が乱れた時も有りましたが……」


恵瓊が小首を傾げた。頭の大きい恵瓊が首を傾げると頭が転げ落ちそうに見えた。危ない、危ない。


「あの時は畿内を十分に押さえていなかった。そして山陰、山陽も敵対していた。その状況で上杉攻めは出来ぬ。むしろ娘を嫁がせて支える事で朽木に依存させようとしたのであろう」


「そうですな」


「今乱れたのが上杉なら上杉攻めを行った筈。上杉は命拾いをしたな」


「真に」


恵瓊が大きく頷いた。


「ところで藤四郎と次郎五郎を近江に送る事にした」


恵瓊が眼を瞠って驚いている。この坊主でも驚く事が有るらしい。


「それは、人質という事でございますか？」


「うむ、此度の事で毛利家中には朽木に臣従したのだという事を認めたがらぬ輩が居る事が分かった。それらの者に現実を見せねばならぬ」


「なるほど」


恵瓊が頷いた。藤四郎は我が養子、次郎五郎は兄上の三男。右馬頭に子が居ない以上我らの子を出すしかない。


「朽木は人質を取りませぬぞ」


「分かっている。中央に出す事で見聞を広めさせたい、そういう名目で権大納言様の傍に置こうと思っている」


「なるほど、それは良いかもしれませぬ」


恵瓊が〝ウンウン〟と頷いている。そして私を見た。


「権大納言様が土佐へ出兵中の間、朽木の政は御嫡男弥五郎様が執っておられます。勿論重臣達の補佐を受けての事でしょうが弥五郎様の御器量に不安の声は上がっておりませぬ」


「ほう、では権大納言様よりもそちらの方が良いかな」


「はい、それも一つの手かと」


「分かった、兄上、そして右馬頭様に相談してみよう。送るのは譲位が終わってから、直ぐに送ってはあちらも迷惑であろうから冬になると思うが……」


嫌とは言うまい。上手く行けば毛利は次代の朽木家当主と強い絆を結ぶ事が出来よう……。
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小勢で四国から先に京に戻ると槙島城では弥五郎が待っていた。


「お帰りなさいませ。御無事でのお戻り、心から御慶び申し上げまする」


「うむ、留守中は良くやってくれたようだな。感謝している」


弥五郎が顔を赤らめた。


「いえ、大した事は」


「謙遜には及ばぬ。皆から聞いている。大変であっただろう」


「はい」


今度は素直に頷いた。実際良くやっていると思う。今も関白殿下と打ち合わせの為に京に来ているのだ。弥五郎は京の公家衆とも顔馴染みになりつつあるらしい。


「譲位は八月の下旬か」


「はい、盆が明けてからとなります」


「となると直ぐに御大典の準備をしなければならん」


「はい」


御大典は十一月に行われるから九月、十月で準備をしなければならない。忙しくなるな。


「父上」


「うむ」


弥五郎が姿勢を正した。


「関白殿下が帝の譲位の後、関白の職を辞したいと仰られております」


「真か？」


「はい」


関白殿下が辞職か。……帝の譲位に殉ずるという事だな。そう言えばずっと殿下が関白だった。いや待てよ、新帝と上手く行っていない、そういう事も有るのかな？


「殿下は隠居されるのかな？」


「はい、そのように見受けました」


「そうか、……後任は左大臣だな？」


「はい、九条左大臣が関白となられます」


「となると一条右大臣が左大臣か？」


「はい、正月の除目で」


「正月の？」


弥五郎が頷いた。


「それまでは左大臣が関白職を兼任する事になるそうです」


「なるほど、関白左大臣か」


「はい」


新帝は人事の刷新を急いではいない。となると殿下の辞意はあくまで殿下個人の理由と見て良いのかもしれん。念のために確認しておこう。新帝が殿下に不快感を抱いているとするとその感情は朽木にまで及んでいる可能性が有る。後任が九条、こいつは足利義昭よりの二条晴良の息子だ。弥五郎には無理だな、俺が直接殿下に確認しよう。


「殿下から伺ったのか？」


「はい、年が明ければ右大臣が左大臣へ、内大臣が右大臣へとなられます。その折、後任の内大臣には父上をとの事でした」


「俺を？」


「はい」


おいおい、良いのか、それ。もしかすると関白辞任はそれが目的か？


「その上で奨学院、淳和院の両別当を兼任し源氏の長者になられるようにと」


「……」


「これまでは久我氏、或いは足利氏が源氏の長者でありました。ですが父上が天下を目指すのであれば源氏の長者になるべきであると」


「なるほどな」


源氏の氏の長者か。足利では無く朽木が長者になる。譲位、内大臣就任、氏の長者。先に進めと言っている。


「殿下は他に何か仰っていたか？」


「楽しみだと」


「……楽しみか」


「はい、何処まで行くのか先を見届けたいと」


「そうか。……重いな、また一つ重荷を背負う事に成った」


「父上……」


弥五郎が心配そうに俺を見ている。


「大丈夫だ、弥五郎。そのような顔をするな」


「申し訳ありませぬ」


「天下は簡単に獲れるものではない。苦労するのは当たり前の事だ。そうだろう？」


「はい」


「譲位を無事に終わらせ東へと向かう。その方にも手伝ってもらうぞ」


「はい！」


弥五郎が力強く頷いた。頼もしくなってきたな。






天正四年（一五八〇年）　八月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






近江に戻り暦の間で皆の挨拶を受けていると大事が起きたと小兵衛が駆け込んできた。酷く緊張している、余程の大事が起きたらしい。畿内は忙しいな、土佐の青い空が懐かしいよ。


「小兵衛、何が起きた」


「はっ、稲葉山城の織田三十郎殿が西美濃三人衆を討ち果たしました」


シンとした。皆が顔を見合わせている。帰って来るなりこれか、頬を引っ叩かれたような気がする。


「小兵衛、今少し詳しく頼む」


「申し訳ありませぬ。ここ最近、織田家では織田三十郎を三介様の後見にという意見が上がる一方で織田三十郎が西美濃三人衆と共に自立を図っているという噂が流れておりました」


まあ、あれだな。三十郎が邪魔だから噂を流して追い詰めたわけだ。その辺りは報告を受けている。


「織田家では徳川を討つべしという意見が強かったのですが三介様が兵を出さなかった理由の一つに織田三十郎への疑念が有ったからでございます。織田家中ではその事に不満を持つ者もおりました」


良いんじゃないの、叔父が信じられなくて兵が出せないなんて最高だ。家臣達もうんざりしただろう、このグズを担いで乱世を生き残るなんて無理だと。もっとも出兵して実際に謀反が起きたら、そして尾張を獲られたら皆我先に三介を見離しただろうな。三介は近くの寺で腹を切る事になった筈だ。なんて可哀想なんだろう。でも織田家にとってはその方がベストだろうな。


「織田三十郎は三介様の疑念を理解しておいででした。そして自分が危険だとも理解していたようです。今後の事を相談したいと西美濃三人衆を何度か稲葉山城に呼び出しました。そして討ち果たした……」


「迷ったという事でしょうか。そして謀反を諦め三人衆を討ち果たした」


弥五郎が小首を傾げている。


「それなら良いがな」


「父上？」


弥五郎が訝しげに俺を見た。


「最初から殺すつもりだったのかもしれん。迷った振りをして三人衆に希望を与えた。そして彼らの心の隙を突いた。自らの身の潔白を証明するとともに美濃の不安定要因である三人衆を取り除いたのだとしたら？」


「まさか」


「そのまさかよ、国人衆に対しては恫喝であろうな。織田を裏切ればどうなるか、良く見ておけと。怖いものよな」


弥五郎が蒼白になった。


「父上、それでは某は……」


「三十郎を追い詰め排除するつもりが上手く利用されたという事だ。織田三十郎、やりおるわ。……そんな顔をするな、弥五郎。まだ終わってはおらぬ」


弥五郎は泣き出しそうな顔をしている。嵌めたつもりが上手く利用された、屈辱を感じているのだろう。


「確かに三十郎は上手く切り抜けた。織田家中では三十郎に対する評価と信頼が強まるだろう。織田弾正忠殿が生きていれば三十郎は安泰であろうな。だが三介殿は弾正忠殿では無い。三十郎を畏れ不快に思うだろう。今まで以上に三十郎を排除したいと思う筈。そして美濃の国人衆は間違いなく三十郎に不信を持った。分かるか？　三十郎には新たな隙が生じた。今まで以上に調略をかけやすい状況になったのだ」


「……」


弥五郎は周囲が頷いている姿を見て何とか自分を納得させようとしているようだ。調略というのは簡単には成功しない、何度も諦めずに仕掛け続ける事が大事なのだという事を教えなければならん。


「これからだ、弥五郎」


「はい」


「諦めてはならん。一の矢が外れれば二の矢、二の矢が外れれば三の矢を放て。矢を射続けるのだ、相手を斃すまで」


「はい」


ようやく血の気が戻ってきたか。素直なのは良いが淡白ではいかん。少ししぶとさを憶えなければな……。調略とは一撃で仕留めるのではない、少しずつ追い詰めて動けなくするものなのだ。そう、蛇が獲物に絡みつき四肢の自由を奪いゆっくりと絞め殺すように……。







血族
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父上が私を励まして下さる。本当なら未熟と叱責されても仕方が無いのに……。足りない、まだまだ父上には及ばないと思った。一度失敗したからと言って落ち込んでいる私は家臣達から見れば頼りない限りだろう。父上は失敗しても動じる事無く次の手を考えている。失敗を嘆く暇が有るなら考えろ、そう父上に言われているような気がした。その通りだ。そうでなければこの乱世を生き抜く事は出来ぬ。


「小兵衛、西美濃三人衆だが稲葉山城の中で殺されたと言ったな。となると家は如何なるのだ？　安藤、稲葉、氏家、やはり潰すのか？」


「はっ、織田三十郎は兵を出しております。既に可児郡金山城の森三左衛門、恵那郡の遠山七頭がそれに従って兵を出しました。安藤、稲葉、氏家の三家を潰し織田家の蔵入地にすれば美濃の支配は一段と安定する筈、三十郎の狙いはその辺りでございましょう。御屋形様の御推察の通りかと」


「やはりそうか」


父上が頷かれた。


「三十郎も苦しいと見える」


苦しい？　如何いう事だろう。周囲を見たが頷く者が半分、訝しげにしている者が半分だ。


「父上、苦しいとは如何なる意味でありましょう？」


問い掛けると父上が顔を綻ばせた。


「森三左衛門、遠山七頭が兵を出したという事は事前に知っていた、準備をしていたという事だ。つまり三十郎は最初から西美濃三人衆を殺すつもりでそれを森三左衛門、遠山七頭に相談していたのだ。三十郎が迷った素振りをして何度か三人衆を稲葉山城に招いたというのも三人衆を油断させるためだけではなく戦の準備を整えるための時間稼ぎであろう。三人衆に知られる事無く密かに準備しなければならぬからな」


「なるほど、良く分かりました。しかし苦しいというのが良く分かりませぬ。それは？」


父上が可笑しそうにしている。


「弥五郎、美濃には森三左衛門、遠山七頭しか居らぬのか？」


「あ……」


父上が声を上げて御笑いになった。そして真顔に戻られた。


「殆どの国人衆が声をかけられておらぬ。信用しておらぬのよ。話せば謀はかりごとを三人衆に漏らしかねぬと思ったのであろう」


「なるほど」


「国人衆達も自分達が信用されておらぬ、妙な噂が流れれば何時三人衆同様誅されるかもしれぬと思った筈。首筋が寒かろうな」


そうか、そういう事か。父上が先程調略がかけやすい状況になったと仰られた意味が良く分かった。私を励ますためではない、実際に織田三十郎は苦しい状況にあるのだ。見えなかった……。


「弥五郎、次は如何する？」


「はっ、美濃の国人衆を調略いたしまする」


皆が頷いた。


「それだけか？」


「と申されますと？」


「国人衆を調略する、当然の一手だ。だがそれだけでは芸が無いな。もう一捻り欲しいものだ」


一捻り？　一捻りと言っても何をすれば……。悩んでいると父上がまたお笑いになった。


「弥五郎、遠山七頭が何故三十郎の信を得たか、分かるか？」


「……いえ、分かりませぬ」


父上が〝小兵衛〟と声をかけると小兵衛が〝はっ〟と言って畏まった。


「遠山七頭の旗頭遠山大和守景任は織田弾正忠様の叔母を正室に迎え弾正忠様の御子、坊丸君を養子に迎えております」


なるほど、織田家と遠山家は強い結び付きが有る。三十郎が遠山家を信じたのはそれが理由か。


「弥五郎、遠山家は織田家と強い結び付きが有り東美濃に力を持つ一族だ。その遠山氏が三十郎に力を貸した。遠山氏にとっては当然の事だろう。だが三介殿は如何見るかな？」


「……不安を感じるという事でしょうか？」


答えると父上が頷いた。


「そうだな。三十郎が織田の血族に力を振るい始めた、そう見るであろう。そして他にも三十郎に同調する者が出るのではないかと疑う。自分よりも三十郎に重きを置くのではないかとな」


「同調する者……」


「三十郎の下には弟が居る。その者達が三十郎に同調するのではないか、そう疑うとは思わぬか？　三介殿の様な立場の者にとって一番警戒せねばならぬのは家臣ではない、血族よ。兄弟、叔父だな」


「なるほど」


そういう事か、三介殿にとっては三人衆よりも親族の方が危険な存在なのだ。その事を理解しなければ三介殿の心は分からない、その動きは見えてこない。


「小兵衛、美濃、尾張で噂を流せ」


「はっ」


「三介殿は三十郎と遠山氏に不快を感じている。他にも三十郎に与する者が出るのではないかと疑心を抱いているようだと」


「はっ」


「そして三介殿は叔父達を疎んじ始めていると噂を流せ。後は連中が勝手に踊るだろう。その間にこちらは美濃の国人衆に調略を仕掛ける。三十郎を孤立させよう。先ずは不破太郎左衛門尉を引き寄せるとしよう。美濃への出入り口を押さえるのだ」


皆が頷いた。父上の言われた一捻りというのは織田一族の目を身内の争いにむけさせようという事か。


「弥五郎、良く覚えておけ」


「はい」


「調略というのは心を攻めるのだ。相手が一つに纏まっていれば手出しは出来ぬ。だから相手を惑わせ、混乱させ、疑わせる。そうする事で相手を分裂させるのだ。その後は潰すか、こちらに引き寄せるかをすれば良い」


「はい」


調略は心を攻めるか。今攻めるべきは三介殿の心、そして織田の一族の心。織田一族を混乱させ分裂させれば織田に服属する国人衆達は迷うだろう。それが美濃での調略を成功させる事になる……。
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暦の間から自室に戻ると小夜が直ぐにやってきた。


「御屋形様、御疲れでございましょう」


「うむ、少し疲れた。年かな？」


答えると小夜が〝まあ〟と言ってコロコロと笑い出した。


「私の方が御屋形様よりも一つ年上なのでございますよ」


「ああ、そうだったな。では年の話はせぬ方が良いか」


「そうでございますね、余り嬉しくはございませぬ」


二人で声を上げて笑った。もう三十を越えた。独身時代よりも小夜と一緒になってからの方が長いのだと思った。不思議な事だ。


〝肩をお揉みしましょう〟と言って小夜が後ろに回った。嗅ぎ慣れた良い匂いがする、小夜の匂いだ。ふわっと包まれたような気がした。小夜が指で肩の後ろの辺りを圧してくれる。痛いが気持ち良かった。


「大分凝っておいでですね」


「戦は無かったのだがな、軍を率いるというのは疲れる」







    
  
  




「大変でございますね」


「そうでもない。土佐というのは良い国だったぞ。空が青いのだ、心が洗われるようだった」


「まあ、行ってみとうございます」


小夜が弾んだ声を出したから〝そうだな〟と答えた。


土佐は無理だ。でも何処かに連れて行ってやりたいな。若狭にでも行ってみようか？　三方五湖とか如何だろう。喜んでくれるかもしれない。


「御屋形様、もう直ぐ上杉家から華姫が参ります」


「華姫が？」


「はい、一周忌に」


「なるほど」


そうか、信長、信忠の一周忌か……。


「弥五郎から御聞きになっていませんか？」


「いや、今聞いた」


「まあ、あの子は」


「そう言うな、小夜。弥五郎もそこまで頭が回らぬのだ。事が多すぎる。いずれ報せに来るだろう」


小夜が後ろで息を吐くのが分かった。心配らしい。


「一周忌か、義理堅い事だが尾張に行くのは止めた方が良いな」


「危ないのでございますか？」


背後から心配そうな声が聞こえる。


「危ういな。三介殿の立場も為人ひととなりも危うい。何をするか分からぬ危うさが有る。近付かぬ方が良い」


怯えているのだ、そして腹が据わっていない。だから突拍子もない行動をする。そして頼り無しという評価に繋がる。


「鷺山の御方を頼む事は出来ませぬか？」


「止めた方が良かろう」


鷺山殿か。彼女に三介では無く他の誰かを織田の当主にと訴えてみようか？　そして三介の耳に彼女が三介廃嫡で動き出したと吹き込む。三介が鷺山殿を殺せば……。三介信意か、史実での織田信雄だが改名出来るまで命が有るかな？　後で小兵衛を寝所に呼ぼう、これは表には出せない、極秘にした方が良い。弥五郎には……、教えよう。そろそろ汚さも教えなければならん。汚い事をさりげなく周りに知られずに行う。その辺りの呼吸を教える。


「小夜、もう良いぞ。大分軽くなった」


「それは良うございました」


小夜が前に座った。そしてじっと俺を見た。


「織田を獲るのでございますか？」


「分かるか？」


「はい、喰う事を躊躇ってはならぬ。そう御屋形様に教えられました」


そうだな、そんな事を言ったな。あれは六角と戦うかもしれないと言った時だった。


「織田を喰う事で東海から関東に勢力を伸ばすつもりだ。ゆくゆくは奥州、九州も従える。そうする事で天下を統一する事に成る。あと十年で成し遂げようと思う」


「十年……」


「お互い、四十を越えているな」


「そうでございますね」


小夜が感慨深そうにしている。


「今少しの間、苦労をかける」


「先が見えているのですもの、苦労とは思いませぬ」


小夜が朗らかに答えた。十年で統一しその後の十年で統治体制の土台を作る事に成るだろう。二十年後には弥五郎は三十を越えている。十分に経験を積んでいる筈だ。俺の後を継いで天下を治めてくれるだろう……。


「さて、大広間に行こうか。小夜、皆を呼んでくれるか」


「宜しいのですか？」


小夜が目を見開いた。嫁いできた頃もよくそういう表情をした。朽木家は驚く事ばかりだったのだろう。


「皆の顔を見て声を掛けなければな。薄情な男だと恨まれるだろう。それに母上が煩い」


「まあ」


小夜が〝ほほほ〟と笑いながら立ち上がった。別に冗談を言った訳じゃないんだけど……。


譲位が終ったら今川、北条から側室を入れなければならん。それに北条安王丸の元服を行い菊姫の嫁ぎ先を決めなければ……。御大典も有るな、準備は朝廷に任せておいて大丈夫なのかな？　伊勢に確認してみよう。金銭以外で協力が必要なら手助けしないと。外も大変なら内も大変、武家も大変なら朝廷も大変だな。
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「恙無つつがく譲位が執り行われました事、祝着至極に存じまする」


帝が言祝ぐと皆が頭を下げた。勿論俺もだ。頭を上げると上座で院が満足そうに頷いていた。そりゃね、若い帝をベテランの院が後見するという正しい形になったんだ。嬉しいだろう。それにトップというのは疲れるんだよ。院ももう六十を超えている。ホッとしただろう。


忙しかったな。儀式ってのは面倒な物が多いんだがこの譲位も面倒だ。まあ国のトップが代わるんだから当然だよな。面倒なのは嫌いだから儀式が終わったら挨拶して終わりで良いだろうと思ってたんだけど関白殿下から権大納言なんだから参列しろ、院も帝も武家の棟梁が参列する事を望んでいる。それが正しい形だと言われてはね、参列するしかないよな。これからこういうの増えるんだろうな……。


「近江亜相」


「はっ」


院が穏やかな表情で俺を見ている。


「今回、亜相の尽力で譲位が滞りなく行われた事、嬉しく思っている」


「畏れ多い御言葉でございます。何分朽木家は初めての事でございますれば行き届かぬ点、不備が有ったのではないかと思っておりまする。御許しを頂ければ幸いにございまする」


これ本心、謙遜じゃないよ。儀式ってのはそのくらい面倒なんだ。


三日前の段階で宮城の警護が行われ同時に三関の閉鎖を命じる儀式が行われた。宮城の警護は朽木家の三千の兵が行った。指揮官は弥五郎だ。まあこれまで準備等で頑張ったからな、こういう形で参加させよう。弥五郎は喜んでいたな。三関というのは伊勢国鈴鹿関，美濃国不破関，近江国逢坂関だ。鈴鹿関と逢坂関は良い、朽木領だからな。多少の兵を配置する事で形を整えた。


問題は不破関だ。あそこは織田領だからな。三介が三七郎を殺したばかりで不安定だし縁起が悪いという事で関の近江側で兵を配置する事にした。こういうのって多分飛鳥時代から平安時代前期の名残なのだろうな。天皇に実権が有って皇位を巡る争いが有った時の経験を基に定められたのだと思う。まあ壬申の乱、藤原仲麻呂の乱、薬子の変と皇位を巡る争いは結構ある。


そして今日は早朝から儀式だ。帝が内裏から仙洞御所に移動、正確には内裏から御退出になり仙洞御所へ行幸。そして皇太子誠仁親王も仙洞御所に移り二人で並ぶように座る。関白殿下を始めとして廷臣達はその後で庭に通される。その後譲位の宣命が読み上げられ宣命文の段落の切れ目ごとに〝おお〟と声を出して称唯し拝礼する。これが終わると新天皇になった皇太子殿下が前天皇に拝舞する。そして内裏に戻る。大体こんな感じだった。皆緊張しているし暑いし倒れる者が居なかったのは幸いだった。次の譲位は夏は避けた方が良いだろうな。春か秋にするべきだ。あ、院が首を横に振っている。


「そのような事は無い。朕は満足している」


「有り難き幸せにございまする」


「これからも朝家の重臣、武家の棟梁として朝廷を、帝を支えて欲しい。頼むぞ」


「はっ、必ずや御心に添う事を誓いまする」


院が満足そうに頷かれた。


うん、これで朽木は朝家の重臣、武家の棟梁として朝廷から改めて認められたわけだ。内大臣になってもおかしくは無いという事だな。
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「此度はまた厄介になりまする」


「いやいや、何程の事でも有りませぬ。御役目御苦労に存ずる。御疲れでありましょう。ゆっくりと御寛おくつろぎ頂きたい」


上杉家の家臣、直江与兵衛尉信綱殿を労うと与兵衛尉殿が顔を綻ばせた。


「忝かたじけのうござる、なれど殆どが船旅なればそれほどでも」


「左様ではござろうが華姫様の御供となれば……」


「確かに。多少は気遣いが要りまする」


与兵衛尉殿が頷いた。未だ若い男だが覇気よりも落ち着きを感じさせる男だ。


「主は今京に居りまする。こちらに戻るのは九月の半ば頃に成りましょう。尾張へは何時頃発たれる御積もりかな」


「左様、遅くとも九月の末にはこちらを発たなければなりますまい」


「御止め頂く事は出来ませぬか？　主も危惧しております」


「それほどまでに危ういと？」


与兵衛尉殿が顔を強張らせている。越後では美濃、尾張の混乱は実感出来ぬのだろう。


「先日、美濃の織田三十郎殿が美濃の有力国人三人を誅しました」


「西美濃三人衆ですな。三十郎殿を担いで美濃で自立しようとしたと聞いております。三十郎殿はそれを拒絶したと」


「如何にも。三十郎殿が三人衆を誅したという事は自身にかけられた嫌疑を晴らし三介様への異心無しと表明したつもりでござろう。なれど……」


「疑いは晴れぬのですな？」


問い掛けてきたので頷いた。


「あの一件で織田家中では三十郎殿への信望が高まり申した。三介様は三十郎殿に織田家の家督を奪われるのではないかと疑心を抱いているとか。疑念はむしろ強まったと某は見ております」


「なんと」


驚いている。


「不安なのでしょうな。血で言えば三介様が跡を継ぐのが道理、なれど今は乱世にござる。血だけでは跡を継げませぬ、人を纏める力が要る。残念ながら三介様にはその力が無い、そしてその事を三介様も感じておられる。だから自分以外で周りを纏めそうな者を疑う」


「なるほど、我らは権大納言様の御口添えが有れば三介様も滅多な事はせぬと思っておりましたが……」


「もはや左様な気遣いが出来るような状況では有りますまい。一周忌には織田一族の殆どが集まる筈、その場で何が起きるか……」


「刃傷沙汰が起きると御考えか？」


眉を顰めた。


「その懼れは十分に有りましょう。三七郎様も美濃三人衆も城内で刺殺された事を忘れてはなりますまい。三介様はどうやら戦には自信が無い様子、となれば一周忌を邪魔者を呼び寄せて殺すために利用するという事は十分にあり得る事」


与兵衛尉殿が〝そうですな〟と言って頷いた。


「三介様に限った事ではござらぬ。三十郎殿が事を起こす、それ以外の者がどちらかを、或いは両方を殺そうとする可能性もある。……法要の場で騒動が起きれば華姫様の御身にも刃が迫りかねぬ」


「確かに」


与兵衛尉殿が緊張も露わに頷いた。


「しかし皆が集まりましょうか？　騒動を恐れて参列せぬのでは？」


「参列せねば三介様に異心有りと思われましょう。誅すための口実を与える様なもの」


「なるほど」


「一周忌は故人の冥福を祈るなどというものにはなりますまい。参列者の生き死にと織田家の当主の座を掛けたものになるのではないかと思っております」


与兵衛尉殿が溜息を吐いた。


家督争い、御家騒動はあくまで身内での争いなのだ、敵との争いでは無い。だから何時、何が起きるか分からない。六角家がそうだった。観音寺崩れは突然に起こった。承禎入道様は自分が殺されるその瞬間まで右衛門督様に観音寺城で殺されるとは思ってもみなかっただろう。織田家でも同じ事が起きないという保証は何処にも無い。


「些かお聞き辛い事をお訊ね致す。織田家の混乱に朽木家は如何なされるおつもりか？」


与兵衛尉殿がひたと視線を向けてきた。多分、今回朽木に立ち寄った目的の一つがこれだろう。


「放置は出来ませぬ。織田の混乱は徳川を喜ばせるだけでござろう。上杉家はそれを許す事が出来ますかな？」


「無論、出来ませぬ」


互いに頷いた。


「改めて忠告致す。華姫様の一周忌御法要への出席はお止めになった方が宜しいかと存ずる」


「御好意、有難く頂戴致す。華姫様の出席は取り止めと致しましょう」


これで良し。朽木と上杉の間で織田の混乱は徳川を利するだけ。それを防ぐために朽木は東に動く。上杉も了承したという事に成る。後は御屋形様、若殿が戻られるのを待つだけだ。







侮り
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「御用が有るのでしたら某が仙洞御所に伺いましたものを」


「特に用が有るわけではないのです。以前からこの槙島城を見てみたいと思っていて……、本当に不思議です。この城は池の中に浮いているのですね」


目々典侍、千津叔母ちゃんが感慨深そうな声を出した。城を見に来た？　帝が譲位したからな、暇なのかもしれん。


「謀反が有っても簡単に攻略される事は無いと思って京での常宿にしております」


「まあ、やはり武家の方は私達とは考える事が違うのですね」


千津叔母ちゃんが可笑しそうにコロコロと笑った。弥五郎は困った様な顔をしている。そんなに可笑しいかな、武将なら当然の用心だと思うんだが。本能寺は御免だぞ。


「今回の譲位、本当に有難うございました。院も非常に御慶びです。亜相こそ朝家ちょうけの重臣、これからも宜しく頼むと改めて仰せられました」


「本来ならもっと早くに譲位をお勧めせねばならぬところ、そのような御言葉を頂くとは勿体無い限りにございます」


頭を下げると弥五郎も頭を下げた。あれかな、これで終わりにしないでねという念押しかな？　一応禁裏御料を一万石増やしたから仙洞御所の維持は問題無い筈だ。二、三年後にもう一万石増やそう。一気に増やすと金銭感覚がおかしくなるからな、少しづつだ。


「諸大名からも祝いの使者が参りました。これも亜相様の御力の御蔭です」


「未だ天下平穏ならず、申し訳ない事と思っております」


千津叔母ちゃんが困った様な顔をした。


「いえ、そのような意味で言ったのでは有りません。悪く思わないでください」


「いや、某も皮肉を言ったつもりは有りませぬ。本心からそう思っております」


「まあ」


俺、弥五郎、千津叔母ちゃんの三人で笑った。


今回の譲位で諸大名から祝いの使者が来た。上杉、毛利、三好、大友、龍造寺、松永、内藤、織田、伊達、徳川等だ。何処も献上品、献金付だ。朝廷にとっては久々の慶事を諸大名が祝ってくれた事になる。嬉しい限りだろう。だが島津からは来ない。義昭が居るからな、俺が後ろ盾になっている帝には使者が出し辛いらしい。大体島津は未だに元亀の年号を使っている。何を考えているんだか、俺の島津への心証は最悪だぞ、いずれはその報いを受ける事になるだろう。


「新大典侍様も喜んでおいででした。長い間、院を御支えしてきましたから……、このような日が来るとは思わなかったと……」


「御具合が良くないと伺いましたが？」


「ええ、それも有って院は譲位を望まれたのです。新大典侍様に少しでも楽をさせたいと」


しんみりとした口調だった。院にとって新大典侍は正妻、千津叔母ちゃんはそれに匹敵する存在だった。院も二人の扱いには随分と気を遣っただろう。だが上手くやったのだろうな、千津叔母ちゃんからは新大典侍への悪感情は感じられない。


「今回、東宮が空位となりました。亜相様は如何思われますか？」


東宮？　東宮と言ってもな、新帝の皇子は幼い筈だが……。


「さて、皇子様方は未だ幼い筈。いずれは定めねばなりませぬがもう少し後でも宜しいのではありませぬか？」


「それは康仁様を東宮にと？」


千津叔母ちゃんがこっちをじっと見ている。康仁様？　権典侍、つまり飛鳥井の尭慧ぎょうえ伯父の娘が生んだ皇子の事だが……。良く分からんな、康仁様の上には兄が三人居る。如何いう事だ？　朽木は皇統に関わらないと以前言ったんだが。……リップサービスかな。


「別に康仁様に拘る事はございますまい。東宮はいずれは帝の地位に付かれる御方、それに相応しい御器量の方を選ばれれば宜しいのでは有りませぬか」


「それで宜しいのでございますか？」


「……叔母上、お忘れの様ですが某は以前皇統に関わるつもりは無いと申し上げた筈ですぞ」


千津叔母ちゃんが息を吐いた。


「忘れてはおりませぬ。ですがあの時と今では状況が違います。あの時は三好家、毛利家が健在で幕府も有りました。朽木家は大きいと言っても畿内、北陸の一部に勢力を持つ大名に過ぎなかったのです。でも今は違います、畿内、山陽、山陰、四国を押さえ天下の半分を従えているのです。そして朝廷を支えているのは間違いなく朽木家。院も帝も亜相様の意向を気にせざるを得ませぬ」


つまり、千津叔母ちゃんが此処に来たのはこれが目的か。院、帝に頼まれたのだな。或いは頼んだのは新大典侍か。うん、まあ気持ちは分かる。でもなあ、そんな事気にしなくても……。弥五郎の顔には喜色が有る。いかんな、はっきりさせておこう。


「朽木は皇統に介入する意思は有りませぬ。朽木は武家です。武家は帝を守り朝廷を守り民を守り国を守るのが役目と心得ております。当家への配慮は無用の事、いずれの皇子様が帝になられましても武家としての役目を果たす所存にございます」


「信じて宜しいのですね」


「如何にも。朽木は平氏とは違います。そのように院、帝にお伝えください」


千津叔母ちゃんがじっと俺を見た。そしてホウッと息を吐いた。


「安堵致しました。その御気持ちを忘れないで頂きたいと思います」


「御心配には及びませぬ。某だけではなく弥五郎にも伝えておきます」


千津叔母ちゃんが頷きそして顔を綻ばせた。


「年が明ければ内大臣に御昇進ですね、おめでとうございます」


「有難うございます。まあ一月ほどで辞職するつもりでおります」


叔母ちゃんが目を見開いた。弥五郎も驚いている。


「宜しいのですか？」


「構いませぬ。内大臣になったという事で十分です。某が居座っては公家の方々が遣り辛いでしょう」


千津叔母ちゃんが〝まあ〟と言って笑い出した。冗談じゃないよ、本心だ。一度その地位にあった、それで十分。俺の後任は関白殿下、近衛前久の息子の前基だ。幼名は明丸、そう朽木に亡命していたあの明丸君だ。来年は数えで十七歳、それで内大臣だ。参るね。


「飛鳥井の兄も従一位に昇進する事となりました」


「ほう、従一位ですか。では？」


「はい、数年のうちに儀同三司へと進む事になると思います」


「それは目出度い」


儀同三司、准大臣か。二代続けてとなれば飛鳥井家は准大臣にまで進む家という事が定着だろうな。飛鳥井家の家格は羽林家だがその中でも上位に位置する事になる。


「弥五郎殿にも官位をというお話が出ています」


「弥五郎にですか？」


「はい、亜相様が土佐に居られる間は随分と苦労されたと聞いております。院も帝もそれに報いたいと考えておいでなのです。年明けに従五位下山城守、如何でございましょう？」


「弥五郎は若年、畏れ多い事にございます」


「亜相様、遠慮は無されますな。弥五郎殿は朽木家の跡取り、それなりの立場が要りましょう」


上手いやり方だ、辞退させ難くしている。弥五郎は表情を消すのに懸命だ。


「弥五郎、良かったな」


「大叔母上、有難うございます！」







    
  
  




弥五郎が喜色を浮かべて深々と頭を下げた。官位を貰う事が嬉しいのか、それとも認められた事が嬉しいのか……。千津叔母ちゃんが満足そうな表情をしていた。やれやれだな。






天正四年（一五八〇年）　九月上旬　　　山城国久世郡　　槇島村　　槇島城　　朽木堅綱






大叔母上が仙洞御所にお戻りになられると父上が家臣達を集められた。黒野重蔵、蒲生下野守、田沢又兵衛、小山田左兵衛尉、安養寺三郎左衛門尉、荒川平九郎、浅利彦次郎、甘利郷左衛門、竹中半兵衛、山口新太郎、飛鳥井曽衣……。


「御屋形様、如何なされました？」


「うむ、弥五郎が官位を授かる事になった」


父上と下野守の会話に皆が声を上げた。


「おめでとうございまする」


半兵衛の言葉に皆が〝おめでとうございまする〟と唱和してくれた。


「うむ、皆が力を貸してくれたおかげだ」


本当にそう思う、私一人では何も出来なかった。特にこの場にはいないが伊勢兵庫頭には随分と頼った。後で礼を言わなければ……。


「それで、どのような官位を？」


父上に視線を向けたが何も仰られない。


「従五位下、山城守だ」


私が教えると〝従五位下〟、〝山城守〟という声が聞こえた。ざわめく中、父上が〝不思議な話よ〟と仰られた。面白くなさそうな顔をしている。皆が父上を見ていた。


「俺の後を継ぐなら大膳大夫でも良い、或いは朽木は近江が本拠なれば近江守でも良い。まあその場合は従五位下では不足だが従五位下に拘る事も無い。いっそ左馬頭というのも有るな。次の天下人だと朝廷が認めるという事だ。だが山城守だ。弥五郎、如何見る」


「……京を、朝廷を守れという事でしょうか？」


答えると父上が笑った。


「そうだな。或いはその方の心を獲り思う様に使おうというのかもしれぬ」


「……」


「先程の叔母上の話を思い出すが良い。院も帝も朽木が皇統に口を出すのではないかと不安視しているのだ。その方を宮中の影響下に置こうと考えてもおかしくはない」


皆が不思議そうな表情をしたので次の東宮様の件を話した。何人かが頷いている。


「はっきり言っておく。朽木は皇統に介入はせぬ。そして帝の許に娘を送る事もせぬ。朽木は武家だ、その事を忘れてはならぬ」


父上が厳しい御顔をしている。


「畏れながら何故でございましょう。朽木の家にとっても名誉な事と思いまするが？」


問い掛けると父上が首を横に振った。


「真に名誉な事なら何故叔母上が案じるのだ？」


「……それは」


「叔母上も朽木が皇統に介入するのは危険と見ているのだ。弥五郎、宮中は帝と藤原を中心に動いている。それ以外の者が皇統に関わり宮中の序列を乱す事を酷く忌み嫌う。曽衣の前でこのような事は言い辛いがあの者達は何処かで武家を蔑んでいる。頼りにはしても蔑んでいるのだ。それを忘れてはならぬ」


「……そんな事が」


本当に有るのだろうか？　曽衣は苦笑をしている。半信半疑でいると父上が軽く笑い声を上げた。


「平氏が滅んだのを忘れたか？　平氏は皇統に介入し思うがままに栄誉を極めた。だがあっという間に滅んだ。平氏の血を引く安徳の帝も道連れにな。朽木が皇統に関わって滅ぶ時は飛鳥井も滅ぶ。叔母上が恐れているのはそれだ」


「……」


父上の表情が厳しくなった。


「公家に力はない。だがあの者達は様々な所と繋がっている。その影響力を甘く見てはならぬ」


皆が父上の言葉に頷いた。曽衣はもう笑っていない、厳しい表情だ。


「御屋形様は手強いとみて若殿に目を付けた、そういう事ですな？」


「その可能性はあるな、曽衣」


「父上、それは……」


問い掛けると父上が軽く笑みを浮かべられた。


「その方は俺の跡取りとして周りに認められたがっている。その辺りを公家達も感じ取ったのかもしれん。院、帝の意向と言っているがそうでは有るまいな。誰が考えたのかは知らぬが官位を授ける事でその方の心を獲ろうとした」


「なんと……」


悔しかった。認められたのではない、利用しようとされたのだ。


「大叔母上も御存じなのでしょうか？」


「如何かな？　知っていたかもしれぬ。知っていて進めたとすれば例えどのような狙いが有ろうとも朽木と朝廷の繋がりを密にすべきだと思ったのであろうな」


「……」


「俺は叡山を焼き討ちした、一向門徒を根切りにもした。そういう物騒なところがあるからな、公家達は不安なのだ。それに比べればその方は扱い易い、そう思ったのだろう。その方の力を使って俺を抑える、そんな事を考えたかもしれぬ」


私と父上の対立を狙ったのか。


「……父上、官位は辞退したいと思います」


「くれると言うのだ、遠慮せずに貰っておけ」


「ですが」


「大きな声を出すな」


「申し訳ありませぬ」


父上が顔を顰めている。思わず声が大きくなっていた。だが官位を貰う事は出来ない、公家達に笑われるだけだろう。


「相手がどういう意図を持っているのか、それを理解していれば良いのだ。それに俺が言った事も本当かどうかは分からぬ。俺がそう疑っているというだけだ。知らぬ振りをして貰っておけ。辞退などすれば却って警戒される」


「……なりませぬか？　口惜しゅうございます」


涙が零れた。元服してから色々と学んだ。政の厳しさ、調略の汚さも父上から学んだ。足りぬ事は分かっている。でも侮りを受ける事は我慢出来ぬ。それくらいなら警戒された方がましだ。


「困ったものよ、どうしても我慢出来ぬというなら辞退すればよい。俺は止めぬ。時間は有るのだ、ゆっくり考えるが良い」


「はい、有難うございます」


頭を下げた。受け入れられない、これ以上甘く見られたくない……。


「若殿には武功が足りませぬな」


「三郎左衛門尉殿の言う通りだ、武功が足りぬ。公家達が若殿を軽んずるのもそれが有ろう」


安養寺三郎左衛門尉、田沢又兵衛の言葉に皆が頷いた。その通りだ、武功が足りぬ。毛利攻めでは武功は何一つ上げられなかった。


「美濃攻めは弥五郎に任せる」


「父上、……宜しいのでございますか？　某は……」


「朽木は天下を獲る、そのために織田を喰う。それさえ押さえておけば良い。調略も戦も俺の許しを得るまでも無い、好きにやれ」


「父上……」


嬉しかった。父上は私を案じてくれる。


「小兵衛から今一度美濃、尾張の状況を良く聞くのだな。期待しているぞ」


「はい」


必ず、必ず期待に応える。そして皆を見返して見せる。必ずだ。






天正四年（一五八〇年）　九月上旬　　　近江国蒲生郡八幡町　　八幡城　　朽木基綱






「久しいな、出羽守」


「はっ」


京から戻ると風間出羽守が待っていた。相変らず大きな男だ。この男を見ていると羨ましいという気持ちと同時に何とも楽しくなってくる。どんな忍びなのかな？　一瞬で五人くらい打倒しそうな逞しさだ。そういうシーンを見てみたい。まあ無理だろうけど。


「何が有った？」


「徳川の手の者が密かに奥州の蘆名の元に」


「……徳川からか、蘆名の反応は？」


「蘆名からも徳川に使者が」


出羽守は視線を伏せている。フム、どうやらこれがこの男の報告のスタイルらしい。


徳川と蘆名が連絡を取っている……。


「両者とも周囲に知られぬようにと大分気を遣っておりまする」


「何故気付いた？」


「徳川からの使者は旧武田の透破者にござる」


出羽守が視線を上げニヤリと笑った。なるほどね、風魔の意地か。怖いわ、こいつ。でもそこが良い、痺れる。伊賀からも蘆名の動きについて報告が来るかな？　来なければ風魔から報告が有ったと教えてやろう。必死になる筈だ。


「狙いは何かな？」


「対上杉の同盟かと。上杉家は今年も秋の収穫後に関東への出兵を計画しております」


「関東に出た所を蘆名が越後に攻め込むか。上手く行けば徳川は引き返す上杉の後背を突けると考えたか……」


「おそらくは」


蘆名と上杉か、確か史実でも関係は良くは無かったな。


「蘆名は代替わりが有ったな、後を継いだのは左京亮……」


「盛隆にございます」


「うむ、養子であったな」


「はい」


出羽守が頷いた。養子か、権力基盤は脆い筈、外征に出るのは武勲を上げて家中での統率力を上げようとしてか。……何処も一緒だな、思わず笑い声が出た。出羽守が訝しげに俺を見ている。


「如何なさいます、上杉に報せますか？」


「上杉は気付いておらぬのか？」


「おそらくは」


「……止めておこう」


「……」


出羽守がじっと俺を見ている。


「案ずるな、出羽守。上杉弾正少弼はそう簡単に負ける男ではない。ここは婿殿の力量に期待しようではないか」


出羽守が頭を下げた。


蘆名左京亮、上杉弾正少弼、織田三介、徳川甲斐守、朽木弥五郎、そして俺。皆戦っているのだ。この乱世で自分の足で立つために戦っている。絶対など無い、誰が生き残れるかは決まっていない。弥五郎、負けるなよ。お前は俺と共に乱世を終わらせるのだから……。







    
  
  




天正三年（一五七九年）　八月中旬　　　尾張春日井郡小牧村　　小牧山城　　鈴村親好






「では我らは城中に入る。お主は適当に織田家中を当たって見てくれ。一刻後に此処で待ち合わせる事にしよう」


「承知致しました」


日置五郎衛門殿の問いに答えると五郎衛門殿、宮川新次郎殿が頷いて城の奥へと向かった。さてと、一体誰を訪ねるか……。兄達を訪ねるのは気が重いが無視するのも不自然では有る。御屋形様がわざわざ俺を指名したという事は織田家中の本音を聞いて来いという事。となると只の顔見知りよりも兄達の方が良い。仲が悪くともそれなりに聞き出す事は可能な筈だ。


家を出たのは十五年以上前の事だ。だがこの小牧山を懐かしいと思う事は無かった。織田家に居た頃は良い思い出が無い。妾腹の出、末子だった俺は両親亡き後は異母兄達から疎まれた。兄達の母が俺の母に父を取られたと酷く恨んでいた所為だ。兄達の母にとって俺は仇の息子のようなものだったのだろう。おまけに俺は母親に目鼻立ちが似ていた。母親の不快感は兄達に移った。露骨に嫌われたわけではないが皆が俺を避けた。俺は嫌気がさして鈴村家から去った。追い出された様なものだ。


織田家を去った俺は長島に行った。将来を考えての事では無かった。未だ二十歳にもなっていなかったのだ。織田を、兄達を困らせたいという反発からだろう。大体俺は一向宗など信じてはいなかったのだから。考えながら歩いていると兄の邸の前に来た。鈴村家は岩作やざこの国人だ。岩作には岩作西城という城も有る。邸はそれなりのものだが十五年経つとそれなりに古びていた。俺も邸も歳を取ったのだと思った。


邸に入り玄関口で〝御免！〟と声を掛けた。ドタドタと足音がして老人が現れた。


「あれまあ、八郎衛門様ではございませぬか」


「……弥五平か……」


素っ頓狂ともいえる声を出したのは内村弥五平だった。俺が生まれる前から鈴村家に仕えていた。十五年前は黒々としていた髪も今では真っ白だ。それに身体も小さくなった……。昔は良くこの男に遊んで貰ったな。


「はい、弥五平でございまする」


「随分と爺になったではないか、幾つになった」


弥五平が〝カッカッカッ〟と笑った。昔も大きな声で笑う男だった。


「もう五十を過ぎ六十迄それほど間が有りませぬな」


「そうか」


俺が家を出た頃は四十の前半だったか……。


「すっかり爺になりました。御迎えも直でございましょう。八郎衛門様は逞しゅう成られましたな」


「そうかな？」


「はい、逞しゅう成られました。昔とは別人のようで」


弥五平が俺をニコニコしながら見ている。少し気恥ずかしかった。変わったのだろうか？


「玄関で立ち話もなんですな。御線香を上げにいらっしゃったのでしょう、さあ中へ」


「御線香？」


問い返すと弥五平が訝しげな表情をした。


「違いますので？」


「誰が亡くなったのだ？」


「蔵人様でございます。小田原で……」


蔵人の兄が……、小田原で死んだ……。負け戦なのだ、十分有り得る事だ。だが蔵人の兄が……。大柄で大力が自慢の兄だった。あの兄が戦場で死んだ……。


「俺は役目で尾張に来たのだが……、そうだな、線香を上げさせてもらおうか」


「はい、それが宜しいかと」


邸の中に入ると弥五平は俺を仏間へと案内してくれた。仏壇には真新しい位牌が有った。多分、兄の物だろう。他にも幾つか見知らぬ位牌が有る、十五年の間に亡くなった人間がいるのだろう。


線香を上げ、手を合わせていると仏間に人が入って来た。長兄の権八兄、三兄の重四郎兄だった。手を合わせ終ると仏壇の前から下がった。


「御久しゅうございまする」


「うむ、久しいな、八郎衛門。元気そうで何よりだ」


「蔵人の兄上の事、残念でございました」


「ああ、そうだな。そなたに線香を上げて貰って蔵人も喜んでいるだろう」


権八兄の言葉に重四郎兄が無言で頷いている。昔から口の重い兄だったなと思った。


「本来ならちゃんと葬式を上げたかったのだが……」


「と言いますと？」


二人の兄が沈んだ表情をしている。


「遺体は無いのだ。酷い負け戦でな、混乱して離れ離れになった。我ら誰も蔵人の死を確認しておらぬ」


「では、生きているのでは？」


重四郎兄が〝それは無い〟と言って首を横に振った。


「蔵人の死を確認した者が居てな。蔵人の脇差を持ってきてくれた。間違いなく蔵人の物だった」


「……他の兄上方は？」


権八兄が〝ああ〟と言った。


「心配はいらぬ、元気だ。兵部と左近は養子に行った。兵部は荒垣家、左近は伊東家だ」


「左様で」


兵部の兄は六男、左近の兄は直ぐ上の七男だった。そうか、養子か、荒垣家と伊東家、どんな家か、さっぱり分からんな。十五年も経つとまるで今浦島だ。


「敬三郎は岩作に居る。源十郎は一家を立てる事が許され今では稲葉山城に詰めている。三十郎様の信頼も厚い様だ」


「なるほど、目出度い事ですな」


「ああ」


四兄の敬三郎兄は領地を見守る役目か。武張った事の嫌いな兄には向いているだろう。次兄の源十郎兄は一家を立てる事を許された……。権八兄もホッとしているだろう。権八兄よりも源十郎兄の方が器量は上だというのが皆の評価だった。権八兄自身もそれは分かっていた筈だ。


「酷かったと聞きましたが……」


「うむ、殿が御倒れになられ皆が不安になっている時に夜襲を受けた。あっという間に混乱した。どうにもならなかった」


「徳川が兵を退いたのも痛かった。皆が徳川が崩れたと思ったのだ。混乱がより大きくなった」


権八兄、重四郎兄の言葉には無念さが滲み出ていた。蔵人兄の事だけでは有るまい、余程に惨めな思いをしたのだろう。


〝八郎衛門〟と権八兄が声を掛けてきた。


「母を恨んでいるか？」


咄嗟に答えられなかった。生きているのだろうか？　生きていれば七十を超えている筈だが……。


「そなたはそなたの母に良く似ている。母にとってそなたを見るのは苦痛だったのだろう。我らも母上の気持ちを察してそなたを避けるようになった。そなたは面白くなかっただろうな。出て行くのも無理は無い。済まぬ事をしたと思っている」


権八兄が頭を下げると重四郎兄も頭を下げた。


「そなたが家を出て行った時、母はホッとした様子だった。だが直ぐに後悔するようになった」


後悔？　後悔とはどういう事だろう。訝しんでいると権八兄が言葉を続けた。


「夢で父に嘘吐きと詰られたそうだ」


「夢で？」


問い返すと二人の兄が頷いた。


「そなたの母は早くに亡くなった。その所為で母は父からそなたの事を差別せずに育ててくれと言われていたそうだ。父が亡くなる時には約束もしたらしい。だがその約束を守らなかった。守ろうとしたそうだが守れなかったそうだ。夢で父に何度も詰られた、そう言っていた」


勝手だと思った。自分は悪くないとでも言いたいのかと思った。


「そなたが長島に居る、そして織田と長島が戦になった時は本当に苦しんでいた。そなたが死ぬのではないか、我らが死ぬのではないか、兄弟で争う事になってしまった、自分の所為だと……」


「勝手ですな」


権八兄が俺を見た、そして視線を逸らした。


「そうだな、勝手だ。俺達は見兼ねて何度か八郎衛門を呼び戻そうと言ったのだが母は頷かなかった。そなたを平静な気持ちで見る自信が無かったそうだ。見ればまた疎んじてしまうと言っていた。そして苦しんでいた。……そなたの言う通りだ、勝手だな」


「……亡くなられたのですか？」


二人の兄が頷いた。


「長島が落ちた後だ。そなたが朽木家に仕えたと知ってホッとしていたな」


また思った、勝手だと。仏壇を見た。位牌が見える。あれだろうか？　それともあれか……。何時も俺を無視していた女だった。ホッとして死んだ？　お前が何をしたかを父は分かっているだろう。あの世で父に無視されるのはお前だ。自分の業の深さを思い知れば良い。


新たに線香を上げる気にはならなかった。上げればあの女を許す事になるだろう。俺にはそんなつもりは無い。……兄弟三人、視線を合わせる事無く座っていた。やがて権八兄が息を一つ吐いた。


「弥五平から聞いた。役目で此処に来たそうだな」


「織田様が、御嫡男勘九郎様が亡くなられました。それで朽木家では弔問の使者を出したのです。使者は相談役の日置五郎衛門殿、宮川新次郎殿。某はその御供です」


兄二人が顔を見合わせた。表情に納得の色が有る。日置殿、宮川殿、二人とも朽木家では重臣中の重臣であった。弔問の使者としては妥当であろう。


「それだけかな。殿と勘九郎様が亡くなられたのだ。織田の跡目がどうなるか、その辺りも探りに来たのではないか？」


権八兄が探る様な視線で俺を見ている。不愉快だったが不愉快だと思う方がおかしいのだと思い直した。兄弟とはいえ別な家に仕えるのだ。兄が警戒するのはむしろ当然の事だろう。


「そういう部分も有ります。何と言っても織田は東海の雄です。誰が当主になるのか、気にならないと言えば嘘になりましょう」


権八兄が〝やはりそうか〟と言うと重四郎兄が頷いた。


「不快ですか？」


問い掛けると二人が首を横に振った。


「いや、不快ではない。むしろ当然であろう」


「……」


「八郎衛門、織田家は危ういぞ」


「！」


驚いた。重四郎兄が喋った事にも驚いたがその内容の大胆さにも驚いた。そして権八兄が黙っている事も。


「宜しいのですか？　そのような事を言って」


俺の言葉に二人が苦笑を浮かべた。


「いずれ分かる事だ。遅いか早いかの違いであろう」


「……」


「三介信意様も三七郎信孝様も織田家の当主の器ではない」


権八兄の言葉に重四郎兄が頷いている。二人は何度もこの事を話しているのだと分かった。敗戦からそれほど日は経っていない。となれば相当に織田家は危ないのだろう。


「我らだけではないぞ。荒垣へ養子に行った兵部も、伊東に養子に行った左近も不安に思っている。荒垣でも伊東でも不安に思う者が多い様だ。養子になって家を継いだ二人には重圧だろう。家を潰しては養子だからと誹られかねぬからな」


二人が沈痛な表情をしている。相当に兵部の兄と左近の兄は追い込まれているのかもしれないと思った。


「昔の事を思い出すわ」


「昔の事でございますか？」


問い返すと権八兄が頷いた。


「父上が隠居し俺が家督を継いだ頃の事だが織田家は弾正忠信秀様がお亡くなりになられ跡目を殿が御継ぎになられた。もっとも織田家にはそれに反対する者も多く殿の地位は盤石とは到底言い難い物であった」


「……」


俺は未だ六歳か七歳だったな。だが織田家が不安定だった事は覚えている。


「あの頃、俺は評判の悪い殿を見限って御舎弟の勘十郎様に付くべきではないかと思い父上に相談した事が有る」


そのような事が……。意外な話で〝左様で〟と言うのが精一杯だった。


「だが父上に馬鹿な事を考えるなと一喝されたわ。勘十郎様では織田家は保てぬとな」


「……」


権八兄が苦笑している。懐かしんでいるのかもしれぬ。


「行儀が良く周りから扱い易いと思われているだけだ。だから評判が良いのだというのが父上の見る勘十郎様であった。上に立つ者が扱い易いと思われて如何する。上に立つという事は下を使うという事であって下に使われるという事では無いとな」


意外であった。俺の知る父は穏やかで表情から笑みを絶やさぬ人であった。そのような鋭い批評をするような人には見えなかったが……。


「殿の評判が悪いのも殿では簡単に扱えぬ。若造の癖にという反発が有るからだと言っていた。そして評判で動くな、自分の目で見て判断しろ。好きか嫌いかではなく頼れるか否か、信じられるか否かで主を選べとな」


「……」


「驚いたかな？」


「はい」


答えると兄二人が声を上げて笑った。不快には思わなかった。俺の知らぬ父を教えて貰った。そんな思いが有った。


「俺も兄上から教えて貰った時は驚いたぞ」


重四郎兄の言葉に今度は三人で笑った。不思議だった、兄弟なのだという実感が湧いた。


「そういう目で三介様、三七郎様を見るとどちらも頼りないし信じられぬ。到底人の上に立てる御方では無い」


「……」


「だが織田家には他に跡目を継げる御方は居ない。そしてどちらが継いでも継げなかった方は納得するまい」


「御家騒動が起きると？」


問い掛けると二人が顔を見合わせた。そして二人とも俯いた。否定しないという事は御家騒動が起きると見ている。


「如何なさるのです、兄上方は？」


「……分からぬ」


ポツンと言ったのは重四郎兄だった。重四郎兄が俺を見た。


「俺達は三介様、三七郎様のいずれにも付く気は無い。あのお二人に鈴村の家を賭ける事は出来ぬ」


重い言葉だった。俺は家を出た、だから自由だった。だがこの二人は鈴村の家を守って来たのだ。どれほど重かったのか……。権八兄が〝八郎衛門〟と声を掛けてきた。


「どちらが継いでも織田家は混乱しよう。亡き殿の様に織田家を纏める事が出来るとは思えぬ。果たして朽木家、上杉家と伍していけるのか……」


「……」


「この乱世、家が傾くの等あっという間よ。それを考えるとな、不安ばかりが募るわ。我らだけではないぞ、源十郎、兵部、左近も同様だ。余所の家でも不安に感じている」


お二方とも相当に酷いらしいな。どちらかの器量が優れている、或いはどちらも優れていて選べぬというなら救いが有るがどちらも選べぬ程に酷いとは……。権八兄がジッと俺を見ている。重四郎兄も俺を見ていた。はて……。


「八郎衛門、今度はそなたの事を教えてくれ」


「某の？」


兄達が頷いた。


「結婚はしたのか？」


「はい、朽木家中の娘を娶りました。妙と言います。木村という家の娘ですが木村家は元は六角家に仕えた家ですので朽木家の譜代というわけでは有りませぬ」


重四郎兄が〝なるほど〟と言い権八兄が〝そうか〟と言った。


「子は？」


「二人です。二人とも男です」


二人が〝それは良かった〟と喜んでくれた。長男の松丸は五歳、次男の杉丸は二歳、丈夫に育ってくれれば良いのだが……。


「朽木家では権大納言様の御傍にいると聞いているが真かな？」


「はい、五百の兵を預かり戦場では御傍を固めております」


権八兄の問いに答えると二人が〝ほう〟と声を上げた。


「仕えて未だ十年になるまい。……朽木家は大らかな家風だな。織田家も外から人を入れるのには熱心だが朽木家には及ばぬようだ」


「元々一万石に満たぬ小領主でしたからな。外から人を入れねばどうにもなりませぬ」


権八兄が〝なるほどのう〟と言うと重四郎兄が二度、三度と頷いた。


「御傍を固めているとなれば接する事も多かろう。権大納言様は気性激しいと聞くが辛い事は無いか？」


「そのような事は有りませぬ。果断では有りますが御人柄は穏やかです。冗談も良く口になされますし……」


二人が訝しそうな表情をしている。はてさて、一度御屋形様にお会いすれば直ぐ分かる事なのだが……、まさかな、まさか……。


〝果たして朽木家、上杉家と伍していけるのか〟


〝家が傾くの等あっという間よ〟


この二人、朽木が織田を飲み込むと見ているのかもしれぬ……。御屋形様の事を尋ねたのもそれが理由か。そこまで危うんでいるという事か……。となれば俺が御屋形様の傍にいるという事は好都合と見ているのだろう。待てよ、源十郎兄は稲葉山に居ると言ったな。源十郎兄も同じ事を考えているとすると……。兄二人を見た。二人が困惑する様な表情を見せた。俺が気付いたと思ったのかもしれない。


「兄上方、そろそろ日置五郎衛門殿、宮川新次郎殿も御役目を終えましょう。某は戻らなければなりませぬ」


「おお、そうか」


「あっという間だな」


二人がホッとした様な声を出した。やはりと思った。


「源十郎の兄上、敬三郎の兄上、兵部の兄上、左近の兄上に宜しく御伝え下さい」


「分かった、必ず伝える」


「では失礼致しまする」


席を立つと弥五平が姿を現した。近くで控えていたのだろう。弥五平の案内で玄関に向かった。


「また会えますかのう」


「ああ、会えるさ」


〝楽しみですのう〟と弥五平が喜んでいる。多分会えるだろう。だがその時は織田家は無くなっているかもしれないと思った。
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関白殿下の邸を出た後、弟に我が家に寄って行くようにと誘うと何の疑いも持たずに付いてきた。やれやれよ、二十歳を過ぎたというのに何とも頼りなさ過ぎる。今も美味しそうに出された茶を飲んでいる。幾ら私が兄でも無防備に過ぎよう……。思わず溜息が出た。弟が不思議そうに私を見ている。


「如何なされました、兄上」


「如何ではない、何故麿がそなたを此処に呼んだか分らぬか？」


弟が小首を傾げた。そして〝ああ〟と言った。


「先程の明が滅ぶという事で我が国もと言った事でおじゃりましょうか？」


「そうだ、思慮が足りぬとは思わぬか？」


咎めると不本意そうな表情をした。


「ですが殿下も右府も、それに兄上も一度は考えた事は有るのでおじゃりましょう。違いましょうか？」


「考えた事はある」


「ならば」


「口に出した事は無い」


「……」


弟が口を閉じた。


「心の中で何を考えようとそれは自由よ。咎められる事は無い。だが口に出してしまえばそこには責任が生じるのだ。そなたは今内大臣の地位に有る。迂闊な事を言ってはならぬ」


「申し訳ありませぬ」


「国が亡ぶなどと、そのような事が帝の御耳に達すれば勅勘を受けるという事も有るのだという事を忘れるな。或いはそなたに反感を持つ者が告げ口する事も考えられる」


「はい」


素直に謝った。我を張るよりはましだが頼りなさは変わらない。困ったものよ……。


「それと、公方の事を殿下の前で口にするのは控えよ」


「……」


「我らの父上は公方に与し殿下とは敵対された。殿下はそれ故に近江へと亡命する事になったのだ」


「ですが殿下を京より追ったのは公方だったと聞いております。父上は必ずしもそれに賛成したわけではないと……」


睨み付けると語尾が消えた。


「それが言い訳になると思うのか？　殿下は邸を打ち壊され近江へと逃げたのだぞ。どれほど屈辱で有ったか……」


「……」


先年亡くなった父二条晴良は公方と組んだ。そこに権力欲が無かったとは思わぬ。だが権力欲だけで公方と結んだわけではなかった。父には天下の安寧を願う思いが有ったのだ。その事は自分が誰よりも良く分かっている。残念な事に公方には武家の棟梁としての器量は無かった。父にとっては誤算であっただろう。


「幸いと言うべきなのであろうが殿下はその後直ぐに京に戻られた。その所為であろうが父上や我らに厳しい態度を取る事は無かった。だから我らもこうして京に居られる。そうでなければ父上は京を去り逃亡先で恨みを残しながら亡くなられたであろう。我らも殿下に対して恨みを抱き今頃は九州で公方の傍に居る筈だ。違うか？」


弟が神妙な表情で頷いた。


「こうして此処に居られるのは僥倖に近いのだ。その事を忘れてはならぬ」


「はい」


「今天下は近江亜相が纏めつつある。そして朝廷は近江亜相と共に歩みつつあるのだ。その流れを作ったのが殿下だ。殿下と亜相の絆は強い。殿下を怒らせるという事は亜相も怒らせるという事になる。十分に気をつけねばならぬ」


「分かりました。以後は気を付けまする」


「うむ」


本当に分かったのか……。これからも気を抜く事は出来まいな。


「兄上」


「何かな？」


「亜相は何時幕府を開くのでしょう」


弟が深刻そうな表情をしている。幕府、何時か……。さて……。


「分らぬな」


弟が不満そうな表情を見せた。馬鹿にされたとでも思ったか。


「既に官位の上では十分でありましょう。譲位が滞りなく行われ新しい御代となれば幕府を開きたいと言ってくるのでは有りませぬか」


「なるほど」


ふむ、多少は見直しても良いか。


「公卿達の間ではそのような声が上がっております。いやむしろこちらから幕府を開くように勧めるべきではないかという声も有る」


自分の考えではないのか……、残念だが周囲に目配りする事は出来るようだ。


「一理あるのは確かだな。だが未だ天下を制したとは言えまい」


弟が不満そうな表情を見せた。


「今でもかつての足利より遥かに強いでしょう。公方を解任し亜相を征夷大将軍に任ずれば天下の諸大名に亜相こそが武家の棟梁なのだと知らしめる事が出来る。その方が天下の平定が進むのでは有りませぬか？」


「……」


「亜相に膝を折る事は出来なくても征夷大将軍には膝を折るという大名も居るかもしれませぬ。違いましょうか？」


良い手かもしれぬ。いや、待て。解任された公方が納得するか？　無理だな、納得はするまい。解任されても自分こそが征夷大将軍だと言い張る筈だ。となれば天下に将軍が、幕府が二つ有る事になる。それは余り良い事ではない。亜相も望まぬのではないか？　となれば征夷大将軍宣下は九州を平定し公方を下してからという事になろう。


「そなたの考えは分かった。些か時期尚早でおじゃろうな」


「と言いますと？」


「公方が解任を受け入れぬという事よ」


「……」


弟がまた不満そうな表情を見せた。


「そのように不満顔するな。時期尚早と言ったのじゃ、否定したのではない」


「では？」


「一度殿下に御相談してみよう。殿下にもお考えは有ろうし或いは亜相から何か相談を受けているやもしれぬからな」


「はい」


弟が嬉しそうな表情をした。ふむ、余り子共扱いしては不満を持つか。厄介な事よな……。






天正四年（一五八〇年）　四月上旬　　　山城国葛野郡　　近衛前久邸　　九条兼孝






殿下をお訪ねすると陽当たりの良い小綺麗な部屋へと案内された。庭には桜が今が盛りとばかりに咲いている。


「美しゅうおじゃりますな」


「今だけじゃ。あと五日もすれば散り始める。そうなればあっという間でおじゃろう。もっとも若葉の葉桜というのも悪くない。それなりに風情はおじゃる」


「はい」


「土佐の長宗我部が降伏した、この後は一条家の内紛を収めるとか。右府も胸をなでおろしておろう」


「左様でございますな」


「その後は島津、大友、龍造寺の争いを収めるとの事だが、はてどうなるか……」


東が混乱している。織田の状況は思ったよりも悪いのかもしれぬ。庭を見ていた殿下がこちらを見た。視線が鋭い、先程まで桜を愛でていた和やかさは無い。


「さて、何用で見えられたかな？」


「されば、先日の琉球の御話の後の事でおじゃりますが弟が近江亜相は何時幕府を開くのかと申しました」


「ほう」


「譲位が滞りなく行われれば新帝の下で幕府を開くのではないか、或いは朝廷からそのように働きかけるべきではないかと」


殿下が面白そうにこちらを見ている。


「公家達の間でそのような意見が出ているそうにおじゃります。麿も気になって幾人かにそれとなく当たりましたが亜相が幕府をいつ開くのかという事は皆が気にしておりました」


「……」


「殿下は如何思われましょうや？」


殿下が〝フム〟と小さく鼻を鳴らされた。


「麿もその事は気付いていた。皆が気にしておるの」


「はい」


「足利の事を忘れたいのかもしれぬ。そうは思わぬか？」


「……」


「酷い時代であったからの」


「……」


その足利と強く結んだのが近衛家だった。頷く事は憚られた。殿下が〝フッ〟とお笑いになられた。


「遠慮は要らぬ。思う事を口にされるが良い」


「これは、……畏れ入りまする」


殿下が声を上げてお笑いになられた。笑い終わるとシンとした。殿下も憂鬱そうな表情をしている。


「応仁・文明の乱以降、幕府は混乱し朝廷は衰微した。公家達も困窮した。京に居ては喰う事が出来ず地方へ下る者も居た。だが地方も安泰ではない。武家の騒乱に巻き込まれて命を落とす者も少なからず居た。その事は左府が一番良く分かっておじゃろう」


「はい」


今度は素直に頷けた。祖父二条尹房は現職の関白でありながら大内氏を頼り西の京と謳われた山口へと下った。だがそこで大寧寺の変に遭い命を落とした。私が生まれる二年前の事だ。同行していた叔父の良豊も死んだ。未だ十六歳だったと聞く。


「近衛も同じじゃ。足利に嫁いだ叔母は永禄の変で自害した。天下の為と思って嫁がれたのだが……。世が落ち付いていれば皆死ぬ事は無かったのじゃ。我らにとっては辛く惨めな時代で有った……」


「はい」


「足利には天下を穏やかにしようという意思は無かった。有ったのは自分より強い者を邪魔だと思い排除しようとする意志だけよ。あれでは天下は落ち着かぬ。皆が忌諱するのも道理であろう」


「麿もそう思いまする」


殿下が頷かれた。三好が義輝を弑したのも煎じ詰めればそういう事なのであろう。義輝とは共存出来ないと思ったのだ。


「亜相は良い男じゃ。武も有れば財も有る。朝廷を守ろうとする意志も有る。亜相が幕府を開けば皆が理想とする朝廷、幕府の姿が現れよう」


「はい、さればこそ皆も亜相が幕府を開くのを望むのだと思いまする」


答えると殿下も頷かれた。殿下もそれを望んでおられるのだ。


「しかしどうかの、安易に征夷大将軍になりたがるとも思えぬ」


「……殿下もそう思われますか」


「左府もそう思われるか、何故かな？」


殿下がこちらをジッと見ている。答え辛い事では有るが答えねばなるまい。


「九州の公方を解任しても納得はしますまい。自分こそが征夷大将軍だと言い続けましょう。となれば天下に二人の公方が居る事になりまする。亜相がそのような事を望みましょうか？　麿は亜相とはあまり親しくは有りませぬがどちらかと言えば筋を通したがる仁のように見受けましたが……」


「なるほどの、かもしれぬ」


「殿下のお考えは？」


殿下が眼元に笑みを浮かべられた。


「左府の申される事、麿ももっともだと思う。亜相はそのような事は望むまい」


やはりそうか、となれば将軍宣下は九州平定後となるか……。


「しかしな、麿は亜相が征夷大将軍になる意思が有るのか、それ自体に疑念を持っている」


妙な事を申される。将軍になる、幕府を開く意思が無いと？　訝しんでいると殿下が声を上げてお笑いになられた。


「驚かれたかな？」


「あ、いえ、多少、いや酷く驚いております。それは一体如何なる理由わけでございましょう？」


「うむ、自らが征夷大将軍になるのであれば義昭が邪魔であろう」


「はい」


「となればじゃ、機会が有れば義昭を征夷大将軍から解任した筈じゃ、違うかな？」


「道理かと思いまする」


肯定すると殿下が〝そうであろう〟と言って頷かれた。


「だが亜相はそのような動きを見せぬ」


「……」


「その意思が有るのなら義昭が京を離れた時に解任する事が出来た。帝もそれを望まれていると麿は伝えたのじゃ、だがそうはしなかった……」


〝確かに〟、そう答えると殿下が頷かれた。


「しかしそれは時を置こうとしたのでは有りませぬか？　あの時解任するのは公方を追い出したように見られるのではないかと思った、敵だけではなく味方である織田や上杉の反発を避けようとした……」


殿下がゆらゆらと首を横に振った。


「麿も最初はそう思った」


「……」


「しかしのう、毛利との和睦の条件を知って少し違うのではないかと思った」


「と申されますと？」


問い掛けると殿下が私をジッと見た。


「亜相は毛利に公方の引き渡しを求めておらん。求めたのは毛利領からの追放だけじゃ」


「……」


「如何思われる？」


「……要求しても拒絶されると思ったのでは有りませぬか？　実際畠山がそうなりました」


「拒絶すれば別な条件で譲歩を強いる事が出来よう、違うかな？」


「……」


答える事が出来なかった。殿下の仰られる通りだ。何故亜相は公方の引き渡しを要求しなかったのか……。


毛利を下した後ならば朽木の勢力は山陽、山陰にまで広がった。織田と上杉が組んでも敵対は難しかろう。まして上杉は輝虎から景勝に代替わりしてその地位は必ずしも盤石とは言えぬ。織田と組んで亜相に敵対するとは思えぬ。となれば何故亜相は公方の引き渡しを要求しなかったのか……。公方は今九州の島津を頼っているが……。


「亜相にとって公方は自分に敵対する者を見極める道具に過ぎぬのかもしれませぬな」


私の言葉に殿下が笑い出した。


「道具か、上手い事を言う」


「畏れ入りまする」


「いやいや、言い得て妙かもしれぬ。となれば亜相にとって義昭と征夷大将軍はその程度のものという事になる」


互いにジッと見合った。


「のう、左府」


「はい」


「亜相にとって現状は不都合かな？」


「……」


「天下静謐の任を受けた以上、征夷大将軍の名は無くとも実はある」


「名は要らぬと？」


殿下が〝分らぬ〟と言って首を横に振った。


「亜相が何を考えているのか分らぬ。今は必要としなくとも将来は必要とする事も有り得よう」


「はい」


「亜相が如何いう天下を目指すのか、それ次第で有ろうな。だが難しいぞ、何と言っても琉球を服属させようと考える男だからの。義昭のように将軍になりたいと望むだけの男とは違う」


「確かに、左様ですな」


殿下が〝フフフ〟とお笑いになった。


「どんな天下を目指すのか、楽しみでも有るが恐ろしくも有る。それ次第では朝廷と亜相が対立する事も有り得よう」


「……」


「その時のために、我らは備えなければならぬ」


「はい」


「譲位が無事行われれば新しい御代になる。麿は関白を辞するつもりじゃ」


「！」


「次の関白は左府という事になる」


「畏れながら今少し関白の地位に御留まり願いまする。麿では亜相に立ち向かえませぬ」


謙遜ではなくそう思った。自分では亜相に立ち向かえない。だが殿下は首を横に振られた。


「全てを左府に投げ出すつもりはない。これまで通り、亜相とも接するつもりじゃ」


「……」


「早めに左大臣を辞されるが良い。そして内大臣に亜相を」


「……亜相を朝廷に取り込めと……」


思わず小声になっていた。殿下が無言で頷く。


「朝廷は亜相を頼りにしている、そういう姿勢を強く出す事じゃ。人は頼られると悪い気はせぬからのう」


殿下が〝ホホホホホホ〟と笑い声を上げた。自分には笑えない。まだまだ及ばないのだ。その自分が関白として亜相に相対する……。弟を頼りないと思う前に自分を何とかしなければ……。思わず溜息が出た。
	






    
  
  




    
  
  






あとがき






お久しぶりです、イスラーフィールです。


この度、「淡海乃海 水面が揺れる時～三英傑に嫌われた不運な男、朽木基綱の逆襲～九」を御手にとって頂き有難うございます。






なんと、今年四冊目の刊行です。五月に第七巻、七月に異伝の第一巻、八月に第八巻、そして十一月に第九巻。頑張りましたね、今年は本当に頑張ったと思います。三月には舞台『淡海乃海』が有りましたのでそれのＳＳを三つ書きましたし舞台のＤＶＤでもＳＳを一つ書きました。そしてコミカライズの三巻、四巻でもＳＳを書きました。偉い、良くやったと自分を誉めたい気分です。でもＷＥＢの更新は止まりました。楽しみにしている方には大変申し訳なく思っています。


来年も忙しくなりそうです。既に来年刊行予定の第十巻の原稿作成に取り掛かっておりますし異伝の第二巻の原稿も書き上げる予定です。多分、ＷＥＢの更新をしながら作る事になるでしょう。そして舞台の続編も製作が決定されました。大変楽しみです。ドキドキワクワクしています。


そして皆さんにお報せを。帯に記載してありますがドラマＣＤが発売されます。シナリオは自分が書きました。初めての経験で大変楽しかったです。声優さん達がそれぞれ基綱、綾ママ、小夜、御爺、五郎衛門等になって淡海乃海の世界を作ってくれています。是非楽しんでいただければと思います。また掛け軸も十巻と同時発売、予約も開始しています。歴史小説に相応しい物だと思います。こちらもお手元に置いて頂ければ、そして掛け軸を見ながら淡海乃海を読んでいただければと思います。


さて、第九巻では信長死後の織田家の混乱とそれにどう対処するかがテーマになります。これまで安定した東の国境線がいきなり不安定になる事で朽木家は東西に眼を向けなければならなくなる。織田を如何するのか？　喰うのか？　喰うならばどのように喰うのか？　基綱だけでは有りません、堅綱も決断を迫られる事になります。二人の葛藤と決断を見て頂きたいと思います。


今回もイラストを担当して下さったのは碧風羽様です。素敵なイラスト、本当に有難うございました。ドラマＣＤでも御協力して頂いた事、感謝しております。そしてＴＯブックスの皆様、色々と御配慮有難うございました。編集担当の新城様、今回もまた大変お世話になりました。皆様の御協力のおかげで無事にこの本を世に送り出す事が出来ました。心から御礼を申し上げます。


最後にこの本を手に取って読んで下さった方に心から感謝を。


第十巻でまたお会い出来る事を楽しみにしています。少し早いですが皆様良いお年をお迎えください、来年も宜しくお願いします。






二〇二〇年十月　イスラーフィール









    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




    
  
  




電子版特典SS

	
追憶







天正四年（一五八〇年）　四月中旬　　　近江国蒲生郡八幡町　八幡城　　朽木小夜










「母上、弥五郎にございます。宜しゅうございますか？」


廊下から声がした。〝どうぞ〟と答えると戸が開いて弥五郎が部屋に入って来た。後ろ手で戸を閉めて私の前に座る。顔色が良くない、疲れているのだろうか？　先程急ぎ片付けなければならない事が出来したと言って表に行った。一体何が……。






「もう用は済んだのですか？」


「はい、その事で母上にお伝えしなければならない事がございます」


「……」


「織田三介殿が三七郎殿を殺したとの事です」


「……そうですか……」


驚きは無かった。強いて言えばその事が驚きだった。多分私はこの事を予期していたのだろう。息子が訝しそうに私を見ている。私が驚かないのが不思議らしい。思わず苦笑が漏れた。






「弥五郎殿、私が驚かないのが不思議ですか？」


「些か」


「家督争いというのは一旦起きてしまえば何事も無く収まるという事は滅多に有りませぬ。殆どが親子兄弟で殺し合う事になります」


息子が〝なるほど〟と言って頷いた。






「父上も同じ様な事を言っておられました。だから驚かないのですね」


「ええ、六角家もそうでした」


「六角家、でございますか」


息子が困ったような表情をしている。観音寺崩れが起きたのはこの子が生まれる前だった。この子にとっては六角家も観音寺崩れも遠い過去の事なのだろう……。でも私にとっては忘れる事など出来ない存在だ。浅井家と共に……。






「そなたが生まれた時、朽木家は北近江、若狭の他に越前の西半分を制し七十万石ほどの身代になっていました。越前一国の制覇も間近、そうなれば百万石を超える大大名になると兄に言われた事を覚えています……」


「伯父上に」


あの時、生まれたばかりの息子を見てこの子が百万石の大名の跡継ぎになるのだと思った。今振り返れば滑稽でしかない。でもあの頃御屋形様が天下を獲ると予想出来た者が居ただろうか？






「実感が湧きませんでした。朽木家は元々は朽木谷で一万石に満たない小領主だったのです。その頃畿内で力が有ったのは三好家と六角家です。六角家は南近江を中心に伊勢、伊賀、大和に力を伸ばし八十万石ほどの身代が有りました。北近江三郡を支配した浅井家も六角家に従属していたのです。……私が六角家の養女となって浅井家に嫁いだ事を知っていますね、そして離縁された事を」


「はい、その後に朽木家に嫁がれたと聞いております」


息子が気まずそうにしている。私の事を気遣っているのだろうか？　もしかすると母親が離縁されたなどと言うのは不面目に感じるのかもしれない。






「その当時朽木家は六角家と共に浅井家を攻め十万石ほどの身代になっていました。六角家の当主、左京大夫義賢様が私を朽木家に嫁がせたのは朽木家との関係を強化しておきたいという狙いが有ったからですがもう一つ、厄介払いという目的が有ったと思っています」


「厄介払い？　厄介払いとは母上をですか？」


声が高い、初めて知ったのだろう。






「ええ、六角家の養女にした以上、等閑なおざりには出来ない、そう考えていた筈です。平井の父は六角家では六人衆と称された重臣の一人でしたからね。私の扱いには困っていたでしょう」


「……」


「私自身、六角家が私を持て余していると感じていました。六角家の跡継ぎ、右衛門督義治様はもう嫁ぐ事は出来ないだろうから自分の側室にとまで言って憐れんでいた程です。それを聞いた兄は酷く怒っていましたね、上に立つ者として心遣いが無さ過ぎると。私ももう嫁ぐ事は出来ない、幸せにはなれないのだと諦めていました」


息子が〝なんと〟と呟いた。あの頃は本当に辛かった。自分の将来に何の期待も持てない日が続いた。






「ですから私を朽木家にというのは色んな意味で都合が良かったのです」


「信じられませぬ。そのような御話は初めて伺います」


驚いている息子の顔が可笑しかった。


「そうでしょうね、厄介者を押し付けられたなど朽木家にとっては余り好ましい話では有りませぬ。そなたに話す者は居なかったでしょう」


「……」


六角家と朽木家の関係がおかしくなっても御屋形様が私を疎んじる事は無かった。多分朽木の家臣達はその事に配慮したのだろう。私を悪く言う人間は居なかった。






「朽木家も平井家も小さかった。そなたは分からないでしょうが小さいという事は色々と我慢しなければこの乱世を生きてはいけないのです。出戻りで六角家が持て余している養女、御屋形様も厄介者を押し付けられたと分かっていたと思います。ですが御屋形様は厄介者を押付けられたとは思っていないと言ってくれたのです。その言葉通り、私は朽木家では大事にされました。六角家の養女だからではなく大事にされたと思います。今でもです」


弥五郎が居心地悪そうにしている。もしかすると惚気のろけたと思われたのだろうか？　構わない、本当の事だ。






「観音寺崩れの事ですが何故起きたか、弥五郎殿は知っていますか？」


「兄弟で家督争いが起きたとは聞いていますが……」


自信が無さそうな表情をしている。もしかすると知らないのを恥じているのかもしれない。


「そなたが生まれる前の事ですからね、知らなくても仕方が有りません。兄弟で家督争いが起きたのは事実ですが本当の原因は嫉妬です」


息子が〝嫉妬？〟と訝し気な声を上げた。予想外の答えだったのだろう。






「ええ、右衛門督義治様が御屋形様に抱いていた嫉妬と焦り。それが観音寺崩れを引き起こしたのです」


「……」


「当時六角家の身代は八十万石を超え誰もがその強大さを疑わなかったでしょう。朽木家は北近江で二十万石、大きくなったとはいえまだまだ弱小の大名でした。ですが御屋形様は武勇の大将としてその名を近隣に轟かせていました。そして右衛門督様にはこれと言った武名は無かった。皆が御屋形様を褒めました。左京大夫義賢様も御屋形様を頼りになる婿を持ったと褒めました。息子として右衛門督様は面目を潰されたとでも思ったのかもしれませぬ。右衛門督様の御屋形様に対する敵意、反感は目に余るものが有ったと聞きます。或いはこのままでは皆から頼り無いと思われると焦ったのかもしれませぬ」


息子が〝なるほど〟と言って頷いた。自分でも納得出来る部分が有るのかもしれない。だとすれば息子も御屋形様の武名の大きさに苦しんでいるのだろう。初陣をと頻りに強請ったのもそれのせいかもしれない。






「そして美濃攻めを行いました。当時の六角家は三好家と敵対関係に有ったのですから美濃攻めは無謀でした。ですが六角家の次期当主として恥ずかしくない武名が必要だと押し切ったのです。不意を突いて不破郡を占領する事に成功しましたが一色家はそれを許しませんでした。六角家と美濃の一色家の間で激しい戦いが短い期間に何度も起きたのです。その所為で南近江の国人衆は疲弊しました」


「百姓を兵として使ったからですね」


「ええ。六角家の中でも不破郡を放棄して撤退するか、戦いを続けるべきかで激しい論争が有ったと聞きます」






たとえ百姓を使わなくても不満は出ただろう。それまで六角家と一色家は必ずしも悪い関係では無かったのだ。美濃の一色家は六角家よりも織田家を意識していた。国人衆から見れば何故美濃攻めをするのか、その必要性を認められなかったに違いない。そして六角家と一色家の争いには終わりが見えなかった。坂田郡の国人衆達は観音寺崩れが起きると一斉に六角家を見限って朽木家に服属した。六角家のやり方に余程に不満が有ったのだろう。






「もしかすると右衛門督様が本当に戦いたかったのは一色家では無く朽木家だったのかもしれませぬ。御屋形様を討ち果たす、そこまで行かなくても追い詰めて降伏させれば満足したのかもしれませぬ」


「ですが朽木家と六角家は同盟を結んでいました」


「……そうですね」


朽木と一戦し降伏させてから和を結ぶ。同盟では無く浅井家の様に従属を強要する。そういう話が六角家では出なかったのだろうか？　もしかすると父、平井加賀守の存在がそれを止めたのかもしれない。或いは浅井家が自立しようとした事で無理に抑え付けるのは危険だと判断したのか……。






「幕府の扱いで和が結ばれ戦は終わりました。左京大夫様は国人衆達の不満を抑えるために隠居し出家しました。詫びたのです。そして当主に右衛門督様を就けた。右衛門督様の立場を守るにはそれしかなかった。それに当主になれば右衛門督様も落ち着く、そう思ったのかもしれませぬ。しかし国人衆達は右衛門督様を忌諱しました。そして左京大夫様が右衛門督様を後見する事を望んだ……」


「それは、……形だけの当主という事ですか、母上」


「ええ、その通りです」


私が答えると息子が大きく息を吐いた。右衛門督様が憐れだとでも思ったのかもしれない。実際憐れだ。だが国人衆達はそれ程までに疲弊し右衛門督様を忌諱したという事でも有る。もっと早い時点で右衛門督様御自身が撤退を決めていればと思う。しかし嫉妬に囚われていた右衛門督様には難しかったのかもしれない。






「そして六角家内部で右衛門督様よりも弟君の次郎左衛門尉義定様の方が当主に相応しいという声が上がったのです」


「……」


「右衛門督様が家中の信頼を失っていると見た一色家が忍びを使って噂を流したのだと御屋形様に聞きました」


息子が眼を瞠みはって〝なんと〟と声を上げた。驚愕している。戦国の厳しさを実感したのかもしれない。噂を流したのは美濃攻めを主張した右衛門督様の立場を弱め二度と六角が攻めて来る事が無いようにと思ったからだろう。一色家は織田家とも争っていた。そちらに専念したかったのだ。






「それで観音寺崩れが起きたのですね」


「そうです。……あの当時、御屋形様は随分と苦しんでおられました。朽木家は越前の朝倉家と対峙していたのですが朝倉家は五十万石以上の身代が有りました。西には三好家が居たのですがそれを六角家が抑えていた。六角家が崩れれば朽木家は朝倉家と三好家の両者を相手にする事になりかねないですからね」


息子が沈痛な表情をしている。この子に分かるだろうか？　あの当時の朽木家の苦しさが……。あの事も話しておいた方が良いだろう。






「御屋形様から平井の家に戻るかと問われたのもその頃です」


「はあ？」


息子がキョトンとしている。余程に意表を突かれたのだろう。可笑しかった、思わず声を上げて笑っていた。息子が不安そうに私を見ている。


「母上、私をからかったのですか？」


「いいえ、違います。本当の事です」


未だ不安そうに見ている。息子には信じられないらしい。






「弥五郎殿、御屋形様は六角家が崩れると見ていました。先程言いましたが朽木家は朝倉家、三好家と敵対していた。六角家が崩れれば朽木家は単独で朝倉家、三好家を相手にする事になります。六角家を喰わねば生き残れぬ事態になるかもしれないと御屋形様は考えていたのです。自分は躊躇わずに六角を喰う。その時が来たらどうするか？　朽木家に残るか、六角家に戻るか、その覚悟を決めて欲しいと……」


「そんな事が……」


息子が一つ息を吐いて首を振った。乱世の厳しさを身近に感じたのだろう。だがその厳しさは息子にも無縁なものでは無い。上杉が乱れれば御屋形様は躊躇う事無く上杉を喰らうに違いない。例え竹姫が上杉に嫁ぎ奈津殿が息子の嫁であろうとも……。その時は息子も決断を迫られるだろう。






「驚きましたし悩みました。六角家が崩れるという事が恐ろしくも有りました。朽木家では幸せでしたからその幸せを失いたくないとも思いました。ですが私は朽木家と六角家を結ぶために嫁いだのです。戦になるのであれば戻るべきではないのか、このまま留まって六角家を見捨てる事が許されるのか、平井の家を見捨てる事になるがそれで良いのかと悩みました」


「……母上は朽木に留まる事を選ばれたのですね」


「ええ、身勝手だと思いますか？　自分の幸せを優先したと」


息子躊躇うような表情を見せた。母親は非難し辛いのかもしれない。






「良く分かりませぬ。ですが母上が朽木に留まると決めた理由を知りたいと思います。何故留まられたのです？」


「御屋形様が包み隠さず話して下されたからです」


「……」


困惑している息子の表情が可笑しかった。


「私が浅井家に嫁いで新九郎賢政様に離縁された時、新九郎様は理由を教えてくれませんでした。私は何が起きたのか分からず混乱するだけだったのです」


〝何故？〟と問い掛け縋ろうとしても〝触れるな！〟と拒絶され立ち竦む事しか出来なかった……。






「何故離縁されたのか？　六角家と浅井家が争う様になったのは私の所為なのか？　如何すれば回避出来たのか？　離縁されてからはずっと悩みました。理由が分からないというのは辛いものです。誰かに問われても答える事が出来ません。そう、言訳出来ない。自分に非は無いのだと証を立てる事が出来ないのです。私は自然と人目を避け部屋に閉じこもる様になりました」


「……」


息子が痛ましそうに私を見ている。






「朽木に嫁いでから御屋形様が教えてくれました。新九郎様にとって離縁は本意では無かったのだろうと。平井家を、私を守るための離縁で有ったのだろうと。私に何も言わなかったのは自分の事等忘れて幸せになって欲しいと思ったからだろうと……」　


「それは、如何いう事でしょう？」


息子が首を傾げている。頼りないとは思わない。私も分からなかったのだ。






「私を利用して、平井家を利用して、六角家に混乱を起こさせる……。その時は平井家は滅んだ筈です。私もどうなった事か……」


「なるほど、調略で母上を利用するという事ですか……」


息子が納得したように頷いている。


「酷い事になった筈です。それを避ける為、新九郎様は私を離縁したのだというのが御屋形様の御考えでした」


頷いていた息子が私を見た。






「……母上は浅井新九郎と親しかったのですか？」


「ほほほほほほ」


思わず笑い出してしまった。何を言うのかと思えば……。可笑しくて笑いが止まらない。同時に寂しかった。浅井家の事を、新九郎様の事を知らない人間が増えつつある。私の息子でさえ知らない。






「親しかったですよ。浅井新九郎様は六角家に人質として居たのです。その時、新九郎様を預かったのが平井家でした。私と兄と新九郎様は一緒に遊びながら育ったのです。私が浅井家に嫁ぐ事になったのはそれが有ったからでしょう」


「いえ、そうではなく、浅井家では仲睦まじく過ごされたのかと」


そちらかと思った。息子は気遣うような視線で私を見ている。御屋形様に似ていると思った。






「……いいえ、幸せでは有りませんでした。六角家に居る頃とは違い新九郎様は余所余所しく私を避けたのです」


息子が頷いている。


「母上を守ろうとしたのですね？」


「多分……」


そう思いたい。でも真実は分からない。答えを知っている人は死んでしまった……。






「御屋形様のお考えを聞いて多分そうなのだろうとは思います。ですが本当の事は分かりませぬ。それはとても苦しく悲しい事です。どれほど酷い真実でも知らないよりは知っていた方が良い、私はそう思いました」


「……」


息子が曖昧な表情をしている。知らない方が良い真実も有ると思っているのかもしれない。






「朽木に残るか、平井家に戻るか、悩んでいる時に気付きました。私は悩む事が出来るのだと、自分で決断する事が出来るのだと……」


息子がハッとした表情で私を見た。


「それに気付いた時、御屋形様は本当に私の事を考えて下さったのだと思ったのです。誠実で優しい方なのだと。だから朽木家に残ろうと決めました」


それに六角家が崩れれば平井家がどうなるかも分からなかった。右衛門督様は御屋形様を敵視していた。そして御屋形様に親しい人物も敵視していた。当然だが平井家も……。安全な場所など何処にも無い、ならば悔いの無いように生きようと思った。






「某は何も知りませんでした。父上と母上がそのような苦難を乗り越えて来たとは……」


息子が首を振っている。


「もう二十年近く連れ添っているのですよ。苦難の一つや二つは有ります。そういう苦難を乗り越えて夫婦は絆を強めるのです」


「なるほど」


息子が頷いている。でも表情は明るくない。自分に出来るだろうかと不安に感じているのだろう。






「そなたと奈津殿も苦難にぶつかる時が有るかもしれませぬ。その時は良く話し合う事です。その中で相手の事を気遣って上げなさい。それを奈津殿が理解してくれれば奈津殿も同じ様にそなたを気遣うでしょう。夫婦というのはそうやって絆を深めて行くのだと思いますよ」


息子が私をジッと見て〝有難うございます〟と頭を下げた。






「長話をしてしまいましたね。そなたが戻るのを待っている人が居るのではありませぬか？」


「そうですね、表に戻りまする」


息子が〝失礼致しまする〟と一礼して部屋を出て行った。






不意に可笑しくなった。クスクスと笑ってしまう。今まで御屋形様以外に新九郎様の事を話した事は無かった。それなのに二十年近く経って息子に話すとは……。苦痛は無かった、苦味も無い。多分、私の中では想い出の一つになったのだろう。……新九郎様、見ておられますか？　私は幸せになりました。貴方様が本当にそれを願ったのならと思います……。
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